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まえがき 

人生わずかに五十年と言われた 昔、 四十才は既に人生を達観した"不惑"の 
とし。 しかし、平均寿命の延びた今日では人生の折り返し点、まだまだこれか 
らといった可能性がひろがっている。 

ましてや企業ともなれば、永遠に時を刻み続ける"ゴーィング•コンサー 
ン"として、明日の人びとへバトンタッチしていかねばならない使命を帯びて 
いる。 

だが、 企業の寿命三十年説があるょぅ に、 どんな企業も、その健康管理を怠 
れば 、否、 たとえそれを全ぅしても突然の事故に見舞われ、その対応を誤れば 
命を落としかねない。 

幸いな ことに ソニー は、 全社員の絶ゆまぬ努力に ょって 有為転変の世の中を 
くぐり 抜け四十才を迎える ことができた。しかし、ソー ーーを 取り巻く 環境は決 



しておだやかではない。現在も急速な円高という暗雲が垂れこめ、大きなうね 
りが行手を遮って いる。 われわれは、これを乗り越えて、青空のひろがるおだ 
やかな海原をめざさねばならない。それには全員が全く新しい発想をもって知 
恵を出し合うことが求められる。そのヒントになるものはないものか……。 

本誌は社内報『タィムズ』に連載してきた"源流"をべース に、 ソニーの誕 
生からトリニトロン開発までのエピソードを綴ったもので、この中には今日で 
も通用する大きなヒントが隠されているかもしれない。 

四十周年を一つの節目と して、" 温故知新"の言葉に 従って、 ここでいちど 
原点へ戻るのも良いのではないか……。 

真理は不変で あり、 正しい ことに 古い も 新しい もない。 そんな眼で本誌を読 
んでいただければ幸いで ある。 

なお、本誌には、後方に四十年の簡単な社史を添付してあるので、参考にし 
て欲しい。 

(編集室) 
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1 大正十四年、神戸 




< 1 > 大正十四 年、 神戸 

その日、谷川譲は井深犬が屋根のてっぺんに登って、鬼瓦と鬼瓦の間を、行ったり来たりし 
ている様子をみて、——あいつ、また何かやっているなと思っていた。 

谷川と井深の家は向かい合わせで、谷川は甲南中 学、 井深が神戸一中の学生で ある。 学年は井深 
の方が二級下ではあったが、同じ中学生同士ということも あって、 二人は普段からテニスなどを 
緒にする仲のょい友人であった。 

大正十四 年、 大阪で朝日新聞が、二五 o w の出力でラジオの試験放送を流した。この 時、 谷川 
は井深から、この放送を聞きに来ないかと誘われて井深の家に行った。谷川も、それまで多少電 
気に興味を持っていて、自分でコィルを巻いては手作りの受信機を作っていたが、これはガレナ 
鉱を使った、いわゆる鉱石ラジオと称するもので、これでは残念ながら大阪からの放送を聞くま 
でには至らなかったので ある。 それに比べて井深は、もうその時すでに真空管を三本も使った 受 
信機をこしらえていた。当時、真空管はたいへんな貴重品で ある。 そのうえ、まだ スピーヵーこ 
そ付いていなかったものの、大きなどんぶりを逆さにして、それに受信機を差し込んで音を出す 
という、なかなか手のこんだ工夫までこらされている。谷川はこの時まで、井深がこれほど ラジ 



才に打ち込んでいるとは知らなかった。 

それから間もなくして、今度は東京の芝浦から試験放送が開始され た。 先程から井深が屋根の 
上でごそごそしていたのは、その電波を何とか キャッチで きないものかとやっきになっていたの 
である。 なにせ戦前のことで ある。 ラジオの放送を聞いたことがバレれば、お上からとがめがあ 
るのは必須のこと。そのため、井深も外からアンテナが見えない よぅに、 屋根の鬼瓦と鬼瓦の間 
にアンテナを引っ張って いて、 その調子をみるた め、 しょっちゅぅ屋根に登ったり降りたりしな 
ければならなかったの だ。 

中学を 卒業して、 谷川は関西学院に 進んだ。 
ここには、 病気の ため 進学が 遅れ、きしく も谷 
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また、 谷川の紹介に より、 井深と笠原も知己を 
得て、 互いに交流をもつ ようになっていった。 


川と同級になった笠原功一がいた。谷川と笠原 

は、 お互いがラジオをやっていることを知って 
親しくな り、 いつも行動を共にするょぅになっ 
ていった。谷川は、この笠原から勧められてラ 
ジオから短波受信の方へと興味を移していき、 
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1 大正十四年、神戸 


当時、 関西では谷川と笠原以外に も、 大阪の梶井謙 一、 御影の草間貫一と いったハム 仲間が いた。 

ある晚のこと、谷川がいつものように交信していると、 J 1 TS という聞き慣れないコ ールサ 
ィンを出している 局が 出た。何しろ 谷川 も 無許可で短波を やっているので、うかつに知らない 局 
と コンタクト をとると危ない。始めのうちはやりすごしていたが、二度目三度目ともなる と、 つ 
い 興味を そそられて、応答してしまった。ところが、 相手 も警戒しているようでなかなか名乗ら 
ない。そこで、谷川の方から「こちらは、 素人で ある」というようなことを 言っ た。 すると 向 
こうも 「素人」 と言う。もっとくわしく聞いて、 相手が仙波猛 といって、 帝大の応用化学に いっ 
ている学生であることがわかった。谷川は驚いた。実はこの時まで、谷川たち 関西の ハム仲間は、 
東京でもハムをやっている人たちがいることを知らなかったのである。 

それからは、いろんな人たちが出て きた。コール サィン J 1 SO は、 蔵前の高校に通っている 
磯英治という学生であり、 J 1 SH もやはり島茂雄という東京の学生であることがわかった。こ 

れで、東京との コミュニヶ ーションができるようになった。 普段は手紙での やりとりが 主で ある 
が、 皆 学生ということもあって、 夏休みな ど 東京へ 行ったり、 神戸に 来たりして 親交を深めて い 
った。ところで、 井深は その頃になる と、 大学受験の 方が忙しくな り、 短波からは離れて いって 
しまっていた。やがては、 早稲田大学に 受かって 東京へ 行くことにな り、 井深の神戸での 生活は、 
これでひとまずピリオドを打つことになった。 
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< 2 > 3BB from 1SH 

島茂雄は、大正十五 年、 早稲田大学第 I 高等学院に入学した。その翌年(昭和二年)島は、 

に貼り出された新入学の学生名簿を見ていて井深大の名前があるのに気が付いた。 

——もし や、 あの神戸の井深かな…… 

島と井深は、島がまだ府立四 中、 井深が神戸一中の生徒だった頃から、ハム(ァマチュァ無 
線)を通じて知り合ってはいたが、顔を合わせた ことは、 これまで一度もなかったので ある。 
——いったい、どんな奴なんだろう？ 

島は、一刻も早く井深に会ってみたいもの だと 思った。 そこで、 教室の黒板に メッセ ージを書 
いて おくことにした。 

"3 BB from 1 SH 科学部のクラブルームで会おう" 

「3 BB 」 は井深の、 rlsH 」 は島のコールサィンで ある。 ハムをやっている者が、これを見 
れば、誰から誰へあてたもの か、 すぐにわかる。二人は、その科学部部室で、初めての対面を果 
たした。井深の第一印象を、島は「なんだ、こんな坊やだったのか」と内心思って いた。 井深は、 
丸顔で、どちらかというと童顔で ある。 声だけの印象しかなかった島が、そう®うのも無哩もな 


壁 
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2 3 BB FROM 1 SH 


いことであつた 


それからの二人は、学校の勉強などそっちのけで、科学部の部室に入りびたりである。戦後の 
エレクトロニクスの 成長からみれば、当時のそれは、まだ芽ばえの段階で、それ 故、 二人にはす 


ることがいくらでもあつた 
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ある時は、二人で増幅器を組み立てそれにスピーヵーを 

取りつけて、レコードコンサートまがいのことをやっては 

学生たちを喜ばせた。 

また、昭和五年に、日本で初めての極東オリンピックが 
開催されたが、この大会が行われた神宮の競技場の拡声装 
置一式を請け負ったのも、島と井深であった。当時、神宮 
には、まだ拡声設備などついてはおらず、ただのだだっ広 
い運動場に過ぎなかったのである。 

この極東オリンピックでの二人の仕事は、理工学部部長 
であり、陸上部の面倒をみていた山本忠興先生からの依頼 
にょるものであった。 

山本先生は、立派な人格者で あり、 また、熱心なクリス 
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チャンでもあった。井深も大学入学 後、 親せきの者から勧められて教会へ 通うよう になっていた 
が、この井深が通っていた牛込の富士見町教会の長老を、山本先生がやっていた。 

それで、この教会の鐘楼に鐘をつけるという時に も、 山本先生から、井深と島に注文が回って 
きた。二人は、それならと張り切って、どうせ やる からには、ただの鐘楼では おもしろくない。 
電子鐘楼にしようやと、鐘楼にスピーヵーを取りつけて、辺り 中、 鐘の音が 響き渡るようにして 
しまった。結構二人とも、楽しんで仕事を している ので ある。 

この頃には、井深は、池袋の下宿を引き払い、大学の構内近くにあった友愛学舎 (スコットホ 
—ル)へと移っていた。ここでは、後に井深と一緒に仕事をすることになる小林恵吾や迫田俊郎 
たちとの出会いがあった。 

昭和八 年、 早稲田卒業を前にして、井深は、勧められて東芝の入社試験を受けた、が、 みごと 
にはみ出してしまった。後に縁あって PCL (フォト•ケミヵル.ラボラトリ1=写真 化学研究 
所)への入社が決まった。 

一方、島の方は、先生の勧めに従って日本放送協会に就職し、それぞれ社会へ飛び立っていっ 

たのである。 
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3 走るネオン 


<3> 走るネオン 

「何でも君の好きなことをやらせてあげるから、うちに来なさいよ」 

PCL 社長の植村泰二から、そう誘われて、井深大は即座に、入社の決意を固めた。第一志望 
であった東芝をすべってしまった井深にとっては、小さい会社とはいえ、自分の好きな研究を思 
う 存分やらせて くれるという 会社の申し出は ありがたく、 自分の性に合っていると思った。 

井深は、早稲田の理工学部当時、光を、音や外部の電圧によって変調させる研究に没頭してい 
た。 この光変調の原理を応用して作ったのが、"走るネオン"である。これは、ネオン管に 高 周 
波の電流を流してやる と、 周波数が変わるごとに 光が伸縮 するとい う 特性を 活かしたものである。 
それまでのネオンと言うのは、ただ明るく光っているだけのもの——井深が発明した、この"走 
るネオン" は、 まるで 光が 動いているように見える。これは当時としては画期的なことである。 
井深は、学生時代、これで 特許を 取った。その他に も、時々特許を 取るような発明考案をして、 
特許局で も、 学生発明家として特異な存在になって いた。 PCL 入社のきっかけを作ってくれた 
の も、 そもそもが顔なじみの特許局の役人だったという訳だ。 

PC)L は、 映画 フィルムの 現象と録音を主たる業務とする会社で ある。 音を光に 変え、 それを 
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また音に変えるという仕事は、井深にうってつけといえる。井深は、この PCL 入社 後、 先の 


走るネオン" を、 折りからパリで開かれていた万国博覧会に出品して、優秀賞を受賞した。 
この頃、 日本の映画は、弁士つきの無声映画から、現在と同じ音つきの映画(ト ー キ ー) へと 


移り変わろうとしている時期であつた 
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PCL も、この機運に乗り遅れまいと、映画の自主 
製作に踏み込むことになつた。 PCL のトーキー第一 
作は、滝沢修 、薄 田研二主演の「河向うの青春」、第 
二作が、千葉早智子、藤原釜足主演の「ほろ酔人生」 
であった。 

井深は、録音技術に興味を持って入ったのである。 


.と、 この 


映画の撮影所というのは、かなわんなあ 
頃悩んでいた。 


そこで、植村に相談して、やはり植村が社長をして 
いた「日本光音」に入れても らう ことにした。この日 


本光音といぅ会社は、 16 ミ 


リト 


1キーの映写機を f ¥ る 


会社と して、 昭和十二年に設立され た。 井深の新しい 
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3 走るネオン 


職場は、 ここの 無線部で ある。 

樋口晃 は、 七欧無線電気商会で働いていた 時、 井深から声をかけられて日本光音へ入った。 
七欧無線の研究部には、井深が神戸にいた時分の親友、笠原功一がいた。 

笠原は、大学を卒業したものの、どうしても好きなラジオのことをやりたくて七欧無線に入っ 
た。 井深は、むろん笠原に会う目的もあった が、 ここでしか手に入らないラジオの輸入部品を得 
るた め、 大学時代からここへよく足を運んだ。樋 口は、 そうした井深の姿を、ちょくちょく目に 
していた。 

井深は、大学時代から天才発明家と して、 名が知れている。樋口は話こそ あまりし なかったも 
のの、 学生服姿の井深を 見て、 真面目で良さそうな人だなと常々思っていた。 

その井深から、一緒に働かないかと声をかけられたので ある。 樋口に否はなかった。 

日本光音には無線部の 他に、 真空部が ある。 真空 部では、 ゾンデの小さな真空管や測定器用の 
ブラゥン管を作って いた。 無線 部は、 このブラゥン管を使ったオシ ロスコ ープを 作り、 業界でも 
高い評価を得ていた。 

しかし、井深の胸中では、いつしかもっと測定器らしい測定器を作ってみたいという思いがふ 
くらんでいた。 
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<4> 戦火の中の音楽会 

日本光音•無線部の仕事にあきたらなくなった井深は、早稲田の 時、 友愛学舎で一緒だった小 
林恵吾に相談をもちかけた。 

小 林は、その頃、 横河電機に勤めて いた。井深は、 小林に「日本光音の無線部を独立 させて、 
測定器専門の会社を つくりたい。ついては、 日本光音から も 資本を 出してもらうつもりだ。 君 も 
一緒に やってくれない か」と 頼んだ。 

こうして、昭和十五年 秋、 井深の新しい仕事場である『日本測定器』が発足した。社長が植村 
泰二、専務に小林恵吾、常務が井深大という陣容である。 

当初は、測定器の会社なんだからと意気込んで、機械設計のうまい小林が、横河で作っていた 
ものの 中で、 数が少なくてはみ出して いるょう な メーターを 改良し、 これを新型の メーター とし 
て売り出そう という ことになっていた。しかし、実際に仕事を始めて みると いちばん測定器らし 
いのは、安田順一の作った真空管電圧計であった。 

安田は、井深の教え子である。井深が無線学校の講師をしていた時からの秀才で、卒業と同時 
に日本光音に入社し、日測にも井深と共に移ってきていた。 
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4 戦火の中の音楽会 


日本光音からは、樋口も日測へ一緒にきた。樋口は、主に容量測定器などの計器類の製造を手 
がけていた。 

陸軍や海軍から持ち込まれる様々な注文品をこなすのも、日測の仕事である。これは、陸海軍 
の技術研究所でエンジニアをしている井深の知人達が、井深の腕を見込んで依頼してくるもので、 
後には、これが日測の主業務となっていった。 

とりわけ、最初の大きな仕事になったのは、井深の発明した周波数選択継電器であった。これ 
は、低周波の波の中で、特定の周波数にだけ鋭敏に反応して振動をする機器で、これの先に接点 

をつけ、継電器(ある回路の電流の断 
続に応じて、別の回路を開閉する装 
置)を働かせるよぅにした新しい発明 
である。これにより、数個の周波数の 
選択が容易に行われる。さらに、この 
周波数継電器のアィデアを発展させ、 
増幅の難しい非常に低い周波数の波を、 
この接点で断続させることによって、 
高い周波数に変調し、増幅させること 
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が可能と なり、 これが様々 な 兵器に応用され るよう になっ た。 

まず第一に 目を 付けたのが海軍であった。潜水艦探知機に使いたいというので ある。 これにつ 
いては、後に詳しく述べるが、その 分、 仕事も忙しくなり、人員も増えて きたので、 これまでい 
た五一 S 田の 工場から、 築地の先の 月 島へ と移転し、 本格的な軍需工場 として 稼動す ることになっ 
た。 

戦争はだんだん激しくなってい く。 月島の工場にも大勢の学徒動員の生徒が送り込まれてくる 
ようになった。 この 中に、 上野の音楽学校の女生徒たちがいた。この生徒たちはたいへん役に立 
つ。普通の 人よりも耳が 確かで ある。 彼女たちは、周波数継電器の周波数を調整する際も、測定 
器な しで、 その音感を 頼りに、 音叉一本あれば上手に調整して しまう。 仕事がおもしろい ように、 
どんどん 片付いていった。仕事が 終わった後には、時折、 音楽会が開かれる。 小林が 得意の ピア 
ノを聞かせる。従業員たち が歌う。 生徒たちの演奏が ある。 戦下の楽しい ひとときであった。 

しかし、こうしたささやかな楽しみ も、空襲でご破算になって しまった。 昭和十九 年、 東京に 
も歡獻に B 29 の編隊が姿を見せる ようになり、 戦火が身近に迫って きたことを 感じた井深たち は、 
九月、 長野県の須坂 へと 疎開す ることになった。 

この頃、 井深は、新丘ハ器の研究をするため開かれていた軍の戦時研究会で、年は若いのに随分 
はっきりと発言をする一人の海軍技術中尉に会った。盛田昭夫である。 
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5 出会い 


<5> 出会い 

日測では、井深の発明した周波数継電器から出発して、それを応用した様々な兵器の依頼が陸 
海軍から持ち込まれていた。 

海軍が目を付けた潜水艦探知機もその一つである。海底に鉄の塊の潜水艦がいると、その場所 
だけ地球の磁場に変化が起きる。その上空を磁気探知機を搭載した飛行機が飛ぶと、潜水艦のい 
る所では1秒間に一へルツとか二へルツといった、たいへん低い周波数の磁気の変化を感じる。 
これは、数マィクロボルト程度の微小な変化で、増幅することが不可能に近い。そこで、この数 
マィクロボルトの変化を、周波数継電器でたとえば六〇〇へルツに断続する。六〇〇ヘルツにな 
った波は簡単に単一周波の増幅器で増幅できるので、微弱な磁気変化をとらえることができるょ 
うになるというわけだ。こうして潜水艦を探知すると、その存在を味方機に知らせるために、色 
のついた粉を海上に落として、爆撃させるのである。これは随分と戦果があった。戦後わかった 
ことであるが、台湾を中心にして二十六隻の潜水艦が、これにょって爆破されたと報されてい 
る。 

その同じ手法が、熱線追従型爆弾に使えないかという話が、今度は陸軍から持ち込まれた。こ 
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れが「マルヶ」と呼ばれる熱線誘導兵器で、潜水艦探知機 同様、 熱電対(サーモヵップル)で受 
けた熱の 変化を、 断続して 増幅し、 敵機の熱源の方向に向けて爆弾の舵を切るという仕組みであ 
る。 

これには、当時、 陸軍と しては 最大の プロジェクトとして、 二億円と いう 膨大な予算が組まれ 
ていた。井深と盛田の最初の出会いとなった戦時研究委員会では、第二次世界大戦の劣勢を挽回 
すべく、 こうした電波や電子を使った新兵器の研究を行っていたので ある。 井深は軍の仕事を請 
け負っている 日 測の技術担当常務と して、 この会の委員の一人となっていたが、一方、盛田は、 

逗子にあった海軍航空技術廠•光熱兵 
器部からの担当将校と いう ことで、研究 
会に顔を出すょうになっていた。この会 
を通して何回か会ううちに、井深はこの 
ハキハキとした若い海軍中尉の盛田がす 
っかり気に入り、盛田も井深の人柄と技 
術者としての見識の深さに引かれて いき、 
二人は、特に親しく話し合うょうになっ 
ていった。 
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5 出会い 


盛田が、 井深のやっていた非常に小型な音叉発振機—— これは、 後に電探(レーダー)の基本 
周波数の発振機となった —— を応用した兵器の開発を井深に依頼したこともあって、日測の疎開 
先である長野の須坂まで、盛田が訪ねることもあった。 

戦時研究会は、終戦までの間度々開かれたが、最後の方になると、開こうにも場所と食料の確 
保が大変で、あちこちと地方に場所を見つけては開かれるという有り様だった。最後の研究会が 
もたれたのは、山梨県の身延山の近くである。そこで井深や盛 田は、 ポツダム宣言のことを聞い 
た。いよいよ敗戦も間近である。そのム K が終わって、二人は富士駅で別れた。盛田は逗子の研究 
所へ 帰り、 井深は 由 比の先の親戚の家へと向かった。井深の乗った列車が敵の艦砲射撃を受けた 
という知らせを受けたのは、その直後で ある。 盛田は気がきではなかった。 

ところが、井深の乗った列車は艦砲射撃を受けるとすぐにバックしてトンネルに 入り、 一日中 
そこに止まって隠れていて無事であった。井深は、ちょうど握り飯をもっていたので、空腹の心 
配はないし、それを食べながら割とのんびり として、 砲撃の終わるのを待って いた。 

昭和二十年八月十五日、須坂の工場の研究室で、井深は樋口や安田たちと終戦の放送を聞いた。 
その 前日、 東京から訪ねてきた日本光電の荻野社長と一緒に須坂の近くに ある 湯 田 中の温泉につ 
かりながら「もうこの戦争も終わりだな」と言っていた ことが、 現実となって しまった ので ある。 
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< 6 > 旗揚げ 

実のところ、井深は随分前からこの戦争が終わることを知っていた。 

井深の義父である前田多門は、 ILO の政府代表やニューョーク日本文化会館館長を歴任した 
文化人であった が、 空襲の激しくなった東京を離れ、軽井沢に引っ込んでいた。そこへ近衛文麿 
公爵が戦局の相談をするためしばしば訪れてきていた。近衛公爵は、この戦争を終わらせるため 
に、 ソ連に仲裁してもらうべく、中立国スィスの大使を通してソ連に話をしてもらって いたが、 
ソ連はそのつど態度を曖昧に し、 自らが参戦するとい う 事態にまで進展してしまっていたの だ。 

この経緯を知っていた井深は、日本の降戦が間違いない事実であることを確信していた。ただ 
し、 その日がいつになるのかということとだけは、知らなかった。「戦争が終わったら、東京に 
出ょう」 

井深は、その時すでに戦後の自分の方向を見定めていたのだった。 

その 敗戦が 今、 現実と なった。 

須坂の日本測定器でも、これからの身の振り方をどうするかと協議を重ねていた。日 測は、 軍 
需エ■である。とりあえず解散することになったものの、上京組と残留組とで意見が二つに分か 


16 



6 旗場げ 


れた。残留を 主張した のは、 専務の小林恵吾たち だった。 


何しろ、 須坂の工場は二万 坪もあるりんご 園を改造して建てた もの。 

「そんなに、あわてて東京に出ることはないじやない か。 ここにいれば当面の生活だけはなん 
とかなる。もう少し世の中が落ち着いてから東京に出よう」というの が、 小林たちの考えで ある。 
しかし、井深はなるべく早く上して仕事を始めようという決意を変えなかった。 

社員 も、 戦争が終わつたことに皆一様にホットはした ものの、 これから何をして良いかわから 

ず少なからず動揺して いた。 その内の何人か 
は井深の所へ相談に 行き、 上京の決意を聞い 


て 行動を共にする ことにした。 太刀川正 三郎、 



|樋口晃 、安田 順 一、 中津留 要、 山内宣 、黒 


田 


■髪定など である。 

^ 一緒に仕事をする仲間ができた。差し当た 

|って、 いちばん身軽な太刀川が下見のため上 
井 

京す ることになつた。 終戦の翌日で ある。 

東京に着いた太刀川は、焦土となった首都 
の 有り様を見て驚く より、 まず これからどぅ 


17 




しょうかということで 頭がいっぱいだった。 とにかく、 井深が持たせて くれた 紹介状を持って満 
洲投資証券に鮎川義介を訪ねて 行った。 

鮎川義介 は、 戦前から H レクト ロニ クスの 重要性に 着目し、 満州という大きな土台のもとに重 
工業を確立し ょうとい う大きな構想を持っていた人物であった。このため、アメリヵから当時の 
金で六十億円という大金を引き出す話をつけ、日本の生命保険会社もすベてこれに賛成し投資し 
てくれることになっていた が、 図らずも日米開戦ということになってし まい、 この話は立ち消え 
になった。満洲投資，証券というのは、満洲に重工業を興すという目的のもと、その投資の幹旋を 
するために作られた会社であった。ここの社長をしていた三保幹太郎が、たまたま井深の神戸一 
中の先輩で、井深のことを可愛がってくれていた。須坂に工場を移す際も、この三保から二百五 
十万円の融資を受けている。 

太刀川の後から上京した井深 も、 すぐにこの満洲投資証券に顔を出した。その 時、 三保の下で 
専務をやっていた小倉源治から「お前、これからどうするんだ……」と聞かれ、「東京に出てき 
て 何でもやるつもりだ」と言った ところ、 小倉は「それなら、お金がいるだろう」と一万円余の 
お金を出してくれ、「事務所に困るなら、白木屋を使え」と貸してくれたのであった。 

これで、 居場所が 決まった。 井深たち は、 意気揚 々と 上京の支度を 始めた。 
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7 焼け跡からの出発 


< 7 > 焼け跡からの出発 

昭和二十年 九月、 東京での活動を始めるために井深たちは上京した。 

日本橋の白木屋(現在の東急百貨店)の三階、狭い配電盤室が新しい仕事場 だ。 焼け残った と 
はいえ、建物の周りの コンク リー トは ヒビ割れ、窓ガラスさえない吹き曝しの粗末な一室で ある。 
それでも須坂から錢別がわりにもらった硅素鋼板やボール盤が運ばれて きたり、日 測の残務整理 
を終えた仲間が加わった りして、 だんだんと事務所らしい様相を呈 してきた。 

十月、 井深たちは念願の「東京通信研究所」の看板を掲げた。 

会社が出来、自分たちの持てる技術を世の中に役立てていきたいといぅ目的はあったものの、 
正直言って何の仕事から手を付けてょいかわからない。最初の給料こそ井深が貯金をはたいて皆 
に渡したものの、会社を存続させるためには、何か仕事をしなくてはならない。それで思いつい 
たのが、ラジオの修理と改造である。研究所で短波の聴ける コンバータ を開発した。戦争で壊れ 
たラジオ、敵の放送を聴くことができないょぅにと短波を切られたラジオが世間にはたくさんあ 
った。 これを スーパー やオ ー ルゥエ ー ブのものに改良するのである。戦後の世界情況や ニュース 
に飢えていた日本人にとって、ラジオの修理と簡単に取り付けられる コンバ—夕は 喉から手が出 
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るほど欲しい。そのため需要は結構 あった。 


また、 こぅした 井深たちの仕事が朝日新聞の"青鉛筆" で 紹介され ると、 ますますお客が増え 
ていった。 しかも、 これには余禄があった。お互い気にかけながらも終戦の ゴタゴタで 消息の わ 
からなくなっていた盛田から連絡があったの だ。 盛田は終戦とともに愛知県知多郡小鈴谷にある 

pr 実家に戻っていたが、ある日配られてきた朝日新聞に 
^ r ,.. 目を通しているぅちに、井深の記事に気付き、すぐさ 
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ま 井深に手紙を 出した。 折り返しき た 上京を促す井深 
の手紙を見る や、 盛田は既に 決まっていた 東京工業大 
学の講師の件も あって、 すぐに東京に 出て、 研究所に 
顔を出すょぅになった。 これで、 再び井深と盛田の交 
際が 始まった。 

社員にも余禄があった。呼ばれてラジオの修理に行 
くと、修理代に添えて、「これをお持ちなさい」 とわ 
ずかではあった が、 紙に包んでお米をくれる。食料事 
情の悪い当時のことを考える と、 これは夢の ょぅな 出 
来事で ある。 
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7 焼け跡からの出発 


さて、 ラジオの修理の次に研究所で手がけたのは、電気炊飯器。 

これは 当時、 軍需工場の閉鎖により一時的に電力が余っていたことと、日常生活に必要な商品 
を作りたいという井深の願望が一致したため考案されたのであった が、 なにぶんにも木のお櫃に 
アルミの電極を張り合わせただけの粗末な もの。 水加減や米の種類によって芯があったり、お粥 
のようになったり で、 うまく炊けることのほうが稀と いう 有り様で、これは井深たちにして初め 

ての失敗作第一号となった記念すべき商品である。 

この電気炊飯器研究のための米は、太刀川が闇屋から仕入れてきた。 

太刀川は、井深の遠縁にあたる。井深は、函館で海産物問屋をやっていた太刀川の家に子供の 
頃からよく遊びに行っていた。井深が行くと、函館の家では「大っ子が来た。 それ、 時計を隠 
せ。 なにを隠せ」といつも大騒ぎで ある。 そんな科学少年井深のことを太刀川は兄のように慕っ 
ており、大学を卒業すると井深のいた 日 測に 入り、 総務の仕事をしていた。これがかわれて、人 
の少ない東通研では総務•経理•人事全般をみることになった。ところが最初の主たる仕事が闇 
米の買い出しというわけだ。しかも、これ以後数年たって食料事情の良くなる まで、 太刀川の闇 
屋通いは続くのであった。むろんお金のとれる成功品もあった。安田順一が日測の頃から研究し 
ていた真空管電圧計で ある。 これが官庁に納入されるようになっ た。 

こうして、 二十年の暮れにはどうにか、井深たちの仕事も軌道に乗り始めて.いた。 


21 



< 8 > 五人のお目付役 

年が明け、昭和二十一年を迎えた。井深は、自分たちの仕事も何とか先行きに明りが見えてき 
たこともあって、これまでの組織を株式会社にすることを考えた。それについては、盛田にぜひ 
とも自分たちの仲間になってもらいたかった。ただ盛田は東工大の講師をやって いる。 そう百％ 
盛田に自分たちの所に来てもらうわけにはいかないな あ、 という遠慮が井深にはあった。 

ところが幸いなことに、盛田は公職追放令にょり東工大の講師を辞任せざるをえなくなった。 
とは言え、盛田は元禄以来三百年にわたって続いている盛田家の長男と して、 家業の酒造業を継 
がなければならない立場にあった。 

盛田をもらい受けることは難事業である。井深は義父の前田を口説いて、盛田の厳父•久^! 

エ門に頼みに行く決心をし、立錐の余地もないほど混雑した夜行列車 
に乗って小鈴谷に向かった。 

ちょっとやそっとのことでは、聞いてはもらえまいと覚悟はしてい 
た。 

「昭夫がやりたいというなら、それも良いだろう。まあ、しっかりと 
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8 五人のお目付役 


やりなさい。 あなた も 食えなくな ったら、 いつでも小鈴谷にやって来なさい」 

久左エ門は息子の友人を温かく励し、そのうえ案外と簡単に許可してくれた。井深は ホッ とし 
た。 むろん、これには盛田の次弟の和昭が、「兄貴がそういう希望であるならば自分が家のこと 
をやります」 と、 後ろから応援してくれたことも大きな力となっていた。 

いよいよ 新会社創設に動き 始めた。 社長には前田に なってもらうことにした。 前 田は、 戦後す 
ぐの東久邇内閣、幣原内閣の文部大臣を務めて いたが、 戦時中、東条内閣の新潟県知事を してい 
たことで、 やはり公職追放令に 抵触し、 文部大臣を辞任して いた。 

問題は資金で ある。 井深は新しい技術には熱心で あるが、 算盤の方はうまくない。前田とて同 
様で ある。 そこで前田は学生時代からの 親友で、 戦時中金融統制会理事を 務め、 財界にも顔の広 
い 田島道治の所に相談に 行った。 「俺のところの 婿が、 会社を やりだす といって いる。 何ぶんに 
も金は ない。 銀行との連絡をよろしく頼む」 

前田の頼みを聞いて、田島は井深に尋ねた。「誰と始めるんだ」 

「盛田君と……」 

田島は愛知県の 出身で、 永く愛知銀行にいた関係で盛田家のことを 
よく知っていたので、「盛田の息子ならいい」と大賛成をしてくれた 
ばかりでなく、若い技術者ばかりの集団では何をするかわからないと 
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いうので、相談役として監督してくれることになった。 

ところで、田島は田島で、その時にはもう銀行とは直接関係していなかったので、親しくして 
いる銀行家の中から、まだ海のものとも山のものともつかない小さな会社を本気で育ててくれる 
者はいないかと考えてくれ、帝国銀行(現在〇三井銀行)の頭取をしていた万代順四郎の所に話 
を持っていった。「自分の知っている青年技師たちが、真面目にこういう仕事を始めたが、君、 

ひと肌を脱いでくれないか。帝国銀行をあげて援助してやってくれ」。 
郎 万代は、見込みのないことには、「ノ I 」とはっきりと言う男だ。断 

四 

順 られたら、また別の銀行に行こうという心づもりで田島はいた。「ょ 
代 

万 し、やろう」意外にも万代は即決してくれた。万代が引き受けてくれ 
たからには、金融面でも何とか見通しが立つ。これで準備が整った。 
社内に前文部大臣の前 田、 後に宮内庁長官になった田島、それに井深が PCL 時代から物心と 

もに世話になった増谷麟をおき、社外からは全国銀行協会会長も務め 
0 た万代、盛田の父•久左 H 門の協力を得て、世間から見れば異様とも 
谷 思える政•財界の超大物のこれら五人のお目付役に見守られて、資本 
' 金十九万円、総勢二十数名の小さな会社「東京通信工業」は創立式を 
迎えた。昭和二十一年五月七日のことである。 




24 


9 東京通信工業株式会社 


< 9 > 東京通信工業株式会社 

五月七日の 昼、 坊主頭の二十数名が集まって創立式が始まった。 

この 日、 井深三十八 歳、 盛田が二十五 歳。 

ところで、 井深は新会社を発足させる にあたり、 設立の目的を明らかにした"設立趣意書" を、 
自ら筆を 取り、 太刀川に預けていた。それを設立準備のゴタゴタにまぎれて、 スッ ヵリ忘れてい 
た。 後に、太刀川が井深に「こんな ことを 書かれたんですょ」 と 見せた ところ、 「なかなか良い 
ことを 書いたんだなあ…… 」と 自ら感心する始末。 

しかし、設立式当日の井深の挨拶は、その〃設立趣意書"に書いた ことと 寸分の違いもなかっ 
た。いわく、 「大きな会社と同じ ことを やったのでは、われわれはかなわない。しかし、技術の 
隙間はいくらでも ある。 われわれは大会社では出来ない ことをやり、 技術の力でもって祖国復興 
に役立てょぅ」 

資本金十九万円。機械設備とてない。お金や機械はなくても、自分たちには頭悩と技術が ある。 
これを使えば何でもで きる。 それには、人の真似や他社のやっていることに追従したのでは道は 
開けない。なんとかして、人のやらないことを やろぅ。 この時から、すでに東京通信工業の進む 
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べき道は決まっていたのだった。 

前田社長は、意気込む若い技術者たちを前に、励しの挨拶をしてくれた。「今日、ここに小さ 
な会社が発足した。皆さんの優れた技術と一致団結した精神をもって社業に邁進してくださるな 
ら、近い将来必ず大会社となり社会に貢献することは疑いありません」 

東京通信工業 ㈱ は、 船出した。翌日から全員が会社を盛り上げなければという気持ちで頑張っ 
た。そのぶん夜が遅くなる。あまり遅くまで仕事をしている と、 白木屋の出口という出口にみな 
鍵をかけられてしまう。そこで仕方なく非常階段から降りると、それを見とがめた警察官につか 
まって絞られる者も出る騒ぎ。夜更けて非常階段から出て、泥棒と間違えない方がおかしいので 

ある。 しかし、そこは腕に自信の ある 者 
ばかり。すぐに見破られてしまったもの 
の、廊下全部の合鍵を作って出入りでき 
るょう にして しまった。苦労と 言えば苦 
労、 楽しい と 言えば楽しい毎日で ある。 

苦労といえば、物を作ろうにも材料が 
ないのがいちばんこたえた。 

日測からやはり井深のもとに加わつ 
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9 東京通信工業株式会社 


正東喜義は、東通エ設立の翌日、井深とともに遁信省に挨拶に 行き、 真空管電圧計の注文を五 
十台もらった。ところが、これに使う真空管が手に入らない。軒並み闇屋を探し、軍の放出品が 
でると聞いては秋葉原や金沢八景まで足を伸ばし、遠くは茨城まで買いに行った。しかし、せっ 
かく買ってきた真空管も規格が マチマチで、 百本中五十本使えれば良い という 代物ばかり だ。 製 
口 PP でさえ、そういった状況である。工具もすベて自分たちの手製で、半田ゴテはむろんのこと、 
ドライバーは焼け跡から ォート バイの スプリングを 拾ってきて 作る、コイルを買う ことな ど 思い 

もょらずすべて自分たちで巻く、電話ヶ—ブルの中味は試作品や試験配線に使うといった案配だ。 
まあ、これも苦労と言えるほどのことでもない。 

最大の苦労は、やはりお金の ことだ。 

長年商売をやって いる だけあって、盛田久左エ門もこの点を心配して くれ、 自分の所から東通 
エの経理に長谷川純一を送りこんでくれた。 ある日、 太刀 川と 長谷川は、万代が会長をやって い 
る 帝国銀行へ 行き、 審査部長の田中久兵衛に面会を求め名刺を差し出した ところ、 居留守を使わ 
れて会うことができなかった。後でわかったことで あるが、 先方は"東通エ"などと いうのは、 

豆新聞の類であろう と 誤解し、わずらわしいので居留守を使った とのこと であっ た。 

太刀川の苦労は、何も闇物資の調達ばかりではなかった。東通エが始まったばかりの時から、 
お金の苦労も背負うことになっていたのだった。 
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<10 金策 

お金の苦労と いえば、 設立から 一力 月がすぎた六月二十日付けで、監査役の瀬古隆一にあてて 
出した、 盛田のこんな手紙が ある。 

『その後、東通エの方は順調に進んでいます。生産会議は、一昨日開催。生産向上にできるだ 
けの努力をしていくことに決まりました。皆々、現状を十分に認識して頑張ってやっています。 
万代さん は、 なかなかお会いできず、今日も外出せられていたので、明朝伺うことにしました。 
現在、最も問題は金融に て、 帝銀も十五万円以上は、なかなか難しいことを言うので困ります。 
今の予定では、十月末までの仕事で、契約したもの及びほとんど決まったもので百四十万円 位。 
これだけの仕事は十分やっていけると思います。そうすれば、一力月平均二十二万円と なり、 十 
分ヵバーできるのです が、 二力月ぐらいの間はその手配のため相当苦しい目をみねばならんと思 
います。 

工場 も 吉祥寺に借りられ そうで、 交渉しています。増資の件 も 考慮せねばならんと思います』 
手紙の最後に書かれている「吉祥寺の工場」というのは、白木屋から「貸してある部屋を明け 
渡して くれ」 という申し入れが あり、 そのための工場探しに奔走し なくて はなら なくなっ たとい 
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う 


事情に よるもの。 白木屋 も 商品の増加に より 士兀り場を拡張せ ざるを 得なくなり、それに泮つて 


井深たちの事務所兼工場も三階から七階へと引っ越しをさせられていたが、いょいょそこからも 
追い出しをくつてしまつて いた。 

井深と盛田は二人で毎日毎日あちこちと歩き回った。しかし、白木屋に代わる工場はなかなか 


<,sv 



ない。 それで、日測の時から何かと世話になった横 
河電機の技師長•多田潔の世話で、ょうやく見つけ 
たのが、横河電機の下請け工場の一つで ある 吉祥寺 
の内田工場というわけだ。ここだけでは狭いのでも 
う一つ、三廳台に工場を 貸りた。 これが、太刀藤エ 
場で ある。 ここは、 古い"消防自動車と同居"が 条 
件で借りた。そのため晴れれば車を外に出1、雨が 
降れば車に気兼ねしながら作業するという大変な所 
だった。 

工場はこれでなんとかなった が、 事務所だけは引 
っ越し先が決まらない。戦後の混乱の中で、貸家探 
しもなかなか大変であった。 
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さて盛 田は、 手紙に あるように、 創立後初めて銀行からお金を借りるため万代を訪ねて いる。 
奇遇なことで あるが、 万代は三井銀行(帝国銀行は昭和十七 年、 三井と第一銀行が合併して出来 
た)の名古屋支店でまだ係長をしていた時代から盛田家と親交が あり、 わけても盛田の跡取り息 
子で ある 昭夫 のこと を小学生の頃から可愛がって くれていた。その 昭夫が金を借りに きた。 

盛田は、真剣に会社の現状を話し、借り入れを頼んで辞去しようとした。ドアのところまで送 
ってきてくれた万代は、ひと 言、 「君 も、 金を借りに来るようになったとは、随分大きくなった 
ものだねえ」この言葉に、盛田はすっかり閉口してしまった。 

盛田が金策に苦慮していたのは、設立当初の資金繰り ということ もあった が、 加えて昭和二十 
一年二月に出された金融緊急措置令により、新円の切り換えが行われた ことも大きく 影響してい 
た。 戦後の ィンフレを 抑制するた めに、 政府はこれまでの通貨をすべて 封印し、 銀行預金を引き 
出せないようにして、新しい紙幣を発行した。いわゆる「新円切り換え」である。新円になると 
同時に普通の預金は封鎖預金と なり、 一人一力月五百円までしか現金で引き出せないようになっ 
てしまった。封鎖預金は、特別な許可がなければ引き出せない。東通エは官庁の仕事がほとんど 
だ。そういう 所からの支払いは、すべてこの封鎖預金で入って くる。そのため、 新円かせ ぎと い 
うこと が必要になって きた。 

この新円で売れる東通エ製品の最高 傑作が、〃 電気ざぶとん"であった。 
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11 新円かせぎ 


< 11 > 新円かせぎ 

"電気ざぶとん" は、 井深が考案した冬向け新円かせぎの商品である。 これは、 二枚の美濃紙 

の間に細いニクロム線を格子状に入れて糊付けし、これをレザークロスでおおったもの だ。 石綿 
も、 ましてやサーモスタットといった気のきいたものは入っていない恐ろしい商品である。さす 
がに、 これには東通エの名前をつけるのは気が引けて、"銀座ネッスル(熱する)商会" といぅ 
名を井深がつけた。 

物がない時代だけに売れに売れた。社員の家族総出で、ミシンをかけたり、コードをかがった 
りの下請け作業で ある。 これで新円を随分かせぎ、下請け代金を新円でもらった家族も皆大助か 
りで あった。 しかし、そのぶん大事な毛布を焦がした とか、 ふとんに焼け焦げができた といぅ 苦 
情も 多く、 電圧の上がる夜中など火事を起こさない かと、 作った方がヒヤヒヤしたものである。 

井深の友人•島茂雄もこれを一つもらった。最初の年はなかなか具合がょくて喜んでいた。と 
ころが、 二年目は中に入っている ニクロム 線が、折れ目の所で断線し、そこから火花が出て一 
張羅のズボンをすっかり駄目にしてしまった。 

盛田の大学と海軍を通じての友人で、後に東通エに入った児玉武敏も北海道で開かれた学会の 
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帰途、東通エによって、井深から土産にと電気ざぶとんをプレゼントされた一人である。帰り際、 
それを折ってバッグに入れよぅとすると、井深から待ったがかかった。「折って入れては駄目 

やつ I • 

だ」このひと言に児玉は、厄介な物をもらったものだと頭をかかえてしまった。結局、児玉はこ 

れを使わなかったため、島のよぅな災難に会わずに済んだ。 

•まともな商品もあっ •た。 中津留がやっていた"ピッ 

クアップ" だ。 戦時中は レコー ドのピックアップなど 

禁制品である。需要はあると見込んで作ったのが当た 

し った。材料は、焼跡に転がっている鉄を拾ってきた。 

^ これは焼きなます必要がないし、そこいら辺を探せば 
ざ 

MM あちこちから出て くるので、 大いに助かった。測定な 

^ んてできる時代では ない。 すべて中津留の勘に よる 手 
売 

LC 作りである。 

れ 

r それでもなかなか音が良いと評判になり、後には量 
産して作るまでにな った。 出来た ピックアップは、 
"クリア ボィス" と 名付けられて、正東が神田 や 秋葉 
原に売りに行くので あるが、 当時は製品を入れる箱な 
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11 新円かせぎ 


どとても手に入らない。売り物を新聞紙に包んで持っていくのがせいぜいであった。 

工場での製造の方は、こうして順調に進んでいたが、問題が残っていた。営業の拠点となる事 
務所の移転先がまだ見つからず、引っ越せずにいたのだ。 

「そんなに困っているなら、私の ビルを 使いなさい」助け船は、岩間和夫の叔父の油田尚郎が 
出して くれた。 進駐軍のダンスホールに白木屋の七階を改造するた め、 井深たちの事務所を取り 
壊す という 日の朝の ことだった。さあ、 引っ越しだ。東通エの面々 は、 張り切って準備を始めた 
ものの、引っ越しの最中に、間仕切りは取り壊されるわ、外では白木屋の店員に応募する人が列 
をなして並んで見ているわ、そのうち、雨は降ってくるわで、悲惨な引っ越し風景であった。 

それでも、引っ越す先が銀座であるという ことが、 井深たちには嬉しかった。油田の提供して 
くれたビルは、現在の三井7 I バンホテル近くにあった徳屋ビルで、ほんの十坪ほどの狭い場所 
だった。 

ところで岩間は、東大の地震研究所から東通エへ入った変わり種で ある。 岩間と盛 田は、 名古 
屋白壁町で隣同士で、しかも岩間は盛田の妹の婚約者でもあった。これは戦争中から決まって い 
たことだった が、 終戦のゴタゴタで延び延びとなって いた。 東通エが設立されてす ぐ、 井深の仲 
人で岩間は結婚式を挙げた。そして六月 一日、 盛田に口説かれた岩間は東通エに入社した。 
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< 12 > 御殿山へ 

徳屋ビルに事務所を移して 間もなく、 東通エに新しい仕事の依頼が きた。 旧軍用無線機を放送 
用の無線中継受信機に改造するという、：2;只仄からの仕事だ。 

日本中の通信施設はその当時壊滅状態で、 NHK の放送施設もかなりの打撃を受けて いた。 そ 
のた め、 これらスタジオの修理回復と日本各地に放送のための無線中継の受信所を 作り、 放送の 
全国 ネットを なんとかする ことが、 戦後の復興のための急務となっていた。この任に当たったの 
が、 当時 NHK の改良課にいた島茂雄であった。 

ところが、 戦後すぐの日本には全くといってよいほど資材がない。そこで目を付けたのが、軍 
の貯蔵物資。甲府韮崎山中にあった大きな防空壕の中には陸軍の通信機材がおいてあり、その中 
に"地二号" という 短波•中波のプラグィンコィルのついた対空無線の受信機がたくさんあった。 
これを、 島は「日本の再建と平和のために役立てる」 ということで、 もらい受けて きた。 

島は、この"地二号"の修理と改造を東通エに任せた。これには理由があった。当時、通信産 
業をやっているほとんどの会社は、逓信省とともに電話のことばかりやっているというのが現状 
で、 無線機器をやってくれる会社はあるにはあったが、こうした会社は杓子定規な契約にとら 
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12 御殿山へ 


われて臨機応変な設計変更に迅速な処理ができず、しかもエ数が高いので NHK の予算ではなか 
なかまかなえないといぅ事情が あった。 それで、島は井深のやって いる 東通エなら引き受けてく 
れるだろぅと、 依頼してきたわけ だ。これが、 NHK と東通エとの最初のつながりと なった。 
さて、 その頃の社員の 何ょりの楽しみは、昼食。 今でこそ社員食堂は当たり前で あるが、 食糧 

事情の悪い時代に米の飯を会社で出してくれる所な 


〇田 
で盛 
前、 
場深 
エ井 



ど減多に有るものではない。この昼食は、会社が吉 
祥 寺、 三鷹の各工場と銀座の事務所と三力所に分か 
れていたた め、 事務所で炊いてリュックに背負い、 
混んだ電車にゆられて工場まで運ばれて きた。 お昼 
近くなると、工場にいる人たちは家から持参したお 
かずを傍らに おき、 窓から顔を出しては「昼飯はま 
だか」と待ちわびたものであった。 

このように、 社内の人的 まとまりも良し、 仕事の 
方も官需と NHK で利益の確保もなんとかなろうか 
という折も折、また 引っ越し問題が持ち上がってき 
た。 太刀藤工場の持主が、自分で仕事を始めるから 
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という理由で立ち退きを迫ってきた。当時は電力制限をこえて使うと電気を切られることになっ 
ていたが、東通エの連中はそんなことお構いなしに昼夜をたがわず働いて しまう。 そのために、 
太刀藤工場の持主は自分の所の電気を切られるのを恐れての立ち退き請求であった。 

まあ、 考えてみれば、工場と事務所が三力所に分かれていると何かと不便な 上、 経費もかかる 
井深と盛 田は、 全員が一緒になって働ける場所はないかと、また貸家探しを始めた。 

昭和二十一年も、後わずかで暮れょうかという時期での工場探し だ。 たった一台あった中古の 
ダットサントラック も度重なる故障に音をあげて売り払っ てし まっていた し、 その後は、 ィンフ 
レで新車を買うことなど思いも寄らない。専務の井深、取締役の盛田二人そろって、暮れも押し 
迫った夜道を寒い思いをしながら歩き回る羽目になってしまった。 

やっとのことで見つけたのが、品川御殿山にある日本気化器が倉庫として使っていたおんぼろ 
バラックエ場。ここが、現在のソーー—本社のあるところである。 

工場の建物は、確かに粗末であった。しかし、ここで初めて社員全員そろって仕事ができるょ 
うになったという一同の喜びは大変なものであった。 
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13 闇の商売でもやれば 


< 13 > 闇の商売でもやれば…… 

御殿山への移転は、やっと安住の地を見つけたかと社員一同を安心ざせたが、一方では、この 
ために資金繰りの方が窮屈になってしまった。 

社長の前 田は、 東通エの株を持ってもらおう と、 ある証券会社の社長のところに頼みにいった。 

「株を持つ相談には、まんざら乗らないわけではないが、むろん取締役陣には g 分の会社の関係 
者を入れるんだろうな」 

相手から笠にかかった物言いで談じ込まれ、ほうほうの態で前田は辞退してきた。 

井深と盛田は野村胡堂を訪ねた。野村胡堂の妻と井深の母は、女学校時代からの友人で、父親 
を早くに亡くした井深にとって野村胡堂は、父とも思えるょうな人であった。いくらその当時、 

野村が「銭形平次」やなにかで現金(新円)に不自由していないとはいえ、十月に資本金を六十 
万円に増資した際にもたくさんの出資をしてもらったばかりだ。さすがに気が引けた。とても運 
営資金に五万円(現在では数百万円)借りたいなどと言い出せない。しかし、ここでお金が借り 
られなければ、社員とその家族を路頭に迷わすことになってしまう。やっとのことで口から出た 
言葉は、 r 三万円ほど、新円で拝借したいと思いますが……」心の中で「しまった、五万円と言 
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えば良かった」と思ったが後の祭である。盛田が、とっさの機転をきかせて付け加えた。「もう 
一万円お願いします」 

二人の奇妙なやり取りを聞いていた野村は、「いいでしょう」と、ひと言いって快く貸してく 
れた。足りない一万円のお金は、盛田の実家から融通してもらえることになり、どうにか資金繰 

りを乗り越えることができた。 

昭和二十二年一月、御殿山に集結し終えた社員を前 
に、井深は訓辞をした。 

「このょうな物の不自由な時代である。闇の商売でも 
やれば、もっと儲.かるかもしれない。そして皆さんに 
も、 もっと良い待遇ができるかもしれない。しかし自 
分たちは、そういう事をやりたくない。とにかく世の 
中の為になる新しい技術を拓くということで、苦労し 
てやつていきたいと思っている。皆さんも一生懸命や 
つていただきたい」これは井深の気持ちであり、同時 
に一緒に働いている者全員の気持ちでもあった。 

また、それ故に東通ェでは創立当時から人のやらな 
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13 闇の商売でもやれば 


いことに飛びついて、曲がりなりにも、否、はなはだしく曲がっている事であっても、何とかモ 
ノにして飯の種にしてきた。 

この曲がったモノ、つまり一風変わったゲテモノの担当に当てられるのは、たいがい岩間であ 
る。何しろ岩間は、それまで地震を研究していた男だ。いくら物好きでも、東通エで地震を作っ 
て商売するわけにもいかない。たとえば、お化けのょうな"パヮーメガホン"——真空管の代わ 
りにヵーボンマィクを使った拡声器——がある。岩間の"パヮーメガホン"の試作のため、小さ 
な職場に連日大きな声が響きわたることとなった。 . 

"パヮーメガホン"の販売は、井深の昔からのハム仲間の一人で fc る谷川譲が引き受けてくれ 
ることになった。谷川は大学卒業後、山下汽船に入ったが、戦後船がすべて沈んで仕事ができな 
い。そこで山下でも何か他の商売をしなくてはということで出来た山水商会という販売会社に出 
向していた。谷川は売る物が欲しい し、 井深の方も売るのは得意ではないというので双方丁度良 
かった。谷川は、この"パヮーメガホン"を国会議員へ売ること^思，いついた。議員一人ひとり 
に「選挙の時や街頭演説の際たいへんお役に立ちます」と説いて回った。松谷天光光は、さんざ 
ん冷やかした末、結局買ってくれなかったが、徳田球一などは随分使ってくれたし、結構あっち 
こっちで売れた。 

こんなある 日、 NHK から大きな仕事がまわってきた。 
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<14 テ j プルを作ってくれ 

NHK からの仕事と いうのは、 営業の正東が改良課の島から依頼されてきた仕事 だ。 

「テーブルを一つ作ってください」机をさして島がこう言った時、とっさに正東は「当社は家具 
屋じやないのに……」と思った。 

「後で、井深くんに話しておくから」そう言われて会社に帰った正東は、テ—ブルはテーブルで 
も音声調整卓のことだと 知り、 それならそう言ってくれれば良いものをと自分の早合点に苦笑し 
てしまった。 

島が東通エにこうした注文を出した背景には、進駐軍の要求があった。アメリカ軍が日本に進 
駐してから、ロスアンゼルスに本部を置く AFRS (アメリカ軍隊放送)が横浜に日本支部を設 
け、まず東京 ( WVTR )、 大阪 ( WVTQ )、 名古屋 ( WVTC ) の三つの進駐軍放送を開始し 
た。 

東丄汛の WVTR は、内幸町の NHK 放送会館の第一おょび第一五スタジオを占有し、また WV 
TR の他に PTS ( Program Transmission Services ) が第九、第一〇スタジオを使い、日本在 

住のレポーターからアメリカの放送網に向けて取材レポートや声の便りを送っていた。 
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14 テーブルを作って くれ 


進駐軍放送のやり方は、ディスク ジョッキ ーをおいたショー形式の番組が多い。アメリヵの N 
BC や CBS といった放送局がやっているょぅな商業放送のやり方と同じ だ。 その他に も 技術的 
観点から、ミキサー系統の整備 や、 従来の低レベルミキシングの方法をやめて高レベルミキシン 
グに 変える、 制限増幅器を設ける等の要求が出されて きた。 これをするには、 NHK 内のスタジ 

才の改造が必要となる。初めはアメリヵから機械をそ 
っくり持ってきてやっていたが、これではお金がかか 
りすぎ る。 それで、日本で H とか改修するょぅにと言 
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ってきたの だ。 NHK にとっては初めてのことで ある。 

さて、 どぅやってやるか だ。 設計の方は島たち NH 
K 改良課の連中でなんとかできる見通しが立った。 し 
かし、 実際の改良の仕事の段になる と、 これは大変な 
作業となるだけに、どこに引き受けてもら ぅかが、 ひ 
と苦労で ある。 これまで NHK の仕事を手がけてきた 
東芝、 日電 、沖 電気といった会社は終戦のゴタゴタか 
らまだ完全に立ち直っていない。思い余って"地二 
号"の改良を引き受けてもらった井深の所に話を持っ 
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てきた。 

井深たちにとっても、これはやりがいのある仕事である。 

東通エでは、その頃様々な新商品をこしらえていた。これら商品の中にはよく売れる物もあっ 
たが、試作の段階で終わるもの、研究用にと注文主がお金を出してくれたものの結局商品になら 
ず終わった物も結構あり、次にどんな仕事をしようか迷っていた時期でもあった。 

たとえば、その当時の商 pg に"二号調音器"がある。電信の授受を容易に行えるようにした装 
置で、前述の"パヮーメガホン"と同じくヵーボン マィクを 応用して真空管を使わない分だけ小 
型になったため、当時としては画期的な商品としてよく売れた。最初国鉄に売った ときには、 楽 
音音響機という名称であったが、通信省に採用される際、電々の正式仕様に採用され逓信省の正 
規の名"二号調音器"として登録されたものである。 

鍵盤模写電信機(ヘルシュラィバー)といって紙のテープに電信を記録していく印刷電信機の 
ような 物がある。これはメヵが複雑で、その上ギアの塊の ような 物であったため、試作機を買っ 
てもらったものの、商品として日の目を見るに至らなかった。二重平衡装置は、電報を受ける側 
の末端装置である。これも、そう需要の多い商品とは言えなかった。 

このように東通エの商品は、確かに官庁や国鉄などに売れてはいたが、それだけでは仕事に限 
度がある。 NHK からの仕事は、東通エにとって丁度良いステップとなった。 
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15 あんなポロエ場./ 


<15>あんなポロエ場/ 

スタジオ改修のまず手初めは、 PTS が使っていた第九スタジオだ。島は、 GHQ (連合国総 
司令部)の中にあって、 PTS を担当している CCS (民間通信局)のホワイトハウス准将に呼 
ばれ、早急に改修を行うようにとの指示を受けていた。 

昭和二十二年六月二十六日、第九スタジオから調整卓やラックを東通エへと運び出し、井深に 
は「とにか.く、急いでやってくれ」と言っておいた。しかしホワイトハウスからは毎日のように 
「まだ出来ないか、まだ出来ないか」と矢のような催促である。「ちゃんとやっています」と言 
っても安心しない。そのうち「とにかく、現場を見せろ」と言ってきた。仕方なく現場に案内し 
たが、何しろ入社試験を受けに来た者が、まさかこんなバラックではあるまいと思って帰ってし 
まったくらいのボ Q 工場だ。相手が良い印象を受けるとはとても思えない。 

案の定、ホワイトハウスから 「 PTS 工事につき、責任者来い」との呼び出しがかかった。 
「東芝や日電のような大きい工場にやらせず、なぜあんなポロエ場にやらせるんだ！日本には、 
もっと良い工場があるだろうに……」と大文句である。とにかく八月中に完成させるということ 
で話をつけた。 


43 




仕上がりは、上々であった。これで一挙に進駐軍に信用と実績ができ、続々と新しい仕事の依 
頼が来るようになった。次に行ったのは NHK 東京第六スタジオ だ。 このスタジオは、 CIE 
(民間情報教育局)の直接の指導の 下に、 新しい演出方法習得のために使用されていたが、従来 
の施設ではその目的に即応しがたいところがあるた め、 新装置据付とスタジオの改修を行うこと 
になったの だ。 第六スタジオは、その頃番組「鐘の鳴る丘」の収録を行っていたスタジオである。 

これが うまくいって、 NHK の他の局も六スタと同じように改修されることになった 。NHK 
第|スタジオ、大阪の進駐軍向け放送局^¥丁0、東京の進駐軍向け放送局^>丁尺の改修エ事 

他、 全国に ある NHK の主要放送局のほ 
とん どの工事を東通エで請け負うことに 
なった。 前々から東通エの面々の働きぶ 
りには定評が あったが、 それに輪をかけ 
て働かざるを得な くなった。 

荒井三孔 は、 主に増幅器の方を担当し 
ていて、 祖師 ヶ谷 大蔵の NHK 技研に半 
年間行きっ きりで、 会社には給料日だけ 
しか帰ってこられない。 
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15 あんなポロエ場/ 


スタジォ関係をやっていた黒髪定 は、 大阪での改修工事のため四十日間の長期出張にいった。 
しかも、その内の十一日は徹夜という凄じさで ある。 調整卓と増幅器、増幅器と増幅器をつな 
ぐのを当時は盤間配線で 行う。 コネクターでつなげばなんでもない ことであるが、 その 頃は そん 
な酒落たものはない。線と線を端子板にハンダ付けしていくの だ。 この作業は、全部の放送が終 
わった深夜に 行われる。 何十本という線を片手にもってハンダ付けしていくうちに眠くなってし 
まう。しかし間違えたら大変だ。音が出ない。実際間違えて泣き泣きやり直した者も出てきた。 
どうにか作業を終えて朝を迎え、最初の放送を聞く時もドキドキしたもの だ。 放送の内容なんか 
てんで耳に入らない。ただただ雑音はしない か、 事故はなかったかとヒヤヒヤのしどおしで あっ 
た。 

黒髪の例ほどではないにしろ、当時は残業、徹夜は当たり前で ある。 納期に間に合わない時は、 
会社に一週間くらいは泊り込みで ある。 さすがにこれは疲れる。徹夜明けで、 翌日 も平常どおり 
に仕事を すると 昼食が終わった頃に睡魔がおそって くる。 昼休みにちょっと仮眠を とる つもりが、 
気がつくと二時を過ぎている ことも、 しばしば だ。 そんな 時、 他の者が注意し ようとすると、 エ 
場長の樋口から「あいつらを起こしちゃいかん。寝かせておけ/.」と声がとぶ。仕事には 厳しく 
ても、部下を思いやる気持ちも人一倍強い樋口であればこその言葉であった。 
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<16> 担保になるものはない 

仕事が増えれば、それだけ経理の面でも楽になろうかというもの だ。 正東は、東通エ設立の時 
から営業をやって いる。 営業をやっていていちばん辛いのは物を売ることょりも、経理から「そ 
のお金は、いつ入金になりますか」と聞かれること だ。 

田島や万代 —— 万代も公職追放を受けたのを機に、井深や盛田のたっての願いを聞き入れ二十 
二年 五月、 東通エの相談役に就任していた I という銀行に強い人たちがいても、銀行はなかな 
か気前良くは貸してくれない。なにしろ東通エは会社の建物にしてからが掘っ建て小屋同然で、 
床のあちこちには穴があき、うっかりすると靴のかかとがおちこんでしまう(しかし、これはァ 
1スをとるのには、便利であった)。雨が降れば家の中でも外と同様で ある。 バヶッや洗面器な 
どをかき集め大騒ぎ、ついに間に合わない時は工場の中を小川が流れ出す始末で、これではとて 
も担保にならない。勢い経理では、壳掛金の回収に力を入れざるを得ないので ある。 

二十二年の暮れ、正東は通信省から二重平衡装置百台という大きな注文をもらって きた。 金額 
にす ると 八十万円ぐらいになる。さっそく経理がとんで きた。 「いつお金になる……」経理では、 
これを十二月の給料とボーナスにあてる算段にしているらしい。 
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16 担保になるものはない 


「二十日までに納品すれば、何とか二十四日までに金にしてみましよ 


二十五日が給料で ある。 正東も何とか この 日に間に合わせて やりたい といぅ気持ちが あって、 
思わず 大きく 出て しまつた。 

工場では全員一丸となってこの仕事に取り組んだ。 が、 二十日に納品といぅのは とても 無理で 
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ある。 二十 一日と 二十二日に検査をしても らい、やっと 
のこと で納品できたの が、 二十 三日。さて、 これからが 
大変 だ。 普通こうした官庁で あれば、 納品から入金まで 
半月はゆうにかかる。それを一日でやってしまおうとい 
うの だ。 通信省の方で も、 年末ということも あり、 何と 
か融通してくれて早く処理してくれることになったが、 
普段の時でも十七〜十八個の承認印をもらわなくてはな 
らないという所 だ。 正東は気が気では ない。 

二十三日の 朝、 九段にある適信省の倉庫(現在の武道 
館)に品物を納め、そこでいくつかの判を押しても らい、 
それから飯倉の通信省にその書類を 届け、 またいろんな 
人の判を もらって、 やっとのことでその 日のう ちに請求 
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書を経理に出す ことができた。 正東は もうグッタリしていた。 

社の方で も、 この代金が入らなければ給料とボーナスの支払いができないというので、正東の 
帰りをドキドキしながら待っていた。会社に帰り着くやいなや、 

「どうだった…… ？」 経理の太刀川がとんできて聞いた。 

「大丈夫でした」正東のこのひと言に大安心の態であった。 

翌二十四日、正東は通信省から無事代金をもらってきた。正東が後から聞いた話にょると、正 
東のすぐ後に通信省の経理に請求書を出した人たち は、 経理の都合で結局翌日支払いにはならず、 
二十八日に入金になった という こと だ。 しかも、常日ごろは出張で数人の人が不在と いうの が当 
たり前の官庁で、正東が請求書を出した日に 限って、 不在者がいなかった の も運が良かった。 

しかし、こんな綱渡りばかりやっているわけにはいかない。この：2;只仄からの仕事は、すばら 
しい飯の種になった 上、 東通エに大きな飛躍の足がかりさえ与えてくれた。それは、調整卓を手 
がけることにょって、井深たちはオーディオの何たるかを知ることができ、後に東通エの独壇場 
となった録音機へ苦もなく取り組むことができる下地が出来ていったのだ。 
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17 われわれのやる商売は、これだ/ 


<17 われわれのやる商品は、これだ/ 

東通エで磁気録音機なるものをやってみようとしたきっかけは、やはり進駐軍の仕事と無関係 
ではない。 

井深は、かねがね官庁や放送局などから与えられた仕様書によって作る製品とは 別に、 もっと 
大衆に直結した商品をやってみたいと思って いた。 大衆商品であれば何でも良い という もので も 
ない。ラジオは、 大会社がすでに手がけて いる。 盛田は盛 田で、 営業的な観点から NHK 以外に 
も販路を広げることができる商品はないかと考えていた矢先であった。二人はワイヤーレコーダ 
—に目を付けた。 

思いついたらすぐやるのが東通ェ。さっそく研究を始めた。ワイヤー レコーダ— 本体げ、日電 
の多田正信が「こういう物があるよ」 と、 戦争 中、 陸軍で使っていたものをどこからか手に入れ 
て持ってきてくれた。それをバラバラに分解し、記録再生の原理などの構造を調べた。同じ ころ、 
盛田がアメリヵ人の友人を通してステンレスのワイヤーを使った ゥェブスターの ワイヤ ー レコ ー 
ダーの キットを 入手した。これは、 リールとへッドが 付いていて巻き取る という 極く簡単なもの 
であった が、 これに木原信敏がアンプを付けて組み立て、録音できる物が作られた。この機械で 
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初めて録音したのは、水泳の古橋が、ロスアンゼルスの大会で新記録を出したといぅ NHK の海 
外ニユースであった。 

ワイヤーレコーダーは戦前から日本にもあった。昭和十五年、東北大学と安立電気が共同して 
ある程度の物を作っていたし、日電でも多田を中心に研究を進め製品化していた。 

井深たちもいったんは、ワイヤーレコーダーをやる 
ことに決めて、ワイヤーその他の材料を確保するため 
1 樋口を大阪の扶桑金属(現在の住友金属)まで派遣し 
^ た。しかし先方の答は、「ワイヤ—は、そんなに出来 
ませんよ」である。 

荒廃し物資の不足した戦後の日本ではニッケルの多 
く入ったワイヤ—を作ることは到底無理な相談であっ 
た。ワイヤーが手に入らなければ、どうしようもない 
その ffi にも、ワイヤ ー レコ ー ダ ー は、ワイヤ ー が切れ 
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れた時の修理が大変なことや、ヘッドの摩耗が激しい、 
長時間の録音ができない、ノィズが多く録音特性が悪 
い等々、将来性にも問題があることがわかり、結局は 



17 われわれのやる商売は、これだ/ 


締めざるを得なくなった。 

ワイヤーで ひと 頑張りしていた頃、紙テー プで 音が出る機械のことを聞いた。井深や盛田は、 
その頃仕事の関係で進駐軍のいる NHK の放送会館にしょっちゅぅ出入りしていて、ある時 CI 
E の者からその テープ レコー ダーな るものを見せてもらった。実際に音を聞く と ワイヤーレコー 
ダーと 比較にならないくらい音が良い。「これだよ、われわれのやる物は。これは、これからの 
商品だ。テ ープで やってみよぅ」この時すでに、井深の頭からワイヤーレコ ーダー のことは吹っ 
飛んでいた。 

ところで、井深が早稲田大学専門部機械科で電気のことを教えていた頃の生徒の一人に、木原 
信敏がいた。木原は卒業を前に、大学に貼ってある求人広告を見ていた。その張り紙の一枚に 
"人を求む東京通信工業井深大"と書いてある。「ああ、あの井深さんが会社を持っている 
のか」冷やか.し半分、遊び半分で木原は東通エに行ってみた。当時は、入社試験といっても面接 
だけだ。木原の持っていった履歴書の特技の欄には『短波受信機作れます。五球スーパー作れま 
す。ハイファイアンプ作れます』と電気のことばかり書いてある。これを見た面接官の樋 口、 
「なんだ、あんた、機械を出ているのに何ですか……電気ができるなんて変な人ですねえ」 

この冷やかし半分で来た変な人間が、すっかり東通エに居つき、ワイヤーレコーダーからテー 
プレコーダーを手がけることになったのだった。 
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<18> 粉作り 

テープの音を聴いてしまった井深や盛田は、どんなことがあってもテープレコーダーをやりた 
いと一大決心をしている。なんとか無理を言って進駐軍の将校にテープレコーダーを会社まで持 
ってきてもらった。それは、まず社内の者にもこの音を聴かせてやりたいという気持ちの他に、 
音を聴いてもらって、経理を説得する必要が井深と盛田にはあったからだ。 

太刀川が仕事していると、井深と盛田が囲いの向こう側からやってきた。「実は……、テープ 

レコーダーというものをやりたいのだが、三十万ばかし出してくれないか」「 . 」「使っても 

良いか……」。いくら NHK の仕事でひと息ついたとはいえ、三十万円は大きい。井深たちはい 
とも簡単に言うが、経理を預かる太刀川や長谷川にしてみればおいそれと出せる金額ではない。 

テープレコーダーの音を聴かせ、さらに会社の近くの料理屋に二人を招き「これは将来性が必 
ずある。やろうじゃないか」と再度説得し、やっと了解してもらった。 

さて、テープレコーダー は、 アメリヵでも出来たばかりの貴重品である。なにしろ、その当時 
日本でテープレコ—ダーをやろうと考えている者など誰もいないし、参考書はなにもない。唯一 
あったのが丹羽保次郎が著した「音響工学」という本だ。それもたった二行"一九三六年に、ド 
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18 粉作り 


イツの AEG 社によってプラステ 


イツ 


クに磁気材料を塗布したテープレコーダ—が発明された 


// 


という記述があるばかりで、何とも心もとない限りで ある。 テープのべースを何にする か、 磁気 
材料にはどういう物が適しているのか、何もかも手探りで ある。 

とにかく粉は磁性があれば良いというのでまず最初に、東京工大の加藤与五郎博士の発明した 

:: ‘ OP マグネットでやってみることにした。井深が、 
，:〇 P マグネットの棒状になった塊を持ってきてくれ 



HS ) た。これを、 木原が乳鉢でゴリゴ 


刀人 
太3 
たら 


労谷 
苦長 


■の 


端 


す 


リ 


時間ぐらい磨 


つて粉にした◦それを丁度ヘルシュラィバーをやつ 


ミリ 


の紙があった 


、っ g ていた時に使っていた分厚い幅八 
^ので、それに塗ってみることにした。「塗るといつ 
ば rjll て も、 なんで塗ればいいんだろう」。いろいろ考え 


て、 ご飯粒をねりつ ぶし、 それを糊にして塗ってみ 


繰祐た。結果は、 ザーザー といぅノィズが出るばかりで、 
資很音は出ない。現在であれば、 OP マグネットはメタ 

テープの粉になる。しかし、その当時の技術では、 
それを記録できるヘッドもなく、磁石が強過ぎて消 
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すこともできなかったのである。 

この実験で、磁気材料にはマグネットほど強い磁石はいらない、だからヮィヤーもステンレス 
を使っていたのかということがわかり、もっと弱い磁石を探すことになった。いろいろ文献を探 
り、やっとたどり着いたのが、蓚酸第二鉄である。これを焼くとマグネ(酸化第二鉄)ができ 
ると本に書いてある。「これだ、これだ」木原は、すぐさまこのことを皆に伝えた。しかし、終 
戦すぐのころで、そんな薬品はどこにも売っていない。 

「じゃあ、俺も探しにいこう」盛田が手伝ってくれることになった。すぐさま、二人は電車に 
乗って神田の薬品問屋街に出かけた。盛田は、こういう時の行動が非常にすばやい。さんざん探 
し回って、やっと一軒だけ売っている所をみつけた。試薬ビンを二本買い求め、さっそく社に帰 
って実験だ。 

蒸留するにも電気炉なんて物はない。炊事のおばさんからフラィパンを借りてきて、蓚酸鉄の 
黄色い粉をしゃもじで炒る•。色合いを見て、茶色くなるか黒くなるかというところまで焼いて、 
これを水にいれ蒸発を止める。茶色が酸化第二鉄、黒いのが四酸化鉄である。これ以上焼くと、 
空気中の酸素とますます結合して、金属を磨く時に使う紅榖になってしまう。色のころあいを測 
って下ろすのは、木原の名人芸であった。 

こうして、粉が出来た。 
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19 試行錯誤の連続 


< 19 > 試行錯誤の連続 

さて粉は出来たが、これを塗るのが問題だ。井深たちには、まだそのころは塗る塗るという考 
えにとらわれていた。それなら塗装だ。塗装をするなら、スプレーガンだということになった。 
透明ラッカーに粉を溶かし、スプレーガンで、シューと吹きつける。これでやるとほんのわずか 
に"音がするょうな気がする"程度の音がでる。しかし、スプレーガンだと紙の上にスプレーさ 
れるょりも、その周りにつく方が多くて効率が悪い上、表面もザラザラしていて駄目だ。 

この実験を行ったのが、新設したばかりの山の上工場。ここは、まだ誰も引っ越しをしていな 
い。テープを作るのにはうってつけの——広い上に、床がまっさらできれいだった —— 場所であ 
る。木原は、早くテープを作りたい一心で、その床の上にテープを張りつけスプレーをかけた。 
いっぺんで床は真っ黒けだ。これで、樋口から大目玉をくらってしまった。 

何しろ、ここの土地は当時としても随分と高い値段であった。しかし、皆の憧れであった自分 
の土地、自分の工場を初めて持てるというので、だいぶ無理をして買ったのだ。その上、工場の 
完成記念の時には、寿司、焼鳥、支那そばなどの屋台を出して、来賓の客や社員に"食べ放題、 
飲み放題"の大盤振る舞いだ。結局、その月の給料を支払う段になってお金が足りず、二回に分 
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けて払ったという因縁のある工場なのだ。樋口がガッカリするのは無理もない。木原も次からは、 
ちゃんと新聞紙を敷いて汚さないょう気をつけた。 

そのうちに、井深が狸の胸毛の刷毛が良いということを聞き込んできた。はたして、上野•松 
坂屋の近くの刷毛屋に行ったら、ちゃんと置いてある。大枚八百円をはたいて買った。テープを 
室内に長く張りめぐらし、刷毛を持って走りながら塗る。人間コーティングマシンだ。しかし、 
これもスプレーガンとあまり大差なかった。 

テープの幅も変えてみた。最初使ったへルシュライバーの幅は八ミリもある。これでは、幅が 

広すぎる。それを六ミリにしてみた 
(本当は 1/4 インチ。当時は誰もそのこ 
とを知らなかった)。これがなかなか 
大変だ。長いテープをギザギザになら 
ないょうに、また寸分違わずニミリ削 

るのにどうしたか . カミソリを六ミ 

リ幅に二枚並べて立て、その間にテー 
プを通して引っ張って作る。人カテー 
プ切断機である。 
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19 試行錯誤の連続 


また、いろいろ実験を重ねていくうちに、テープの粉は細かい方が良いということに行き着い 
た。ところが、粉を細かくする技術というのが皆目見当がつかない。そのころの新聞に、パ ピリ 
才化粧品の"おしろい"の広告がよく出ていた。その広告には顕徴鏡写真が戴っていて、自分の 
所の"おしろい"は、こんなに細かいのだ、他の会社の"おしろい"はこんなに大きいのだと大 
々的に宣伝している。「これだ！」ここに行けば細かい粉を作る技術を教えてもらえるに違いな 
，い。これで問題も解決とばかりに、盛田は一面識もないパピリオ化粧品の社長を訪ねていった。 

「実は、私どもでこんなものを作ろうとしています。"おしろい"を作るわけではありませんの 
で、どうか細かい"おしろい"を作る技術を公開していただけないでしょうか」 

「おたくでは、どのくらい細かい粉がほしいのですか」 

「三〇〇〇 メッシュか四 〇〇〇 メッシュくらいの非常に細かい粉です」 

これには、パピリオの社長も大笑いだ。 

「盛田さん、それはヶタが違いますよ。あなたが作ろうと思っているくらい細かい"おしろ 
い"を作ると、女の人が顔にはたくと、軽すぎてみんなホコリになって飛んでしまって顔につき 
ゃあしませんよ」 

試行錯誤の連続であった。井深や盛田の思いも寄らないような難問が、あちらこちらに待ち受 
けていた。 
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<20 交流 バイアス 法 

こうした試行錯誤を繰り返していくうちに、大体の要領が分かってきたところで、テ ー プ作り 
は戸澤奎三郎が後を引き受けてくれることになった。戸澤は、戦争中は三菱重工でゼロ戦の改良 
設計に当たっていたエンジニアだ。しかも盛田とは遠縁にあたる。その頃、東通エのようなちっ 
ぼけな会社に来てくれる人はなかなかいない。そこで、親戚、友人関係とあらゆるツテを探して 
知っている人でよさそうな人を引っ張って来なければならなかった。その割には、戸澤のような 
優秀な人材がそろっていった。 

戸澤が、まず最初に取り組まなくてはならなかったのが、テープのべースである。ヘルシュラ 
イバーのテープは厚すぎるし、強度が弱い。こんな紙ではしようがない。市販の紙では、そんな 
に丈夫な紙はないし、ブラスティックなんて物は日本には全然ない。. 

ツルツルしたセロフアンはどうだろう、セロフアンをどうしたら伸びない固いものにできるか 
実験を繰り返した。また、このセロフアンを固くする実験のために化学、物理、電気、メヵ屋と 
人をたくさん雇ったりもした。確かにセロフアンは良いことは良かった。一度か二度は良い音が 
出る。しかし、その一度二度の使用で湿気を帯びて、フニャフニャの"ヮヵメ"テープになって 


58 



20 交流バイアス法 


しまう。どうもうまくいかない 


もぅこれはどこかに頼んで特別の紙を作ってもらぅしかない。盛田は、戸澤と連れ立って、大 
阪の本州製紙にいとこの小寺五郎を訪ねた。 

「麻入りのクラフト紙を一〇〇ポンド作って欲しい」 




美 


7 ^; 






\ 


ダ^ •• • 


研究費が取れるかどぅかも分からないよぅな新しい紙 

の開発、その上採算べースに乗らない少量の注文。盛田 

の無理難題にもかかわらず、本州製紙は付き合ってくれ 

) ることになつた。これで、東通エでもテープ作りに本格 

^ 的に取り組むことができる。粉の研究を天谷昭夫、徳本 

1 慎一が、機械設計を太刀川卓爾、塗布を島沢晴雄があた 

⑽ ることになり、戸澤を中心にテープ開発室が出来た。 

景 

_ 話は前後するが、テ ー ブレコ ー ダーを始めるに当たっ 




て、どうしても必要なものが二つあった 


つは絶対に 


テーブが出来なくてはいけないということ。もう一つは、 
「交流をバイアスとする磁気録音法(略称交流バイア 
ス法.高周波バイアス法)」の特許をどうしても手にい 


9 
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れなくてはならないということだった。この特許を持っている東北大学の永井健三博士を、井深 
はよ く 知っていた。井深がまだ日本光音にいた 頃、 社員でありながら無線学校で内職をしていた 
時代に、東北大学に永井先生を訪ね教えを乞うたこともあった。よくよく調べたところ安立電気 
が、 この特許の権利を持っていることがわかった。 

安立電気の社長は、磯英治。井深が中学生で神戸にいた頃からの無線友達である。井深は磯を 
訪ねて、率直に特許の件を話した。 

「わが社 も、 今困っている。そういう事なら売ってもいいよ。五十万円でどうだ」。安立電気は、 
戦前から通信機器 メーヵー としては有数の企業で ある。 しかも、この「交流バィアス法」の特許 
には^^井先生と共に、安立電気の五十嵐悌二が深くかかわっており、昭和十三年には今日のテー 
プレコ ー ダーの原型ともいえる磁気録音機を初めて完成している。しかし、戦後軍需から民需へ 
の切り換えを行ったものの、経済の激変に追いつけず、二十四年には全員解雇、工場閉鎖という 
事態にまで及んでいた。 

「それにしても、五十万円は高すぎるなあ」。東通エでは、この金額をおいそれとは出せない。 
いろいろしているうちに、日電の多田が「当社で も、 いずれ磁気録音機をやりたい と 思っている 
ので、その権利を日電が半分持ちましょう」 と 申し出て くれた。 これで二十五万円になる。「助 
かった I 。井深は、すぐに権利取得の手続きを始めた。 
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21 、、もの言う紙、、の完成 


<21 "もの言う紙"の完成 

磁性粉やテープのべースも研究の結果、改良が加えられていき、着々といろんな問題が片付い 
ていった。 

とにかくテープを走らせてみょうということになって、木原が簡単な装置を作った。 78 回転の 

レコードの ターン テーブルを二つ並べ、一方の ターン テ—ブルの真ん中に三センチくらいの リー 
ルの芯のょうなものを止めてテープを張りつけておく。もう片方には リール を置いておく。 ター 
ンテーブルを回すとだんだんテープが卷き取られて走ってくれる。その間にヘッドを置いて録音 
するという非常に原始的なものだ。テ—プは一〇 m しかない。リヮィンドは手で巻き戻す。「本 
日は晴天なり」とやってはまた一所懸命巻きし、「うん、聞こえるなあ」とやっていたわけだ0 
しかし、これで音が出るということがわかった。そうなれば、いつまでも ターンテー ブルで実 
験していても仕方がない。東通エでは本格的にテープレコーダー作りに取り組むことにした。 

木原は、 NHK に実物を見にいった。「はあ一、機械はこんな物か」 ヮィヤ I レコーダー でだ 
いたいの機械の見当はついている。それにターンテーブルでやっても音が出るくらいだ。木原に 
は、一目見てすぐにテープレコーダ I のなんたるかが分かった。 
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機械の設計図は、 NHK から帰って一晚徹夜して、すぐに書き上げた。翌日から、工作の人た 
ちに手伝ってもらって機械本体の製作に取りかかった。 

この工作の人たちは、ほとんど職人といっていいほどだ。施盤をかけてキャブスタンを作った 
り、フライホイ ー ルを作ったりして、一週間で試作機を作り上げてしまった。唯一苦労をしたの 
が、 モーターとゴムだ。テープレコ—ダ—に使えるょぅな強力なモータ—が手に入らない。仕方 

なく、 そのころ不二家電気で作っていたターンテーブル 
用の弱いインダクションモーターを使ったが、これだと 
電圧が下がったり、周波数が F がると途端にスピードが 
変わる。ゴムは当時天然ゴムがほとんどで、これが伸び 
機 たり切れたりで苦労の種であった。 

^ 最初に木原が作った試作機は、アメリヵですでに実用 
r 化されていた"マグネコー ダ—" から原型を取った、縦 
型の テープ レコー ダー であった。 

この試作一号機が昭和二十四年九月に出来、続いて昭 
和二十五年一月に G 型、二月に A 型の試作機が完成し、 
国産初のテ—プレコーダー誕生に向けて着々と歩を進め 
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21 、、もの言う 紙、、 の 完成 


ていった。 G 型は据え置き型で業務用(録音時間一時間)、 A 型が普及タィプ(録音時間三十 
分)ということで企画されたが、 A 型は試作段階で製作を終え、後に発売される普及型一号機 H 
型に引き継がれていった。モーターは井深が提案したヒステリシスモ—夕—に電音㈱の協力を得 
て改良し、ゴムベルトもだんだんと良い物が出来るようになった。こうして、製品として 日本 初 
のテープレコーダーとなったのが G 型である。 

これを発売するに当たって、東通エでは「テーフコIダ— (Hapecorder )」という登録商標 
を取った。日本国中のテ—プレコーダ j を東通エの商品名である「テ—プコ—ダ—」と言わしめ 
ようという考えだ。同時に東通エ製のテ—プは「ソニ•テープ (SONI-TAPE ごと名付けら rl た 0 

昭和二十五年三月十五日号の「毎日グラフ」で東通エのテ—プレコ ー ダーが記事と写真で紹介 
された。いわく「これは、最近日本で大量生産に移ろうとしている"もの言う紙"ともいうべき 
テープ録音機である。(中略)どこで使ってもこんな重宝なものはないが、更に進むと"もの言 
う雑誌、新聞"ができる可能性もあると製作者は言っている(中略)」。また、写真説明のひとつ 
には「現在の蓄音機も、この機械にやがて駆逐されるかもしれない」と、テープ レコ ー ダーの未 
来を象徴しているかのような記述が見える。 

井深がテープレコ—ダーに目を付けてから、一■年が経っていた。数々の試行錯誤、徹夜に継ぐ 
徹夜の研究の日々。皆の苦労がやっと報われる日が来たのである。 
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<22 井深の恩返し 

G 型ができ上がって、井深には誰ょりも先に見せたい人がいた。早稲田時代の恩師、山本忠興 
先生だ。 . 

井深と山本先生の長男とは、日本女子大学附属幼稚園の同級生で、雑司ヶ谷にあった先生の家 
にも、 そのころょく遊びに行っていた。しかも、井深が早稲田に入ったのも、山本先生がいたこ 
とが一つの要因であったくらいだ。 

そんなふうに前々から尊敬していた先生である。井深は大学を出てからも事あるごとにいろい 
ろな 事を先生に報告していた。また、物がまとまると先生に見せて喜んでいただくのが、井深の 
楽しみでもあった。 

G 型は、日本で初めてのテープレコーダーである。「ぜひこれを先生にお見せしなくては」井 
深は重い機械を担いで、茅ヶ崎の先生のお宅に出向いていった。その折りすでに、山本先生は病 
にふせっていたが、その日はたいへん機嫌が良く、テープレコーダーに向かって昔語りをいろい 
ろ始めた。井深は内心、「これは先生、ご遺言のつもりだな」と思わずにはいられなかった。 

「もう、，っべん、あのテープレコーダーを持ってきてくれないか」そういう連絡があったのは、 
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22 井深の恩返し 


その日から十日くらい経ったころだ。とにかく も、 アタフタと持っていった。ところが前回とは 
打って変わって、先生は何を言っているのか分からないくらい呂律が回らない。それでも言い残 
したいことを何とか録音して帰った。 

一週間も経たないうちに、訃報が入ってきた。井深が録音したものが先生の最後の声であると 
いうので、お葬式の時、会葬の皆さんに聞かせょうということになった。しかし、テープのまま 
聞かせても、聞き取ることは困難である。それで、井深たちは文章に直して配ることにした。先 
生の言葉の一つひとつを、随分と苦労しながら一生懸命に解読していった。 

これが、山本先生に対する井深の最後の孝行になってしまったが、 G 型が出来たことで、井深 

は先生の声を後世に残すことができたのだった。 

生 ときに、井深や盛田は、 G 型が完成した時「日 

則本で最初のテープレコーダーが出たのだから、こ 
忠 

§れは飛ぶょうに売れるに違いない。これでわが社 
氣も大もうけができる」と単純に大喜びしていた。 

1 ところがいざ販売を始めてみると、散々である 0 
井盛田は、この機械を持って歩いて初めて気づいた。 
「おもしろい、便利だ I と 皆一様に驚いて くれる 0 
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自分の声を聴いて、ゲラゲラ笑ったり、喜んだり、遊んではくれても誰もが決して買おうとは言 
ってくれないの だ。 「おもしろそうだな、いっぺん使ってみるから持ってきてくれ」 そう 言われ 
て盛田が持って いくと、 「今から宴会があるからついてこい」、と言われる。買ってほしい一心で 
宴会場についてい くと、 芸者さんや旦那が うたう 小唄を入れたり再生させられ たりと、 まるで太 
鼓持ちのょうなことまでやらされる。そこまでしても、結局は買ってはくれない。 

こんなはずではない。「日本で初めての画期的な商品だ。しかも、これほど便利な物を客が買 
わないはずがない」"捕らぬ狸の皮算用"であった。 

〃良い物さえ作れば、どんどん売れるはずだ"という井深たちの当ては完全にはずれた。考えて 
みれば、 G 型は当時のお金で大枚十六万円もす る。 それに重さが十二貫目(四五キロ)もある。 
当初、東通エで テープ レコ ーダー をやろうとしたのは、大衆商品をやらんがためであった。 しか 
し、 結果としてで き 上がったものが、この大きさで、この値段 だ。 これでは一般の人たちが手を 
出すのは、難しい。ちなみに G 型の" G " は、 ガバ メント (Goverment ) の G である。 
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23 テープレコーダーに惚れた男 


<23 テープ レコ ーダ ー に惚れた男 

「東通エ という 会社が あります。 ここには若くて優秀な人材が大勢いて、しかも、しゃべると 
それが記録され、すぐに 聴く ことができる という、 おもしろい機械の研究をしています。この会 
社は、現在は名もなく小さな会社です が、 将来き っと 伸びるにちがいありません」。倉橋正雄は、 
田島道治から東通エの話を聞き、この会社に少なからず興味をおぼえた。 

倉橋は、尾張徳川家の財産管理をしている八雲産業の社員で ある。 尾張の殿様とは いえ、 戦後 
の暮らしは楽では ない。 財産の売り食いのような タヶ ノコ生活が続いていた。いつまでもこんな 
ことではいけない、何とか財産を効率良く運用して、徳川家のために役立てて差し上げたい と、 
倉橋は前々から思っていた。このことをやはり八雲産業の相談役をしていた田島に相談した折り 
出た のが、 東通エの話であった。 

ちょうどその頃(昭和二十五 年)、 東通エは資本金を三百六十万円から、一千万円にしようと 
している時であり、田島は自分も相談役として席を置いている東通エの将来性をみて、倉橋にそ 
の増資の話に応じてみてはどうかと勧めたの だ。 とりあえず五十円株で一万株、五十万円の出資 
をすることに決めた。「出資するからには、東通エがどんな会社か見ていらっしゃい」という 
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田島の言葉で、倉橋は五反田のバラックエ場に井深と盛田を訪ねていった。 

出資の話も一段落し、 G 型の試作機 や、 その他の東通ェ製品を見せてもらった 後、 雑談に 移つ 
た。 その時倉橋は、この人たちなら何か良い知恵を貸してくれるのではないかという期待から、 
「徳川家のためになる ような、 新しい仕事を何かやりたいと思っているのです」と率直に心中を 

あかしてみた。「日本電気で規格外の真空管がかなり 
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の数できています。これを学校に売って はどぅだろぅ。 
八雲産業でやるのに適当な仕事 だと 思いますよ」 と 勧 
めて くれたのは、 井深の懇請を受けて日電から東通エ 
に入ったばかりの笠原営業部長 だ。 

確かに良い話だと 思った。 しかし、倉橋の頭の 中は、 
先程見せて もらった ばかりの G 型のことでいっぱいだ 
つた。 「何とか、あのテープ レコ ーダ ー を 八雲で売る 


ことはできないか 


」会社に帰ってからも、思うの 


は G 型のことばかりだ。 

一度ならず二度三度と、東通エに足を運んでは話し 
「ぜひこれを士兀 らして ください」と頼んでもみた。 し 
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23 テープレ コーダーに 惚れた男 


かし、東通エではなかなか「うん」と言ってくれない。井深たちにしてみれば、増資したばかり 
といっても、そんなにお金に余裕があるわけではない。倉橋に本当に支払い能力があるのかどう 
か不安である。それを察した倉橋は「尾張徳川家は、名古屋に代々の財宝を集めた美術館を持っ 
ています。ここには、国宝としてすばらしい ものが、 たくさん置いてあります。これを担保にす 
れば、一億や二億の金はすぐにできます」と大きく出てみた。 

倉橋には、それらの美術品を担保にする気などさらさらない。 しかし、 この言葉で井深たちの 
不安が拭い去られれば、それにこしたことはないの だ。 「この機械が完成した暁には、どうぞ五 
十台当社で買わせてください」倉橋の願いがかなって、一會十二万円で五十台やっと買うことが 
できた。六百万円の小切手を切って、すぐに五十台のテープレコーダーを目白の徳川家の倉庫に 
運び込んだ倉橋は大喜びであった。 

翌日から、徳川家の紹介状を携えて倉橋はあっちこっちと物を見せに回った。さすが、徳川家 
で紹介してくれただけのことはある。相当なところばかりだ。売値は十六万八千円。誰も「高 
い」という人はいない。「これは、見たこともないおもしろい機械ですなあ」。口々 に、 感心の言 
葉を吐いてくれる。 しかし、 売れない。倉橋が足を棒にして回っても、やはり一台として売れな 
かった。 
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<24 皇后陛下、お笑いになる 

一力月が経ち、二力月が過ぎても一台も売れやしない。徳川家のために、ひと儲けして役に立 
ちたいという気持ちとは裏腹に、その当時としては大金の六百万円という在庫を抱え、倉橋は途 
方にくれていた。 

やっと一台買ってもいいという客が現れた。やはり徳川家にいた、広田という人が買ってやろ 
うと言ってくれた。広田氏の出資している会社が、東京•八重洲口におでん屋を出している。そ 
のおでん屋に置いて、客の声を吹き込んで聞かせると話題になるだろうというのだ。 

「広田さん は、 たまたまお金があったから買ってくれた。しかし、十六万八千円も出して買っ 
てくれる料理屋が他にあるだろう か」 倉橋の危惧した とおり、 その後は一台として売れない。 

東通エ社長の前田にも話を聞いて、新潟や岐阜で開かれていた全国市議長会議にも G 型をかつ 
いで見せにいった。 ここでも だめ だ。 後で考えれば「議事録を おとりになる のに便利です ょ」と 
か、 いろいろセー ルストークも あったのだが、その時の倉橋は、ただ 「こんな、 機械があります 
ょ」というばかりで、売り込み方など何もわかってはいなかった。 

半年経った。おでん屋に売れた一台を除いて、他は全然売れる気配すらない。盛田も倉橋の苦 
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24 皇后陛下、お笑いになる 


戦の様子に、たいへん心配していた。 


倉橋ばかりに苦労はさせられなぃ。東通ェでも、飯の種をゃってぃる NHK の担当を除ぃて、 
技術者もセールスにかりだされた。自分は技術の ことし か知らないなんて言つてられない。機械 
を運んだり、説明にいったりと宣伝屋、販売員と一人三役 だ。 木原たち は、 あちこちと 音楽学校 

を訪ねてデモして まわり、 生徒たちのステージでの演 
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奏を録 った。 なかなか上手に録れたと木原は満足して 
いた。 生徒たち も、 自分たちの演奏を聴きたいと言ぅ 
そこで、 授業の終わる夕方を待って、場所を移して試 
聴会を持つことにな った。ところが、 戦後の電力事情 
が災いした。 夕方になると周波数も電圧も下がる。電 
圧は スラィダックで なんとかな ったが、 周波数はいか 
ん ともしが たい。 木原の耳には、先程の演奏とつい ぞ 
変わりなく聴こえる のに、 音感の働く生徒たち は、 皆 
一様に「テンポが遅い。音が皆低くなっている」と言 
ぅ。 これには、木原も参って しまった。 

そこで、その後の製品にはキャブスタンの直径を変 
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えられる ように、 直径が少しずつ太くなったキャブスタンを別に アダプタ ーで置いて、周波数が 
変わったら、すぐ取り替えられるように改良した。 また、 その他にも関西地区では六〇ヘルツな 
ので早く回ってしまう ことを、 ついぞ気付かなかったりの失敗もあった。 これには、 五〇ヘルツ 
と六〇ヘルツ用のキャプスタンを付けて売るということで対処した。 

昭和二十五年十一月に国会図書館で「新しい日本の技術」という展示会が開かれた。東通エか 
らも G 型等の出品がなされた。そこへ、皇后陛下初め宮様方がお見えになった。倉橋は説明員と 
して待機していたが、いざお声を録ってお聞かせしようとしたところ、それまでちゃんと調整し 
てあったはずのテーブレコ—ダーがゥンともスンともいわない。冷や汗とともに、あわてふため 
いて必死で機械をあちこちたたいた。その様子があまりにおかしかったのか、皇后陛下がお笑い 
になった。真空管の接触が悪かったのか、しばらくしたらやっと音が出て、お聞かせすることが 
できた。 ところが翌日の新聞には、その時の写真とともに説明と して、"ご 自分の声を聞いてお 
笑いになる皇后陛下"と出ているではないか。 また、 冷や汗が出て きた。 

しかし、この時のことがあって国会図書館でも G 型を一台買うことになった。倉橋の雇主であ 
る尾張の殿様.徳川義親の口利きで、 G 型テープレコーダーが国会図書館に運び込まれて来た 時、 
図書館庶務課長の酒井悌は 「これは、 国が買った テ ー プレコ ー ダ—の一号機です よ」 と自慢気で 

あつた。 
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25 てごわい相手 


<25 てごわい相手 

ところで、 倉橋同様、その時の東通エの増資の話で東通エを訪れた人物がもう一人いた。東京 
芸術大学の学生•大賀 典 雄 だ。 

大賀 は、 西田嘉兵衛の頼みで東通エを見にきたのだった。大賀の 家と、 西田の家は同じ沼津の 
千本松原にあって、親戚のような付き合いをしていた。それに、西田は大賀のことをわが子のよ 
うにかわいがってくれていた。その西田と東通エの井深は縁戚関係に あり、 東通エ増資の 際、 井 
深が東京でいちばん大きい糸問屋をやっている西 田に、 新株を引き受けてくれないかと頼んでき 
たのだった。「井深と いう 人が、今度日本で初めてテープレコーダーをやると言っているんだ が、 
君、 一回どんな会社か見てこんかね」と西田に言われて、大賀は西田の紹介状を携えて東通エに 
井深を訪ねてきたと いう わけ だ。 

大賀 は、 音楽学校の生徒で ありながら、 メヵには結構うるさい。海外のいろんな文献をよく読 
んで おり、 外国製の テ ー プ レコ ー ダ ー がどう いった情勢に あるか、 よく知っていた。それで、 メ 
力は どうな つている だの、アンプはどうだ、テープの 性能は どの 程度 かと、 いろいろ質問を した 
うえ、 テープ レコ ーダーはこうあるべき ではない かとい う 話までして埽 つた。この 時には、井深 
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の 方に時間が なく、 ちょっと 話をした程度であった 


そういう 事が あってしばらくして、倉 橋が テープレコ ーダ I を持って芸大に学長を訪ねて きた。 
「ぜひとも、 教育の現場でテ ー プレコー ダーを使ってみて ください」 倉橋の話を 聞いて、 大賀が 
相手をさせられる 羽目になった。というの も、 前々 から大賀がテ ー プレ コーダーに興味を持って 

いる ことは、 学内で知られていたから だ。 

大賀 は、 「音楽学校には テ— プ レコ ー ダ— は必需 
品で ある。 バレリーナが鏡を見てレッスンをす るょ 
うに、 音楽家は鏡の代わりに テ— プ レコ— ダ— を使 
って練習をしなくては駄目です」 と、 しきりに説い 
て回って いた。しかし、 当時の貨幣価値から いくと、 
テ ー プレ コーダ ーは 、高額 商品で ある。そう 安々 と 
買って もらえるょうな 物では ない。 それでも、やっ 
と買っても良い という 許可が 出た。 G 型は、当時の 

テープレコ— ダ—のレベルからすれば、そこそこの 
性能を呈していた。しかし、それは スピー チや普通 
の人がしゃべる言葉を録音するのなら差し支えない 
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25 てごわい相手 


という程度のものだ。大賀たちのような音楽をやる者にとって G 型の"音"では不満足な部分が 
多い。いちばん致命的なのは、ピアノの音のようなトランジ ヱッ トといった立ち上がりの ある 音 
を録 ると、 皆かすれてしまうということ だ。 これでは、音楽的なものを録るのに限界が ある。そ 
こで、大賀たちは協議し、芸大で使う際に改良すべき箇所を挙げて、仕様書を作り、 倉 橋を 通じ 
て東通エに提出しておいた。周波数特性はこのくらいなくてはいけない、特に ヮゥ •アンド •フ 
ラッターについてはこれ以下でなくては使い物にならない、といったようなことを書いておいた。 

この仕様書の打ち合わせのために、大賀は再度、東通エを訪れた。この時には井深とも ゆっく 
り話をする機会がもて、音を録音する際の必要条件 だとか、 ヮゥという音の振れをより少なく録 
るためにはィンピーダンス ロ ーラーを付けてもらわなくては困るといった要求を、 岩間、 樋 口を 
加えて充分に話し合うことができた。 

井深は、音楽学校からかなり面倒な注文がきて、その学生が会いにきているというので、大賀 
に会ったのだが、見ると体重七〇キロはあろうかという音楽家らしからぬ 大男。 しかし所 lit は 
"音楽学校の学生さん" だ。 井深は、専門語でまくしたてていい加減にあしらうつもりでいたと 
ころ、反対にすっかりかみつかれてしまった。「こりゃ あ、 テ—プレコーダーの知識は玄？人以上 

の本物だ」井深は、この世話好きで親分肌の大賀が気に入った。それ以来、大賀は誰が任命した 
わけでもないのに、東通エの無給の監督官として東通エに出入りす るよう になっていった。 
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<26 人の売買をやる つもり か 

G 型が初めて まとまって 売れた のは、 最高裁 だ。 事の 起こりは、 徳川義親の紹介で名古星の高 
等検察庁の長官に倉橋がテ ー プレコーダーを 見せに いったことに始まる。そこで、 良い サジヱス 
チョンを受けた。 

「法務府でいろんな調査をする 時に、 これで記録を取れば役に立つんじゃないかな。名古屋で 
も一台 買うが、 法務府に持っていってごらんなさい。紹介状を書いて あげましょう」 親切な 申し 
出を うけて、さっそく 法務府に売り込みに いった。 

その 頃、 最高裁では戦後のことで速記者の養成が間に合わない。速記する代わりに、テープレ 
コー ダーが役に立つに違いないという見込みがあった。「これは確かにおもしろいけど、果たし 
て テー プ レコー ダーに入れたものが証拠になるのだろうか…… 」 。検事総長、検事正といった偉 
い人たちが集まって きて、 どうやったらこれが証拠になるだろうかという議論が始まった。井深 
が答えた。「録音技師が証明したらどうで しょう」。 また質問が出た。「切れたらどうする」「裏打 
ちして、判こでも押しておいたらいかがですか」。これで決まった。最初の二十四台を納めた時、 
これで一息つけると皆ホッとした。機械はすべては け、 倉橋はやっと百万円の利益を、徳川家の 
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26 人の売買をやるつもりか 


ためにもたらすことができた。 

「これからは、八雲産業だけで売っていたのではだめだ」倉橋は、この時から"卸"をやらな 
くては、という思いにかられていた。"卸"をやるには、マージンがいる。盛田に掛け合った。 

「これまでの仕切りを八掛け から、 七五掛にしてもらえませんか。そうすると、うちは八三掛け、 
八五掛けにして売って卸をすることができます」そう説明すると盛田も納得して くれて、 さかの 

ぼって最初の五十台から七五掛けにして くれた。 

これは、むろん八雲産業のために良かれと思ってしたこ 
とである。しかし、これが田島の叱責をかった。「あなた 
は、 テープレコ I ダーで全国の販売権をもちたいと考えて 
いるょう です が、徳川家では許可いたしません」田島は銀 
行出身だけに堅実なことを好む。『倉橋は確かに仕事は熱 
心 だ。 が、何をやるかわからない。徳川家のお金を六百万 
円も使いながら、半年も物は売れず、売れたら売れた で、 
仕切りをさかのぼって七五掛にしろなどと図々しいことを 
いう。こんな男は徳川家にも、東通エにも危険である』徳 
川家にも、東通エにも関係している田島であれば、この心 
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配はなおさらで ある。 

思い余って、倉橋は世田谷の自宅に盛田を訪ねた。「田島さんがそうおっしゃるからには、私 
には販売権を持つことはできません。しかし、私はそれ以上に東通エという会社が好きです し、 
テープレコーダーは将来必ず立派な商品となると信じています。東通エはメーヵーですが、これ 
からは販売ルートを作らなくてはだめです」熱心に自説を説いた。 

「確かに、これから伸びていくためには流通チャンネルを確立していかなくてはいけない と、 
私も考えていました。ついては、倉橋さん、うちの会社に来て、それをやりませんか。あなたが 
来るなら、その会社を作りましょう」盛田の話は意外だった。自分が東通エで阪売をやろうなど 
思ってもみないこと だ。 それに、田島たち八雲産業の役員たちが許可してくれるだろうか。倉橋 
の気持ちは半分 以上、 盛田の話に傾いていたが、その日は「村瀬さん(村瀬直養氏=当時の八雲 
産業の 社長。 東通エの監査役もした)の許可なく辞めることはできません」と答えて帰った。 

「倉橋は、徳川家のために雇っている人間です。君らの会社にやるわけにはいかん。 こんな、人 
の売買をやるようなことはいやだ」こう言って、井深と盛田は田島からさんざん叱られた。井深 
と盛田はそれでもあきらめず、口説きに口説いて、やっと一週間後に倉橋をもらい受けてきた。 

昭和二十六年 一月。 東通エに倉橋が ジョィ ンし 、同年 二月に新しく設立された「東京録音」の 
常務取締役営業部長と して、 倉橋は本格的にテープレコーダーの販売に当たることにな った。 
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27 出来るまで帰ってくるな 


<27 出来るまで帰ってくるな 

これまで映画では、フィルムの横に光学的に音を録音していた。これを東通エのテ ー プ レコ ー 
ダーを使って、磁気録音に変え、映画用の磁気録音装置の製造、宣伝をしていく。もう一方では、 
全国に普及型のテープレコーダーを販壳していこうという目的で設立されたのが、『東京録音』 
という会社 だ。 

社長に盛田久左 H 門、 専務に笠原 功一、 常務に倉橋正 雄、そして 録音部長と して 土橋武雄が就 
任した。 

土橋は、日本で最初の本格的トーキ I 映画である松竹の『マダムと女房』を実現させた"土橋 
式卜丨キー"の発明者として、映画界では ットに 有名な人物である。しかし、土橋が活躍した映 
画の世界も戦争が激しくなるとともに衰退し、奮わなくなっていった。そのため土橋も松竹を去 
り、戦後は職にあぶれていた。 

そんなある日、土橋は偶然道で笠原と会った。笠原が七欧無線にいた頃、土橋は映画関係の機 
械を注文したことから、二人とも よく 知っていた。「ブラブラしているのなら、うちの会社に来 
ませんか」録音のことなら、土橋はその道で知らない人はいないプロ だ。 笠原は土橋の腕を見込 


79 



ん で、 東通エ入りを勧めてくれた。 

今で こそ、 テープ レコ ーダーの操作は子供でもできる が、 その当時、録音というものにはたい 
へん特殊な技術を必要としたの だ。リー ルから リー ルへテープを渡すので さえ、 しろうとではな 
かなかうまくいかない。それに録音中にテープが卷きついたり、スィッチの接触が悪くて作動し 
なかったりと様々なトラブルが起きる。それに対処するためにも、土橋のように録音にたけた人 
を東通ェでも必要としていたの だ。 

盛田や倉橋は、これまでの販売方法を省みていた。いくら井深や盛田らが技術的興味を持って、 
新しいものと思つて開発しても、お客さんにとつて使い方のわからないものは、いくら良いもの 
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でも買ってくれないといぅことがわかった。 
そこで、需要を喚起するためにはどぅすベ 
きかと、使い方の勉強を始めた。たまたま、 

アメリカのテープレコーダ I に付いてきた 
パンフレットで『テ I プレコーダーの9 9 
9の使い方』という小冊子が手に入った。 

これは簡単なパンフレットであったため、 


詳しくは書いてない が、 アルファべ 


ヅ 


卜 
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27 出来るまで帰ってくるな 


に A なら航空機、 B なら美容院といろんな使い方が書いて ある。 しかし、書いてあることすベて 
が日本に適用できるとは限らない。盛田と倉橋は、連日これで研究し、 テープレコーダーは 極め 
て広い社会層で使えるという確証をつかんで いった。 

さて、 それに並行して機械の改良もなされていった。 G 型は一般商品としては考えられないく 
らい大きく重い うえに、 値段も高い。井深、盛 田、 笠原たちが集まってテー プ レコーダーを学校 
や一般家庭に普及させるには、どこを改良していくべきか相談を始めた。 

「 G 型の ょうに、 あんな大きなものではいかん。 もっと ポー タブ ルなものを作れば必ず売れる 
ょ」井深のこの言葉で、木原はその晚家に帰って徹夜で考えた。このレバーをこうすればこうな 
ると、 考え出したら眠れなくなった。翌日、会社に着くとすぐ図面を引いた。それを基に、不完 
全ながら試作機を二台作った。この未完のテープレコーダーをひっかかえて、木原たちは熱海に 
かん詰めにされてしまった。 

井深からは、 r 完成しないうちは、帰ってきちゃいかん」と厳命され た。 会社にいれば電話も 
かかって くる、 人と応対もしなくちゃいけない。そんな雑事から解放して、専念させてやりたい 
という気持ちからの言葉 だ。 

この時のかん詰め事件ででき上がった のが、 H 型であった。 
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<28 溝を掘って水を流せ 

そもそも G 型といってもいろいろバリ H — ションがある。音声内容の明瞭度に重点をおき制限 
増幅器を付けた G 型 A 。 周波数特性および音の大小の録音に重点をおいた G 型 B 。 それに、 H 型 
の開発に全力を傾注している頃作られていた GI 3 型。これは両サイドに金属製の把手を付けて、 
テープレコーダーの運搬を容易にすべく改良したものである。 

しかし、いずれにしても重い。完成が待たれたコンシューマー用の一号機、 H 型は一九五一年 
三月に発売の運びとなった。重さ一三 kg 、 木製のトランク型のヶースに入った、なかなかしやれ 
たデザインだ。それもそのは ず、 この H 型、 東通エとしては初めて工業デザイナー ( 柳宗理)に 
依頼した作品で ある。 

H 型の完成により、学校への需要が増していった。これには倉橋たちのテープレコーダーの使 
い方の普及•啓蒙活動が功を奏していったことも一因であった。 

そのころ、日本では進駐軍の政策の一環として、 オーディオ. ビジュアル•エデュ ヶーション 
といぅことが盛んに言われるよぅになっていた。オーデ ィオは、 NHK ラジオの教育放送で、ビ 
ジュアルの方はナトコの映写機を全国の教育施設に貸し出して、戦前の観念教育から視聴覚教育 
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28 溝を掘って水を流せ 


に切り換えて いこうという 試みだった。その波に東通ェも乗ることにした。ラジオの放送は不特 


定多数の人を対象に、一定の時間流される。これを、音のかん詰めにして学校のカリキュラムに 
合わせれば、本当の学校教育になる。 ちょうど タイミング 良く、 そのころ全国で放送教育研究大 
会が開かれて いた。 これは文部省と NHK が中心になって、全国の先生方に学校放送のより良い 

使い方を指導していこうという主旨で開かれたもので 
東通ェでは、この大会に H 型テープレコ I ダーを貸し 
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出すことにした。東通ェは金のない会社だが、井深も 
盛田もこういうことには理解がある。喜んで何十台と 
貸し出して くれた。 一方では、学校放送だけではなし 
に、 もっといろいろな教科にテープレコーダーは使え 


るのではないか 


倉撟たちは、どうしたら最も有 


効な使い方ができる かを、 文部省や学校の先生方と一 
緒になって勉強し始めた。 

勉強を始めてしばらく経った ころ、 倉橋は盛田に呼 
ばれた。「あなたのやっている ことは、 たいへん良い 
ことだ。しかし、 ただ勉強しているだけでは措し い。 
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ひとつ全国を歩いて、今まで勉強してきたことを話してみないか」 

倉橋は東通エで作った録音教育研究会の常務理事として、全国の教育の現場で〃視聴覚教育の 
あり方"という テー マで講演をして回ることになった。この 会は、 財団法人でもなんでも ない、 
ただの会 だ。 しかし、東京録音の営業部長として行って は、 機械の売り込みに間違われて人も集 
まってこない。実際どの講習会で も、 倉橋は東通エのテ ー プレコ—ダ ー を お買いくださいとは、 
ひと言もいわない。 単に、 視聴覚教育の重要性を 説き、 その教育上での録音機の使用法を 説明し、 
講演して歩いたにすぎない。 

この方法が良かったのか、講演の依頼はひっきりなしに続いた。現場から教えられることも結 
構多い。たとえば、ソロバンの読み上げ算では、均一な授業ができる うえ、 テープレコ—ダーが 
読み上げている 間、 先生は生徒の間を回って指の使い方を指導できる。教室が騒がしく、何度注 
意しても収まらない 時、 テープレコーダーにその騷ぎを吹き込んで聞かせたら、一度で静かにな 
ったという報告もあった。 

『溝を掘って、水を流せ』の言葉どおり、こうした普及活動の成果が実を結び、東通エのテー 
プ レコ ー ダー は、 またたく間に全国の学校に広まっていった。このことから 盛 田たちは、本当の 
市場、最上の市場というのは市場開拓に他ならない。つまり、マーヶットクリエーションがいか 
に企業にとって大事かということを体得していった。 
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29 サービス体制と量産体制の確立 


<29> サービス体制と 量産 体制の 確立 

H 型に 続いて、 七万五千円の P 型が出るころになる と、 学校への東通エテープレコーダーの普 
及はいっそうの拡大をみせた。東通エの テープレコ ー ダーが売れた のには、 それなりの訳が ある。 

ひとつは、ア フタ— ヶア だ。 残念ながら、売った機械が故障す る。 それはテープレコーダー自 
体が新しい機械であった ため、 その扱いに慣れていなかった こと も一因であった。 当時、 工場で 
は、 三百人足らずの陣容で、しかもテープレコ—ダーの生産が追いつかないほど大変な時期であ 
る。 それにもかかわらず、ア フタ ー ヶアの重要性を知ると工場長の樋 口は、 すぐに社内の優秀な 
人材を十二人ばかり 手配し、東京、 大阪 、名 古屋 、札幌、広島、 福岡の計六力所に駐在 させ、 そ 
の地域の巡回サービスを始めた。製品が壊れてから持ち込まれたのではサービスではないという 
考えの もとに、 定期的に部品を持たせて巡回す ることを させたの だ。 

人手の足りない東通エに とっては 貴重な技術者で ある。 しかし、 これが 学校間で評判と なり、 
テー プレコ ー ダー普及に拍車を かけ、 東通エの信用に結びついて いった。とはいえ、そのころは 
パーッ 等の設計変更 もしょっちゅうのことで、 常駐の サービス マンの苦労 も絶えなかった。 

もうひとつは、 梱包 だ。まず、 木箱に釘を 打って、その 中に緩衝材 として削りく ずを 入れる。 
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その上から縄掛けを する の だが、 安定の良い ょぅにと 外に梁を つけるといぅ 手の込んだ ことを や 
っていた。 注文が混んで忙しい時にはこれでは 時間が かかって仕方がない。物のない時代では あ 
ったが、 ダンボールが手に入らないわけではない。それでも、頑固に木箱の梱包を とおした。 
その 訳は、 運搬に ょる 着荷不良を防ぐことに あった。たとえば、 大阪の販売店に品物を 送る。 

汐留で荷を積み名古屋で積み替えをおこない関西線に 
のせ難波の駅まで 送る。 この時、荷を扱う人が雑にポ 
ボン荷を放り投げれば、中はどうなるかわからない 
木箱で厳重に詰め込んだほうが良いというの だ。 実際 
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ざと荷物を落とし中を開けて、その都度写真を撮り、 
中の製品が どうな っているのか調べてみた。梱包ひと 
つとっても、相当気を遣っていたわけ だ。こうした と 
ころからも東通エ製品の良さが知られていった。 

物が売れるょうになって、いちばん困るのは生産が 
追いつかないこと だ。 これまで東通エでは、量産の経 
験が皆無だ。いつまでも家内工業のょうなことはして 
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29 サービス体制と量産体制の確立 


おれないというので、流れ作業の勉強をする必要が出てきた。 

児玉武敏が橋渡しをしてくれて、早川電機を見学できることになった。早川電機の早川徳治社 
長は、なかなかのアイデアマンで、シャープペンシルを発明した人だ。この早川が戦災で焼け出 
されて、大阪に来た折、縁あって児玉の父親がやっていたクラブ化粧品に一時いたことがあった。 
その関係で、児玉の父親が「クラブ化粧品の社員が行くので、見せてやってくれ」と頼んでくれ 
た。この時、クラブ化粧品の社員に成り済まして早川のラインを見に行ったのが、盛田だ。 

盛田の報告を聞いて、東通エでも「これは、すぐにやらなきゃいかん」ということになった。 
そこで再度、児玉の父親に頼み、今度はキチンと「実は先日行ったのは息子の友人で……」と、 
本当のことを話し正式にライン見学の申し込みをしてもらった。この時には、工場長の樋口、製 
造部長の岩間それに営業部長の笠原の三人が行き、三人それぞれの立場で勉強してきた。この時 
参考となったのは、配線ミスをできるだけ防ぐことや、工程の流れに対し何点くらい受け持つこ 
とができるか、ということなどだ。 

また、わざわざ早川電機からも、工場長が東通エを見にきてくれた。出っ張っているところは 
車が通る時邪魔なのでアールをつけろとか、テープを作っている所は薬品がたくさん置いてある 
ので火には充分注意しろとか、いろいろと教えてもらうことができた。 
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<30 欲を出して損をする 

いくら注意 されても、 起きる時には事故は 起こる。 テープの研究をしていて火事騷ぎが起きた。 
テープ製造に引火性の強い薬品をいろいろと 使う。 それが時折床にこぼれるので、きれいにしよ 
うと思って水を流して洗った。この水が下水を通って流れる途中で、 ちょうど 運悪く掃除のおば 
さんが庭の炉で紙くずを焼いて おり、 炉をかき回す鉄榨が熱くなったので水で冷やそうと、すぐ 
そばの下水に ジュッ とつけ た。 水だけだったら問題はなかったが薬品が混じって いる。 これに 火 
が付いてボャになった。幸い大事に至らなかったが、東通 H とは道を隔てた日本気化器のマンホ 
1ルのふたもボンという音とともに飛んで、一時は大騒ぎであった。 

太刀川は、すぐにお酒二本を抱えて消防署に飛んでいった。同じく総務の山内が菓子折をもっ 
て、 ご近所の御殿山の家を一軒一軒謝って回った。何しろ、この地域は東京でも名にしおう高級 
住宅地 だ。 あちこちで文句を言われて帰った。 いわく、 「おたくのような会社が できて、 本当に 
迷惑している。せっかく良い住宅地だった のに、 あんな工場があると地価が下がってしまう」。 
なかなか痛い ところを 突いて くる ものである。 

事故ではない が、 過剰在庫をかかえて 困ったこと も あった。 P 型が軌道に 乗り 始めた頃のこと 
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30 欲を出して损をする 


だ。テープコーダ— は、 新学期の始まる三月から五月にかけて と、 お正月を前にした年末によく 


売れて、夏はあまり売れない。そこで、例年なら夏は暇になるはずを、経理部長の太刀川が欲を 
出し、コンスタントに作って製品をためて おこぅと 言い出した。確かに製造の面からいっても コ 
ンスタントに作ったほうが良いに決まっている。ところが、作りだめした商品に問題が出た 。 P 

型の箱は、下町の方にあった箕輪木工というところで 
作っていた。 まず、 ベニアで型を とり、 その上に人工 
レザーを貼りつけ る。 この貼る時の糊は、現在のよう 



部 

内 

場 

H 

プ 

I 

テ 

の 

期 

初 


な化学糊ではなくて、天然の糊を使っていた。そのた 
め製品をストックしている間にかびがはえてしまい、 
結局全部やり直さなくてはならなくなつてしまった。 
ところで、東通ェの販売網といえば、当初は丸文 


この会社は、円本橋の大地主であると同時に、炭 


鉱で石炭を掘る時の金枠を作って大儲けをしていた会 


.がテープレコ I ダーに興味を持って販売に加 


社だ 


わった のと、 盛田の実家でやっていた山泉といぅ会社 
の一部で販売をやっていた。 
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それが次第に学校に売れるようになるとともに、この一一社だけでは足りなくなり、もっと学校 
へ普及させる力をもつ代理店が必要になってきた。そこで、日本楽器に当たりをつけた。 

日本楽器は、ピアノを全国の学校に納めていたので、とにかく学校に強い。ところが販売は自 
社製品に限っている。倉橋は笠原とともに、ちょうど病気で自宅で休んでいた日本楽器の社長を 
訪ねていった。テープレコ I ダーを見せ、「これは、音楽教育にも絶対に役ちます」。説得を重ね 
て、 とうとう日本楽器の全国の代理店を通して東通 X 製の テーブレコ—ダ ー が 阪 売され ることに 
なった。 

この時、丸文と山泉が合併して丸泉となり、日本楽器と丸泉の二社での販売体制ができ上がっ 
た。 

こうして、盛田たちの思惑どおり全国販売がなされていったのだが、ある日盛田はおかしなこ 
とに気がついた。九州地区に限ってテープレコーダ—がよく売れるのだ。調べて見ると、九州は 
炭坑ブームで非常に景気が良く、そのため九州全域でたいへん金回りが良かったということがわ 
かった。これはありがたいことではあったが、それが突然バッタリと売れなくなってしまった。 
炭坑がだめになって経済状態が悪くなってきたのだ。 
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31 盛田がつかんだ販売の教訓 


<31> 盛田がつかんだ販売の教訓 

これまで 九州の 売上がたくさんあった ので、 東通エ ではそれにすっかり頼りきっていた。それ 
が 突然なくな ってしまって、 会社の規模の 小さい 東通 X では大あわてで ある。 どうやってこれを 
ヵバーしていくか。 結局その 時は、 他の地域の 売上を少しずつでも上げていくこと で、 何とかし 
のぐことができた。 

「もしも、九州にだけ頼っていたら東通エはつぶれていたかもしれない」 

同じように、 もしも、 東通エが東京だけに頼って いて、 大震災で も起きたら と 思う と、 盛田は 
一地 域に だけ 頼った 販売がいかに会社に危険で あるかを考えざるを得なかった。 

「マーケットは広いにこしたことはない。それなら日本だけでは危ない。日本より世界中に頼 
ったほうが安全だ。今はまだ、そんなことができる時期ではないが、いずれは世界に マーケット 
を広げなくては……」 

広いマーケットさえ持っていれば、どういう状況が起きても、なんとか自分たちの製品を消化 
してもらえる場所を見つけることができる。企業にとって は、 マ ー ケットが広い方が安全だとい 
う考えに行き着いた。しごく簡単明瞭な答のようではあるが、これまで阪売の経験のない盛田た 
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ちにとってみれば、これさえも非常に貴重な教訓であった。 

東通エが、テープレコーダーをやってこられたのには T ? 咼周波バィアス法」の特許が大きく物 
を言っていた。特許には期限がある。特許があればこそ、市場を独占できる立場にあったのだ。 

盛田たちにとつて、これは大問題であり、特許の期限の切れることを非常に恐れていた。しかし、 

その日は来る。期限が切れるというころになって、松 
下電器がテ ー プレコーダ ー を始めるという話が出てき 
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た。あんな大きな会社がテープレコーダーを始めると 
なると、これはもう、脅威以外のなにものでもない。 
またしても、東通エはつぶれてしまうのではないかと 
いう懸<{ふが、盛田の脳裏をょぎった。 

ところが.、奇怪な現象が起こった。松下でテ I プレ 
コ—ダーを売り出してキャンぺーンを始める と、 東通 
エの売上もどんどん上がっていったのだ。これには、 
一同首をひねるばかりだ。一年が経ったころには、東 
通エの売上は飛躍的な伸びを示していた。また、他の 
企業が、この市場に参加してくれば、してくるほどに 
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31 盛田がつかんだ販売の教訓 


売上の伸びがますます高まってくる。 

ここでまた、盛田たちは奇妙とも不思議とも思える教訓を得た。日本のマーヶットですら、一 
企業が独占でやっていたのでは駄目だ。たくさんの企業が参加してきたほうが、市場はェキサィ 
卜する。東通エは、常に新しいものを作っていく企業だ。それだからこそ余計に、マーヶットづ 
くりは東通エー社の手で簡^につくり上げられるものではないということを確信した。 

むろん、東通エの製品が他社のものょり、性能が劣っていたのでは話は別だ。しかし、少なく 
とも五年は早く取りかかっている。その間、他社ょりも余計に努力をし、良い経験を積み重ねて 
きた分、東通エ製のほうが優秀であり値段の上でも対抗できるという自信があった。それさえや 
っていれば、；^争相手が入ってきても恐れることはないのだ。いや、むしろコンペチタ—がいて 
こそ、自分たちの仕事も助けられるというものだ。 

この二つの教訓を得て、次第に盛田にも"販売"とか"マ—ヶット"ということがわかってき 
た。 

「高周波バィアス法」といえば、もう一つ東通エにとって忘れられないでき事があった。話は 
少しさかのぼるが、この特許をはさんでアメリヵの業者を相手取って、派手に大喧嘩をしたのだ。 

戦後七年が経っているとはいえ、相手は戦勝国だ。ほとんどの日本人が、東通エの勝ち目はな 
いと思っていた。 
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<32> 米国を相手に喧嘩をする 

写真では読めないかもしれない が、 昭和二十七年九月十五日付けの新聞に、こう書いてある。 

『選挙戦に、報道放送に、教育用に今や"時代の花形"になっているテ— プレ コーダーの特許権 
をめぐって、日米業者間で激しい争いが行われて いる。 この特許権争いに、通産省内でも電気通 
信機械課と特許庁通信測定課とが対立し、その成り行きが注目されている。 この 問題は、国産テ 
—プ レコーダーの三分の一を作って いる 東京通信工業が アメリカの 輸入業者 バル コム貿易を相手 
取り、アメリカ 製 テ—プ レコーダーの輸入、阪売 、使用、 陳列、移動な どを 禁止する仮処分を東 
京地裁に 申請、 その決定により十五日、東京ではバ社および日本橋高島屋の二力 所、 大阪では心 
斎橋筋の ミヤコ 商会 一力 所計三 力 所の輸入 テープ レコーダー数十 台を、 いっせいに仮差し押さえ 
したためたちまち表面化した。』 

事の成り行きは こうだ。 

前述の「高周波 バィアス 法」 は、 東北大学の永井健三教授らにより発明され、昭和十五年六月 
に日本政府の特許として登録、 アメリカに も同様に特許出願して いた。ところが、 その手続きが 
終わらないうちに戦争が 始まっ てし まった。それで、 戦争が終わって みると、 永井教授ら が 出し 
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32 米国を相手に喧嘩をする 


た特許と同様のものが 、 M . カム ラス氏によって出されて おり、 しかも日本を除く各国に申請が 
なされて、すでに特許を得ていたの だ。 これにより同じ特許が日本と アメリカ それぞれに、別人 
の権利として存在するというおかしなことが起こってしまった。 

戦争さえ無ければと思っても致し方ないことではあるが、とにかく R 本では、永井特許のほう 
が早いということで、特許法ならびに関税定率法により R 本の特許権を侵害するとして米国から 

のテーブレコーダーの輸入を禁止した。 

これの裏を取って、バルコム貿易ではアメリカ製 
テーブレコー. ターを 輸人するに当たり、故意にテー 
プレコーダ—を電気機械の枠に入れず、事務用品、 
自動車部品、駐 R 外国人用品として輸入認可を 受け、 
国内の販売業者に委託の形で 預け、円 本人に売って 
いた。これは、明らかに違法行為で ある。 日本で こ 
の特許権を有する東通エと日本電気では、たびたび 
バルコム貿易の特許権侵害行為に対し警告を出して 
きた。にもかかわらず、バルコムでは反省するどこ 
ろか、かえってアメリカ製品の優位性を誇示宣伝す 
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る始末である。 

井深は、これに抗議するため、英語の堪能な社長の前田に同道してもらい、 GHQ の司令部に 
談判に出かけていった。「なんでも、自分の所が一番だと思っているアメリカさんを相手では、 
この談判はかなりこじれる だろう な」前 田は、 非常な覚悟をもって GHQ に足を運んで いた。 し 
かし、 思いの 他、 先方は素直に東通エの主張を認めて くれ、 「よく調べてみよう」と言って くれ 
たのだ。それだけ、東通エ側の言い分に根拠があったということであろう。ところが、時間が経 
つば かりで、 一向に事態は進展し ない。 

東通エ としても、 事を荒立てることはしたくなかった。しかし、これではせっかく自分たちが 
ここまで育て上けてきたテープレコ ー ダーの市場をメチャクチャにされてしまう。 また、 それ以 
上に日本の特許権の存在をハッキリさせておく必要がある。告訴に踏み切ることにした。関連官 
庁も、東通エの今回の措置を支持してくれた。 

一方世間では、そのころ頻繁にアメリカの商標登録をまねた"バィアリー.スオレン..、ン"や"一一 
ホン •コー ラ"事件が 起こり、 アメリカから手厳しくやられていたこともあって、「やはり自分 
たちはアメリカにはかなわないんだ」というあきらめにも似た気持ちが満ち満ちていた。しかし、 
今回は立場が逆 だ。 その上、敗戦国の日本が、戦勝国のアメリカを相手に喧嘩を売ったというの 
で、 中には「アメリカさんを相手に大丈夫だろラか」と懸念する人もいた が、 ほとんどの日本人 
は「よくやった」と心中拍手喝采を 送っ ていたの だ。 
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33 初めての渡米 


< 33 > 初めての渡米 

「これは、物になるだろうか」 

「いや、こんな物でいけるとは、とうてい思えませんね」 

先ほどから井深と岩間が アメリヵの 雑誌を見ては、何やら話し込んで いる。 二人が見ていたの 
は、 アメリヵのベル 研究所が トランジスタを 発明した ことを 伝える記事だ。これには、 ボィント 
コンタクト 型(点接点型) のトランジスタの 写真に加えて 『ゲルマニゥムの 結晶片に二本の タン 
ダステンの 針を立てて……』という説明がのって いる。 

「将来性はないな」この記事を 読んで、 井深はすぐにそう 思った。というのも、 井深が無線を 
始めたばかりのころ使って いた、 鉱石検波器の ことが 脳裏に浮かんだ からだ。 この鉱石検波器は、 
方亜鉛鉱という結晶に針を立てて無線の波を検波する装 匱で、 これに受話器をつなげば無線を聴 

くことができるという もの。 確かにトランジスタとよく似て いる。 しかしこちらは、そんなに高 
級な機械とは言い難い。クシャミをしたり、ちょっと体を動かしただけで針が動いてしまう。そ 
うする と、 また聞こえる所まで針を動かして探していくのだが、これがえらい苦労である。井深 
はそれを連想して、こんな物は大して役に立たないだろうと思ったの だ。 
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昭和二十七年 三月、 井深は 三 力月の予定で海外視察調査のため渡米す ることになつた。 何しろ 


日本では、テ ー プ レコーダーの 売れ先が学校を中心に した 教育関係に ばかり集中している。 これ 
以外に もっと 広い売れ口が あるのではなかろうか。アメリヵの人たちはテープレコーダーをどう 
いう ふうに 使っているのだろう。できる ことなら、 作っている 所を 見て製造過程を 学んで きたい 

というのが、 井深の渡米の目的であった。 

羽田で家族や会社の人たちに見送られて、ノース 
ウェストの 飛行機に乗り込んだ井深は、少なからず 
緊張して いた。 初めての海外旅行で ある。その上、 
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井深は言葉の方が心もとない。 

夜中に急に飛行機を降ろされた。アンカ レッジ に 
直接行くものだと思っていた井深は、「ここはどこ 
だろう」 と 一瞬不安な気持ちに なった。 あたりをキ 


m 


P キヨ P 見回したり、アナウンスをよく聞いて、 


やっとここがアッッとかキスヵといった北方の島の 
一つでセ ミアと いぅ島であることがわかった。「時 
刻表には、そんなこと 全然書いて ないじゃないか」 
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33 初めての渡米 


と思ったが、ここで給汕の間夕食が出され、翌朝には無事アンカ レッ.， シに着き、 ホッ とした。 

しかし、ここでも ショックを 受けた。 それは、 入国審査を受ける 際、白人、黄色人種、 黒人と 
差別を受けたこと だ。 アメリカの一面を見た気がして、いやな気持ちだった。アンカレッ..、ンから 
シアトルで乗り継ぎ、ニ ユーヨークへ 行くことになってい る。 しかし、ニ ユーヨーク 行きの便は 

三日も四日もない。その間は、航空会社が費用をもってホテルに泊めてくれシアトル見物までさ 
せて くれた。 そこで、この機会を利用して、井深は、井深の英語の先生の友人に会いにいくこと 
にした。彼は、シアトル近郊のタコマといぅ所に住んでいる。ところが、相手は待てど暮らせど 
全然現れない。「おかしいな あ〜、 ティクケアしてくれると B * っていたからには必ず来るはずな 
んだが…… 」 と思いつつ、ホテルに戻った。「夏時間といぅのがあったのか」井深は、後で夏時 
間が存在することを知ったが後の祭だ。結局、友人には会えずじまいだった。 

こんな失敗はあったものの、なんとか無事ニユーヨークに着いた。 

やはり、 アメリカは すごい。なにしろ夜中まで皓 々と 電気がついている。街に出れば車があふ 
れている。「これは大変な国だ！」見るもの聞くもの驚くことばかりである。車好きの井深は、 
中古車販売店の店頭にズ ラ— と並べられた車を見ては溜息をついていた。五〇〇 ドル、 八〇〇ド 
ル もするのではとても手が出ない。それでなくても、外貨の持ち出しが厳しく制限され ていて、 
一日一〇 ドル か二〇 ドルし か使えず、 タクシ ー にもド手に乗れない状態なのだ。 
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<34 眠れぬ夜 

ニュ—ヨークに着いて、まず井深は日商(現在の日商岩井)のニューヨーク支店に顔を出した。 
山田志道に会うためだ。前田多門と円商社長の西川政一は共に戦前ニューヨークにおり、戦争の 
ため交換船で帰国した仲である。その関係で、西川氏の紹介を受けてきたのだ。 

山田は一時円商に勤務していたが、その後、戦前•戦中を通して株の仲買人をやっていて信望 
も 厚く、 英語は無論のことアメリヵの事情に詳しい。井深にとって は、 うってつけの案内人であ 
った。 あちこちと引き回してもらって見物して歩いたり、「外貨の制限があるので、ホテルなん 
かに泊まるのが勿体ない」と言えば下宿のような所を紹介してくれたり、「あそこの工場が見た 
い」といえばその労をとってくれたりと、井深が滞在している間じゅう山田には世話になりっば 
なし だ。 

そんなある 日、 アメリヵの友人が井深を訪ねて来て、 「今度、 ゥェスタン •エレクトリック 社 
(以下、界£社)がトランジスタの特許を望む会社にその特許を公開しても良いといっているが、 
興味はないか」という話をして帰っていった。 

ト ラン ジス タは、 一九四八 年、 ベル研究所の ショックレ—、 バ— ディン、 ブ ラッテー ンの三博 
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34 眠れぬ夜 


士にょって発明された。このトランジスタ製造特許を、べル研究所の親会社でぁる琢£社が持っ 
ている。特許使用料を支払えば、その特許を公開してくれるという情報だった。 


ところで、そのころ井深は、ァ 


リ 


力に来て以来忙しい毎日を過ごしているにもかかわらず、 


眠れない夜が続いて いた。 慣れない異国の地ということを考えれば、当然であろう。そんな 折、 

いつも井深が思うのは遠く日本にいる仲間たち や、 会 
社の ことであった。 

東通エはその 頃、 社員数が急激に増えて いた。 テー 
プの製造をするためにいろいろな分野から人を集めて 
きたの だ。 その 結果、 大学や専門学校を出た人が全社 
員の三分の一を占めるほどに なり、 東通エは今や トッ 
プへビーな 会社になってしまって いた。これには、 井 
深も頭を悩まして いた。 テ—プの仕事に一応目鼻が立 
った 今、 なんとかしてこれらの人たちの バラ エティに 
豊んだ エンジニアリング バヮーを有効に活かす ことは 
できない か、 興味を持って活躍できる仕事はないもの 
か…井深が考える のは、 いつもその事 だ。 
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突然、閃きがあった。「トランジスタをやってみ よう。 これには、技術屋がたくさんいるに違 
いない。 リサー チャー も 必要になる だろう。 それに、あの連中 も 新しいことに首を突っ込むのが 
大好きだ。これは、うってつけじゃないか」 

ト ランジスタなどというものは、今回の渡米の目的には全然入ってなかった。井深 も、 こんな 
会社の事情でもなければ、 WE 社の話になど耳を貸さなかったかもしれない。それに、特許料が 
二 万五千ドル(約九百万円)というの も、 東通エにとっては大き過ぎる金額で ある。 しかし、今 
や、 やってみるだけの事はありそうだとい う 気持ちの方が強くなってきていた。 トラン、ジスタも 
発明されてから 四 年が経ち、当初、井深が考えていたような鉱石検波器とは違うということもわ 
かっていた し、 なによりも トランジスタ 自体も初期の点接触型から合金型へと進歩をみせて いた。 

さっそく、山田に頼みこんだ。「ト ラン.-シスタの 話を、 よく 聞いて帰りたいんだ」。山田は 、 W 
E 社の特許を担当している セクションのマネージャー、マスヵ リッジに会える ようにと、 何度も 
コンタクトを とってくれた。しかしなかなか アポィントが とれない。 そのうち、 井深が日本に帰 
る日がやってきた。心残りではあった が、 事後のことを山田に 託し、 井深は帰国の途についた。 

さて、この時の井深のアメリヵ土産はゲルマニゥム•ダィオー ドと、 当時日本にはまだ無かっ 
た、ビニールのテーブルクロスで fc った。 
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35 町！:場なんかで出来るものか！ 


<35 町工場なんかで できるもの か！ 

帰国後すぐに井深は、この決断を盛田に伝え、東通エでやれるかどうか相談をした。「やるだ 
けのことは、ありそうですね」盛田も賛成してくれた。次に常務の笠原を呼んだ。 「ト ランジス 
夕を当社でやろうと思ってるんたがどうだろう」突然にそう言われても笠 W には答えられない。 
一晚考えさせて もらう ことにした。 

笠原にしてみれば 、ト ランジスタなん て ものは、 大会社で やるもの、 東通エで やる には突拍子 
もない冒険の ように 思っていたの だ。 しかし、井深 や 盛田が やろう と言うからには間違いはない 
だろうという 思いも|方ではあって、次第に「これは やるべきだ」という 気持ちに傾いて いった。 

社内のコンセンサスが得られる と、 井深はアクションを 起こし、 通産省に ト ランジスタ製造の 
許可を求めに行った。「ちょっとやそっとの ことで、 トランジスタなんかできないよ」通産省の 
返事はつれなかった。町工場に毛のはえた程度の東通エなんか で、 難しいトランジスタができる 
わけがない。そんな ことで 高額な特許料を支払い、貴重な日本の外貨を使われてはたまらない と、 
てんで問題に もされない。 

そのころ、 日本でもト ランジスタの 開発を始める会社がぼちぼち現れて いた。 東芝、 三菱、 


日 
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立といった大会社で ある。 これは、アンプレラ契約といって、アメリカの RCA からすべての技 
術を供与するかわりに、すべての商品に対してロイ ャリティ ーを支払わなくてはいけないという 
もの だ。 これら日本を代表する会社でさえこうした契約でやろうとしているのに、東通エが WE 
社から特許権だけを買い取ろうというのは、いかにも無謀な ことと いうの が、 通産省の見解であ 

〇. た。 

ところで、井深の渡米の目的であるテープレコー 
ダーの市場調査の方であるが、これに関しては、ア 
メリカでも民生用としては日本ほどの普及を見せて 
いないというのが結論であった。つまり、日本では 

裁判所から放送局といった業務目的から、学校の学 
習用に使われ、なおかつ一般家庭にも普及しょうか 
という時期にきている。しかるに、アメリカでは今 
だ講演の速記とか報道機関のメモ用として使われて 
いる程度にすぎなかったので ある。 実際、日本ほど 
教育におけるテープレコーダー活用の浸透率が高い 
国は、世界中見回しても、どこにもない。これは、 



ラ 

ス 


才 
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35 町工場なんかで出来るものか！ 


学校に販路を開拓していった東通エの大きな功績であった。学校の授業での活用から 始まって、 
各種の*;古事に使われ、今日のように テー..フ レコ ーダ ーが普及していった ことを 考えれば、その 
市民生活に及ぼした影響の 大きさは、 計り知れないものが ある。 

その東通エ で、 テープ レコーダー を応用したおもしろい機械が できた。"オートスライド"と 
"シネコー.タ ー" である。" オートスライド (発声自動幻燈装置)"はテーブ レコ—.ターとスライ 
ドを連動させたもの。テープの裏に金属箔を張りつけて あって、 その金属箔を通過する時 スライ 
ドが ーコマず つガ チャンとオートマチックに 動くようになっている。文字どおり音と絵が同時に 
出る スライドというわけた。 東通エ では、 この オートスライドに テ ーブレコーダー の利用法を入 
れ 、テ ープ レコーダー、オートスライドともども 便利な視聴覚教材 として 学校に普及して 回り、 
後には学校の教具以外にも官庁や銀行、デハートなどといったあらゆる企業の教育、宣伝活動に 
利用されるようになっていっ た。 

まだ 試作の段階であった が、 映画 用 録音装置"シネコーダー" は、 撮影所からの要求があって 
作られたもの だ。 テープ レコ— ダーは、確かに音を取るには便利な機械 だ。 しかし、映画 用と し 
て、 これだけで音を絵に同期させていくのは無理で ある。 そこで 、16 ミリの テープを使い映画の 
ヵメラと 録音機を完全に同期させる ようにした ものであった。これが完成す ると、 東宝映画では、 
『東通エ製シネ コー ダ—により録音』という字幕を、映画の中に使い始めた。 
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% 一通の電報 

その研究は、一通の電報から始まった。 

『ニ チャンネルでやってみろ。帰って来るまでに仕上げておけ』井深が、 アメリヵからょこし 
た電報で、東通ェの技術者連は立体録音 (ステレオ) の研究に取りかかった。 

井深が アメリヵに 行って驚嘆した ことの一つが、 録音を バイ ノー ラルでやる こと。 つまり、人 
間の両耳の間隔程度に 二 本の マイク P ホンを離して セットすれば、 音が立体的に記録で きる。 

「これは、すぐさま日本でもやらなくてはいかん」といぅので電報を打ったの だ。そのころ、 闩 
本ではやっと モノラルの LP レコードが発売されたばかりで、 ステレオ など思いも及ばない時代 
だ。 それにしても、井深が帰って来るまでに何とか音の 出る 物を作り上げておかなくてはならな 
い。皆、 大慌てで ある。 機械本体は木原が担当し、音の入口で ある マイクを中津留が受け持った。 

木原の担当した本体は、プロ用テープレコーダー. KP 型を改良して立体録音再生装置とした 
もので、一個のヘッドでステレオ用にすることができず二個の ヘッドを 作って左 チャンネル、 右 
チャンネルに振り分けて いた。 

さて、 当時 マイクと いえば外国のもの一辺倒。 RCA 、 ウェスタン •エレクトリックと いった 



36 一通の電報 


だめ 


外国製品でなければ駄目だという風潮が、まだまだ円本には根強くあった。中津留は「これはお 


かしい。マイクといぅのは原理的なものは決まっているのだから、 R 本製でも良いものができる 
はずだ」 と、 ずっと思っていた。それで、できたのが F — 600 、ム ービングコイル型(ダイナ 
ミック) マイクロホンである。ムービングコイル型マイクでは、中津留は以前にもさんざん苦労 

している。 GTI 3 型に東通エで初めて自社製のマ 
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イクをつけた時 だ。テ ー ブレコ ーダ ー につけるから 
には、量産がきかないのでは商売にならない。とに 
かく、 それまで主流であった バリ レラ型から初めて 


ら 

力 

H 

通 

東 

れ 

か 

開た 

，ゝ n 

ァ1ムービングコィル型を採用したものを作ろぅといぅ 

ヱ出 

ね1ことにな り、 コィルの巻き方ひとつわからないとい 

デ1つた状態から始めた。会社でやろうにも時間がない 
一録 

付咻家に持ち帰っては、何度も巻き直しては、これで良 

回立 


いだろう か、 処理は間違っていないかと試作を重ね 
た。 並大抵の苦労ではなかった。 

今回 も、 作るからには ム—ビ ング コィル 型ではい 
ちばん優れていると言われるょうな物を 作ろうと、 
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相当心血を注いだ。満足な測定器もない時代で ある。 自分の勘だけが 頼りであった。 振動板、音 
響室の抜け 具合、 すべて中津留の頭の中で考えながら、試作に次ぐ試作を重ねて いった。 最終的 
な測定は、 NHK の技術研究所に 持っていってやってもらった。 技研音響部の副部長を やってい 
る中島平太郎が、太鼓判を 押してくれた。 この特性ならブロ用の特殊 マイクとして、 世に出せ る。 

「そうだ、 これを立体録音の際の マイクと して使ってみょう」中津留 は、 このマイクでいろいろ 
な音を録り始めた。 

チンドン屋を呼んできて、工場の横の空き地を回っても らい、 音の動きを録った り、 坂の上か 
ら車を走らせて きて、マイクを 二本立てておいた前で、急ブレーキをかけさせたり、横浜の埠頭 
では停泊している船の船長に頼み込んで汽笛の音を録らせてもらったり、鉄橋をわたる蒸気機関 
車の 音と、 考えられる限りの効果音をあちこちで録ってき た。 

音楽は主に NHK 交響楽団のものを録らせてもらった。 NHK のスタ •ジオには、 立派な外国製 
の マイクが たくさん置いて ある。そこへ、 東通エ製の真っ黒な マイク. FI 600 を二本立てて 
生演奏を録らせてもらったり した。これは、 NHK としては格別の計らいで ある。 N 響の放送は 
生放送 だ。 スタジオの中に関係のない人を入れると、余計な音が入るというので非常に嫌がるの 
が常であった。そんな中に、中津留など東通エの人間を入れて くれ、 なおかつ指揮者も気を遣っ 
て音を録りやすくしてくれたの だ。 
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37 日本初の立体放送 


< 37 > 日本初の立体放送 

昭和二十七年十二月 四日、 わが国初めての立体(ステレオ)放送が NHK の電波に乗って流さ 
れた 。むろん、 使われた機材は東通エ製で ある。 

これは、 今の FM のステレオ放送と 違い、別々 の波長の中波を 使って、 NHK の 第一、 第二放 
送から全国へ向け二元放送といぅ形で行われたの だ。 

木 原と 中津留 は、 夜も更けた十一時頃会社に 出向き、 NHK の担当者と相談して、 これまで 録 
った テ I プを三十分く らいの 一本のテープに まとめた。 十二時に NHK の 全放送が終わる と、 君 
が代の音楽が 流れる。 その音楽が終わる やいなや、アナ ゥンサ—が 「これょり、 東京 通信工業、 
NHK の…」 と ステレオ試験放送の開始を 告げた。この 放送に 先立ち、 NHK では何回 か 予告を 
出していたので、 放送が終わる とたい へんな反響が あった。 

『感激した。テ ー プ とは、 こんなに良い音がでるのか』 とか、 『ステレオ放送を聴いて いたら、 
こたつの上で眠っていた猫が効果音に驚いて、飛び上がって外に出ていってしまった』といった 
真に迫った話が届いて きた。 

この間、本業のテープレコーダーの方はと言えば、本格的なテープレコーダーの#！！及を狙った 
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P 型に引き続き、ボータブルレコーダーの M 型ができた。 P 型は、発売以来七力月で三千二百三 
十二台も売れて、大いに業績に寄与した が、 従来の H 型に比べて随分ずんぐりした形をしていた 

「ズボンが傷む」と不評をかった。この頃のセールスは、価格の 
安定を図るため、あるいはサービス体制を確実にするために、 
東通エ自身では販売店を持っていないこともあって、すべて 
客のところまで重いテーブレコー.ターをかついでいく"現品 
持ち込み"セ—ルスである。しかもこんなに苦労をして客の 
J 所に持っていっても音が出ない。会社に帰って、中を開けて 
パみ ると ネジが五〜六本落ちていることも再々であった。どう 
ドいうわけ か、 P 型は振動に弱いところがあった。 

の 

^ 放送用には、局内で録音.編集用に使う据え置き型と、外 
飢での取材を行う際に用いる ボ— タブ ル 型が必要 だ。 据え置き 
型と しては、 BSI 1 型機が完成し NHK に納入済みで ある。 

一方、 ポ ー タブルの最初の機種となった M —1 型は、 発売 
早々から街頭録音で大活躍した。街頭録音とは、当時流行と 
なった放送のやり方で、街の人たちの声を録音して きて、 そ 


ため、 セー ルスをやる 者からは 
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37 日本初の立体放送 


れを編集して 流す。これは、 時の世論を反映させているというので、かなり人気の高い番組であ 
った。これを漫画にしたの が 横山隆一のつ アンスヶ」 である。毎日新聞に連載されていたこの漫 
画は、 主人公の デンスヶが、毎日 ボー タブル レコ ーダー を肩から 卩げて 街頭録音に 歩き、 その世 
の中を風刺した姿勢が話題となっていた。そこで、これに因んでこの型の テープ レコ ーダー を 
"デンスヶ "の愛称で呼ぶようになった。東通 r では、その後この" デンスヶ "を商標として登 
録 。以後、 今日に至るまで" デンスヶ"は 放送業界の通称となっている。 

この M 型の元となったのは、アメリヵの空挺部隊の使っていた Stancill&Hoffeman 社のもの 
である。昭和二十六年に朝鮮戦争が勃発した。その前線にはアメリヵから多くの記者たちが取材 
にきた。その帰路日本に寄る者もある。その中の一人、 NBC の記者が、このボータブルレコー 
ダーを持っていた。その記者が NHK の放送会館の中にある CIE に寄った折に、「こんな便利 
なものがある」と見せてもらう機会があった。これは、充電が可能な鉛の電池を使い、電気モー 
ターでチューニングフ3 丨 ク(音叉)に断続して電流を流し、モ ー ターの回転を一定に保つとい 
う形式の物だ。それに比べ、 Mil 型は、蓄電池だとすぐに電池がもたなくなることから、蓄音 
機のモーターに目を付け、 SP の手回し蓄音機と同じ原理を応用してゼンマィ式のモーターと歯 
車によってテープを駆動させ、ガバナーで速度を制御させるという方法を用いている。全体の重 
さも九キロと軽くなり、外での取材に大活躍できたというわけだ。 
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<38 届いた手紙 

トランジスタの特許取得のための努力は、井深から後の事を託された山田の尽力によって、着 
々と進められていた。 

山田は、井深がニューョークを離れた後も足繁く界£社に通い、行くたびに"東通エは、どう 
いう会社である"と説明してくれた。 また、 ある時は、山田の得意のスヶッチを活かしてオフィ 
スで働く セクレタリー を画いて やったり して、すっかり先方の人たちと仲良くなってしまってい 
た。 そうした、 W E 社との交渉の詳細を、山田は逐一報告してきてくれた。 

自分とは、さほど関わりもない東通 r のために、なぜこれほどまでに山田が面倒をみてくれる 
のか…永くニューョークで株の仲買人をやっていた山田の直観に、余程東通 r という会社は響く 
ものがあったのか、山田は家庭にあっても夫人のまき袅に「まき袅、見ていてごらん。あの東通 
エという会社は、名もない小さな会社だが、きっと今に大きい会社になるよ」と言うのが口癖だ 

った。 

そうした山田の努力が実を結ぶ日が 来た。 その実は、アメリヵから井深のところに届いた一通 
のエア メー ルが運んで きた。 『あなたの会社に特許を許諾す る 用意が ある。 代表者が来てサィン 
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をしなさい 』 W E 社から、ラィセン シー にしても良い という 手紙 だ。 

WE 社では、東通エがどこの会社とも技術提携をせず、またアドバィスも受けずに独力でテー 
プをこしらえたことに非常に感心し、そういう会社であれば、トランジスタの特許を使わせても 
大丈夫であろうと判断したらしい。 

昭和二十八年八月、三力月の予定で欧米の業界を視察することになっていた盛田が、この界£ 
社との契約をまかされることになった。盛田にとつても、初めての海外である。「どうして、こ 
んな国と戦争なんかしたんだろう」それが、盛田の率直なアメリヵの印象であった。全然円本と 

スヶールが 違う。 何を見ても圧倒され る。 盛 田は、 
少なからず自信を失いかけて いた。 

盛田が-ーューョークに行く少し 前、 井深の古く力 
らの友人で あり、 また東通 H とも縁の浅からぬ谷川 
譲が、山ド 新日本汽船のニュ— ョーク 支店に赴任し 
てきて いた。 谷川は、 アメリヵに 来る 前、 井深から 
トランジスタの 話を聞かされて いた。「これは、 大 
革命になる よ。 真空管の働きと 同じ ことをするの だ 
けど、 こんなに小さい 上に、 寿命は半永久的 だ。こ 
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れを何とかやらなくてはいかん」。盛田がニューョークに来たのは、興奮気味に話すそんな井深 
の顔が、まだ谷川の目の前にちらついているような時期であった。 

「谷川さん、 WE 社は、 東通エ といっても、『どこの馬の骨とも知れないジャパンが来た』とい 
って、相手にしてくれるだろうか」いつになく弱気な盛田の言葉である。明日、盛田は界£社に 
行って、東 通エが 独力でテ ー プやテープ レコー ダーを 完成させたという 事実を、 データを 示して 
説明す る予定になっているの だ。 しかし、相手は大 アメリヵの、 しかも東通エとは比較する こと 
もはばかられる WE 社が相手である。不安になって、盛田は谷川が泊まっているホテルにやって 
きたの だ。 

「明日、 行こうと思っているのだけど…、こんなもの行っても、とうてい相手にしてくれると 
は思えないので、やめようかと思っているんだ」「何を言ってるんだ。 アメリヵ人は、 そんなの 
と違うよ。とにかく、これはおもしろいと思ったらスパッとくる。その辺が日本人とは全然違う 
んだ よ。 とにかく行ってこいよ。 山 田さんも付いてい るし、 駄目だったら元々じゃないか」。今 
回 も、 英語のできない盛田のために、 山 田がニ ューョ ークに着いてからずっと連れて歩いてくれ 
ている。 

「そうか〜、そうだな ぁ〜、 そしたら 行こう か…行きます よ」。 谷川の 励ましと、山 田が付いて 
いってくれる安心感で、盛田はやっと WE 社に行く決、レがついた。 


そ 


114 



39 欧米視察旅行の成果 


<39 欧米視察旅行の成果 

結果はいかに、 と 待ち構える谷川の もとに、 盛田が息せ き 切って帰って きた。 「わ ぁ〜、 谷川 
さん 良かった よ！」。 WE 社の返事は 、 OK だった。それにしても、こんな嬉しそうな 盛田の顔 
を、 谷川は初めて 見た。 

日本では、まだ通産省の認可がおりていない。そこで、取りあえず許可がおりしだい正式に契 
約することにして、仮調印を済ませた。その折、 WE 社の技術者たちは「トランジスタというも 
のは、非常におもしろいもの だ。 しかし、今の段階ではオーディオバーバスにしか使えない。そ 
れにはヒアリングエイド(補聴器)を作ったら良い。日本に帰ったらぜひとも補聴器を作れ」と 
しきりに勧めて くれる。 盛田は「どう考えても補聴器では大きなマ—ヶットになりそうもない 
な」と思いつつも「はあ •、は あ」と聞いておいた。 

東通エが WE 社と結んだ契約は、 ノゥハゥ 契約とは 違う。 そのため、盛田は調印を済ます と 日 
本に帰ってから役立つ ようにと、トランジスタに 関わるいろいろな資料を集めて回った。 とに か 
く、これで渡米の目的を無事果たした盛田は、次なる視察地ョーロッパへ向けて旅立っていった。 

最初に行ったのはドイツ だ。 ドイツは日本と同じく戦争には負けた けれど、 すばらしい技術力 
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を持っているし、その技術力には長い伝統が ある。 盛田は アメリカで 感じたょうな劣等感を、 こ 
こドイツで も感じていた。「果たして、 アメリカやドイツと いった国に伍して、東通エが世界中 
にマーヶットを広げられるものだろうか」あれほど、いつかは東通 T 製品を世界のマーヶットに 
乗せるんだ と 考えていた盛田 も、 次第に悲観的になってしまっていた。 

そんな気持ちを抱えたまま、ドイツから汽車に乗りオランダに向かった。ここには、フィリッ 

ブスの本拠地が ある。 この地を訪れて、盛田はひと 
息ついた気がした。ご存じの ょうに、 オランダは農 
業国 だ。 町へ入る と、 皆自転車に乗っている。「な 
んだか日本に似た国だな」 と、 郷愁さえおぼえた。 
この国には、ほとんどと S っていいくらい工業とい 
う ものがない。なにしろ ョー ロッパ中で食べる卵に 
オランダという印がついているくらいの農業立国で 
ある。盛田に しても、フィリップスが いかに世界中 
にたいへんな力を持っているか知らないわけではな 
い。 その フィリップスが、 この小さな国にあるの だ。 

盛田は、ョーロッパに来てからというもの、日本 
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39 欧米現察旅行の成果 


は何と大きな国であろうかと思って いた。 確かに アメリヵに 比べれば、日本は小国 だ。 しかし、 
ョー a ッバでは、 一つの国の首府から、次の国の首府まで飛行機に乗れば、一時間で行ってしま 
う。オランダであれば、汽車で四時間走ると、国の国境から向う側に突き抜けてしまうの だ。 

それほど小さな国オランダの、しかも、こんな農業国の、片田舎にあるフィリッフスという会 
社が、世界のエレクトロニクス産業に対し、すばらしい力を発揮している。アイントホーヘンと 
いう町は、ドクター •フィリップスが出てくるまでは、本当に片田舎であった。なんら r 業的な 
•，ハック グラウンドのないこの土地で、ドクター •フィリップスはフィリップス王国を築き上げた 
の だ。 「ドクタ—.フィリップスにできたことが、われわれにできないはずはない。自分たちに 
も、チャンスがあるはずだ」盛田はここに来て急に勇気が出てきた。 

オランダから井深に手紙を出した。『オランダを見て非常にエン ヵレッジされた。 私たちにも、 
わが社の製品を世界中に売り広めるチャンスがあるという決心、決意を持つに至った』 そう、 書 
いて出した。 

三力月の旅行を終え、日本に帰った盛田は、さっそく界£社とのやりとりを井深に話して聞か 
せた。「トランジスタを使って何かやろう。トランジスタができれば、これはわが社のチャンス 
となるはずだ。界丑社では、浦聴器をやれと言っているけれど、どうだろう；」 

井深も補聴器には否定的であった。 
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<40>「大丈夫、必ずできる」 

「ラジオをやろう」これが、井深が出した答えであった。 

「トランジスタを 作るからには、広く誰でも買ってくれる大衆製品をねらわなくて は 意味が な 
い。 それは、 ラジオだ。 難しくても最初から ラジオを ねらおうじゃないか」。 まだ、アメリカで 
も浦聴器くらいにしか使えない、低い周波数の トラン••シス タしか作られていないの だ。 これは、 
大胆な 発想だった。 しかし、井深は強気 だ。 「いや、大丈夫 だ。 必ず ラジオ 用の物ができるよ」 
この言葉で、東通エの技術者たちの挑戦が 始まった。 

技術者から見れば、挑戦する相手が難しければ難しい ほど、 挑み甲勢があると いうものだ。し 
かし、東通エの中でも一部には、果たしてできるかできないかわからないような トランジスタを 
社運を賭してまでやる必要があるのかとい う 疑問や先行きを危ぶむ声があった こと も事実であっ 
た。 

それは、外部の人たちの大部分が、やはり同じように感じていたに違いない。東通エのような 
小さい会社が、今だアメリカでもできない ト ランジスタラジオをやるなん てことは、 無謀な冒険 
であるという意見が王倒的に多かった。 NHK の島も、そう思っていた一人だ。 
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40 「大丈夫、必ずできる」 


I 今度、うちで トランジスタを やる よ。 それも ラジオを 作ることにした」井深が少し誇らしげ 
に 言う。 「そんな、 ラジオ なんて大丈夫か？アメリヵだって、お金に糸目をつけない国防用に 
しか使われていないじゃないか。 トランジスタの ような高価な物を使って民生用の機械を作ろう 
たって、誰も買いやしないよ」古くからの友人への忠告のつもりで島は反論した。 

「そうじゃない よ。 確かにトランジスタの製造の歩留りというのは、今のところは、 アメリヵ 
でも、せいぜい五％あるかないかだ。だから、皆はトラン••シスタは商売にならんと言っている。 
僕は、歩留りが悪 L 力らおもしろいと思うんだ。歩留りが悪いというのなら、 良く すればいいん 

だろ」井深はムキになって答えた。正論で 
ある。島は昔から、こうした井深の敢闘精 
祌とも言える積極的な姿勢を好ましく思っ 
ていた。 

島は理解してくれた。しかし、どうして 
も理解してくれない相手もある。通産省だ。 
井深は再度、通産省に足を運んだ。 

「実は、当社では WE 社からラィセンシー 
としての許可をもらいました。ついては、 
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通産省の方でも何とかこの件に関して認可をお願いいた します」 という井深の 言葉に、 通産省は 
カンカンで ある。 「そんな勝手にサィンしてくるな ど、 もっての 他だ。 けしからん」 と、 余計に 
つむじを曲げられる始末 だ。 

仕方がない。当面は通産省の出方を見ながら、自分たちでで きる 事をやるしかないというので、 
社内ではすぐに精鋭たちが集められ、 トランジスタ 開発部隊が編成された。 ヘッドは、テーフレ 
コー ダーの製造部長をやっていた岩間が志願して出た。岩間は、以前井深から アメリカのフォー 
チュン 誌に載った トランジスタの 記事を見せられた 際、 一晩読んで「これなら、できないことは 
ないな」 と 軽い気持ちで いた。 それで、井深が「誰にやらせようか」といった時にも「私がやり 
たいです」と 自ら かって出たの だ。 岩間と一緒に トランジスタに 取り組むことになったのは、物 
理屋の塚本哲男•岩田三郎、機械屋の茜部資躬、化学屋の天谷昭 夫、 電気屋の安田順一で ある。 
多方面から腕に自信の ある 速中が集められてきた。 

とにかく、ラジオという 前に、ト ランジスタ そのものを作ることが先決で ある。しかし、 東通 
エに は、 その製造 ノゥハゥ どころ か、 ほとんど資料と1*えるものがない。唯一のよりどころ は、 
盛田が アメリカから 持ち帰つてきた トランジスタのバィブル ともいえる" トランジスタテクノロ 

ジー"という 本だけであった。岩間たち は、 この本を手がかりに勉強を始めて いった。 
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<41 "デテ コン"…？ 

岩間たち が、 トランジスタの 研究を開始す る一方で、テーブレコ—ダ—部隊は、三チャンネル 
のステレコーダーの 完成を目指して いた。 

NHK の第一、第二放送を使って実験した日本初の立体放送は、大成功であった。これに力を 
得て、 その後、東通エでは NHK と共催してステレオコンサートを全国各地で行い、ステレオの 
普及への努力を重ねていった。昭和二十八年 六月、 NHK では早くも立体放送の定期放送に踏み 
切った。題名もズバリ「これがステレオだ」。出演者は、三木鶏郎、中忖メィコ、楠 トシエ、 古 
賀さと子である。内容は、ロゥ管式録音機に始まる音の歴史、 歌、" 街頭での音"などであった 
が、 この初録音が行われた NHK の第ースタジオには、東通エから井深、盛 田、 笠 原、 中津留等 
が録音技術指導のため立ち会い、ょり効果的な立体放送を行うための工夫や助言をしたのであった。 

三チャンネルのステレコーダーの構想は、このニチャンネルの欠点を浦うことから始まった。 
たとえば、劇場といった広い場所で ステレオ 録音•再生を すると、 中央に あるべき 音が引っ込ん 
で、 左右の音が強調され ると いう現象が 起きる。 音の"中抜け"現象で ある。 他に も、 バィオリ 

ンコンチェルトとかピアノコンチェルトといったソリストの演奏がある場合、ニチャンネルでや 
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ると真ん中でソリストを受ける と、 体を動かす方向だと力によつて音が動 L てしまうことがある。 


そこで、真ん中にもぅひとつ入れれば、真ん中の音のヌヶがなくなるだろぅと考えて研究を始め 
たの だ。 

完成す ると、この 三 チャンネルステレオコーダーは、 俳優 座、 梅田 コマ、 新宿 コマ 劇場に納入 

され、 オーヶストラに代わって伴奏効果を担当する 
のた ことになった。この装置を使えば、オーヶストラは 
レ会前もって t もすばらしい演奏を録音しておくことが 

テ立 
スが 
でち 
才た 



できるし、演奏の中で使われる特殊な擬音もより効 


ジ深果的に使ぅことができるといぅものだ。事実、俳優 

タト 

ス七座で上演された「赤いランプ」の舞台で、三チャ 

Kaiix ネルステレオ. コ I ダ— の 威力が証明された。 オーヶ 
H 東 
N 、 

、れ 
月わ 
6行 
年が 


ストラは、 前日に指揮者の茶川也寸志がタク トを 振 

つてテープに録音。当日は、すべてテーブレコーダ 


和録 


音—からの音だけ だ。 劇中、俳優がショパンのピアノ 


昭初曲を弾く場面では誰もテープレコーダーと思わず、 
なんとピアノの上手な俳優さんだろぅと感心し、 
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飛行機から爆弾が落されるという戦争の場面では、本当に自分の所に爆弾が落ちてくるのではな 
いかと、観客が思わず身をかがめるという一場面もあった。それほど臨場感あふれる舞台だった。 

三チャンネルステレオコーダーのように完成はしなかったものの、たいそうおもしろい実験が 
始まっていた。別名"デテコン(出てこん)"と称された、ビデオカメラのタマ(撮像管)"ビジ 
コン"である。ビジコンの試作ができる と、 撾口や木原は、さっそく映してみた。最初の被写体 
は、 そのころの男性なら誰もが憧れていた女優エリザベス•テーラーである。ところが、なかな 
か画がでてこない。それで、"デテコン"とからかわれていたの だ。 すでにこのころから東通エ 
では、ビデオのプランニングにまで思いを馳せていたのであるが、残念なことに時期尚早という 
ことで政府への補助金申請が通らず、開発途中にしてやめてしまった。しかし、この"ビジコ 
ン"の技術のう ち、 ガラス細工の技術はトランジスタに 移り、 カメラの回路は後に本格的にビデ 
才に取り組む際大いに役立って いる。 

昭和二十八年も暮れかけようという ころ、 通産省内で電子工業的な部門にいる人たちの大幅な 
人事異動が行われた。これが、東通エに幸いした。急転直下 トラン ジスタの認可がおりそうな 気 
配 だ。 昭和二十九 年、 新しい年が明けるとすぐに、岩間はトランジスタ研究のため アメリカ へと 
旅立っていった。遅れて一月末には、井深も岩間と共に界£社のトランジスタエ場を視察するた 
め再度 アメリカに 向かった。これで、いよいよ本格的に トランジスタに 取り組む態勢が整った。 
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<42> 岩間レポ ート 

トランジスタ研究のため界£社へ行ったのが、岩間三十五歳の時である。仕事に脂の乗り始め 
た 頃 だ。そういう 事だけではない が、アメリヵに 渡ってからの岩間の働きぶ りは、 すさまじかっ 
た。 

岩間が持っている トラン ジスタの知識は、わずかに" トランジスタ•テクノロジー" を読む こ 
とに ょって、 製造にまつわる基礎的な部分を身につけたと いう 程度のものでしかない。 

とにもかくにも、ここアメリヵで、できる限りの情報を集めて帰らなくてはいけない。界丑社 
からは、製造装置の仕様書等の資料はもらえない。しかし、工場の中は好意的に見せてくれた。 
岩間は、工場見学の際に、これはと思われる装置を前にしては、怪しげな英語を駆使して質問し 
てまわり、その印象なり答えてもらったことなどを報告書にまとめて、東京に書き送った。とは 
言っても、その場で装置の図面を ノート に取ることはできない。その分全部が全部正確とは言え 
ないかもしれない が、 ホテルに帰ってから、一所懸命見たこと聞いたことを思い出しながら、ス 
ヶッチにしたりレポートにして書きに書いた。最初がレポ—卜用紙に九枚…二月十九日が八枚、 
二月二十一日九枚…四月七日五枚、四月九日五枚、四月十三日八枚、四月十五日四枚と、毎日で 
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42 岩間 レホート 


はない が、 それでも驚くほどの量 だ。 

東京では、定期便のよぅに送られてくる岩間からの手紙と" トランジスタテクノロジー" を 参 
考にして、岩間が帰って来るまでにト ランジス タを作って おこぅじ ゃないかと話が まとまった。 
まず、やらなくて はいけない のが、トランジスタ 製造のための工作機械を作る ことだ。 その当 

時、 半導体の製造設備といっても既製品などあるわ 

けがない。しかも、いくら"トラン ジス タニア クノ 

ロジー"の本を読んでも、製造装置の図面など載っ 

ていない。何もかも、一つひとつ自分たちで図面を 

引いて作り出していく他はないので ある。これは、 

。一、茜部が岩田や塚本の意見を手がかりに作業を進めて 

間いった。それにしても、東通エの機械場には、小型 
岩 

の旋盤装置が二台とボール盤一台、フラィス盤一台 
がある程度で、誠に貧弱な限り だ。 これではとても 
社内で作るのは無理である。そこで、社外の下請け 
工場に加工を 依頼し、 それこそゼロから 出発して、 
水素でゲルマニゥムを還元する酸化ゲルマニゥム還 
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元 装置、 それの純度を上げるためのゾーン精製 装置、 切断機(スライシングマシン) と、 一連の 
ものを作り上げて いった。 できたゲルマニウムの結晶をスライスする切断機には、ダイヤモンド 

砥石と精密高速回転する砥石軸が必要 だ。 いくら下請けでも、こんな特殊な機械の製作を引き受 
けてくれるところな ど、 どこにもない。盛田は、それをちゃんと見越していた。ダイヤモンドホ 
イールだけはアメリヵで調達してきてくれた。「これで、あとは何とかしろ」というわけだ。あ 
とを何とかしろと言われた茜部は、当時中古の工作機械屋が軒を並べていた古川橋に 行き、 その 
中の一軒の店先で雨ざらしになった赤サビだらけのスライス盤を見つけてきた。これを改造•整 
備 して、 やっとのことで作り上げたのだった。 

初めて東通エの トランジスタが 発振した のは、 岩間が アメリヵから 帰って くる I 週間前 だ。ベ 
ル 研究所の ショック レーたちが最初に作ったのと同じ型の ポイントコンタクト (点接触)型の卜 
ランジスタである。 測定に使う装置は安田の手作りで ある。 

針が振れた時の皆の喜びは、大変なものであった。 しかし、 「こんな早くにトランジスタがで 
きるとは…」。誰しもが持った感慨であった。続いて、すぐにジャンクション(接合)型ができ 
たが、帰国した岩間も、初めは半信半疑であった。ゲルマニウム結晶を見ても「これが、本当に 
ゲルマニウムか？」 と、 どうもピンとこないよう だ。 正直な 話、 発振器のメーターが振れるのを 
見て、「ああ、 これならどうやらトランジスタらしいな I と、 やっと認識できた様子であった。 
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43 社運を賭けて 


<43> 社運を賭けて 

それにしても、大した決断であった。井深や盛田が「トランジスタをやろう」と決意したとき 
には、東通エはテープレコーダーでは多少名前は知られていたが、会社設立から六年しか経たず、 
資本金も一億円に満たない小さな会社だった。果たして、物になるかどうかもわからない ト ラン 
ジスタ に、 東通エは当時の会社規模としては、思いも及ばないほどのお金と尽力をかけてスター 
卜したの だ。 相談役の万代に取締役会長を引き受けてもらったのも、やはり相談役の田島を監査 
役に据えたのも、万全の体制を作って事に当たろうと いう、 経営陣の意気込みの現れであった。 

とにかく、お金がかかった。井深とは、友愛学舎からの縁で東通エ入りし経理部長をやってい 
た迫田俊郎が研究•開発費を工面するた め、 三井銀行に説明に行った。しかし、迫田にもトラン 
ジスタをどう説明してょいかわからない。盛田は、困った様子の迫田を見て、アメリヵの雑誌な 
ど方々から集めてきた文献をド サッと 持ってきてくれた。「これを先方に見せて、説明してこ 
い」というわけだ。仕方なく、それを持って三井の五反田支店まで行った が、 これには先方の支 
店長も頭を抱えてしまった。支店長としては、貸さないで、東通エの新事業の機会をなくすょう 
なことはさせたくない、しかし、いくらアメリヵの文献を ドッ サリ持ってこられても、 トラ ンジ 
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スタとはいかなるものか、わからないうちは貸して良いという理由が見当たらないのだ。結局、 


三井銀行の本部の審査部へと、この件は回されることになった。 

今度は、迫田と太刀川が一緒に説明のため、審査部まで出向いていった。 

「トランジスタというのは、真空管の代用品で しょう」 明らかに軽蔑したような口振りで審査部 
の連中は 言う。" 代用品"というのは、戦後物が不足していた 折、 本物に代わる物として出てき 
た類似品のことを 言う。 たとえば木綿や絹の代用品として出てきたの が、 スフや人絹である。太 
刀川たちは何度も「真空管とは違う物だ。代用品ではない」と説明した。それでも、わかっても 
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らえない。 とうとう、 井深を引っ張ってきて説 
明させた。井深の説明は、たいそうォー ソドッ 
クスなものだった。 

「物が動くことを動作すると 言う。 動くという 
ことには摩擦がつきもの。摩擦がおこると物質 
は減る。この減るということが、故障の原因に 
なる。トラン、 ジスタは、物が動いて動作するの 
ではない。分子が変わることにょって真空管と 
同じ働きをするもの だ。 そのため、ト ラン ジス 
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43 社運を & けて 


夕には故障がない。真空管に比べて数段も 小さく、 構造が簡举な 上、 頑丈である。しかるに、 
真空管とは全然別の物である」そういったことを、延々三時間近く話した。こうして審査部の人 
たちを口説きに口説いて、やっと納得して もらう ことができた。 • 

後日、 五反田支店から東通エの経理内容を査察するため人がやってきた。「こんな、どんぶり 
勘定でどうするんだ」台帳を一目 見て、 この言葉が飛んできた。それは、太刀川たちにとっても 
承知の上のことであった。しかし、東通エほどの経済規模から して、ト ランジスタのために、こ 
んなに大きなお金を注ぎ込んでいるということを台帳に載せるわけにはいかなかったの だ。 五反 
田支店が、こうして東通エの経理にいちゃもんをつけるのには、それなりのわけがあった。本部 
の審査部から「トランジスタの何んたるかを研究しろ」と言われていたの だ。 しかし、いくら勉 
強したところでトランジスタがわからない。そこで、その矛先が経理の方に向いてきたの だ。 

設備投資だけで も、 莫大な出費である。岩間がアメリヵから帰ってくるのと前後して、 ジャン 
クション •トランジスタが できた。ここまでできれば、基礎研究の段階を ぬけ、 いよいよ ラジオ 
用の トランジスタが 目標となる。 ラジオと なると、 トランジス タは途端に難しくなる 。もっと 高 
周波の出る トランジスタ、 つまりグロー ン (成長)型のものを目指さなくてはならないの だ。 そ 
のた め、 これまでは半自動であった り、 人の勘に頼っていた引き上げ、 ラッピングと いった操作 
を、 より 正確にするため、それぞれの装置の製造に取りかかっていった。 
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<44> 仙台工場の開設 

まるっきりモデルもないのに、ょく機械ができたもの だ。 結晶引上機は、 トランジスタ ニアク 
ノロジーに 写真が載っていた。その写真を見る と、 中央に直径一〇ミリくらいの回転軸があって、 
その回転軸の下端にチャックが付いていて シー ドをつかみ、その下に堆 職と 加熱コィルが見える〇 
上端は細いロ ープに 結ばれていて、ロープはいちばん上につけられた滑車を経て機械の背後に回 
り、恐らくは駆動装置につながっているのだろうと思われる。それこそ、写真の裏側まで見透し 
てしまうくらい見ても、たった一枚の写真からは、それだけしかわからない。この機械でいちば 
ん肝心な部分、ド— ピング 機構 (nlpln 型 —— 逆の pin — P という型もある——の三層か 
らなるト ランジス タを作る際に、アンチ モン、 ガリゥムといった不純物をすばやく坩堝に放り込 
み11—？|^の三層を作る)については皆目見当がつかない。ここから先は、すべて我流であっ 
た。 

ラッピング機については、岩間から情報の提供があった。 「 WE 社では、"ラップマスター" 
(商品名)を使っている」とヵタログを持ってきてくれた。検討の結果、東通エでも同じ物を輸 
入し ょうということ になったが、何しろ、 この 機械は一台七十万円もす る。 それでなくても台所 
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44 仙台工場の開設 


の苦しい東通エにとっては痛い出費だ。やっとのことで禀議がおりたが、今度は役所の方が外貨 
の使用を許可してくれない。これでは生産に間に合わない。仕方なく、ヵタログを見て市販のレ 
ンズ研磨機を改造。「擬似ラップマスタ—」なるものを作り上げてしまった。 

こぅして、 岩間たちがラジオ用トランジスタの完成に血道を上げている ころ、 遠く東北の地に 
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東通ェの看板が揚がった。仙台工場の開設であった 
仙台工場は、 メタル 接点 やフヱライトと いった、 

電子工業には欠かせない磁性材料を製造する本格的 
な 材料工場で ある。 昭和二十五 年に、 東通ェが初め 


if て発売したテープ レコー ダ IG 型は消去 ヘッドの口 


スが多く、性能向上の障害となっていた。このため 
井深たちは高周波特性のょい磁気材料であるフヱラ 
ィトをヘッド材料に応用することに着目、わが国で 
いち早くフェラィトの研究に専念していた東北大学 
の岡村研究室との共同研究を二十六年から始めた。 
これにょり、東通エでは盛田正明を岡村俊彦教授の 
元に派遣させるとともに、社内でも岩間を中心にフ 
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ヱ ライト ヘッドの開発を行って きた。 

G 型に続いて発売された H 型テ ー ブレコーダ ー は、 この フヱ ライト ヘッドを 初めて使ったもの 
で、 性能的にもいちだんと安定度を 増し、 次に P 型、 R 型などの生産増加につながっていったの 
であった。 

仙台に フヱライト 製造部門が移動する ことに 決定した のは、 テーブレコ ー ダ I の 売上が順調に 
伸びてきた昭和二十八年のことである。ト ランス 用の フヱライトが でき上がり、搬送用フヱ ライ 
卜の 研究もようやく完成に近づいていた。 

ちょうど 時を同じく して、 宮城県では戦災に焼けしかも閑静な消費都市で ある 仙台 市と、漁港 
である塩釜市を結ぶ地域を工場地帯(仙塩工業地帯)にしようという一大構想を 打ち出し、 工場 
誘致を積極的に行って いた。 これは東通エ としても 好都合であった。何といっても フヱライトや 
テープの共同研究で綿密な連携を保っていた東北大学と地理的にも近い。 しかも、 当時の東京で 
は極度に悪かった電力供給 量が、 ここ東北地方ではまだ大口に消費する工場が少ないため潤沢に 
使えること や、 テープレコーダーの増産により本社工場のある御殿山の敷地が手狭になったこと 
などもあって、仙台への進出を決めたのであった。 

工場長は、高崎晃 昇。^! 问崎 は、 やはり東北大学にあって粉末冶金の研究をしていたの だが、 

深、 盛田の懇請を受けての就任であった。 


井 
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45 なんてうるさい会社だ！ 


<45 なんて、うるさい 会社だ！ 

% 

そもそもフヱ ライ トというのは、フィリップス 社の商品名で ある。フランスの 物理学者 •フエ 
リマグネー ルによって唱えられていた 『フヱロックスキューブという 特殊な結晶構造を持つ磁性 
材料は、 こうした 磁性体を持つ』 というフヱリマグネテ ィズムの理論に 基づき、 一九四六年に才 
ランダのフィリップス 社が作った磁性材料であった。 

日本では、東京工業大学の加藤与五郎教授を中心とするグループが、昭和の初めに酸化物磁石 
を世界に先駆けて作った。しかし、これは フヱライトと 同じ酸化物磁石ではあった が、 材料の組 
合せは同じで も、 温度処理が違うた めフヱロック スキ ュ—ブのよう な結晶構造にはならず、実用 
化には至らないでいた。 

東北大学の岡村研究室では、最初ヵーボニール鉄の研究をやっていたが、高崎の勧めもあって、 
今 さら 力—ボニール鉄でもあるまいとフュ ライトの 研究に切り換えた。これに、住友系の東北金 
属と東通エが資金援助していた。昭和二十八年になって、偶然にも実用になりそう なフヱライト 
を岡村が発見し、これが特許となった。 

ところが岡村は心臓病で、とても企業と特許契約の交渉などできない。そこで岡村に 代わり、 
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企業との窓口になつたのが高畸 である。 高崎は まず、 お金をいちばんたくさん出している東北金 


属に行った。ここで、特許料の話をすると、相手は「わかりました。後で皆と相談してご返事い 
たします」と 快く 応対して くれた。それで、しばらく 待っていたが返事がなかなか来ない。再度 
訪問して返事を促したの だが、 やはり前回同様「わかりました」 といぅ だけで返事が来ない。 

漏 「まあ会社というのは、こんなものか」会社勤め 
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の経験がない高崎は、内心そぅ思いつつ、次に東通 
ェにやって来た。井深と盛田から二 H -〜三十 分、 い 
ろんなことを聞かれた。 

「ずいぶん特許の料率というのは高いものです 
ね」最後に井深からそう言われて、高崎は材料とい 


のはセ 


ヅ 


卜 


に比べ料率が高いことを金属材料研究 


所の主だった特許の例をとって説明した。 

「わかりました。それでは当社の研究部長たちに 
会ってください」。井深が言った研究部長たちとい 


ラ 


のは、実際にこの特許を使って仕事をする岩間、 


戸澤たちであった。高崎は、今度はこれらの人たち 
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から 延々三時間に わたってあれこれあれこれと、しつこい 質問ぜ めにあってしまった。 

「この会社は、すごくうるさい所だなあ」さすがの高崎も閉口してしまった。質問も出尽くし 
たころを見計らって、それまで席を外していた井深が出てきて「どうした」と岩間たちに聞いた 
「すべて、わかりました」という返事だ。 

「それでは高 崎さん、 契約し ましょう」 井深は、いと も 簡箏に原案に判を押して契約すると言 
う。 高崎は 東北金属の応対と全然 違う のにび っくりしてしまった。 

高 崎が 東 通エを訪れてからひと月が経った七月の半ばに、 盛 田が 仙 台にやってきた。 盛 田は 高 
崎に「契約した が、 作る人がいない。 高 崎さんやってくれませんか」と言う。 「東 通エの将来を 
考える と、 どうしても 材料工場を 持っていたい。そこで、闩本の中であればどこでもいいからエ 
場を 作ってくれないか」。 盛 田の話に、 高 崎の 心が 動かないわけではなかった。しかし、「自分の 
ょうな者では期待はずれではなかろう か、 そんなことで、 あの 会社の人たちに迷惑がかかっては 
いけない。それに、これから 工場を 建てて 他の土地に 移るとなると、 子供たち もま だ小さくて大 
変だ」そんなことを考えて返事を保留していたのだった。 

八月になって、今度は井深から「ぜひ会いたい一と電話がかかってきた。 



<46> 最初の仕事は、草むしり 

井深から電話をもらった時、高崎の方もちょうど東京に用事があったので東京で会うことにし 
た。以前から「この会社はおもしろそうだ」と思っていたのだ。井深から重ねての説得を受け、 
高崎は腹を決めてやることにした。 

さっそく設立の準備に取りかかった。昭和二十九年二月に、当時東通エの販売会社であった大 
和商事仙台支店の一隅に仮の事務所が設けられた。女子社員一名を含み、工場長以下たった六名 
での出発であった。その間、宮城県工場誘致条例の第一号の適用を受け、多賀城に一七、〇〇〇 
m 2 の用地と、旧海軍工廠跡の医務室を五年間の無償貸与ということで借り受けることが決まり、 
改修工事を開始したのであった。 

五月一日、バラックながら改修工事も完了し、工場としての第一歩を踏み出すことになった。 
出勤第一日目は、まず草むしり、大掃除、ガラス拭き、荷物の荷ほどきと、総勢二十七名が全く 
ゼロからのスタートである。次に全員がしなくてはならなかったのが、長靴(ゴム長)の調達。 
何しろこの工場、四方を田んぼと畑に囲まれている。道と言ってもあぜ道と変わりない。また夜 
は夜で、鼻をつままれても分からない暗闇である。足を一歩踏み外せば、田んぼや小川にドボン 
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46 最初の仕事は、草むしり 


寸 


というわけだ。仙台工場が実際に稼動し始めた 六月、 工場に 明るく 蛍光灯が灯されたのを見て、 
土地の人び とは、" なんと明るいのだろう"と目を見張ったくらいの田舎だったので ある。 

当初、 仙台 工場では 岡村特許に 基づくフヱ ライト (東通エ では、フヱ ライトの ことを、フヱリ 
ンバと 呼んでいた) とメタル 接点の製造を 主に、オイルべアリングや 接点材料な ども 手がけてい 
た。 ところが、 ある 日、 半導体部長を やって いた岩間から「仙 台は、もっと 地味に やってくれ な 

いか」との申し出があった。高崎は、仙台工場の職を井 
深に承諾した 折、 井深から「実は、今度当社で ト ランジ 
スタを やるんだ」 という 話を聞かされて いた。 その 時、 
咼崎は「この東通エ で、 そんな大それた事をやるのか」 
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と思った が、 井深が「いや、あれは大してお金はかから 
ないんだょ」と S ぅのを真に受けていたのだった。「だ 
ました訳ではないのだが、半導体に意外とお金がかか 
る」と岩間が言ってきた。まだ稼動したばかりで、採算 
ベースに乗らない物はなるべく控えて くれと いぅわけ； だ。 

「さもありなん」とばかり、仙台ではオィルべアリング 
やマグネットの製造をやめて、フヱ ラィトと 接^材料だ 
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けに精を出す ことにした。 

さて、その金食い虫のトランジスタは、仙台工場が稼動し始めた六月にはボイ ントコンタクト、 
ジャンクション両トランジスタを使って初めてトランジスタ•ラジオの試作を始めるまでになっ 
ていた。十月になる と、 日本で初めての ト ランジスタ、ゲルマニゥムダイオードの披露会を東京 
会館で開いた。 当日、 東京会館の片隅で、井深と笠 原、 そして三田無線の茨木が先程からコソコ 
ソと立ち話をしていた。笠原が井深からトランジスタの呼称をなんとしようかと相談を受けてい 
たの だ。 笠原はしばらく考えてから「結晶の晶の字をとって"六晶 "、"七 晶"と言ってはどうで 
しょう」と提案した。しかし、茨木から「時計と同じように"石"を使おう」という意見が出さ 
れ た。 井深も即座に賛同して、以後 ト ランジスタは"石" で、 またダイオー ドは、 将来物品税の 
対象にならないようにとの配慮から石数に入れないことになった。 

続いて同じく十月の末に、東京の三越本店でもトランジスタとトランジスタ応用製品の展示即 
売会を開いた。この時には、応用製品としてゲルマニゥム時計、試作第一号のゲルマラジオ、補 
聴器などを展示した。また ト ランジスタの 2 T 14 を四千 円、 ダイオード 1 T 23 を三百二十円で即 
売することにした。客の中には四千円もするトランジスタをボンと買っていく人 もいて、 実際の 
ところ、 売り手の方が「こんな高価なトランジスタを買って何に使うのだろう」と驚いて しまっ 
た。 
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<47 "ナィコン"はないか？ 

ところで、一概にラジオと言っても、真空管式のラジオは市場に出回っている。それと同じで 
はトランジスタで作る意味がない。それにはポータブルがいいということに当然なる。しかし、 
ポータブルにするのには、部品もいろいろと変えていかなくてはならないし、プリント基盤も使 
わなくてはならない。その開発が、井深たちの苦心のしどころであった。 

真空管式のものでも形はやや大きかった が、 電池を使ったいわゆるポータブルタィプの ラジオ 
というのは、すでに世の中にあった。そこで井深たち は、 それに使っている部品を「もっと小型 
にしてくれ」とあちこちの業者を説得して歩いたのだ。たとえば、真空管電池 ラジオ 用の小型の 

バリコン(バリアブル•コンデンサー)は、三美電機でやっていた。ここには井深と樋口が行っ 
て「もっと小型で性能の良いものにしてくれ」と頼んだ。小型 スピーヵ ー は フォスターだ。 

そうこうしているうちに、 東通エの連中を落胆させる ようなニュース が、 アメリヵから届いた。 
世界初のトラン ジス タラ ジオ 発売と いうニュースである。 昭和 二十 九年の 十二月、 米国 リ—ジヱ 
ンシ I 社がトラン ジス タを四石使った出カ ー〇ミリヮットの 本格的 ス—パー 受信機 TRI 1 型を 
発表へ クリスマス シ ー ズンを目指して発売を始めたの だ。 
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自分たちの所こそいちばん最初にと、これまで頑張ってきたのだ。 I 通産省がもう少し早く許 
可してくれたら…」という思いが井深の胸をよぎった。しかし東通 X にとっては、これが一つの 
転機となったことも確か だ。 これまで以上に、 ト ランジスタ自体の開発も回路の方も力を入れて 
取り組んでいった。成果は、 翌年 一月に早くも現れた。東 通 H 製のトランジスタを使ったラジオ 
が鳴ったの だ。 オールジャンクションのトランジスタを用いた、スーパ— 受信機 TRI 52 型の試 
作の成功であった。 三月、 市場調査と商談のためアメリカとカナダに向かう盛田が、サンプルと 

してこのラジオを持参することにな った。 

盛田の二度目の渡米に先立ち、東 通 エの製 
^品すべてに 「 SONY 」 のマークを入れる 
，•ハ 1ことを 決定した。井深や盛田、あるいは岩 
々か.間、樋口と渡航する者が増えるにしたがっ 
” •>•- て、 一つの ことが 話題になるようになった。 
のょそれは、 東京通信工業 あるいは 東通エ とい 

初ジ 

iy :# u — っても、アメリカの人たちは発音できない 
ということ だ。 発音できないような名前で 
物を持って行っても商売にならない。何と 
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47 ''ナイ コン、、 はないか？ 


かしなくてはと、折々皆で考えていたの だ。 「どうせ変える のなら、 いい名前にしょう」それが 
一致した意見であった。それには、いろいろ条件が ある。 覚えてもらいにくいのも困る し、 言い 
づらいのも損 だ。 なるべく簡単な名前で、どこの国の言葉でもだいたい同じょうに読めて、発音 
できるということが大事な要素になる。 

いちばん簡単なのは、二字の名前 だ。 しかしローマ字で二字というのは、不可能に近い。する 
と三字 だ。 三字では RCA 、 NBC、CBS あるいは NHK といろいろあって、他社と間違われ 
る可能性もある。東通エの頭文字をとって TKK というのも考えた が、 これだと東京急行の TK 
K と混乱して しまう。 結局 四 字しかない。 これで、 いろんな組合せを考えることにした。 

この 時、 盛田たちがいちばん腐心したのは発音 だ。 井深はアメリカに行くと"イビ ュー カ"と 
呼ばれる。カメラのニコンは、ほとんどのアメリカ人が"ナイコン"と読む。日本へきたア メリ 
力人が「ナイコンはないか」と聞いてもナイコンはない。日本ではニコンしかないのだ。 

それで、いろいろ考えた結果が 「 SONY 」 というわけだ。音 r SONIC 」の語源となったラ 
テン 語の 「SONUS (ソ ヌスご と、 小さいとか坊やという意味の 「 SONNY 」 —— これは、 自 
分たちの会社は非常に小さい が、 それにも増して、はつらつとした若者の集まりであるという こ 
とにも通じる —— をかけ合わせて作った言葉である。これで決まった。 

盛田は 「SONY I の名前をつけた製品を持って、勇躍アメリカに渡っていった。 
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<48 幻の"国連 ビル"ラジオ 

盛田は、 二力 月の渡米中に アメリカ 向けマィクロホン千個、放送取材用 テープ レコ ーダ I 十台 
の輸出契約を完了した。さて、サンブルとして持っていった TRI52 であるが、こちらの方は、 
アメリカの 大きな時計会社 ブローバー 社から引き合いがきた。 

「その値段で当方は OK だ。十万台のォーダーを出そう」即座に商談は成立するかにみえた。 
ところが盛田は相手の出した条件が気にくわない。 「 SONY の商標では売れない。当社の商標 
を付けさせてもらうょ。なにしろアメリカでは、ソニ—といっても誰も知らないんだからね」こ 
れが条件だった。「絶対に断るべきだ」盛田の気持ちは決まっていたが、こんな大きな商売だ。 
盛田の一存で断るわけにはいかない。ホテルに帰って、すぐ日本に電報を打った。「十万台の注 
文を受けた。しかし、それには彼等のブランド名を付けなければならないという条件がついてい 
るので、断るつもりだ」。折り返しすぐに返信がきた。「十万台の注文を断るのは、もったいなさ 
すぎる。名前なんかいいから取ってこい」という内容だ。盛田にもこの気持ちは痛い くらい わか 
る。 だからといって説を曲げることはできない。もう一度「断りたい」と打電した。それでも結 
論が出ない。ついに盛田は日本に電話をかけた。「絶対にむこうの商標を付けるべきではない。 
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48 幻の、、国連ビル、、ラジオ 


せっかくソ 


という名を付けたん だ。 われわれはこれで行こうじやない か。 第一、十万台の注 


文をもらった つて、 現在の東通ェの体制ではできやしないじやないか」。手持ちの少ない ドルを 
使って電話までかけて説得したの だ。やはり、 断ることにして、盛田は注文先の会社に 行き、 そ 


の匕日伝えた 
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「誰が ソニー なんか知っているんだ。自分のとこ 
ろは五十年かかって、世界中で知られるような ブラ 
ンドにしたんだ」先方の社長は、さも盛田のことを 
「商売を知らない奴だ」というふうに笑って 言った。 
「それでは、五十年前何人の人がお宅の名前を知っ 
ていたので しょう？」 盛田は反論した。「わが 社は、 
五十年前のあなた方と同様に、今五十年の第一歩を 
踏み出したところなん だ。 五十年経ったら、あなた 
の会社と同じくらいに SONY を有名にしてみせる。 
だから、この話は ノー サンキ ュウー だ」。東通ェの 
将来を考えると、目先の利益だけを考えていても仕 


方がないの だ。 この話は、結局なかったことにして 
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盛田は帰路についた。昭和三十年四月のことであった。 

ところで、この TRI 52、 愛称を"国連ビル"と S ぅ。 キャビネット 前面の白い格子状のブラ 
スチックが、 国連ビルをィ メージ させるところから命名されたもの だ。 時に、盛田が二度目の海 
外から帰国してすぐの五月に事件が起きた。 

五月といえば、初夏で ある。 気温もだんだん上がってくる。その気温の上昇とともに大事件が 
勃発したの だ。キャビネット 前の格子(国連ビルの窓々)の部分、白い プラスチック 全体が黒色 
の箱から次第に浮き上がって きた。 一台だけでは ない。 これまで作った百台のぅちのほとんど全 
部が曲がり始めて いる。これには、 井深たち全員が色を失ってしまった。これでは売り物になら 
ない。 無念ではあった が、 この東通エ製トランジスタラジオの一号機 • TR — 52 は、 正式発売を 
寸前にして売ることを断念せざるを得なくなったので ある。 

このキャビネット事件を良い教訓に、外形や色のみのデザィンから本格的な材料研究に着手し、 
きれいで強く、永久的に変形しないものへの実現に努力が重ねられていった。 

その年の 八月、 装いも新たに、 TRI 55 が日本初の ト ランジスタラジオの栄誉を担って発売を 
開始されたので ある。 
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49 十二種類の回路 


<49 十二種類の回路 

TRI 55 が完成した のは、 回路設計に携わってた安田たち の 奮闘に 負うところが 大きかった と 
言える。 

当時、トランジスタは依然として歩留りが向上しないうえ、せっかくできたトランジスタに特 
性のバラつきがある。良いトランジスタだけを選んで、悪いのを捨てていたのではとても商売と 
してやっていけなかったの だ。 

そこに安田たちの出番が待っていた。その 当時、 ラジオの回路は ス ーパー ヘテロダインと いう 
方式でやっていたが、この局部発振用 コイルを、 なんと十二種類も作ったのである。特性のバラ 
つきへの対抗策 だ。 発振しにくい トランジスタには、 無理矢理にでも発信させる ようなコイルを、 
反対に特性のよい トランジスタには、 それ相応の コイルを 組み合わせるのである。相称のよい 卜 
ランジスタと 回路同士を見合いさせて、ようやく一台 TR — 55 ができ上がるというわけだ。 

むろん、 回路だけが改善されたのでは ない。 この TRI 55 には、 他社に先駆けて プリント 基板 
が使われて いる。 いまでこそ当たり前の プリント 基板 も、 当時は大変な研究と改良の積み重ねで 
できたの だ。とにかく 初めてのことなので何から何まで自分たちでやってみるしかない。あちこ 
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ちから、いろんな種類の接着材を集めてきては銅箔に張りつけてみる。感光剤を塗り露出も皆自 
分たちでやったのだ。そうして、結局わかったことは、ハンダが溶け始める二三〇 ° c 〜二五〇 °c 
くらいの温度に耐えることができる接着剤を入手すること。また銅箔は、 Q 丨ルにかけたもので 


はなくて、 電解銅箔 (ステンレスのシリンダーに 銅を析出 させて、それを剝ぎ取ったもの)がょ 

一 いということであった。しかし、 国産では電解銅箔は 
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ない。さっそく盛 田が、 米国の工業用接着剤メー ヵ— 

として有名な ； Rubber Asbestos 社に掛け合って C - 
oated Foil (接着剤付き銅滔)を輸入することがきま 
り、これに対処することができたのである。 

この ころ、 ラジオの普及率は七四％にまで達してい 
た。 したがって「東通エさんが今からラジオを始めら 
れても、もう無理です ょ」 と忠告してくれる人もいた 
しかし、 こう 言われると返って奮起して しまう のが井 
深や盛田の性分だ。「七四％というのは、世帯単位の 
数字だ。これを人間単(±にしたら、もっと マーケット 
は大きくなるじゃないか」 これが、 二人の考え だ。 確 
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49 十二種類の回路 


かに市場には個人用 ラジオとして、シルバー、スタンダー ド、 コロンビア、ナショナル、エンパ 

ィャーといった各社が真空管式の電池ラジオを売り出していたが、普及率の方は サッパリで、 ほ 
とん どゼロに近いと言って ょい。 これ だと、 まだまだ ト ランジスタラジオが入り込む隙は充分過 
ぎる くらい ある。 

『ラジオはもはや、電源コード付きの時代ではありません。ご家庭のラジオもすベて TR とな 
るべきです。皆様のお好みの場所に、 TR はおともすることができます』 TRI 55 のヵタログに 
も、 こぅハッ キリと明記して ある。 

戦前のラジオは、そのほとんどが家庭にあって、小型のお仏壇といった感じの据え置き型であ 
る。 個人ユースとなる前のテレビ同様に、家旅全員がラジオの置いてある部屋に集まって、ニュ 
—スや歌番組を聴いたもの だ。 戦後、進駐軍が来て、ポータブルラジオを持ち込んできた。いわ 
ゆる電池で動く真空管式のラジオである。これは、日本人にとって羨望の品であった。すぐにこ 
れが真似られて、次第に日本のラジオも小型化の傾向を見せ始めた が、 やはり真にボータブルと 
いえるのは TR —55 をおいて他にないのだ。 

確かに リージェンシー 社には、遅れた。 しかし、リージ ヱ ンシー 社の ものは、テキスト•ィン 
スツルメント (Texs Instrument ) 社の トランジスタを 買って作った ものである。 自社で トラ 
ンジスタから製造し、その 石を使って ラジオを 作った のは、 東通エが世界最初だった と言える。 
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<50 日本 シリ ーズと TR —55 

なにしろ、 この TR — 55は 東通エに とっては、 テープレコーダーに次ぐ主力商品となるべきも 
の だ。 その ぶん、 人手もお金も充分過ぎるほどかけてきた。日本初の トランジスタラジオという 
栄誉は 別にして、 これが 売れなくては、 それこそ社員が路頭に 迷う。 そこで 、 TRI 55 の発売を 
機に、 東京と大阪に東通エ商事 (ソ ニ—商事の前身•現国内営業本部)の本格的な支店が でき、 
トランジスタ 製品の普及と販売を手がける ことになった。 

東通エ商事は昭和二十九年に、それまで販売を担当していた丸泉が社名を変更してできた東通 
エの販売会社で ある。 これまで、丸泉は日本楽器と ともに、 東通エのテープレコ ーダー を販売し 
ていた。当初は、やはり全国の学校に"楽器の販売" という 強いパィプを持っている日本楽器の 
方がたくさん売ってくれたう え、 支払い もき ちんとして おり、 東通 H に とっては願ってもない代 
理店であった。とは言え、日本楽器 も 自社の製品を販売している関係上そうそうテープレコー ダ 
—にばかり力を入れてくれるわけではない。売れればたくさん品物を取ってくれる が、 需要の少 
ない時は必要な台数しか取ってくれない というと ころが あった。 東通エとしては、製品の安定化 
を図るためだいたい毎月の責任台数を決め契約する主貝任台数制をとってくれる方がありがたかっ 
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50 日本シリースと TR -55 


4 

力 


たが、 なかなか双方の意見は嚙み あわない。 

一方の丸泉の 方は、 電気店を中心に して、 販売ネ 


ヅ 


作りに 励んで いた。なるべく 卸を経由せ 


ず、 できるだけ直接の販売網を築くといぅ方針に従い、一つひとつ販売店の戸をたたいては契約 
をしていくといぅ手間のかかることをしていたので、最初は細々としたものであった。しかし、 

地道に販売店を開拓していったこと や、 テープ レコ 
丨ダーが電気製 MPP であるということもあつて、次第 
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も K がって いき、 さらにはアフ 


ター ヶアその他の点で、丸泉の方がたくさん売れる 
ようになってきていた。 そこで もっと 本格的に新し 
い 販売網を確立して いこうと、 東通エ商事の設立に 
至ったというわけ だ。 

さて、 その東通エ商事の東京支店はテープレコー 

丨に惚れて東通エ入りした倉 橋を、また 大阪は長 
くその地にいて土地勘のある児玉を責任者として置 
いて営業を 始めた。ところが、 支店ができても簡単 
に物は売れは しない。 世界中 どこを 見渡しても真空 
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管 ラジオ 全盛の世の中で ある。 世間の人に トランジスタを 認識しても らうまで が ひと苦労だ。事 
実、 販売初期には、東通 H のセー ルス マンが 「トランジスタとは、 かくなるもので、かかる偉大 
な世紀の発明にょりつくられた ラジオは、 その形態手のひらに乗るほど 小さく、 電池の消耗少な 
く…」 と、 いちいち客に説明しなくてはならなかったほどで ある。 

名案を考え出したのは、大阪支店長の児玉 だ。 これを日本シリ—ズのホ—ムラン賞として景品 
に出そうというの だ。 確かに、これは良い宣伝になる。なにしろ、当時の"夏の夜の楽しみ" と 
いえば、野球をおいて他にない。まして や、 日本一を賭けて争われる日本シリーズである。これ 
に景品として出せば、少しは人の目を引き、認識も 高まろうと いうもの だ。 

ところが、この案に社内から反対の声が上がった。「それでなくても貧乏会社の東通エ 。何 本 
もホームランが出たひには、会社がもたない」というので ある。 なるほど、これも一理 ある。 幸 
い、 その年(昭和三十一年)の日本シリ—ズが、南海と巨人で戦われることにな り、 それでは地 
元•大阪の球場で出たホームムンにのみ景品として出すことにして話がついた。もっと幸いなこ 
とに、大阪で出たホームランはわずか二本であった。巨人の 川上、 南海の飯田に一台ずつ贈呈し 
ただけで済んでしまった。ところが、もらった当人の 川上、 こともあろうに、このラジオを他の 
人にやってしまおうかと思っていたの だ。 「このラジオは、トランジスタだから持っていたほう 
がいいょ」 と、 人から教えられ思いとどまったので ある。 
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51 トランジスタの外販 




<51>トランジスタの 外販 

川上が日本初の トランジスタラジオ • TRI 55 を他人に 譲ろうとしたのも、 無理の ない 話で あ 
った。この TR —55 、 営業部長の笠原から 「もっと、 感度を 良くしてくれ」という 要窒が 出た。 
放送局から ちょっと 遠ざかる と、 耳の そばに近づけないことには、ほとんど音が聞き取れないと 
いう 代物で あつた。 営業マンに とつて、鳴らないラジオを売るほど辛いことはない。 

実際の 話、 トランジスタラジオの出現を きいても、 業界の反応は極めて冷ややかであった。第 

、値段が高い。当時の学卒の初任給は七〜 八 千円くらい。それに比べ、 TR — 55 は 一万八 千九 
百円もする。庶民は、とても手が出せない。しかも、小さいということを除けば、真空管ラジオ 
に比べて、そう優秀という状態でもなかったのだ。これでは、真空管ラジオを作っている他の会 
社が「まあ、これなら安心！」と、高をくくっていられるわけだ。 

川上の 話には、 後日談が ある。日本 シリー ズの 景品に 出して 大成功であった ことに 気を よくし 
た児 玉は、 TRI 55 に続いて出された TRI 72( このラジオは 昭和三十年の暮れに二万三千九百 
円で発売され た。 TRI 55 に比べて外観は大きかった ものの、 桜の木を使った キャビネットと チ 
ュー ニングが簡単な ことな どから評判が良かった)も川上に一台 進呈して、 広告に使わせてもら 
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おうと思い、巨人軍のキャンプ地まで足を運んだ。ちようど川上たちは兵庫県の明石でキャンプ 
をはっていた。そこで児玉が見たのは、 ケース がボロボロになった TRI 55 だ。「こんなになる 
まで、使っていただいて…|感激ひとしおで ある。 「ついては、この新しいラジオを差し上げる 


ので 


年間好きなように使ってください」こう児玉が切り出すと、川上も快く引き受けてくれ 
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た。なにしろ、" 国民のスター •川上 も使う東通 

エのトランジスタラジオ"というわけだ。いくら 

高額商品とはいえ、ラジオー台とは随分と安い宣 
伝費であった。 

川上の話は別にしても、トランジスタをもっと 
世間に知らしめなくてはいけない。 東通エ といっ 
て も、 世間ではまだ名が浸透していない。まして 
や 初めての トランジスタラジオだ。 東通 エー 社 だ 
けでは、とても日本中に認知してもらうには時間 
がかかり過ぎる。井深たち は、 トランジスタを広 
めて いくこと に腐心して いた。 これには、外販す 
るのがいちばん手っ取り早い。松下のトランジス 


152 




51 トランジスタの外販 


夕、三洋のトランジスタとして売り出せば、知名度も高まろうというものだ。それに、トランジ 
スタ自体もトランジスタラジオもだんだんと良いものができるようになっている。これなら外に 
出しても恥ずかしくはない。最初、松下、三洋、早川電機、東芝、ビクター、スタンダ—ドとい 
った各社の 技術者に 集まってもらって「当社で、こんなものをつくりました」とトランジスタを 
見てもらった。続いて、早川電機の社長に仲介の労を取ってもらい、関西の大手電機メーヵーで 
ある松 下、 三洋、早川の各社の社長(松下幸之 助、 井植歳 男、 早川徳次)を大阪の「なだ万」に 
招待した。東通エからの出席者は、社長の井深、専務の盛 田、 常務の笠 原、 そして大阪支店長の 
児玉である。席上、井深が r 実は、当社でトランジスタなるものを作りましたので、ご愛顧いた 
だきたい」と挨拶、併せてトランジスタおよびトランジスタラジオを披露した。三社の 技術者に 
は、 すでにトランジスタを公開しているので、それぞれに予備知識は持っている。それで、各社 
ともトランジスタについて、たいへんに 理解を 示してくれた。 

三洋の井植はこの会合後す ぐに、 向社の工場長に至急の電話を入れた。 

「今、 生産体制に 入ろうとしているラジオをストップ させろ」。 三洋が その 時 作ろうとしていた 
ラジオというのは、これも 当時と しては 画期的な プラスチックヶースに入った スー パーのラジオ 
で、 三洋が 自信を持って 発売し ようとしていたものであった。これを 中 lb させ「大きさはその 三 
分の 一にしろ I と、井植は 工場長に 命じたのであった。 
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<52 親を見て決める 

外販 をして、トランジスタに 本腰を入れてやって いくとなると、 これまで以上に人手が必要に 
なる。 

「半導体の製造は、これから女子の二交替制でやる。すぐに人を集めて、その人たちの住む所 
もなんとかしてほしい」半導体部長の岩間から、突然にこう切り出されて、総務をあずかる太刀 
川は、はたと困ってしまった。もう昭和三十一年も終わりの、十一月である。これから人集めを 
やれと言われたところで、若い人たちのほとんどはもう繊維会社に就職が決まっているはずだ。 
事実、地方の職業安定所を訪ねたが、「なんだ、今ごろ来てもだめだよ」と馬鹿にされて帰って 
きた。会社もそう大きくはないし、知名度も低い東通エにあっては、戦前から実績のある紡績会 
社にかなうわけがない。なんとしても、紡績会社と違う面でアビールする必要がある。そこで、 
一計を案じて「当社では、紡績関係で使われているような"女工さん"といった言い方はやめよ 
う。"トランジスタ娘"大募集でいこう」ということに決めた。元々、井深たちは自分の会社の 
従業員をホヮィトヵラー、ブルーヵラーと差別するような考えは持っていない。東通エで働いて 
いる者は、どんな仕事をしていようとも、同じ仲間であるという意識 だ。 それゆえ井深や盛田は 
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52 親を見て決める 


従業員の一人ひとりを「誰さん」、「何々くん」と親しく氏名で呼んでいた。 


太刀川たち は、 


// 


卜 


ランジスタ娘"を求めて、遠く仙台から東北、北海道まで出かけていった 


東北では、さほどの成果はなかった。しかし、太刀川の故郷北海道では、なかなか良い子が集ま 
つた。というのも、その年北海道は冷害で、中学を卒業したら高校に行きたいが親のことを考え 
たら行けない と、 進学を迷っている子がたくさん残っていたの だ。 試験は、簡箏な筆記と面接で 
ある。太刀 川は、 面接の際おもしろいことをやつた。採用に応募してきた子は必ず親を同伴させ 
その子たちの後ろに親を立たせる。その子がどんな子かを見るのには、親を見るのがいちばん手 
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っとり早いといぅわけだ。 

人を集めたら、次は寮を心配しなくてはい 
けない。二交替をやるのだから工場に近い所 
がいい。運ょくかっこぅな場所が見つかった 
東通ェとは明治通りを隔てて、日本気化器の 
少し先に蛍光塗料を作っている会社があり、 
その建物を買いとつて改造することになつた 
三月の卒業とともに、山内たちは、北海道か 


ら東北をまわつ て、 


// 


卜 


ランジスタ娘"を連 
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れて帰って きた。 夜行列車に乗せ、 朝、 上野駅に着いた。山内は取りあえず、無事に着いたこと 
を知らせようと、会社に電話をかけた。 「まだ、 寮が完成していない。なんとか時間をつぶして、 
昼ごろこちらに着くようにしてくれ」。なんとかしろと無茶苦茶なことを言われても困る。仕方 
がないので遊覧バスに乗せて、東京見物をさせることにした。皆は大喜び だが、 山内は「もう寮 
はできたか」と気がきではなかった。 

翌年からは、正規に新卒者を募った。当時、採用試験を行うには労働省の適性検査というもの 
があり、東京で試験をする時には、すべて労働省でめんどうをみてくれるが、その代わり会社が 
勝手にやってはいけないことになっていた。地方で試験を行う時には、本来ならばその土地の職 
業安定所の人たちがやってくれることになっているが、実際には、その人たちも慣れていないた 
め、試験をやる会社の者が手伝いをする。採用になった人たちは、地方であればその県や、地域 
の人がまとめて東京に連れてきてくれるのが慣例である。しかし、東通エでは会社から人を派遣 
し、採用者を東京まで引率してくる。それも、女性には女性のほうがよかろうと、わざわざ女子 
社員や看護婦さんを連れて迎えに行かせたほどだ。なんといっても、紡績会社と同じことをして 
いても人は来ない時代だ。連れに行く時も、採用者の親ごさんにも車代を出して集合地まで来て 
もらい、昼食をともにして汽車に乗るまで一緒にいて、「お預かりしていきます」と挨拶した 後、 
汽車にのせる。こんな心配りが評判を呼び、次第に東通エの採用に人気が出てきた。 
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53 _ 立十周年を迎える 


<53 創立十周年を迎える 

トランジスタの製造が、やっと軌道に乗り始めた昭和三十一年は、東通エにとっては創立十周 
年に当たる年でもあった。 

東通エの設立にかかわってきた面々は、意外と淡々とした気持ちで、この日を迎えていた。井 
深たちにとってこの十年間は、世の中のためになる物を作ることによって、自分たちの会社を少 
しでも大きくしたい、伸ばしたいと寝る間も惜しんで一心不乱に働いてきたのだ。その結果とし 
て、十年という歳月が「あっと言う間に経ってしまったなあ…」というのが正直な感想であった。 
こうした全社員あげての努力の甲斐あって、東通エは思いもかけないほど大きくなっていた。 

戦後の混乱の 中、 ほとんどゼロの状態から出発し、それこそ綱渡りの連続ともいえる毎日では 
あった が、 この間、資本金は十九万円から一億円になり従業員も設立当時の十二倍の四百八十三 
名と飛躍的に増えていた。また、工場も御殿山の本社工場の 他、 仙台にまで拡げることができた。 
創立五周年を迎えた時には、井深は「テープレコーダーも一応完成し、これで当社も一つのピリ 
オドを迎えたな」と思っていた。ところが、それからまた五年が経ってみ ると、 ピリオドどころ 
ではない。改めて「自分たち は、 スタ ート 地点に立っているのだ」という気がしてならない。そ 
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れほど 、東 通エには為すべき ことが、たくさんあった。 

トランジスタもやっと緒に ついたばかり だし、 従来から東通エが手がけて いる 商品に しても、 
まだまだ 今後の発展が期待で きる。たとえば、 テープーつを取って みてもそうだ。当時、 日本で 
テープを作っていたのは、東通エの 他、 TDK と 東北金属が あった。また、 外国からは 3 M のス 
コッチ テ ープが 入って いた。 NHK では、 この スコッチ テープを使って いる。 3 M のテープは、 
Fe 203ガンマへマ タイトで できて いる 茶色のテープ だ。 TDK も東北金属 もこれに 倣っていた。 
東通エのものは、 マグネタイトと いって ^ e 304で色は黒で、同じ鉄の酸化物でも酸素と鉄の構 

造が 違う。 しかし、ガンマへマ タイト 
であれ、マグネタイトであれ、どちら 

も五十歩百歩 というところだ。 東通エ 
では、何がなんでもマグネ タイトの 方 
がいいんだと頑張っていたが、とにか 
く NHK に納まっているものと競いあ 
っていても仕方がない。善し悪しはと 
も かく、 とりあえずは NHK に納入す 
ることが先決で ある。 それで、 急きょ 
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53 創立十周年を迎える 


ガンマで やる ことが 決まり、 そのために仙台工場からも応援の人員を本社の テ ー プ課へ貸し出す 
ことに なった。 仙台工場 も、 まだ会社ができて二年しか経っていないのだから、 そうそうは 人を 
出せない。 半年の約束で盛田正明をはじめ数名を 送り込んだ。 • 

約束の期限が きて、 仙台工場長の高崎は井深に「半年経った から、もうこちらに返してくださ 
いよ」と頼んだ。 井深は 「もうち ょっ と、 もうちょっと」と言うばかりでいっこうに返してくれ 

る様子がない。そのうちに 、テー ブ課はテープ部へと昇格し、岩間が半導体部長と兼任し、戸澤 
がテープ部次長に就任した。これが昭和三十一年の六月一日のこと だ。 

それから二十日ばかり過ぎたころ、仙台の高崎の自宅に夜遅く盛田(昭夫)から電話がかかっ 
てきた。「できるだけ早くに会いたいが、いつごろ会えるか」と言うので、「十一時四十分の夜行 
に乗れば、明日の朝には、本社に着きますよ」高崎は、まさかこれから出てこいなどとは言わな 
いだろうと思って、そう答えた。ところが盛田は「それなら、何の準備もいらないから、それで 
すぐに来てくれ」と言う。ずいぶんと急いでいる様子だ。取るものも取りあえず、夜行に飛び乗 
り、 高崎は東京に向かった。翌朝会社に行くと井深が待っていた。「あなた、仙台はそのままで 
いいから、テープをやってくれ」話はそれだったのだ。高崎は、仙台から離れがたい気持ちもあ 
ったが、自らガンマでいくべきだと唱えていたこともあって、井深や盛田の要請を受けることに 9 
した. 0 高崎が仙台から離れるのを渋ったのには、理由があったのだ。 



<54>一万三千八百円 

その日高崎は、「工場設立から一年が経ち、やっと仙台も黒字になりました」という報告を受 
けていた。そのうち、外のほうが騷がしくなり、誰ともなく「きな臭いなあ」という声があちこ 
ちでしだした。高崎たちが廊下に 出て みると、天井の辺から本当に煙が ムクムクと出 ている。ほ 
うきで天井を叩くと、もう天井中が火の海であった。原因は漏電。この時、研究室とフ H ラィト 
工場の一部を焼失してしまった。当時の 数 少ない建物のう ち、 これだけの物を失ってしまったの 
は、 仙台工場にとって大きな痛手だった。 

仙台に工場を建てることが決まった 際、 高崎は本社の太刀川と東北大学にきていた盛田(正 
明)と一緒にこの地を 訪れた。 三人ともいっぺんでここが気に入った。盛田などは 「これは、い 
い。 ここにし ましょう や」と建物に、それこそ子供がやるように唾をつけて帰った くらいだ。 
そんな思い出深い建物が燃えてしまった。それだけに驚きも悲しみもした が、 立ち直りも早かっ 
た。 すぐに急造のプレハブを建て、火事場の跡で仕事を再開した。 

本社からも IF 丁というラジオの部品に使われる中間周波トランスの仕事を回しても らい、 ま 
た材料以外に も、 多少部品関係の仕事などもして急場をしのいだ。 こうして、 火事を出した 六月 
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54 一万三千八百円 


を除いては赤字も出さず一年が過ぎたところ だ。 今後の心配はさほどなかつたものの、何とい っ 


て もこれ からが楽しみと いぅ 時 だけに、 井深からテープ部長を兼務して くれといぅ 要請を受けた 

時、 高崎はあまり気乗りがしないでいたの だ。 

しかし、テ— プに興味がないわけでは ないし、 自分 か 
らがガンマでやるべきだと主張していたこともあつて、 
井深の意を受け入れてガンマへマタイトの研究に入って 
いった。それまで、すでに充分下地ができていたことも 
あってほどなくテープは 完成し、 めでたく NHK へ納入 
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ものを勉強し、磁気 


テープ としていちばん理想的な磁気材料とは何かを追求 
する ため、 電気や化学、材料、物理の専門家を東通エだ 
けでは なく、 大学の研究室やあちこちの研究所から集め 
研究会を開くことにした。後年、この会の成果としてで 

きたのが メタルテープであった。 

さて、このころになると 東通ェの トランジスタラジオ 
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も、 いろんなモデルが出てきた。たとえば昭和三十一年の暮れにできた TR —81 は、 NHK から 
僻地の学校用ラジオとしての指定を受け、全国二百力所分のオーダーをもらった。 NHK では学 
校放送を僻地でも学校でも聴いてもらうた め、 一年に一回、メーヵーを指定して買い上げ寄付し 
ているもので、 TRI 81 は 「 NHK 学校向ラジオ受信機三号型」の名称で採用されたもの だ。 

この ラジオは、 一般の販売店では売られなかった が、 民生 用と して画期的な商品の製造企画が、 
その前の月に立てられて いた。 その商品 こそ、 世界で いちばん小さいトランジスタラジオとなっ 
た 『ポケッタブル ラジオ TR — 63』 である。 発売 予定は、 翌年の三月で ある。 

TR — 63 型は、これまで世界最小のトランジスタラジオといわれ、東通エが世界初という栄誉 
を譲ってしまった リー ジェン シー 社の TR I "^型ラジオ(四石で一二七 X 七六 X 三三ミリ)に対 
し、 一ーニ X 七 一 X 三ニミリと 小さく、 六石のため感度出力とも優れて おり、 消費電力も半分以 
下という ことで、 発売早々から評判になった。 

価格は、一万三千八百円で、これは ちょうど、 当時のサラリーマンの一力月の平均サラリーに 
相当する額であった。折も折、ビクターレコードから、サラリーマンの生活を皮肉った「一万三 
千八百円」とい う レコ ードが 出され、 巷の話題をさらっていた。ビクター社では、この レコー 
ドの宣伝のため、一万円扎に似せた「一万三千八百円札」のビラを 作り、 飛行機でまき散らして 
いたが、ラジオ店の中には、 ちゃっかり とこのビラを TRI 63 の前に飾って広告した店 も あった。 
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<55"ポケッタブル" は、 和製英語？ 

TR —63 が世に出た当時、小さくて、それこそポケットに入るようなラジオは、アメリカでは 
ボケットラジオという名称で呼ばれて おり、 ボケッタブルというような言い方はしなかったよう 
だ。 今で こそ 英語の辞書に も、"ポケッタブル ( Pocketable )" という言葉が載り、 誰も何の違 
和感 もなしに使っているが、これは 東通エが TRI 63 を売り出す 時に 考えてつくった 和製英語 だ 
ったのである。初期の TR —55 にしてもトランジスタラジオの名を高めた TRI 72 にしても、と 
てもポケッタブルとは言えない大きさで、せいぜいがポータブルと呼ばれるサイズのものであ 
った。しかるに、そのポータブルから、よりいちだんと小さくなったことを強調して売り出そう 
と"ポケッタブルラジオ"というキャッチ フレ ーズを考え出したのだ。 

ところが、この丁 RI 63 、 既成の ワイシャツのボケ ットに 入れようとしても入らない。 残念な 
ことに、 若干 ラジオの 方が サイズが大きかったのだ。これでは、せっかくのキャッチフレーズが 
泣いてしまう。それならと、盛田がちよっとしたインチキを考えだした。ワイシャツの ポケット 
を少しばかり大きくすれば何の問題もない。そこで普通のワイシャツの ポケットより、 やや大き 
めのボケ ット をつけた 特製の ワイシャツをあつらえてセールスマンに 着用 させ、 売り歩かせる こ 
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とにしたの だ。 

『一家に一台、ラジオを備え ましょう』 ——戦後からずっと郵政省や NHK が唱えてきたラジ 
才の普及方針は、これであった。ところが、 TRI 63 の発売を契機として、ラジオは所帯単位の 
持ち物から解放され、個人単位の利用方式にと変化していった。もうラジオは家庭.の置物然とし 
た物ではなしに家の外で人が何をしていても —— 歩きながら聴ける。車の中でも聴ける便利な生 
活の ッール となったので ある。 初めての ボヶッタッブルという ことで人々の期待が強かったのは、 

この丁尺 —63 の一号機と称するものが、五十台も世 
に出たことでもわかる。一号機というのは文字どお 
63 り一台だが、何としても一号機を手に入れたいとい 
TR う熱心な東通エファンの願いをかなえるために、自 
ジ 称一号機と称するものが五十台も作られるという結 
# 果にな ってしまった のだ。 

ッ TRI 63 で忘れてはならないことが、もう一つあ 

ポ る。 それは、この機種が トランジスタラジオの、 本 
格的輸出一号機の任を担っていたことで ある。 輸出 
価格は、三九•九五 ドル。 これは大成功で、この年 
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の暮れには輸出が間に合わなくなり、日航機をチャ ーター してアメリカに大量空輸するほどであ 
った。この時のことを十一月十六日付けの朝日新聞はこう報じている。 

『欧米各国はクリスマスシーズンに 入り、 各国がプレゼント用商品を探し求めているが、これ 
からの需要期に船便では間に合わないので、日本航空の特別貨物便がソーーーラジオ TRI 63 型を 
積んで輸出した。東通エはこれまでに約二万台のトランジスタラジオを輸出しているが、海外で 
のトランジスタラジオの評判は高い』 

このように東通エ製の トランジスタラジオを 順調に輸出で きる ようになった のは、 この年の八 
月に盛田が渡米して、米国で 一、 二に数えられる アグロッド 社(社長 アドルフ•グロス)とソニ 
—ラジオ、 べビ ーコーダー 、ト ランジイ ヤーなどの東通エ製品の長期取り扱い契約を結んだ こと 
が 大きく 貢献している 。アグロッド 社は、 ブリティッシュ•インダストリーとともに、アメリカ 

の二大電気機器販売会社で、 アメリカ、 カナダに強力な販売網を 持ち、 ドイツ、 イギリス、スイ 
スと いった国の一流 メーカ—の 製品を扱っていたが、日本製品では初めて東通エの製品を 扱うこ 
とに なった のだ。 それまで、東通エの製品は、米国では スーパースコープ 社を通して ステレコー 
ダ— が 売られていたが、その優秀性が認められ高い評価を得ていた ことと、ト ランジスタラジオ 
の TRI 6 が アメリカの 科学 雑；^『ポピュラーサイエ y ス』 の表紙を飾って反響を呼んだ ことな 
どが、東通エとアグ q ッド社との販売契約への大きな弾みをつけたのだった。 
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< 56 > 数寄屋橋の ネオン 

アグロッド社とは、むろん 『 SONY 』 の商標を使うことを前提に契約をした。これは、以前 
から盛田が固守したことであり、またたいへん意義の深いことだったのだ。 

日本のほとんどのラジオメーカーは、その製品を輸出する際、アメリカのメーカー名を付けて 
売っているというのが実情であった。それは、当時日本製品のなかで、一流商品としてアメリカ 
でそのまま通用しているのは、写真機の NIKON と CANON だけというありさまで、それ以 
外の日本商品は、安かろう悪かろうの代名詞のょうに言われていたからだ。そんなアメリカの風 
潮を逆手に取って、堂々と自社のブランド名で勝負をかけたのは、なんとしても『ソニー』の愛 
称で、世界的な商品としての評価を得たい、得ることができるに違いないという東通エの自信の 
表れ fc 他ならなかった。 

ブランド名と言えば、この年の暮れに、もう一つめでたいニュースがあった。東京は銀座の数 
寄屋橋にソニーの広告ネオンを出したことだ。 

昭和三十 年に、 東通エ 製品に 『 SONY 』 のブランド名を付けるょうになってから、次第にソ 
ニーの名も世の中に浸透していってはいたが、井深たちは「もっと、名を知らしめたい。広告し 
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56 数寄屋橋のネオ•- 



たい」という気持ちを常に持っていた。そこで r ネオンを作ろうじゃないか」という話が出てき 
た。 どうせ作るなら目立つ所がい い。 あちこちに口をかけて探しているうちに、東通エに出入り 
している広告代理店の一つから、数寄屋橋の角地(現在のソニ I ビルの建っている所)が借りら 
れるという耳寄りな情報が入った。ビルはオンボ Q だった が、 なにょりも場所がいい。連続 ラジ 
オドラマ「君の名は」で一躍名を馳せた数寄屋橋も、まだこのころには残っていた。それだけに 

日本人がいちばんょく知っている場所で ある。 

場所が決まれば、次はどんなネオンにするか 
だ、まず、 盛田が8 ミリで 写してきた 一ー ューョ 

丨ク はプ P 丨 ドゥエイにあるネオンサインをい 

ろいろと見て検討した。実際に煙を出して煙草 
をふかす有名なキャ メル (タバコの メーヵー) 
の広告 や、 何十万個というサイン球をつけた豪 
華な ぺプシコ ー ラのネオン、電光— ュース をつ 
けて最新の ニュ I スとサービスする アドミラル 
TV のネオンサイン 等々、 どれもこれも目を見 
張るものばかりで ある。 これらに負けない物を 
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と、日本でも一流といわれるネオンの製作会社四社にデザィンを依頼した。持ち込まれたデザィ 
ン画十九枚を 四日がかりで審査し、 役員 室で決定したのが十月の二十日。これでホッとしたのも 
束の間、十二月十日までには 完成 させょとの 厳命 だ。 ところが、 予定 地となった 数寄屋 橋のビル 
は、 戦争で ボロボロになって おり、 たいへんな 補強が 必要で ある。そのうえ、 これまでこのビル 
の壁面を使っていたシンガーミシン、フルヤキャラメルのネオンが着いたままで、なかなかどけ 
てくれない。それやこれやで、話がずるずると 一日 延ばしになって、結局 T 期は二十日しかとれ 
ないという 事態に なってしまった。全くの 突貫工事で ある。 

点灯式は十二月 十九日。 この日は特別寒い 日で、 全員が毛布にくるまってネオンに明りが灯さ 
れるのを待っていた。そして、午後五時一分、井深がスィッチを入れて、夜空に明るく SONY 
のネオンが輝いた。大きさは、九七五 X 一 〇九〇 センチ。総重量 ニニ五〇 キロ、 SONY の一文 
字が二六二•五 キロ もあるという大規模なものだ。費用は、鉄骨の補強代と借り賃で、約 二 千万 
円かかった。しかし、それだけのお金をかけただけの効果がすぐに結果として表れた。 

この年の大晦日、 NHK のテレビ電波に乗って SONY の大ネオンが日本中に映しだされると 

いう幸運に恵まれたの だ。これは、 たいへんな宣伝費で ある。 「紅白」が 終わり、 その後の「行 

0 

く 年、 来る年」 という 番組の中で東京の夜景としてこのネオンがパ ーッと 出て きた。 これを見て 
いた井深は、「これで、元を取った」と大喜びであった。 
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7 一一一^ 口又 

<5 W 幸 

トランジスタラジオの輸出が好調であったり、銀座に SONY のネオンがついたりと、東通エ 
にとっては良いことずくしの昭和三十二年であった が、 悲しい ニ ュースもあった。 

山田志道を狭心症で亡くしたの だ。 東通エ発展の基盤を作ってくれた恩人で ある。 井深たち は、 
そのあまりに早い訃報に愕然としてしまっていた。戦前から三十五年も アメリヵに 住み、 ゥオー 
ル街を第二の故郷のょぅに思っていた山田であった が、 それ以上に東通エ のこと を 愛し、 積極的 
な協力を続けてくれていた。そんな山田に恩返しのひとつもしていない。井深や盛田は胸の内で 
大きな後悔を感じていた。 

そぅは言っても、井深や盛田にその意志がなかったわけではない。界丑社とトランジスタの特 
許契約が締結された 後、 山田の功に報いたい と、 夫人ともども日本へ招待することを計画し「帝 
国ホテルに宿を用意しました。ぜひとも日本に来て、わが社を見てください」と言って山田夫妻 
の来訪を待っていたのだ。しかし、この時は山田から丁重な断りがあって実現しなかった。 

山田も妻のまき袅も、永く日本には帰っていない。井深たちからの申し出は、涙が出るほど嬉 
しかったに違いない。 ところが、 山田は東通エの内情をょく知っている。「こんな小さい会社に 
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金を使わせてはいけない。もっともっと尽くしてから呼んでいただこぅ」そぅ、二人で話し合っ 
て、断ることにしたのだ。 

その言葉のとおりに、山田はその後も東通ェ製品のアメリカでの市場開拓に苦しい努力を重ね 
てくれた。スーパースコープ社やアグロッド社との販売契約ができたのも、山田の尽力のお陰で 
あった。この契約のために渡米していた盛田に「今年こそ、ビルのできあがった東通ェを見にい 


きますよ」そう言って山田は笑っていた。ほんの二力月前のことだ。「あの時、日本に呼んでい 


れば…」急逝した山田の遺族の弔問と、代表者をなくした 


—ョーク事務所の今後の打ち合 
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ばかりと いうのに、この 人気 だ。ニューヨークの 銀座と もいうべきマジソン 街の 「リバティ」に 
も置いてある。 「リバ ティ」 は、 第一級の ラジオ.レコード 店で最高級の品しか置かない格調高 
い 店として有名 だ。むろん、これまで 日本製品を扱った ことな どない。 この 店先で、道行く人が 

立ち止まっては、 じっと 東通エの トランジスタラジオに 注目して いく。 あるいは 「クリスマスに 
は…」と話し合っ ている。 こんな街の様子を見るにつけ、盛田はなんとも言えない喜びを感じて 
いた。 同時にこの盛況を山田に見せてやることができないのが残念でならなかった。 「 TRI 63 
が輸入されてきた 時、 『こんなものができる東通エ は、 やっぱり凄い会社 だ。 自分の目に狂いは 
なかった』 と 大喜びしていた」 と、 山田未亡人から聞かされた後だけに、 いっそう 無念さが込み 
上げて くるの だった。 

この 年、ト ランジスタラジオの生産は、真空管式携帯ラジオの生産量を凌駕するに至ってい 
る。シャ ープは六石トランジスタラジオ TR 1115 を、 日本電気がやはり六石の NA 1 6A 型 
を発売し、続いて ナショナル、 ゼネ ラル、 スタン ダードと そろってトランジスタラジオを発売し 
てきた。 東通エのトランジスタ生産量は、六月に二十五万 本、 七月が三十五万本を 目標と するま 
でになり世界のトランジスタメ j 力— のベスト5にまで数えられるょうになったので fc る。 

山田と出会わなかったら、トランジスタなどに手を出さなかったかもしれない。それを思う と、 
井深や盛田は感無量であった。 
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<58 ソーー ー 株式会社として 

悲喜こもごもの昭和三十二年が終わって、新しい年を迎えた東通エ では、 新年早々、社名を 
「ソニー株式会社」と変え、新たな出発をはかった。 

商標と社名を一致させるかどうかは、長い間の懸案であった。昭和三十年に東通エ製品に 「S 
ONY 」 のブランド名を付けてからこの日まで、すでに三年の月日が経っている。それだけ社名 
変更に際し、苦慮したとも言える。 

思い切った決断だったことは確かで ある。 この当時、こんなふうに社名をヵタヵナに したり、 
ローマ字で付けるなどと いう ことはたいへんに珍しいことであった。たとえば、 IBM にしても、 

このころは I BM という呼び方ではなくて、正式には1 nternational Businss Machine (現在は、 
IBM corporation が社名)と言つていたし、 NCR は National Cash Register 、 RC A が ^ a - 
dioCorporationof America で、 IBM 、 NCR、RCA とも単なる略称にすぎなかったの だ。 
「創業以来十年間もかかって、業界に立派に知られるまでになった『東京通信工業』という社名 
を、 今 さら そんなわけのわからない名前に変える とは、 何事だ」 と、メィン バンクである 1二 井銀 
行から、 さっそく 叱られた。 社内でさえも、今回の社名変更に納得しかね、こうした意見を持っ 
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58 ソニー株式会社として 


ている者が大勢いた。この点は、井深や盛田がいちばん苦慮した ところでもあった。 確かに『東 
京通信工業』では海外では通用しにくい。これまでも、東通エを英語読みにして 『TOKYO T - 

ELEITECH 』 あるいは 『 TOwYOTWLWICOMMUmcATION 』 と訳されて発音も意味も 

わからな_> としぅ ので、いろいろ不便を感じること も fc った。 しかし、日本では立派に通用す る 

名前で ある。 しかも今やテーブレコーダーの生産額 
においては、日本の総生産額の九 一％を持っている 
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新進気鋭の会社と して、 名を馳せ ている。 「SON 
Y 」 といぅ 商標名が 誕生して からも常に「ソニーの 
東通エ」 としてぅた われ、 ここまで 営々 として 築い 
てきた 名前には、それなりの誇りと郷愁を誰しもが 
感じてきている。 

「われわれが世界に伸びるためだ」社の内外から 
「社名変更のねらいは」と聞かれて、盛田がいちば 
ん先に口に出す言葉である。「そのために、わざわ 
ニー株式会社にしたのだ」これが、盛田の言い 


たいいちばんの核心 だ 。 r 


1電子 H 業とか、何 
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か電気というものを付けてみたらどうだろう」という意見もあった。「断固、ソニー株式会社で 
いくべきだ」盛田は、これら社名に電気に関する言葉をいれるのには猛反対であった。なぜなら、 
東通エは設立の当初からテープ レコーダー、 トランジスタ、トランジスタラジオと次々に違った 
ものを開発して いる。 今後とも世の中にないまったく新しい物を作り出していくことだって考え 
られ る。 それは、もしかしたら電気製品に限らないかもしれ ない。 飛行機や自動車ということも 
あり 得る。 実際のと ころ、 井深にしろ盛田にしろ誰もが、来年は何を作るのか、再来年は何が生 
まれるのか、わからないのである。そんな会社の性格を考えれば、盛田の主張も当然であると思 
われる。会長の万代も、社長の井深も「それでよい。それでいこう」と言ってくれた。 

すでに、国内の販売を担当している東通 X 商事も前年にソー II 商事と名を改め、いっそうの活 
躍をしている。それに、今日では会社名よりも商標の ソニー の方が人に知られるようになってい 
るのが現状 だ。 「当初は多少の混乱もあるだろう。しかし、変える前と変えた当座が問題になる 
のであって、しばらくすれば、そんなに問題にするほどのこともなかろう」盛田は達観していた。 

東通エ は、 自ら十年間必死になって、しかも立派に得意先に売り込んだ名前を将来のためにか 
なぐり捨てた。それは、単に知名度を上げるためのみならず、盛田たちにとっては、それだけの 
仕事をしてみせるぞ という 並々ならぬ覚悟を秘めた悲願のようなものでもあったの だ。 

そんな盛田の思惑 どおりに、 「 SONY 」 の評判は、世界中で日増しに高まっていた。 
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<59> 機関銃の ような 文句 

海外のあちこちで東通エ製品がもてはやされている様は、前年の盛田の二度の渡米、あるいは 
井深の渡欧の時の報告からもよくわかる。特に井深は、東通エがこれまでラジオやテープを輸出 
した褒賞として政府から与えられる特別外貨を使い、欧州の電子工業界の視察と技術調査のため 
七月の三十日から十月の四日まで、約二力月かけてョーロッパの主要な国々を見てきたのだが、 
思わぬ所で TRI 63 に出くわして、大いに気をよくして帰ってきた。この旅の途中、井深はベル 
リンで大賀に会った。大賀は芸大を卒業したのち、乞われて東通エの嘱託となった が、 その身分 
のままで、在学中来日した ドィッの ヒ ッシュ 教授に招かれてミュンヘンの音楽学校に学び、次い 
でべルリンの高等音楽学校で声楽の勉強をしていたの だ。 

時折べルリンから送られてくる大賀の分厚い手紙は、 ドィッ 製のテープレコ— ダ ーと写真機の 
話ばかりで「これで本当に音楽の勉強をしているのだろうか」と心配になるほど だ。 しかし、 こ 
れはまた^ ，し、 井深たち が、 新しくできた トランジスタラジオ や テ^ —プ レコーダ ー を、下手に大 
賀のところに送ろうものなら、それこそ大変で ある。 「よくあれだけあらが探し出せるものだ」 
と あきれて しまうくらい、 まるで機関銃のように文句をつらねた手紙を書いて よこしてくる。 と 
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ころが、 まだドイツでも新しかった東通ェの トランジスタラジオが 欧州にまたたく間に宣伝され 
ていったのは、全くその機関銃のお陰であった。大賀がドイツに渡った昭和二十九年の夏には、 
まだやっと一台技術部で試作機ができたばかりで、国連 ラジオ 4 TR — 5 もなかった が、 翌年の 


六月にはもう TR 



ができあがり、七月に大貧のところに送られてきた。「こんなに短期間で、 

こんなきれいなキヤビネ ットに 入ったラジオができる とは、 
夢にも思わなかった」大賀 は、 さっそくこれを持って田中 
路子のところに自慢しがてら持って いき、 盛んに東通ェ製 




ろ 

i 

の 

プ 


テ 


品の宣伝をまくしたててきた。ところが、田中路子は、や 
はり芸大の声楽科を出て戦前からドィッに渡った人で、大 
賀の大先輩にあたる。しかも、戦後しばらく日本の領事館 
が開かれない時期には、駐独民間大使として、ドィッに留 
学にきた日本人音楽家に助力を惜しまなかった人でもある 
田中は大賀の持ってきた日本製のトランジスタラジオを 
見て、たいそう気が引かれた様子で「これを、しばらく私 
に貸してちょうだい」そう言って、取り上げてしまった。 
しばらくすると、田中から「あなた、すぐに 闩 本からこの 
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ラジオを取り寄せてくれない」 と 言ってきた。 何と、 田中はあっちこっちにこのラジオを見せて 
回って、二十台もの注文を取ってきてくれたのだ。「私は代理店ではありません」と軽口は叩い 
たもの の、 他ならぬ田中の頼みである。盛田に無理を言って何台か送ってもらった。そうしたと 
ころ、 これを田中から得た人たち が、 また一所懸命宣伝してくれ、ベルリンでは非常に短期間の 
うちに" トランジスタの第一弾ソニ ー" として 有名になって しまった。 

•さて、 ドイツ語のさっぱりできない井深は、大賀に会ったのがこれ幸いと ばかり、 あちこちと 
連れて回ってもらった。とりわけ、二人で車を借りてドイツからオランダ、ベルギーを一週間回 
ってきたのは井深にとって貴重な経験であった。大賀は常々、どこに行っても「俺は音楽家だ」 
と言っている。それが、オランダの フィリップスな どの テープ レコーダ—工場に行く と、 井深な 
どそっちのけでテー プ レコーダ—について微に入り細にわたって質問や議論を展開して しまう。 
とんだ音楽家もあるものだ。これには、井深も恐れ入ってしまった。珍道中である。 

井深は、この旅行で最初北欧に 着き、 TRI 63 が全く オモチャと しか考えられていないのに情 
けない思いを した。 しかし、大賀との一週間の旅を 通して、 北欧以外では、この小さい 63 型が大 
もてで、 所変われば品変わるものだとつくづく感じて いた。また、 ラジオとともにどこの電気店 
の店頭にもソニーテープが並んでいるの も、 意外な驚きであった。 
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<60うまく盗まれる秘訣？ 

ところで、 何と言っても ソニーのトラン ジス タラ ジオの名を高めた のが、ニユーヨークで 起き 

た 盗難 事件で ある。 

米国オー ディ オ業界の大立物であった アグ ロッド 社を、ソニー ラジオの 米国総代理店に 据えて、 
販売網を確立したのが昭和三十二年 九月。それ以後、アグ ロッド 社は、 ニユーヨーク近郊の ロン 
グアイランド 市に本社を置くデルモニコ •インタ ー ナショナル社の販売網を 活用して、 米国全土 
にソニー ラジオを 送り込み、ソー ー— の名は最高級 トランジスタラジオの 代名詞の ごとく言われ、 
親しまれるようになっていた。 

翌年の昭和三十三年一月十三 日、 ソニー の ニユーヨーク 事務所開設の準備のため ニユーヨーク 
に滞在していた多田博が、家に帰り ラジオの スイッチを 入れる と、 ソニー の ラジオがデルモニコ 
で 四千台盗まれたという-ー ユースを やって いる。 半信半疑ながら、すぐに山田志道夫人に電話を 
かけて「今 ラジオで、 こんな ニユース が入ったが •••」 と言うと、 山田夫人 も 「確かに聴い 
た」 と言う。 

その翌日のニユーヨークタイムズを 見る と『日本のトランジスタラジオが 四千^ 、 デルモニコ 
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の倉庫から盗まれた』と大きな見出しで報道されている。その記事に ょれば、デルモニコの 事務 
所や倉庫のある場所は、 ショッピング ヤードといわれる繁華街で、けっこぅ人通りが多い場所に 
ある。その人の多い街でも最も人の出盛る夕方の六時に、二階の窓を破って中へ押し入り、下の 
ドアを開けて、堂々と トラックを 横付けして 四、 五人の人数で盗んだということ だ。 しかも、そ 
の倉庫には ソニー に ラジオ だけでなく、他の会社の ラジオもたく さん入っていたのに、それに目 

も くれず、 一梱包十台 入りのソ ニ 1 TRI 63 型四百梱包だけを盗んだので ある。 被害総額は一〇 


万ドルであった 



梅 



とにかく、この 


スのお陰で、 


1は 一躍有名に なった。これは、 




る 

め 

決 


了 


リ 


力のラジオ界始まって以来の大 


5;泥棒だと いって、 その大胆な手口とい 


い、ソーー丨だ けを持つていく利口さと 


の 
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ジ 
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いい、新年早々から 


1 3丨ク ' 


の恰好の話題をさらってしまったの だ。 

当分の 間、 どこに行っても皆この話 
でもちきりで ある。「ソー ーーは濡れ手 


9 


に粟で一銭も宣伝費をかけずに、一〇〇％の宣伝効果をあげた」とか、「お前のところは、 どう 
してそんなにうまい具合に盗まれたのか、秘訣を教えろ」といろんな人から揶揄され て、 多田は 
「そんなつもりで盗まれたわけではない」 と、 返答のしようがなく困ってしまった。泥棒に入ら 
れて喜ぶというのも、おかしな話ではあるが、この時の ソ ニーはまさにそんな状態 だ。 反面、四 
千 台の 追加 オーダーをこなすのに工場ではえらい苦労をしたし、盗まれたラジオのナンバーを知 
らせ たりと、 東京サイド も、 この盗難のため大騒ぎであった。 

こうして、すっかり話題をさらった TRI 63 型であるが、この年の六月には、 TRI 63 よりも 
一回り小型軽量になった TRI 610 型が発売され輸出の決定版とした。 TRI 610 型は、国 
内よりも欧米への輸出のほうが先で、斬新なデザインと性能の優秀さで大評判と なり、 昭和三十 
五年までの二年間で、日本を含む全世界に五十万台が売られていったほどである。また海外の一 
流デパートや高級専門店では競って TRI 610 を展示し、一時は プレミアム 付きで取り引き さ 
れた り、 アメリカから 逆輸入して模造品をつくるメーカーまで現れる という 人気機種と なり、 ソ 
ニーの名を決定的に諸外国に知らしめる役割を果たしたのである。 

ソニーの製品で人気があったのは、何もトランジスタラジオに限らない。ソニ—の本領とも言 
える音の分野でも人気商品はいろいろある。"日本の生んだ世界の名器"としてその名も高い、 
国産初のコンデンサーマイク P ホン 「C — 37 型」もその一つである。 
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< 61 > 外国一辺倒の打破 

ステレオの録音機用の マイクを 手がけてからという もの、 中津留はひそかに「いつかは、自分 
の手でコンデンサー マイクロ ホンを作ってやろう」と思って いた。 ' 

というのも、当時コンデンサ ー マイクロ ホンも外国製品一辺倒で、特に音響を扱う人たちとい 
うのは、映画屋にしても NHK の調整をやっている人も外国の物がいちばん良いといって、日本 
の物には振り向きもしなかったので ある。 それには、それなりのわけがあった。日本はご存じの 
ょうに高温多湿の地で ある。 そんな所でコンデンサー マイク P ホンを作っても、ろくなものがで 
きはしない。年中雑音を出して使い物にならないというのが通説だったの だ。 「そんな馬鹿な こ 
とはない。国産でもきっといいものができるはずだ。誰もやらないのなら、それ こそソ ニーの頑 
張り どころ だ」苦労は承知のうえで、中津留はコンデンサ ーマイクに 取り組む決心をした。 

直接のきっかけは、 NHK 技研の中島平太郎が与えてくれた。中島もこの ころ、 NHK で コン 
デン サーマイクの 試作に励んでいたの だ。 これは振動板が セルロイドで できて おり、 それの 一方 
に 銀をメッキでくっつけたもので、これが日本で最初のコンデンサーマイクであった。 ところが、1 
これは残念な ことに、 若干のノイズが出る うえに、 電圧を高く上げると材質が セルロイド だけに、 



パッと火が出てしまうというもので完成にまでは至らなかった。中津留は中島から学び、 ドイツ 
のマイクを参考にして仕事を始めた。アメリヵ系のマイクは派手だが、 ドイツ 製のものはオーソ 
ドック スなものが多く コチコチと 理論的に築きあげた製品であるという感じで、中津留の気を引 

ぃた。 

やはり、最初いちばん苦労したのが振動板で ある。 いろんな材質のものを探してきてはやって 
みたものの、どれもうまくいかない。そんな 折、デュ ボン社からマイラーという ボリ エステルが 
日本へ入ってきた。「これは使えそうだ」と思ったものの、そのマイラーに極板を付けるのをど 

うしたらよいか見当がつかない。ようや 
く金をつけることを思い立った が、 今度 
はそれをどうやって付けてよいのか方法 
が皆目わからない。知恵を貸してくれた 
のは井深 だ。 井深の知人の中に、スパッ 
夕(蒸着)をやっている所があるという。 
そこで、金を蒸気のような物にして、そ 
れを金属にパッと飛ばしてくっつけると 
C -3 いう実験を繰り返しているうちに、これ 
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ならいけるという感触を得た。問題が一つ解決した。これで振動板(膜)はでき た。 

次は、これをどうやって 実際に音響機器に取り込む かだ。 構造的な 問題、 量産す る時の 問題で 
ある。これに使う真空管は特殊なもので、ドイッのものは、 ACI 107 という テ レ フンヶンの 
極めて 小さい三極 管を使っている。これが高価で、一つ 七千円もす る。こんなものを使えば目が 
飛び出す ような 値段の マイクができあがってしまう。 現在市場に出て いるごく 普通の玉を探す ほ 
かない。 数 ある 玉の 中から選ばれたのが、 6 AIU 6 という 五極 管の玉で、それにプ レ—卜と グ 
リッドをつないで 三極 管として使ってみて、いけることがわかった。これで、なんとか C — 37 の 
原型ができた。ここまでやってみて、中津留は_分でも、一中している時には、次から次へと進 
んでいくものだ。それにしてもよくここまでできたものだと感心してしまっていた。 

最後の苦労が残っていた。ヵプセルができて、構造的にデザインをどう持っていくか だ。 プレ 
スして型押しするなんてことは考えもつかない時代である。入れ物を作るのも、手作りに近い。 
前面の網もハンダ付けで、二つ合わせにして仕上げる。それでも何とか形になった。できあがり 
を井深に見せる と、 満足した様子で「とにかく 、ソー 1 丨 の宣伝をしなくちゃいかん。真中に横一 
文字に SONY と入れよう」という意見だ。このマイクは、 NHK でも民放でもその後大いに活 
躍し、しかもテレビ放送開始と 相 まって、井深の言葉どおりに ソニ I の宣伝に一役かったのだ。 
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<62>ノイマンを 凌いだ 日 

「HiFi ( High-Fidelity )」という言葉は、昭和三十年代になって盛んに使われるょうにな 
った言葉で ある。 

昭和三十三年二月に米国 ロサンゼルスで「ハイファイ•シヨ ー」が 開かれた。このシヨーにソ 
ニーはスーパースコープ 社を 通じて、 TC —555 型家庭用 ステレコーダー、 CP— 13 型三 チヤ 
ンネル 高級 レコーダー、 CI 37 A 型 コンデンサーマイクロホンを 出品した が、 テ— ブ レコー ダ- 
は TC の 口— ルスロイスとの 絶賛を、 CI 37 A は それまで コンデンサーマイクの 領域では確固た 
る 地位を占めて いた、ドイツのノイマン 社の マイクを凌ぐものだとの 折り紙が 付けられるほどの 

評価を得た のであった。 

それまで、 ノイマン 社のコンデンサーマ イクは、 世界中でもてはやされて おり、 これに代わる 
ものはないであろうと言われていたくらいだ。事実、感度、周波数特性も非常に優秀であると認 
められていたが、ただ一つの欠点は経年変化にともない雑音を発生するとい うこと であった。 

NHK の中島が最初に作ったコンデンサーマイク も、 このノイマン社のものを写したものであ 
る。 昭和二十六 年、 中島は北西 ドイツ 研究会出席のため ヨ！ロッ。 ハに出張した。そこでノイマン 
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社のマィクに出会い、その技術を持ち帰って試作に励んだのであった。当時、 NHK 交響楽団の 
指揮棒を振るため世界的指揮者ヵラヤンが来日していた。中島たちは、ヵラヤンが NHK 内幸町 
第ースタジオで練習を行ぅ 際、 この試作マィクを使って録音し、上々の成果を得た。「このこと 
を井深さんに話して やろうよ」。 中島は、上司の NHK 技研所長の島から そう 言われて「井深さ 
んもこの音を聴いたら、きつとびつくりするに違いないぞ」 と、 思ったものだ。 

CI 37 A 誕生には、こんな経緯があるだけに"ノイマン社を凌ぐ"という評価は、井深や中津 

留にとって何にも増して嬉しいニュースであった。 
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「今だかつて、こんなに周波数帯域が 広く、 高域におけ 
るスム ーズなレスポンスを見たことがない」 こう 褒めて く 
れたのは、 アメリカ 最大の レコード 会社キャ ピト ルの主任 
録音技師の ゥィリアム. ロビンソン だ。 彼は録音技術では、 
最高級の技術者として世界で認められている人で ある。 

フランク•シナトラもナット •キング コ ー ル も、 c I 37 

A の優秀さを実証して くれた。シナトラは、 歌手の王様 だ。 
一度吹き込んでも、それが自分の気に入らな いと、 そのま 
まサッサと 帰っ てしまう。そうすると、レコード会社丈楽 
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団の出演料をその都度支払わなくてはいけない。たいていは二回や三回のやり直しがあるので、 
この費用がけっこう馬鹿にならない。それが c I 37 A を使ってみたところ一回で 0K となり、シ 
ナトラもご膨で帰っていったということだ。こんなことがあって、キャピトルでは C— 37 A を 
全面的に採用し、わざわざこのマイクで録音したということをうたうために、レコ—ドのジャヶ 
ットに C — 37 A の写真を載せるほどの惚れ込みょうであった。 

「テレビで慕情を歌ったのがきっかけで、 RCA ビクターから吹き込みが決定。全部で十五曲 
歌ったが、伴奏も何もかもすばらしかった。録^ n は三元立体で録られ 、スタジオの 設備その他は 
日本とさほど変わらないのに、ただ一つ違っていたのがマイク。あちらはほとんどが日本のソニ 
1の CI37A マイクを使っている。吹き込みの際、目の前に スーッ と下りてきたマイクに SON 

Y の文字を見た時にはびっくりした。アメリカではノイマンやテレフンヶンょりソニーマイクが 
優秀と評 tt されているのに、日本ではいまだに欧米のものを使って自国のものを正しく評価して 
いない」こんなみやげ話を披露してくれたのは、テレビ出演のため渡米、帰国した歌手の雪村い 
ずみだ。また、往年の名指揮者であり楽壇の巨匠の名を持つブル—ノ •ヮルターはすでに齢八十 
を越し第一線から引退していたが、 CI37 A で吹き込まれたステレオを聴いてから再び指揮棒を 
振る決心をし、その後実際にコロンビアオーヶストラを率いて、ベ I トーベンの交響曲全曲を再 
録音したのであった。 
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63 国産初の VTR を試作 


<63 国産初の VTR を試作 

才—ディオのテープレコーダーができて、これと同じ方式でやれば、絵が出るであろうという 
ことは、電気屋であれば誰でも考えることだ。磁気録音のパイオニアと自負しているソニーであ 
れば、なおさらのことである。ソニーは、高周波記録の極限としてテレビジョン信号の磁気記録 
装置に着目、検討をしてはいたが、ちょうど半導体技術の開発に追われている時期でも あり、 研 
究陣の余裕すらなかったというのが実情であった。 

ところで、世界に目を転じてみれば、特に一所懸命やっていたのが、イギリスでは BBC 、 ア 
メリ カでは RCA 、 アンペックス、ビングクロスビーなど だ。 ところが、これらの会社で実物が 
できあがってみると、これは大変な機械であることがわかった。というのも、¥丁尺はテープレ 
コーダーと違って、テープを毎秒何十 メートルと 使って非常に早く巻く。そうして、テープを卷 
いていくと、どんどん リー ルの直径が大きくなっていく。そのうえ、これが止めようにも止まら 
ない。とにかくスタ ート する時の速度が一定になるまでが大変であるし、止めようと思っても惰 
性があるので切れてしまうというやっかいな代物であった。井深も、このころ、米国で VTR 4* 
見ている。その時の感想は「二万回転で、しかも四ヘッドでこするような機械では、実用になら 
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ない よ」といぅ もの だ。 

最初の実用機ができたといぅニ ュース 発表が昭和三十二年にアン ペック スからもたらされた。 
これには井深たちもび っくりした。 とても実用にはなるまいと思っていた物が、現実のものとし 
てこの世に現れ、しかも翌三十三年五月には、 NHK をはじめ民放各社がこぞって、導入し始め 
たの だ。 

アン ペック スでできた のなら、 ソニー でもできないはずはない。 「それ、やれ！」 井深の号令 

がかかった 。「それ、 やれ」 と言うは 簡_ だが、 言 


われた方は大変だ。¥丁尺をまかされることになつ 
た木原は、井^^から「できるか？」と聞かれて、正 
直に「わかりません」 と答え、 「わからないんじゃ 
あ 困るょ」と軽く一蹴されてし まつた。 

VTR の 出現は、 ソーー丨ならずとも 電気 メ— ヵー 
各社の関心事で あり、 また放送業界からも早期国産 
化の必要性が強く要望されていた。そのため、東芝 
日本 電気、 松下電器、ソニ—の四社と NHK が協力 
し、 NHK 技研内に VTR 調査会を設け、国産化に 
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63 国産初の VTR を試作 


必要な資料を集めアンペックス VTR の共同研究が始まった。研究は始まったが、磁気録音機の 
高周波限界として常識的に考えられていた値の数百倍以上の周波数と、一 fifr も二衍も高い機械精 
度を取り扱うには、経験も乏しく、数多くの技術的困難が前途に横たわっていた。 

九月、井深は生産性本部トップマネージメントチームの一員としてアメリカに旅立っていった。 
その前、八月に行われた VTR 試作確認会議の席で井深はこう言っている。「アンペックスの先 
駆者としての努力と、その技術に敬意を表することはむろんであるが、われわれがアンペックス 
の；>丁尺を試作することは、単に模倣することではなく、われわれの技術を少なくてもアンぺッ 
クスの技術水準まで引き上げるための手段である。そのために¥丁尺に付随するあらゆる技術を 
学び、これからに役立てていかなければならない。このことから、すべての電気回路、機械工作、 
材料の検討が、社内の技術を結集して行われなくてはならない」。つまり、当面はアンペックス 
の技術に追いつくことが課題であるが、いずれはこれを打ち破り、ソニー独自の研究を進めて、 
もっと小型軽量化していかなくてはならないと井深は考えていたのだ。¥丁尺が実用化されたこ 
とは、すごい。しかしアンペックスの機械は、ニィンチ幅のテ I プを使い、一抱えもあるような 
ドラムが入っている大がかりな装置だ。そのうえ、ヘッドがしょっちゅう摩耗し、その取り替だ 
けで 何 万円もする。 価格 も三千万円と、当時としては破格の値段だったのである。 

「帰ってくるまでに、とにかく画を出しておけよ」そう言い残して、井深は機上の人となった。 
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<64> 物言った潜在力 

木原が、初めてアン ペック スの機械を見た時「これはもう應大なものだ」という気がした。ア 
ンぺックスの完成した 画と、 真空管がいっぱいくっついている装置を見ただけで圧倒されるよう 
であった。 

現物を木原が見た のは、 すでに設計に取りかかった後であった。それまで木原たち の 手元にあ 
った資料は、図面の写真複写だけ だ。 この貴重な回路図を手がかかりに して、 解読しようと木原 
たちは苦労して いた。 しかし、回路図自体が鮮明といえないので、 そう 簡単にはいかない 。何と 
か正確な資料を入手しなくてはと思いつつも、時間にせかされて木原たちは設計に取りかかって 
ぃた。 

動作と原理だけは、わかっていた。それに、頼りないながら回路図もある。この回路図、肝心 
な部分は アッセンブリー になっていて、 ヵタログ 番号しか書いていない。それに、 L が抵抗にな 
っていたり、配線図が分かれていてどう結ばれているのかわからないといった不明瞭な部分も多 
い。 回路図どおりにいかない箇所もある。たとえば、出力回路など同じような部分が各所にある 
のに、 こちらの回路では こういう ことをやっていて、他所では違っていると いうふうに、 各 ブロ 
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64 物言った潜在力 


ックで 全部というほど違うやり方をしている。木原たち も、 最初はわけがわからず困惑した が、 
そのうちこれは設計者が違っていてそれぞれの設計者の好みであろうという ことに 落ち着いた。 
いかにもアメリカ的なやり方であった が、 当時はそれがわからなかったの だ。 先に木原たち が テ 
—プレコ ーダーを手がけていなければ、とてもできなかった であろう。 
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機械の方では、ヘッド•モーターが問題であった。モ 
—ター は、 外形と回転数だけはわかっていた。しかし、 
それ以外は全くわからず、不安に思って手を付けずに 
「そのぅち、なにか詳しい資料でも出て くるのじ ゃない 


らち 


か」と待っていたが、埒があかない。結局、理詰めで計 


T - 算をして いって、 丸一力月がかりで何とか設計し終えた。 


ヘッドは、 NHK の部会で分解したものを見せてもらっ 
たが、ただ見ただけであった。 ソニー では録音機をやっ 


こていた経験から、へッドの製造上のボイントをつかんで 


おり、 ある程度 ソニ j 独自の設計で進めていたの だ。だ 
からと言って問題がないわけではなかった。まず ヘッド 
の材料の加工が ぅまくいかない。次は、 何度設計をし直 
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しても工作がうまくいかない。その他に も、 ボールベアリング、グリース、サーボ とやっかいな 
問題が山積み だ。 毎日が真剣勝負であった。やっとのことで画が出たのが、十月。井深が帰国す 
る十一月一日に、間に合った。それにしても、予想外に早くたった二力月で仕上げたことになる。 
工作 部、 技術 部、 研究 部、 全社一致の協力体制でなされた成果である。 

こうして、国産初の名乗りをあげたソーーー製の VTR であった が、 テレビの信号を記録再生で 
きるようになったことを除けば、その再生画像の質は、雑音、安定度とも決して満足のいくよう 
なものではなかった。 

むろん、ソニー製|>丁尺もアンぺックス方式であるから四へッドである。このへッドの性能を 
四つとも揃えるのがなかなかできないの だ。 元々が難しいヘッドであるだけに、百点満点のもの 
などできない。しかるに、四つのヘッドでもって、一つの画面を分割して走査していることから、 
九七点、九八点と性能の違うヘッドを四つ使えば、四つとも違った性質の絵が出てきてしまう。 
とりわけ、そのつなぎめがうまくいかなかった。 

これは、ソニーと時を同じくしてできた NHK の V TR も同じであった。それは、双方ともア 
ンぺッ クスのコピー であるということもあるが、 ソニー 、 N H K とも期せずして、同じ所にテ— 
プトランスポートの 機構部分を発注採用したことから、似た ような 外形、性能になった ので あろ 
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<65モルモットの ソニ丨 

% 

NHK では、技研の鈴木啓司を中心に、 VTR の試作に取り組んでいた。 VTR を使えば番組 
の国際交流が便利になることが一つの効能ではあるし、米国でアン ペック スの機械が標準方式と 
なり、 続いて ヨーロッ パでも標準方式となることになったことから、当然 NHK もアン ペックス 
方式でやった方が、なにかと便利であることから始められたものであった。こうした立場 上、 N 
HK は試作完成後もアン ペック ス方式での国産化を進めていったが、ソーー丨は人のやらないこと 
をやる進取の気性にとんだ会社である だけに、 この試作完成後から独自の道を歩み始めていた。 

このころ、ソニーと NHK 以外でも、東京電気音響 ( TEAC の前身)、芝電気(日立電子の 
前身)、東芝、ビクター、日電などがぼちぼち VTR を始めていた。そこで、 NHK と芝電気、 
日電はアンペックス方式を踏襲し、ソニ I 、東芝、ビクターが別の方向でいこうとしていた。 

ところで、木原たちが国産初の VTR 試作に取りかかったころ、週刊朝日から「ソニーはモル 
モットだ」という記事が出た。評論家の大宅壮一が週刊朝日の「日本の企業」に東芝を取り上げ 

執筆した 中で、 引き合いに出されたもので「トランジスタでは、 ソ ニー がトップ メーカーであっ 
たが、現在ではここでも東芝が トップに 立ち、生産高はソニ—の二倍半近くに達して いる。 つま 
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り、もうかるとわかれば必要な資金をどしどし投じられる ところに 東芝の強みがあるわけで、何 

のことはないソニー は、 東芝のためにもモルモット的役割を果たしたことになる」と書いたのだ 0 

モルモットは、試験台に使われて、犠牲になる。モルモットのやった仕事がいいとわかれば、 

大きな企業体がそれをつかまえて、食いつぶしていくという構図なのだろうが、しかし、こうい 

う言われ方は井深たちにとっては、残念なことであった。東芝は、ト ランジスタの ために十三億 

円の大金を投じて工場を建てているし、生産高も多 

い。 ソニーは戦後十九万円の資本から、十二年たっ 

o-cf た今や二億円に資本も増えた が、 それでも東芝やそ 

を〃卜の他の戦前から数十年の歴史を持つ大会社に比べれ 

^ ば、資本の点でもまだ十分とは言いがたい。確かに 

釀， モ 『モルモット』かもしれない が、 日進月歩の電子エ 
藍ヒ 

1从業の世界にあって新しい製品を産み出していけるの 

1 W は、ソーー—自身がすぐれた技術力と社長以下全社一 

和員丸となった チームヮーク 、そして実行力を持ってい 
昭社 

たからだ。それを抜きに して、 大会社と比較された 
のではかなわない。 
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この発言に、初めはひどく憤慨した。しかし後年、井深は『ソニー•モルモット論』に対し、 
「私どもの電子工業では常に新しいことを、どう製品に結びつけていくかということが、一つの 
大きな仕事であり、常に変化していくものを追いかけていくというのは、当たり前である。決ま 
った仕事を、決まったようにやるということは、時代遅れと考えなくてはならない。ゼロから出 
発して、産業と成りうるものが、いくらでも転がっているのだ。これはつまり商品化にたいする 
モルモット精神を上手に活かしていけば、いくらでも新しい仕事ができてくるということだ。卜 
ランジスタについても、アメリカをはじめとしてョーロッパ各国が、消費者用のラジオなどに見 
向きもしなかった時に、ソニーを先頭に、日本の製造業者全部がこのラジオの製造に乗り出した。 
これが今日、 □! 本のラジオが世界に幅をきかせているいちばん大きな原因である。これがすなわ 
ち、消費者に対する種々の商品をこしらえるモルモット精神の勝利である」とし、さらに「トラ 
ンジスタの使い道は、まだまだわれわれの生活の周りにたくさん残っているのではない か。 それ 
を一つひとつ開拓して商品にしていくのがモルモット精神だとすると、モルモット精神もまたよ 
きかなと言わざるをえないのではないか」 と、 語っている。たとえ、モルモットと言われようと 
も、それによって日本の電子産業が発展し、ひいては消費者が便利をこうむれば、それでよいの 
ではないかというのが、井深をはじめソニー経営陣の考えであった。 
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< 66 > 株式の上場と万代の死 

『ソニー•モルモット論』というものが出て、人の口にあがるというのはそれだけソニーが世 
間の注目をあびている証拠である。この時期、ソニーは"雨後の筍"のように大きくなってい 
き、今や中小企業の域を脱して大企業の仲間入りを果たそうとしていたの だ。 

昭和三十年八月八日から、東通エの株式が店頭取引銘柄に指定され た。 当日の日本経済新聞に 
は「きょうから店頭取引を始めた東京通信工業は、 一、 二月と 小幅 だが引き締まって登場してい 
る。前四月期は四千百万円の利益を計上し、利益率八割強で二割配当したが、明春からトランジ 
スタ使用の小型ラジオ五万個の生産(現在五千個)を行う方針を持って おり、 売上もつれて月五 
千万円から一億五千万円に急増するという•••」とある。また東通エと同じ時期に、店頭株と 
なったものの中には、日本航空、富士重工、本田技研、リッヵー 、河 合楽器、東急不動産、伊勢 
丹などが見られる。そして、三十三年の十二月、いよいよソニーの株式は、東京株式第一部に上 
場銘柄として承認されることになった。 

こうしてソー ーーが急激に成長を とげたのは、 井深の先見性とそれを助ける盛田の行動 力、 仕事 
を道楽にまでしてしまう技術 陣、 社長を信頼してついていった社員たちの会社をあげてのチーム 
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66 株式のヒ場とノ:ボの死 


ワ—ク の 良さと いったものが 大きく 貢狱していた が、 忘れてはならない のが、 創立 当初から、 陰 


になり日向になって東通ェをわが子のように可愛がってくれた経営陣で ある。 その 


人で、 
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取締役会長の万代が亡くなった。公職追放の身であったとは 
いえ、それまでは財界の最長老であった人物だ。それが、昭 
和二十二年には雨が降れば傘をささなくては重役会議も開け 
ないょうな東通エの相談役を、また二十八年には「自分はこ 
れまで第三者の地位において育成に務めてきたが、今度はひ 
とつ、お前たちの仲間に入ろう」と会長まで引き受けてくれ 
た万代であった。この 時、 社長をしていた前田は「今まで大 
名だったのが、御家人くらいに転落したわけですが、それに 
もかかわらずお引き受けくださってありがたい」と冗談交じ 
りにお礼を言ったものだ。しかし、子供のいなかった万代に 
とってソニーは可愛い息子の一人であった。また、万代は苦 
学の人であっただけに、どうにかして学生が苦しみなしに勉 
強できるょうにと、心から願っていた。そのため、万代は持 
っていたソニーの株券をすべて母校青山学院へ寄贈した。後 
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進の育成への情熱が、万代のもう一つの息子であったょう だ。 

「営利会社であるから、あくまで利益をあげなければならない が、 いつでも世の中の役に立つ 
ことを考えていてほしい」 これが、 万代が常に口にしていた言葉である。井深はこの万代の遺志 
を継ぎ、改めてこれからの自分たちの進むべき方向を決意した。 

万代が亡くなった同じ年、昭和三十四年にソニーでは従業員家族で小学校へ入学する子女に対 
し、ランドセルを贈ることと、ソーーー小学校理科教育振興資金制度を設けた。ランドセルの贈呈 
については、戦後十三年が経ち、日本の復興も目に見えて向上してきたとは言え、庶民の生活は 
それほど楽とは言えず、小学校にあがる子供に余裕を持って新しいランドセルを買ってやれる家 
は少ない。ソニーに勤める社員とて同じだ。そこで少しでも社員の負担を軽くし、祝ってやろう 
という井深の発案でなされたものだ。また理科教育振興資金は「経営が軌道にのったら、広く人 
々のた め、 社会のために科学技術の普及を行いたい」という井深の夢から出発し、「天然資源が 
少なく、人口が多いわが国の将来はすべての日本人が科学技術に関心を持ち、これを盛りたてて 
ゆくことにかかる。次代を担うべき少年少女が、たとえ大きくなって技術者とならないまでも、 
科学技術に深い関心と興味を持つょうになることを切望して •••」 設けられたもの だ。 このど 
ちらも根底には、万代の人間に対する深い愛情と相通じるものがあり、いかに万代が、井深たち 
に与えた影響が大きかったかが伺われるものである。 
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< 67 > 2 T 7型トランジスタ 

「子供の 時から、 早い時期に科学的なものに触れさせたい」 という 井深の考えの もと、 ソー II 
では機会を とらえて はいろいろな催しに 協力し、 世間の注目をあびて いる。たとえば、 東京の 闩 
本橋にある三越本店で行われた「少年電子科学展」が ある。 

「三越本店の大展示場と屋上を、無料でソニーに提供しますので、何かやってみませんか」当 
時三越の宣伝部長をしていた岡田茂(前三越社長)から話が持ち込まれてきた。「どうせやるか 
らには、ソニーらしいものがいい。開催期間が子供の日をはさんで一週間だから、子供たちが興 
味を持つようなものをやろう」ソーー—の担当者は、あれこれ考えて結局、展示場にトランジスタ 
とトランジスタラジオの製造ラィンをこしらえて、実際に作る所を見てもらうことにした。むろ 
ん、実際に工場で作る時と同じように、ラィンには十五人の女子社員が交替で来て顕微鏡をのぞ 
いたり、組立をやったりした。その他にも、太陽熱を利用して動くへリコプターや飛行機、国産 
第一号となった¥丁尺の実演、屋上では無人自動車が動きまわり、子供たちだけでなく大人も大 
喜びである。これが非常に話題となり、連日三越では階段に繩を張って誘導しなくてはならない 
ほどのものすごい人出で、会場の温度も他の場所より三度は高かったほどだ。この期間中の入場 
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者は、軽く百二十万人を超え、三越開店以来の盛況であった。トランジスタを作っている会社は、 
すでに日本にたくさんあった。しかし、どの社も製法は秘中の秘で、公開など問題外で ある。 こ 
のように実際の製造ラインを見せることができたのはソニーであればこその英断であったの だ。 
月が変わって 六月、 ソニーから"エサキダイオ—ド"の試作研究の成功が発表された ◦これは、 


別名 


// 


卜 


ンネルダイオード"ともい い、 ソーー—研究員•江崎玲於奈の発明である。 


2年 前、 半導体部長の岩間は、新しい半導体の歩留りの悪さに頭をいためていた。このトラン 
ジスタは、これまでのグ Q ン型トランジスタ 2 T 5に代わるものとして、半導体部製造第一課の 
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塚本哲男が開発した 2 T 7 という、 やはり 

グロン 型のト ランジスタであった。 


塚 本は、 


シリンの副作用で倒れ半年 


於4間の療養を余儀無くされていた 時、 特性 
も歩留りも悪い 2 T 5型に代わるものはな 


穿い かと、 病床で勉強を重ねていた。そもそ 


も高周波トランジスタとしての条件は、不 
純物を多量に添加した薄いベ—ス層を 作り、 


さらに多童の不純物を加えたエ 


•二 
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夕領域 
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を作らねばならない。このエミッタに混ぜる有効不純物濃度が高いほど、トランジスタは増幅率 
が大きくなる。それなら ば、 添加しうる不純物の限界というのはどこまであるのだろう か。 塚本 
が考え出したのは、このエミッタ側の不純物と して、 従来使っていたアンチモンの代わりにリン 
を用いることであった。病が癒えて会社に出てきた塚本は、さっそく自分の考えを立証するた め 
の実験に取りかかった。結果はすばらしいものであった。 2 T 5型の五倍と いう、 今まででは考 
えられないような高周波特性が得られたの だ。 アンチモンは、ある程度まで入れるとゲルマニゥ 
ムの単結晶ができなくなるのであまり多量に混ぜることができない。ところが、リンはいくらで 
もゲルマニゥムに混ぜることができる うえ、 濃度が濃くなっても単結晶のいいのができる。しか 
もリンは、アンチモンと違ってゲルマニゥムの中での拡散が小さいた め、 トランジスタのべ ー ス 

の厚みを設計どおりに作ることが容易であった。 

「これはいい」岩間も大喜び だ。 先に出た『ソニー •モルモット論』でもわかる とおり、 トラ 
ンジスタは次第にソーー丨の独壇場ではなくなり、激しい価格競争にさらされるようになっていた。 
そのため、ソニーでは価格は高くても、物で勝負できるようにと、中波のラジオだけでなく、短 
波、 FM へと次第に移らざるを得ない状況にあった。しかし、短波や FM に使用できるような高 
周波トランジスタは簡举には作れない、 2 T 7型はこうしたソニーの抱えている問題を一挙に解 
決してくれるかに思えた。 
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<68エサキダイオード 

岩間たち は、 塚本の実験の好結果にすっかり気をょくして、さっそく量産体制を整えた。とこ 
ろが、全く予期しない落とし穴が待っていた。 

トランジスタ組立の 際、ベ ースにリード線をつける ボンディング 作業の段階で大問題が持ち上 
がったの だ。 確かに リンは、 どんどん入った。 こうして 多量に リンを 入れて作った 2 T 7型は、 
引き上げて切り出したままで測定をすると特性が いい。 ところが、これに リード 線を付けて ボン 
ディング すると途端に不良品となって しまう の だ。 完成品は一〇％もで きない。 これでは、ラジ 
才の生産が間に合わないと工場の方も大騒ぎである。 

すぐにヱンジニアが総動員され、連日対策会議が開かれて知恵をしぼるのだが、生産のほうは 
遅々として進まない。最後には「特性も歩留りも悪いが前の 2 T 5 型に戻すか」ということにな 
った。 またそれとは別に、 2 T 7 型の不良発生原因を究明をしなくてはならない。 

塚本たち は、 不良となったエミッタ接合の特性を片っ端から調べ始めた。その結果、リンが入 
り過ぎたため、ボンディングすると P • N 接合が破壊されてし まう らしいということがわかって 
きた。そこで、どこまでが限界かを調べるため、リンの濃度をいろいろに変えて測定を行うこと 
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にした。これに研究課から江崎がかりだされ、測定助手として黒瀬百合子と、東京理科大学の学 

生でソニーに実習にきていた鈴木隆が手伝うことになつた。 

この測定を始めてから早一力月が経とうかという頃、鈴木はリン濃度の濃い結晶を調べている 

うちに、異常な現象が現れるのに気付いた。すなわち、 P • N 接合ダィオ—ドに電圧を加えると、 

順方向は電流が流れやすく、逆方向ではほとんど電流を通さないという性質があるのに対し、鈴 

木がこの実験のデータをグラフに書いてみると、順方向より逆方向のほうが電流が大きくしかも 

順方向電流にコブのようなヵーブまである。「こんなことがあり得るはずがない」鈴木も初めは 

半信半疑であったが、何度やっても結果は同じ 

だ。 このことを、すぐ江崎に報告した。江崎も 

绦 当初はやはり「何かの間違いじゃないか」と思 

1 つた。しかし、鈴木は「これは、現象として出 
江 

g すことができます」と言う。「それじゃあ、ブ 
f ラゥン管に出して見てみよう」江崎の指示で、 

ソ 鈴木がブラゥン管に図形を出した。二、三回テ 
ストを繰り返し測定回路を確かめたが間違いは 
ない。江崎も、異常を認めた。この異常を認め 
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た 時、 江崎は後の「エサキダイオード」発見の入口に立っていたの だ。 

2 T 7 型の不良原因は、リン濃度をある値以下に抑えれば解決がつくことがわかり、性能のよ 
いトランジスタができるようになった。そこで、江崎はこの異常現象で起こったコブ(負性抵 
杭)の解明に当たることにした。江崎の頭の中では、この異常こそ「順方向のトンネル効果」で 
はなかろうかという思いが巡っていたの だ。 量子力学によれば、物質は波としての性質を持ちそ 
のためエネルギーの山があっても、この山をトンネルを通るように粒子が通り越して向う側に現 
れることができるというのがトンネル効果であるが、今までは、誰もが逆方向のトンネル現象に 
注目していた。「そうだ、順方向こそ注目しなくてはならないのだ」と江崎は気がついた。 

実験を重ね、着実にデータを集めていった。そして、ついに江崎たちは与える電圧を増すと逆 
に電流が減るという明確に負の抵抗(抵抗というのは、電流が増すとともに電圧が増す割合であ 
るから、電圧の増す向きと電流の増す向きが逆であれば、抵抗は負となる)を持つ新しいタイプ 
のダイオードを作ることに成功したの だ。 

この成果を、江崎たちは昭和三十二年の秋に開かれた物理学会で報告し、翌年には米国物理学 
会誌に投稿、続いてベルギーのブリュッセルで行われた国際固体物理会議で発表し、世に問うこ 
とになった。世に問うたのはよいが日本での最初の反響は極めて冷淡なもので、ほとんど無視さ 
れたも同然の扱いであった。 
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<69> 井深の初夢 

エサキダイオードを認めた のは、 海外の方が先だ。 

江崎は、三十三年六月にブリュッセルで開かれた国際固体物理会議に「エレクトロニクスにお 
ける固体物理学」といぅ題目でトンネルダイオードについて講演するため、日本から.の代表二人 
と一緒に出かけた。会議のいちばん最初にアドレスといって、議長を務める人が講演して、その 
会議の内容を大ざっぱに紹介する。ブリュッセルの会議では、トランジスタ発明者の一人である 
ショックレー博士がアドレスを行った。なにしろ、その時出された演題は五百くらいある。従っ 
て、 江崎も「自分の講演についても五百分の 一くらいはしてくれるのかな」程度に思っていた。 
ところが、よく聞けない話の中でショックレーがしきりに「エサキ」と言っているのだけがわか 
った。これには江崎の方が驚いてしまった。ショックレーは、将来有 S な高周波デバイスとして 
江崎の発明がたいへん有効であることを、世界中の学者に向かって大々的に言ってくれたのだ。 
これでエサキダイオードは、一躍有名になった。 

しかもエサキダイオ—ドは、負性抵抗を持ち、またトンネル効果が非常に速い現象であること 
から、高い周波数の発振、増幅、スイッチングなどの回路素子に利用することができる。たとえ 
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ば、 電子計算機の演算速度を上げる ことに 応用で きる。これこそ、アメリカの 研究者たち が 待ち 


望んでいたものであったため大いに 着目され、 爆発的な人気を呼んだのであった。 

ところで、この 世界的な発見が、 大会 社で もなければトランジスタの 研究所で もないソニー で 
行われた ことこそ、 真に評価され るべきことであった。 

ょり高周波のトランジスタが必要であるという会 
社の要求に応えょうという技術者の意欲と、その製 
造途中に発生したトラブルの本質をつきとめてやろ 
うという科学者としての眼が混在し、それが必然的 
に結びついて、結果としてすばらしい成果をものに 
することができるというと ころに、ソニー という会 
社のおもしろさが ある。 

とにかく、新しい物を追いかける時の、ソニーの 
技術者たちの «• 熱には目を見張らされるものがある 



卜 


ラン ジス タラ ジオができたの だから、 次は当然 


テレビ だ」 といぅ 世間の期待の声に応える ために、 
一心不乱に これと 取り組み、文字どおり徹夜の研究 
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に追われていた時 もそうだ。何しろ、 半導体をやる者に とっては、テレビ 用 トランジスタの 研究 
•開発は難しいだ けに、 やりがいのある仕事であった。 

昭和三十四年の年頭に、井深は週刊誌の ィンタビューに 答えて「私の正月の夢は、 トランジス 
タテ レビの出現で ある」 と、 抱負を語っ ている。この 夢は その 年の暮れ、世界初の トランジスタ 
テレビ" TV 8-3 〇1 " を完成させる ことにょって、 正夢と なった。 

「"夢を現実のものにする" これこそソニ— の真髄だ」そういうふうに世間の大多数が 思い、 事 
実期待にたがわぬ働きを ソニー の技術者たちは果たしてき た。しかし、 これは言葉の ょうに 簡単 
なことでは ない。 

ラジオとテレビでは、 そもそも根本が 違う。 いちばんの 問題は、〃 石" だ。トランジスタやダ 
ィオー ドといった 半導体製品は、低電圧 •小 電流の回路には適する が、 高電圧 •大 電流のものに 
は 向かない。したがって、 高電圧 •大 電流の回路の多い テレビでは、一からトランジス タの研究 
をやり直さなくてはならないのだ。ラジオとテレビで、どれほどの違いがあるかと言えば、テレ 
ビでは 周波数で約百倍、電流に して 二十倍余計なものが 要ると 同時に、電圧が十倍耐圧の ある卜 
ランジス タが 必要になる。 それだけ テレビの 石の方が高級な のだ。 

井深の正月の発言に先立ち、ソニ—では三十三年九月に第一回のトランジスタ テレビ 打ち合わ 
せ会議を開いて いる。 しかし、 テレビ 用の石の開発は、 もっと 早くから着手して いた。 
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1難産の虚弱児 

TRI 63 型トランジスタラジオが発売され て、 やっとラジオの販売も軌道に乗ってきた昭和三 
十二年、井深はもうずっと先のことを考えていた。 

その 頃から、井深はしきりに「これからは シリコンの 時代だな」 ということを 口にする ょうに 
なっていた。察しのいい ソ ニ—半導体部の面々は「社長は、 テレビをやる気 だ」 と、 薄々勘づい 
ていた。岩間が 「テレビ 用に シリコン•トランジスタの 研究を やろう」 と、 塚本に指示したのは、 
三十三年の一月である。岩間たち は、 いつも最終商品を目標に して、トランジスタを 開発して き 
た。 今回の場合 もそうだ。 

テレビだと ブラゥン管の偏向用や映像出力用などのトラン ジスタに 相当の電力を 消費し、 その 
ため外気はかなり温度があがるので、高温特性のいい安定したトラン ジスタが 必要になる。 そこ 
にシリコンを 使おうというわけ だ。ところが、シリコンに も欠点が ある。 

開発は 初めから つまずいて いた。"ょい 結晶"を 作るということが、 まず 難しい。シリコンは 
ゲルマニゥムに 比べて融点が 高く、また 高温で化学的に極めて活性で あることから、 高純度で 欠 
陥の少ない結晶を つくること 自体が非常に困難な のだ。むろん 使用す るルッボの 材料へ シリコン 
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は、 ルツボの材料の石英を腐食させる)、温度制御装置、单結晶引き上げ装置の難しさもゲルマ 

ニ ゥムの比では ない。 

八月に入る と、 塚本たちの石作りの一助として、どういう石を作ったらよいかを調べるために、 
回路の方の研究も始められた。真空管のテレビだと設計が終わった時点で、それがどの程度の性 
能のものか見当が つく、 しかしトランジスタでは机の上だけでは駄目で、ハンダごてをもって、 

テキパキやるスピードが問題になる。しかも、ラジオは音だけなので、多少のアラがあってもわ 
からない が、 テレビは測定器の ような もので、ブラゥン管と いう ィンジヶーターが表面に出てい 
るので少しでも悪いところが あると、 画面のどこかに出て しまう。 そのため、非常に厳密な条件 

が要求されることになる。この回路の実験のために 
た •ベとにかく石と いう 石が バリバリと 壊された。担当者 

れ rU- 

ルバの机の引き出しは、石の残がいだらけで ある。 結晶 

ん " X 

_' y -> の製造と組立技術、それに回路とブラゥン管の開発 

同 h 7が、 シーソーゲームのように行きつ戻りつしていた。 

と〇 

oril チ ー年かかっ て、 試作を重ねていた ト ランジスタが 
8-32 M たいぶ育ってきたところで、石のテス トを かねて、 9 
とにかくセットにして組み立ててみた。 やはり、 ま 





だまだ石にも回路にも問題があって、理想とするところには遠く及ばない状態であった。よりい 
っそうの研究と開発が進められた。そして、やっとチュ ーナー 用に四チャンネル以上 十ニ チャン 
ネルまで受像できる高周波のゲルマニウムメサ型トランジスタが完成した 。" TV 8—— 3 0 1" 
が世間に発表され る、 わずか一力月前の十一月のことであった。 

" TV 81301"にはシリコンとゲルマニウムを併せて、二十三石のトランジスタと、ダィ 
オードが十五、高圧ダィオードが二個使われている。この中で新たに塚本たちの手によって開発 
されたトランジスタは、水平偏向用にはシリコンの 2 SC 41、 RF 用としてゲルマニウムメサト 
ランジスタ 2 SA 161、 映像出力用にはシリコングロンの 2 SC 191 など九種類が使われている。 

これにより、ソニーのトランジスタ化テレビ技術とトランジスタ技術は、広く世界に認識され 
ることになったが、世間の評判ほどには売れなかった。発売された昭和三十五年五月時点でも、 
テレビは庶民にとって高嶺の花だ。こんな値段の高い小さいものを買うより、まず先にちゃんと 
した物を買いたいということでなかなか需要がない。「どうせ、テレビを買うんだったら、まず 
据え置き型のテレビを買おう」というのが、一般の考えである。こんなボータブルのものは金持 
ちか、余ほどの物好きしか買ってはくれなかったのだ。 

しかも、正直なところ、このテレビはよく故障した 。" T V 8—301" は、難産の末生まれ 
た虚弱児と言えるものであった。 
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<71> おむすび型のテス トパターン 

" TV 8 — 301" のすべてがそうであったわけではないが、総じて虚弱児といわれるゆえん 
は、以下の一般の評価からも見て取ることができる。 . 

① 画が少しぼける。 ④自動車に乗せて見ていると同期が外れる。 

② 画面が暗い。 ⑤テストパタ丨ンの左側が伸びる。 

③ ロッドアンテナだけでは感度が悪い。⑥ょく故障す る。 

①と②について は、 ブラゥン管に充分なコントラストをつけるための出力トランジスタの開発 
が遅れたため、とりあえずシリコングロンで用を足したことが原因であった。これだとコントラ 
ストを充分つけるまで電圧を上げると、トランジスタが壊れてしまう。ゆえに、控え目に言えば 
少し淡い画面になってしまったというわけだ。 

この"了乂8-301"には、チューナーに p I タリ ーチューナ I が使われている。ところが、 

これが悪さを する。 接触不良を起こして故障の原因となったり、周波数がドンドンずれて同期が 
かからなくなってし まう。 あちこちで絶縁不良を起こしてパンクしてしまうといったことが起き 
る。 しかし、同期がかからないというのは 、何も" TV 8 I 301" に限ったことではない。昭 
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和三十四年四月十日の皇太子御成婚をきっかけとしてテレビの普及率は飛躍的な伸びをみせてい 
たが、それでもまだテレビというのは一家に一台というわけにはいかない。そこで当時は、床屋 
に行っても、寿司屋に行っても店内にテレビが置かれて客寄せに一役かっていたのだが、そのテ 
レビには必ず「絶対に手を触れては困ります」と張り紙がして あるくらいで、ちょっと 触ると同 

期がはずれて、画が流れてしまうという状態であっ 
た。 

傑作なのが⑤ で、 本来丸いはずの放送局から送ら 

ン れてくる テストパターンが、 三角形のおむすびのよ 
1 • 

4 うに見えてしまうので ある。 

ス その他にも、映像出力用のシリコングロンの石の 

和 特性が 悪く、 映像の白い部分に飽和が目立ち、同時 

^ に故障の原因となったので ある。 

む 

ぉ こうした 故障の原因のう ち、 チュ ー ナ ー は別にし 
て も、 特性がずれ同期がくずれるというのは、 トラ 
ンジスタの特性が極めて不安定であったことに他な 
らな い。 いくら塚本たちの努力のかいあってシリコ 
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ントランジスタの 実用化がなされたとはいえ、 この テレビに使われているト ランジスタは 、ほと 
んどがゲルマニゥムである。しかも、ポータブルテレビであるがゆえに、暖かい室内から寒い 
戸外へと持ち出したり、あるいは日光の直射を受けて異常に高い温度にさらされることもある。 
そうした周囲の温度の急変は トランジスタ 機器のいちばん苦手とするところであった。 

これは、発売後 二 年くらい経ったころの話ではあるが、そのころちょうど入ったばかりの新米 
の役員が、定例の役員会に 出た。 その日は月例の営業報告をやっていて、 トランジスタラジオが 
何台売れた、テープレコー ダーが 何台売れた という 報告が各担当役員からなされていた。その中 
で 〃 TV 81301"の売上台数に マィナスを 示す△印がついている。当の新米役員「売上高に 
△印が付いているのはわかる が、 売上台数に△印がついているのは何だろう」と不審に 思い、 隣 
に座っていた総務部長の成田光三に聞いてみた。成田は、ニャニャ笑って「はぁ、これは返品の 
ほうが 多 いんですよ」 と言う。 これで二人とも大笑いで ある。 

こうして役員会で笑っていられたのも、そのころはまだトランジスタラジオの儲けでテレビの 
分をヵバーできたからに他ならないが、井深たちがこうした結果に満足していたわけでは決して 
ない。すでに、八ィンチを世に出した直前から、次なるテレビの構想と実験に取りかかっていた 
のである。 
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<72 米国ソーー ー の設立 

「日本の東通エから、世界の東通 H へ」 と、 ソニーが輸出に重点をおくことを決したのは、昭 
和二十八年、盛田のフィリップス社見学に起因している。「日本とオランダ、似通った国状であ 
れば、東通エもフィリップスになれないはずはない」そういう信念のもと、東通エでは『世界的 
な目をもって考え、物をつくり、輸出に全力を注いでいく』という方針を打ち立てた。 

その第一目標は、輸出と国内の販売を半々に持っていくことであっ た。 この目標は トラ ンジス 
タラ ジオの完成と、盛田たちの心血を注いだ努力により七年の年月をかけて、実限可能なところ 
までこぎつけて きた。 

次は第二段階 だ。 「今までは、日本から海外へ物を売るだけだった。これからはもうひとつ向 
こうの懐に飛び込んでいく必要がある。海外に対する販売とは、海外における事業であるから、 
ソーーーの事務所を海外に設置することで確実な力を持つことができるはずだ」盛田は積極的に出 

ることにした。そのために、すでに ニューョーク 、ホンコン、 チューリヅヒ には事務所を、アイ 
ルランドのシャノンには工場を設置し、相手の懐に飛び込んでいく態勢が整えられている。 
そして今回、昭和三十五年二月、 ニュ j m 丨クに 米国 ソニー 社 (Sony Corporation of Ameri ? 
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aHSONAM ) が 「アメリカ人と一緒に、アメリカの メ I カーと同じようなやり方」 で 発足し、 
ニー自ら 販売活動に乗り出す ことになつた。これは、円本の 他の電気 メーカー では かつてなさ 


れなかった大冒険であった 


般の商社と違つ て、 トランジスタラジオやエレクトロニクス製品 


だけで販売会社が成り立つ のか、アメリヵの 代理店を通さずに商売としてやっていける のか、 と 

いう危惧する外部の声が聞かれた。この点は、盛田 
も充分承知していた。「今のソニーの全般的状勢か 
ら見ていささか時期尚早という気はする。しかし 
好機をつかまぬビジネスは事業ではない。計画的に 
は手を拡げすぎた感もあるが、今をおいて好機はな 
いと考えている。われわ il は好機到来とあら ば、 あ 
えて苫労を辞さないという精神を常に持っていただ 
きたい」社内に向かって、盛田はこう明言した。や 
りがいのある、苦労のしがいある仕事だと思ったら 
生みの苦しみがどんなに大きいものであれ、後で得 
られる結果がそれに値すると確信すればチャンスを 
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逃さず実行に移してい 


く 


技術でも販売網でも同じ 
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である。ソーー—らしいやり方であった。 

ところで、盛田が「今をおいて好機はない」と言ったのは、それなりの事情があってのことで 
ある。 SONAM 発足以前、ソニーの米国における販売網は、昭和三十二年九月に相次いで交わ 
されたアグロッド社とスーパースコープ社との代理店契約によって維持され、アグロッド社が主 
にトランジスタラジオとマイクロホンを、スーパースコープ社がステレコーダーの販売を担当し 
ていた。スーパ—スコープ社は、ハリゥッドにあって、ビスタビジョンやシネマスコ ー プ同様に 
映画のスクリーンをヮイドにして見せる「スーパースコープ•システム」で名の知られた会社で 
ある。この会社とソニーのなれそめがおもしろい。このシステムはシネマスコープのようにカメ 
ラを何台も使用してヮイドにするのと違って、シリンドリカルレンズだけでスクリーンが倍に伸 
びるという簡単な方法でできるため、日本の映画館でも競ってこのシステムを導入した。こうし 
て日本でも、ものすごい額の 特許料 収入が考案したッシンスキー兄弟に入る。彼等は、日本に 来 
ると銀座の日活のホテルを常宿と し、 その部屋をオフィスがわりに使っていた。ある 日、 その彼 
等が東通エのテープレコーダーを買ってくれた。そこで、彼等の部屋に、盛田が代金をもらうた 
め出向いていった。 盛 田は部屋のドアを開けて、 心底び っくりしてしまった。 部屋 中、 山の よう 
にお金が置いてあるのだ。何しろ、どれほどの 特許料が この兄弟に入ってこようと、 外貨制限の 
ある日本では持ち出すことができない。さすがの盛田も驚いた。これが、きっかけであった。 
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<73> 契約違反 

スーパースコ—プ社は、自らがヮイド スク リーン方式の特許を取得するょう な 会社であったの 
で技術的には明るい。それだけに、うるさいことは言った が、ステレコーダ—やマイクの 販売に 

一所懸命取り組んでくれ た。 

一方のアグロッド社との出会いも、かなり古い。昭和二十九年、樋口が製品の売り込みのため 
渡米した。樋口が持っていったのは、その年に東通エで作られたコンシューマー用マイクの F — 
3型である。樋口は、山田と一緒にこのマイクー本持って、あちこちに売り歩いて回った。とこ 
ろが、どこに行っても全然相手にされない。仕事には弱音を吐かない樋口であったが、これには 
さすがに参ってしまった。 

そんな樋 口の 落胆ぶりに同情したのか、最後に訪れた店の 人がアドバイスを してくれた。「あ 
なたたちは、そんな売り込み方をしていては駄か だょ。アメリカでは、 代理人を通して商売をす 
るんだ。なんだったら 、グロス さんのと ころに 行ってごらん」そう言って、 アドルフ•グロスの 
やっている アグロッド 社を教えてくれたの だ。アメリカが 初めての樋 口と、 アメリカには長いが 
販売には素人の山田だから、知らなくて当然だった。その苫を出ると二人はすぐその足で、ブ 
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口—ドウエイの取引所の近く、エンパイアステ ー トビルディングができるまでは、世界でいちば 
ん高い建物といわれたウ ー ルヮ I スビルの側にあるアグ P ッド社を訪ねた。こうして、アグロッ 

ド社との商談が成立した。 

アグロッド社とは、先のスーパースコープ社と同じく、三十二年九月に販売代理店契約を交わ 
し、その配給業者としてアメリカ電子工業界の老舗で全米に販売ネットヮークを持つ卸業者デル 
モニコ•インターナショナル社が選定された。この関係は、初めのうちはうまくいっていた。デ 

ルモニコ社もトランジスタラ•，シオの販士 L 几に積極的に 

取り組んでくれ、ソニー製ラジオの輸出量も飛躍的 

てっ d に伸びていった。ところが、好事魔多しで、物事は 
も行 

冷4 そううまくはいかない。盛田がアメリカで行おうと 
^ していた販売方法と、デルモニコ社のそれが、次第 
イに にかみ合わなくなってきた。盛田は、広汎なアメリ 

マカ 

PJy'J 力全土にソニーのラジオを広めたい。しかし、デル 
ip {身 モーーコ社としては自社のあるニユーヨーク地域での 

販売が効率も採算性もょいことから、市場開発には 
消極的である。しかも、ソーーー製品も自分の扱いや 
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すいものだけ取り扱い、なお悪いことには、ソニーの ポリシ ー とは全く相容れない ょうな 廉価版 
のラジオを作ることを盛田たちに強要す るょう になって、両社の関係はギ クシャク としたものに 
なってきた。そして、袂を別つ決定的な要因となったのが、 デルモニコ 社の契約違反で ある。 

昭和三十五年 一月、 盛田は前年ソニーに入ったばかりの鈴木正吉を伴ってニューョ—クに来て 
いた。鈴木は、盛田の愛知県立一中時代の同級生で、海外業務に堪能していたことから、請われ 
てソニーに入社した人物だ。二人がニューョークに着いて間もなく、事件が起こった。デルモニ 
コ社が「世界で初めてのトランジスタテレビ TV8 — 301」 を取り扱うことを、小売商向けに 
発表してしまったのだ。しかも、値段を勝手に決めて予約注文まで取り始めたのだ。これは、全 
く盛田のあずかり知らぬところであった。これまで、デルモニコ社のわがままに忍耐強く付き合 
ってきた盛田であったが、これにはさすがに頭にきた。" TV 8 1301"は、日本でも前年の 
十二月に発表したばかりで、発売日も決まっていない。当然アメリヵではまだ発表もしていない 
し、 輸出価格さえ決められていない製品である。それでなくても、デルモニコ社との契約書には 
トランジスタテレビを取り扱うという内容は一行も入っていない。盛田にしてみれば、初めから 
"TV 813 01"をデルモニコ社に任せる気はさらさらなかった。「こんな勝手なことをして 
…」盛田は、この時断固としてデルモニコ社との協力関係を打ち切ることを決意した。 
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<74>ブロ ー ドゥエィ五一四番地 

デルモニコ社と手を切る ことは、 一般的な常識からすれば、危険度の高い賭のょうなものであ 
る。 しかし、盛田はこれをもって"アメリカにソニーの自主流通体制をつくるための好機であ 
る"とする考えを持っ た。 

「アメリカ 市場における国際競争の激化に打ち勝つため、中でもこれから トランジスタ テレビ 
などの新製品を米国内で販売していくためには、ここで デルモニコ 社との関係を切り販売体制を 
整える方が、将来的にはソニーのためになると 思う。 また、たとえこれが失敗であったとしても、 
われわれはかけがいのない経験を積むことになるはず だ。 今後は、ソニー商事同様に、当社が小 
売店に直接販売する現地法人を設立する」盛田は東京に連絡をとり、井深たちにこう説明して了 
承を得た。こうなれば、早急にニユ—ョークにソニ I 全額出資の子会社を設立するための認可を 
得なくてはならない。東京の本社で も、 盛田の活動を支援するた め、 大蔵省通いが始まった。 
こうして、資本金の五〇万 ドル (約一億八千万円)の払い込みを無事終え昭和三十五年二年十 

五日、ソー ー— •コーボレー シ ョン •オブ •アメリカが 設立され た。 

盛田の次の仕事は、デルモニコ社との話し合いのテーブルにつくこと だ。ソ ニー側のこう 


た 
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連の行動に 対し、 デルモニコ社も相当態度をこわばらせて いる。 盛 田は、 弁護士に旧知の a ッ 


シニ I をたのみ交渉にあたった。デルモニコ社の言い分は 


—との関係の打ち切りは認めよ 


ぅ。その代わりに補償金を支払え」といぅもの だ。これは、ソニー にとっては全く不当な要求で 
あり、 しかもその補償金の額たるや法外なものであった。盛 田は、 相手の違反行為を指摘し、き 
っぱりとこの要求をはねのけた。しかし、この問題が円満に解決しない ことには、 せっかく設立 


したソ ニー 


アメリカの行く末さえも阻害されかねない。 ロッ 


ニーも、粘り強く交渉にあたっ 



た 

れ 

く 

て 


てくれた。盛田の毅然とした 態度と、 弁護士の熱意 

で、 補償金の額が最初の額の四分の一に下げられ、 

ょぅやく 解決に こぎつけた。 

士 ところで、デルモニコ社は、 TRI 610 をはじ 
1 

^めソニー製ラジオの在庫を三万台近く持って いる。 
1 •>- この在庫の移動を行わなくてはならない。ニューョ 


力 

を 

力 


の 

で 

国 

米 


P -クが最も冷える二月の 末、 ブロ 丨ド ウェイのネオ 
ンも凍りついてしまうような寒さの 中、 ロングアイ 
ランド m にあるデルモニコ社の倉庫からニ ューョ I 


ク市ブロ I ドウ エイ五一四番地の ソ 


の倉寧へと 
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在庫の引き渡しが行われた。この作業の ため、 大型 ト レ ーラー を八台 借り受けた。 盛田の指揮の 
もと、 鈴 木、ニュー ョーク事務所の多田 博、 それに前年からソー11の第一回海外留学生としてコ 
ロン ビア 大学に留学していた宮武和也が加わって、荷物の積み降ろしを開始した。朝の九時から 
始めて、搬入し終わったのは翌朝の五 時、 その 間は、 むろん不眠不休で、食事も立ちながらサン 
ドイッチを ほおばる という 強行軍であった。 

ソー11のオフィスのあるブロードウエイ五一四番地は、エン。ハイヤステートビルディングとダ 

ウンタウン 街の丁度中間に位置し、その昔は、この辺り一帯が、 ニ ューョークの中心であった と 
いわれている場所 だ。 しかし現在は マンハッタンを 南北に 貫く ブロー ドウ H イに 面しているとは 
いえ、 劇場や映画館のひしめ く 繁華街の タイムス スクェアとは少し趣を異にして、織物、 機械、 
家具などの問屋、加工工場が軒を並べ、裏通りには荷物を積み降ろしするトラックの群れがひし 
めきあっているという所だ。 

思い返してみれば、東京との やりとりを 円滑にするた め、 山田の自宅を借りてニューョーク連 
絡事務所を開設したのは、つい二年と半年前のことである。それが今は、現地法人という立派な 
城を持つことになった。この城は、たった十坪程度の小さい城ではあった が、 ここを根城にして 
国際市場という荒海に、ソニ—は乗り出そうとしていた。盛田は感無量の思いであった。 
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<75アメリカのやり方 

盛田がまずやるべき仕事は、この小さい城のスタッフを充実させることであった。「われわれ 
は、 今や撤退することは許されない。少なくともデルモニコ社がやっていた時以上の利益をもた 
らすことが、われわれに課せられた第一の命題である」この盛田の言葉を実現させるためには、 
まず必要な人材を確保しなくてはならない。 

新聞広告を出したり、人材を斡旋する会社に行って、経理、倉庫番、セ— ルスマンと、 会社の 
形態を整える ため、 いろんな人を慌てて雇った。そうして何とか陣容もできあがり、二〜三週間 
が過ぎた ころ、 盛田は急いで人を採った過ちに気付くことになった。 タイピスト として雇った人 
が、 ほとんどタイプを 打てない。経理の要員で入った人が、帳簿をつけられない という 有り様で 
ある。「雇い方を間違えてしまった。困った人たちを雇ったもんだ」それでなくても、下手な英 
語でアメリカ人を使うのは骨が折れるのに、そのうえこれでは と、 盛田は ホトホト 参ってしまっ 
た。 

「それでは、首を切りましょう」盛田の仕事上のパ ー トナ ー であるアメリカ人は簡単にこう 1 一 11 口 
った。事実、金曜日がくると「あなたはタイプが打てないから、来週からもう来なくていいよ」 
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あ 


と、 その週の一週間分の給料を払って、首を切ってし まった。 盛 田は、 啞然として しまった。 

「アメリカでは、こんなことができるのか…」。完全なカルチヤ ー ショック だ。盛田の感覚から 
すれば、一度人を雇うとその人に辞めてくれとは、とても言いにくい。それが、一般的な日本人 
のやり方で ある。 「これは大変な所だなあ。でも、経営者にとってはありがたい国だ」盛田はア 

メリカ社会の合理性が、すっかり気に入ってしまつ 
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在 さて、 社内のことは さておき、 盛田たちの肝心要 
駐 

^ の仕事は、 ト ランジスタラジオを売り込むこと だ。 
^売るためには、お客を説得できないことには話にな 
と らな い。 テープレコーダーの時と司じで、なぜ トラ 
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ンジスタラジオのように小さいラジオが必要なのか、 


た一人ひとりに説いて歩くことから始めた。「了 メリ 


、を 力にはたくさん民放のプログラムが あり、 それが常 


g 指 時流れ ている。 今までのラジオ だと、 机の上に置い 


て聴かなくてはいけない が、ト ランジスタラジオな 
ら誰もが、自分の好きな時間に、好きな場所で思い 
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75 アメリカのやり方 


おもいの番組を聴くことができる」ということを説きながら、新しいマーヶットを作っていくの 
が盛田のやり方だった。盛田は、本当に初歩的なラジオの知識から、こうしたセ—ルスト I クま 
で一所懸命になって新任のセールスマネージャーに教えていった。 

そうして、やっとそのセールスマネ ー ジャーが仕事をマスタ ー し、盛田の片腕としてやってし 
けると思われたころ、突然「退職したい」と言い出してきた。「家族のために、今ょりお金が必 
要なのだ。それで、倍額払うという他社に行きたい」というのが、彼の言い分であった。せっか 
く手塩にかけて育ててきたのだ。いまさら手放したくはない。しかし、盛田には倍の給料を彼の 
ために出してやる余裕はなかった。仕方なく、別の人を雇うことにした。 

ところが、辞職したセールスマネージャーは、ソニーとは強力なラィバルである会社に引き抜 
かれていったのだった。つまりは、盛田が教えた販売のノゥハゥは全部競争相手の所に持ってい 
かれたということだ。これこそ、日本では考えられないことである。 

盛田はアメリカについて再び考えることになった。最初、仕事のできない人間はすぐやめさせ 
ることができると知って、アメリカは経営者にとっては一種の楽園であると思った。しかし、一 
所懸命育てた人間が、簡単に競争相手に寝返ってしまうという事実を前にして、アメリカは決し 
て経営者の楽園でないことを思い知らされてしまった。「日本人とアメリカ人の物の考え方は、 
根本的に違うのだな I 盛田は、つくづくアメリカの合理性と怖さを認識することになった。 
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<76> 欠勤率最低の日 

昭和三十五年九月 八日、ソニ ー 本社はピーンとした緊張感の中に も、 何となく浮き浮きした雰 
囲気がみなぎっていた。この日、皇太子殿下、美智子妃殿下がご来社、約一時間半にわたり工場 
内を見学され た。 両殿下は日米修交百年の親善使節と して 渡米するに あたり、 ご出発前にかなり 
広く、 改めて国情を視察されていた。その一環と して、 日本の電子工業では エレクトロニクスの 最 
前線で あるソニー を選ばれ視察され る ことになったの だ。 

ソニーが皇室の方々をお迎えするのは、今日が初めてでは ない。 昭和二十七年には義宮殿下を、 
それ以後も、秩父宮妃殿下、高松宮殿下ご夫妻、三笠宮殿下ご夫妻のご来社を仰いで いる。 しか 
し、今日はまた格別であった。皇太子ご夫妻は、前年四月十日にご成婚なさったばかりで、その 
ご成婚の模様を見たさに、テレビの普及率が飛躍的に伸びるきっかけとなったほどの大人気であ 
る。とりわけ、 若く美しいプリンセスの人気は絶大だった。 

工場見学の予定が決定す ると、ソニー では あれこれと 諸準備に かかった。 建物の整備を はじめ、 
見学の段取りなど細部に渡って綿密な スヶジュール が 組まれた。 みんな大張り切りで ある。日 ご 
ろは、 縁の下の力持ちをやって いる エレべ ータ ー 係 も、 お二人をお乗せで きる と大感激 だ。そこ 
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で、 何とか平等に チャンスを 与えてやりたい と、 スケジユール 係は頭を悩ませる といぅ 一幕も あ 
つた。 当日は、 社員はもちろん近隣の人々まで総出の歓迎でたいへんな人垣である。社内に入ら 
れると、両殿下には井深、盛田が 付き、 テ— プレコ ーダーや トランジスタなどの 実物、実演を通 
して、 ソニーのみならず日本の電子工業のありようを詳しく説明し理解を深めていただいた。両 



殿下は、 ホー ルを入られて並んで いる テー プレコー 
ダーや ラジオを見学した 後、 最後に VTR の所にい 
かれる。ところが、 入って こられるところを すでに 
;>丁尺で録画してあった。それで最後に|>丁尺の方 
へと 歩いて こられたところへ、ボッと大きく 出した 
妃殿下は「アッ」と声に出して驚いたご様子、殿下 
はいささか恥ずかしそぅに下をむいておられたのが 
印象的であった。 

さて、 この日の出勤率は九八％。普段の日ょりも 
一-1%も高く、長期欠勤者を除いて、ほとんど全部の 
社員が出社した勘定になる。この若き プリンス、プ 
リン セスに対する社員の気持ちがぅかがわれる数字 
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である。 ことほど 左様に、世界的に有名な トランジスタとトランジスタラジオの 工場と して、ソ 
ニーは皇太子殿下ご夫妻をお迎えするにたる会社へと成長していた。 当時、トランジスタの 生産 
は月産百万 個。 これも次第に数が増える方向に あり、 御殿山の本社工場だけでは手狭になってき 
ていた。そのため地方に工場をつくる話が持ち上がり、土地探しが始められて いた。 

立地条件としては、とにかく半導体の工場となるべき条件が満たされていなくてはならない。 
つまり、広い土地、水が豊富であること、埃が少ない所それに交通の便もょいほうがいい。交 
通の便からいけば、都内がいちばんであるが、東京都には首都整備法があり、工場を作るのに各 
種制限がある。そこで平塚の北部から厚木の辺りまで広範囲にわたって物色されることになった。 
厚木周辺に目をつけたのは、東京から四六キロ、横浜から三ニキロという距離にあって、衛星都 
市として充分発展する条件を備えていること、また当時まだ東名高速道路の計画はハッキリして 
はいなかったものの、いずれ東京から大阪に向かって高速道路ができれば、間違いなく厚木の辺 
りを通ることになろうし、そうすれば ィンターチヱンジ もできるだろうというくらいの見当から 
であった。そのうえ、土地もたくさんある。このころの厚木は、自動車部品の工場があったくら 
いで、養豚とィチゴの産地でしかなかった。 

この神奈川県屈指の穀倉地帯に、近代的な半導体工場が できょうとは、 土地の人の みならず、 
土地探しに奔走しているソニーの担当者で さえ 半®半疑だったの だ。 
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77 「カワラ」にできた工場 


<77 「ヵヮラ」にできた工場 

実際の 話、 厚木は早くから候補地にはあがっていたが、途中で沙汰やみになってしまった。問 
題になったのは、厚木の予定地が畑地であったこと だ。 そこは、 麦、桑、 南京豆、大根の 畑で、 
土地の人が通称「ヵ ヮラ」 と呼んでいる、その昔は相模川の河原だった場所 だ。 山林や原野だと 
問題がなかった が、 農地であれば、たとえそこが工業誘致条例に指定されている場所であって も、 
農林行政上の立場から厳しい制限を課せら.れてしまう。 

しかし、厚木市当局からの強い誘致と、農地転換の見通しがたったこともあって、最終的には 
ここが残った。場所が決まると、買収にあたらなくてはならない。工場用地として三万五千 坪、 
男子•女子寮のために一万五千 坪、 計五万坪の広大な敷地 だ。 地主は百八十人もいる。この地主 
の中には全然行方のわからない人もいて手続きにけっこう手間取った。これは、ソニーにとって 
は思い切った投資であった が、 坪当たりの単価が安かったこともあって、結果としてはょい買い 
物であった。 当時、 都内の三千坪と厚木の五万坪とでは、ほとんど同じ値段だったので ある。 

さて、 「どんな工場を建てょうか」 という 段になった。本社工場の経験を 活かして、トランジ 
スタ エ場と して 最適の工夫と、新しい設備を整えたい。 トランジスタ 製造工場と しては、 ①塵と 
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埃が 大敵、 ② 窒素、水素、純水、 冷却水を大量に使用す る、 ③品種の変更、工程の改善から、 
製造の設備がひんぱんに 変わる。これらの 条件を充分満足させる必要が ある。 頭を悩ます設計 担 
当者のところに、岩間が「こんなのがあるよ」と TI 社 (Texas Instrumsts ) ダラスエ場の 
写真を持ってきて くれた。これも、 やはり最近できたばかりの半導体量産工場で ある。この 工場 
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の特徴は、 


辺が三〇メートルの角型の 
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(三〇メ 


—トル角に柱が一本)を幾つも連結してできている 
ため、 増築がしやすい。 つまり、 拡張する方向に自 


山度をもたせて ある。 

二、 二階建ての一階と二階の 間に、 ダス 


卜 


スぺ I 


スと いわれる中二階が設けられて おり、 その中に 空 
調、ガス、水、 電気などの配管が納められ ている。 
三、 屋根は、四角の中心から四隅に向かって、ハ 


パボ 


リ 


ヅ 


ク•パラボライドの 美しい斜面になってい 


る。 ちなみに、文京区にある東京 カテドラル 聖マリ 
ヤ 教会の屋根が、 この 方式 だ。 
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77 「カワラ」（こできた工場 


以上の特徴のう ち、ソー ー丨では 一、 と 二、 を参考にさせて もらった。三、 の屋根は、「外見ま 
で真似ることはなかろう」 という 意見も出て実現しなかった が、 後に後悔の種になってしまった。 
この屋根は、増築の時に自由度が あり、 雨水の始末も楽に行える構造になっていたの だ。 

設計担当者がいちばん心配した のが、 埃であった 。トランジスタは 埃を極度に きらう。 厚木 
は 相模平野の中心で、 二月、 三月には関東平野を吹き まくる 木枯らしで、 ーメートル 先 も 見えな 
くなってし まう。 担当者は、二月に実際に敷地内を グルグル 歩き回ってみた。想像以上にひどい 
埃 だ。 そのため、建物の設計には細心の注意を払い、万全を期して、結局建物の南側だけに窓 
を開け、そのかわり、本社工場のエアコン集塵機と違って、全部電気集塵機とした。これには相 
当お金がかかった。 

昭和三十五年十一月 一日、 神奈川県厚木市厚木三一〇〇番地に、ソニ—厚木工場が完成した。 
初代工場長は、迫田俊郎である。 

「ソーー—は、トラン ジス タで 種々の製品をつくって いるが、 日本は輸出にょりその隆盛を図ら 
ねばならず、そのためには世界を相手に、安くそして優秀な製品をどんどんつくらなくてはなら 
ない。 厚木工場はその布石で ある。 地元各位のご協力にょり、この考えを成功させてください」 
厚木工場落成披露式で挨拶に立った井深の言葉で ある。 これに厚木市長は「これまで厚木は米軍 
のジ ヱット 機で有名であった が、 これからは ソニー で有名にしたい」 と 応えてくれたのであった。 
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<78> 江崎玲於奈にだまされた？？ 

「もしもし、江崎です…」。鳩山道夫は、ソニーの江崎玲於奈から突然の電話を受けた。江崎の 
結婚式の二日前のことである。 

「これからの ソー ー— は、 基礎研究を大事にしていかなくてはなりません。ついては、研究所を 
つくるのです が、 当社の社長の井深は、あなたにやってもらいたいという考えをもっています。 
それで、社長から直接交渉すると、あなたも驚かれるのではないかと思い、私からあらかじめお 
知らせする次第です」江崎の電話の内容は、ソーー丨の研究所の所長を引き受けてくれないかとい 
う誘いの電話であった。 

鳩山と江崎は、旧知の仲 だ。 鳩山は、工業技術院電気試験所の物理部長でトランジスタ研究の 
草分けの一人である。さらには、江崎が発明した『トンネルダィォード』 を、 国内ではあまり評 
师されないうちから、鳩山は早くからこれを高く評価し「これは、もしかすると大変なことだ 
ょ」と周りの者にもらしていた。これを、江崎が聞き及び、互いの交流が始まったのであった。 

江崎の結婚式の席上、井深からも直接に「ソーー—に来てくれないか」という要請を受けた。鳩 
山にとっては、ふってわいた夢のょうな話ではあるし、にわかには決心がつきかねた が、 井深の 
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78 江崎玲於奈にだまされた？？ 


話ではソニーも立派な研究所をつくるべく相当腹を決めている様子が伺える うえ、 それをすべて 


任せて くれるという。 江崎 も 一緒に やろうと 言つ ている。それならと、 招へ いを 受ける ことにし 
た。 昭和三十五年 八月、こうして 鳩 山は、 新設の研究所の初代所長としてソー ー j に迎えられるこ 
とになった。ところが、 その話を鳩山のと ころに 持って きた 当の江崎は 、 IBM からの 求めに応 



じて、鳩山がソーーーに入社するのと前後して、サ 


ヅ 


サと 


—を退社してしまつた。これ以後、ソーーー 


入社のきっかけを聞かれる と、 鳩山はいつも冗談ま 
じりに r これでは、江崎さんにだまされて入ったょ 
うなものだ」と口にすることにした。 

そもそも、この 研究所が作られる ことになった 動 
機と いうのは、アメリヵに 発した半導体工学の進展 
がきわめて早い テンポで 進んできた ことと 大いに関 
係が ある。 何しろ未知の分野を開拓していくものだ 
から、 新しい事象が次から次に見付かっていく。ま 
た、 今までなかった物だから、次々 に 成果も生まれ 
るし、 目立つ というわけだ。そこで、 いかにも研究 
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開発の速度が早いように見えるのだ。こうして、この当時日本の各社でも研究所ブームが起こり 
いろいろな研究所が設立された。ソーー丨では、半導体の研究課があった が、 これは一つの課に過 
ぎず、 それでは物足りない。現在の商売には直接結びつかなくても、十年後、二十年後を見越し 
ての研究に取り組むべきだという考えがあった。この ころ、 ソーーーはテープレコーダーは売れて 
いる、トランジスタラジオも 商士兀になる というので、 研究所を建てるだけの 余裕 も生まれていた。 

さて、この新しい研究所では、半導体とその周辺に関する基礎的な研究が行われることになっ 
ており、その基礎研究の中から会社の将来の発展をもたらすような物が作られていくことになる 
わけだが、本社工場には従来から商品部門に近接した研究開発部門がある。研究と開発は違う。 
そこで開発部門のある本社工場と、あまり近い所にあっては、双方ともやりにくい点もあるだろ 
うという配慮のもと、適当な距離をおいた所というので、建設予定地は保土ヶ谷に決まった。こ 
の地に決まるまで大倉山近辺、厚木工場内など四力所が候浦地にあげられたが、いずれも不適当。 
土地探しに明け暮れていたころは、まだ保土ヶ谷バイパスもできていない時で、この辺りは一面 
ススキの原っぱであった。こんな場所だけに生産工場は無理だが、研究所なら問題はない。しか 
も、国道一号線の道路混雑を緩和するために、道路公団が横浜新道(通称、保土ヶ谷バイパス) 
をつくれば、絶対にバイパス沿いの地はよくなるという見通しがあった。 
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79 物好きな所長 


<79> 物好きな所長 

十一月一日の厚木工場の完成に引続き、十一月二十 二日、 ソニ—研究所の地鎮祭がめでたく執 
り行われ、工事に着工した。 

土地八千五百 坪、 建物は鉄筋コンク—卜の三階建てのモダンなもの だ。トランジスタの 製造設 
備は、建築技術の上でかなりの制約を受ける。そこで、 ソーー—の 営繕課あたりが設計に大幅に 夕 
ッチせ ざるを得ない。 しかし、 研究所であれば、さほどのこともない。それなら、 ソニーの 研究 
所にふさわしいデザインを外部の設計事務所に依頼するのもおもしろい。これには井深も大賛成 
で、米国出張の直前だというのに、わざわざ羽田空港から「おれが電話をかけてやるょ」 と、 知 
り合いの建築デザイナー•吉村順三に連絡をとるほどの入れ込みょうであった。吉村 は、 ニュー 
ョークのモテル•オンザ•マゥンテンという有名なホテル や、 新 白 王居のデザインを手がけること 
になっている新進気鋭のデザイナーで ある。 

鳩山にしてみれば、研究をやる者にとって、研究所は、ただ建物があって部屋があって、施設 
があれば多少不便ではあっても、用が足りるものだと考えていた。 ところが、 吉村はなかなか難 
ししことを 言う。たとえば、 建物の中にゥォーキング •ライン (人が どういう ふうに建物の中を 



歩き回るかという 動線)を どう 作る かといったこと に苦心して いる。 さすがに餅は餅屋で設計者 
という ものは こういうことを 考える のかと、 鳩山は感心してしまった。 

さて、 保土ヶ谷はもともとが起伏の多い原野で、谷間をぬって水田があるという地形だけに、 
研究所の建物も A 台地という丘を削った造成地に、山の屋根に沿った形で Y 字型に建てられた。 
工事を施工した建設会社では、この点を考慮して、削った部分の基礎は充分にしてくれたが、盛 

り土に手ぬかりがあったのか、この部分が非常に弱い。 
これが原因で、後になって天井に亀裂が入り、しつこ 
ジ い雨漏りの原因となってしまった。 

リッ この研究所のもう一つの特長は、バィパスから研究 

ブ 

一 所への進入をスムーズにするため、ソニーがお金を出 
i して陸橋を架けた こと だ。橋の構 S は初め鋼桁のつも 
^ りであった が、 井深が「日本では、まだ珍しい工法で 
L f - はあるが、 PS コンク ート 造りと L うのがある。ちょ 
1 っと 調べてみてはどうだろうか」 と 提案し、両方の見 
積りを取った結果、格段に PS の方が安く上がること 
がわかったので、これを採用することにした。 
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79 物好きな所長 


この工法でいちばん難しいのは、"けた"を架ける作業である。それには まず、 研究所の敷地 
内の橋脚の間に"けた"を架け、この"けた"の上で、長さ三三•七メート ル、 幅一•五メート 
ル、 重さ六五 トンと いう、次の PS コンクートの"けた"を作り、 これを！！ 丨ブで 支えながら、 
少しずつせりだしていき反対側の橋脚に渡していくとい うやり 方だ。工事は土、日を除く日の、 

父通量の少ない午前四時から午前七時の間に限られて いる。 

最初の桁を渡す時には、交通量の多い高速道路のこと ゆえ、" 事故がない ょうに、 また車の通 
行を邪魔しないこと"という公団との約束を厳守す るた めソー ーー の営繕課からも 二人、 研究室の 
宿直室に前夜から泊りこんで、工事の監視をすることにした。夜明けを待って工事は開始され、 
幅 一•五メートルの"けた"を四 本、 四日間に分けて無事渡した。ところがこの 時、 所長の鳩山 
も営繕課の連中と一緒に宿直室に泊り込みを決めこんだ。しかも8ミリ持参で、桁がせりだす様 
子をコマ落としで撮っては悦に入って いる。 これには「全く もって、 物好きと言うかべきか」 と、 
営繕課の連中も鳩山のャジ馬精神に、ただただ敬服するのみであった。 

工事には十力月の歳月と、四千二百万円の巨費が投じられた。昭和三十六年の完成に先立ち、 
この橋は全従業員から橋名をつどい"ソーー— ブリッジ"と 命名され た。 全長六九 メートル、 幅六 
メー トル、 ソーー— ヵラ— で彩られた この" ソーー— ブリッジ" は、 文字 どおり 研究所の成果が、本 
社工場へ、厚木工場へ と 現れる橋渡しの役をする ブリッジと なった わけ だ。 
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<80 なぜ、 ソーーーが…？ 

ここのところソニーでは、 厚木工場の 完成、そして 研究所の 工事着工と、 社内が沸き立つよう 
な話題に溢れて いた。 

ところが、ソニーだけではない、日本中が「アッ！」と沸き立ってしまうようなでき事が持ち 
上がった。ソニー株式の ADR 発行が、日本政府から正式に認められたのだ。むろん日本で最初 
のことである 。 ADR (AmericanDepository receipt " 米国預託証券)をわかりやすくいうと、 
日本の株式をアメリカの証券市場で売買できるようにしようということた。むろん、どんな株式 
でもよいというのではなく、アメリカ人から見て日本の企業のなかでも健全性と成長性が期待さ 
れ、これに資金を投じるならば、将来投資家に大きな利益がもたらされるであろう、そんな有望 
な株式をアメリカで士冗買しようというわけだ。しかし、そのためには、①売買に伴う株式輸送に 
手数と時間がかかり、輸送中の危険、相場の変動、為替リスクを伴う、②外国語で記入してある 
ため、株券記載の文言が不明であったり、株券そのものの真贋を区別しにくい•、③配当金の支払 
い、その他株式に与えられる諸権利の行使がスムーズにいかない、④米国株式と外国株式との商 
習廣、制度の違いなどに不便がある。そこで、これらの障害を解消し、アメリカの市場において 
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80 なぜ、ソニーが…？ 


外国株式が円滑に流通できる ょぅに、 日本の原株式を米国の銀行が預託を 受け、 原株式に代わる 
代用証券が発行され、取り引きされるのが ADR である。 

二—が ADR の発行に踏み切ることになつた背景には、このころを境に、日本でも貿易の自 
由化が進行して いき、 これに呼応するかのように外国為替管理法の制限緩和措置がとられるとい 

う現状があった。こうした日本の自由化の動きが呼び水 
となって、 昭和 三十 五 年秋には、アメリカからモルガン 
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ョ ー ク•トラスト、アービ ング •トラストな どの金融 や 

銀行界の人たち が、 日本を証券投資の市場として開拓す 
る目的で相次いで 来日。 大蔵省 もこれ を 歓迎し、 日本は 
またたく間に ADR 旋風に巻き込まれていった。 

日本の企業としては、 ADR として自社の株式が米国 
に流通するならば、社名はもちろんのこと、会社内容、 
製品のょい宣伝になるわけで、その効果の大きさから、 
なんとか ADR に割り込みたいといぅ気持ちが強い。大 
蔵省が ADR 実施に踏み切ろぅとして調べたところ、候 
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補銘柄が百社以上にもなったという激し さだ。 とにかく、 アメリカの 投資家に迷惑をかけるよう 
な会社を選ぶわけにはいかない。そうした大蔵省の厳しい審査を経た 後、ソニ ー を含む十六銘柄 
が指定された。この 中で、 社歴も浅く、資本金わずか九億円というのは ソニー だけで ある。 その 
他は、東芝、日立、 八幡 製鉄、 三菱商事、三井物産といった戦前からの優良企業ばかりであった。 
そのため、世間では「なぜ ソ ニ—が…」という疑問を持つ人も多かったはずだ。 アメリカ 側に も、 
ソニー を危惧す る 声があった。しかし、 ソニーが 歩んできた道程と アメリカでの 高い 人気、 会社 
の規模よりもその将来性が 高く 買われたこと、それにも増して盛田たち ソニー 経営陣が A DR に 
かける熱意の強さが、こうした声を吹き飛ばした のだ。 

昭和三十六年二月十一 日、 ソニーは臨時取締役会を 開き、 増資のため新株式発行を決議。その 
うち二百万株を A DR によってアメリカ市場で公募することにした。ソニーがアメリカで株式公 
募を行うことを決定した理由は、まずアメリカはソーー—製品にとって、国内市場に次ぐ大きな市 
場であること。何しろ昭和三十五年十月期の総売上のうち四二％が輸出であり、そのうち米国市 
場の占める比率は三〇％にも及んでいるという状態だ。また前年にはソニ— •コーポレ—ション 
•オブ•アメリカを設立し、その製品の販売網を強化するな ど、 将来においてもアメリカは、ま 
すます重要な市場になって くる。 したがって、アメリカにおいてソニーの株式を売り出し、多数 
の株主やその他の人々に 「SONY I のことを知らしめるには大きな意味を持つと考えたからだ。 
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§直接金融への道 

盛田たちが ADR に熱意を示した のは、 一つには ソーーーの 財務体質に原因があった。 それこそ、 
その日の日銭に 困り、 月末の金に困りという ことは、もうこの 当時にはなかった ものの、 新しい 
製品の 研究、開発、 そして設備投資にと、お金はいくらあっても足りない。 

ところが、 銀行はなかなかお金を貸して くれない。むろん、 銀行には銀行の 事情がある。 戦後 
から朝鮮戦争に 至り、 日本の産業は急速な成長を とげ、そのため、 市中にはお金が足りなくなっ 
て、 日本は慢性的な資本不足の国になって いた。そうした 状態で、頼る ところと 言えば銀行とい 
うことになる。 しかし、皆が銀行に行けば、それだけ貸し出しが 厳しくなら ざるを得ない。しか 
も銀行には、銀行の系列というものが ある。 戦前から日本には、財閥の系列が ある。その 各系列 
のグル ー プが、同じ 系列の銀行の勢力下に あると いう構造 だ。ソニー のような新しくで きて、 ど 
このグル ープ にも属さない企業は、 こうした 場合資金を調達するの が、 よりいっ そう難しくなる 
わけ だ。 

ソニーでは、 万代の縁も あって、 初めは三井銀行だけと取り引きを していた。ところが、 三井 
銀行は戦後 間もなく、 それまでの帝国銀行が第一銀行と三井銀行に分かれて、資金量から いって 
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ゆとりがなくなっていた。しかも三井銀行は、戦前から三井グル—プという大きな産業バックを 
抱えているため、ソニーに貸し出す余裕などない。 

「今後ソニ I は、 すべての銀行と取り引きするようにしましょう」こう、井深や盛田に勧めた 
のは、 三井銀行の八重洲支店長を 経て、 前年ソニーにきた吉井陛である。吉 井は、 永く三井銀 
行にいたので、そういう状況を よく わきまえて いた。 

当時ソニーの大株主に金融機関は一つもなく、わずかに総発行株式の八%程度を三井銀行と日 
動火災が持っていたに過ぎなかったので ある。そのころ、 日本の総産業に 対し、 銀行の持株比率 

は二三％。いかにソニーが低いか分かろう 
というもの だ。 この持株比率を一四〜一五 
%に 上げ、 安定的株主を得る ため、 吉井は 
三菱、富士、などの各市中銀行の頭取の所 
へ挨拶に 出向き、 取り引きを頼むと同時に 
ソニーの株を持ってくれるよう懇願して き 
た。 

一方で盛田や吉 井は、 ソーー—が これから 
もっと大きくなるためには、真のファィナ 
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ンスのあり方は どう あるべきかを真剣に考え始めていた。「これまでの ように、 銀行からお金を 
借りて、 会社を動かす間接金融に頼っていたのでは駄目 だ。 銀行から独立しなくて は…。 それな 
ら 、それを 証券市場を通じて やろう、 しかもそれは日本だけに 限らず、 世界中から資金の調達を 
しよう じゃない か」。 盛田たちの下した結論が、この間接金融から直接金融への切り換えであっ 
た。 この結論に よる、ソニー の選択が ADR の発行というわけ だ。 

ところが、大は三井物産、日立から、小は ソニー にいたるまで ADR を発行したいという。そ 
こで大蔵省から、預託銀行となりうる各銀行で十社を選べという命がきて、三井銀行も選び始め 
たが、 ソー ー—など三井 グルー プからすれば、とても ADR 発行の資格などない。そこで、 ソー ー— 
は東京銀行に受託銀行になってもらうことにした。先に ソニーが、 すべての銀行に門戸を開いた 
というのも、実は ADR を発行する際の受託銀行が必要となることを見越しての措置であったの だ。 

こうして、無事 ADR 発行の資格を得たソーー—であったが、まず手始めにやらなくてはならな 
かったのが、 ADR の手続きそのものを理解し、把握することであった。これは、生半可な知識 
だけで理解し把握できるようなものではない。この ADR 発行のプロ ジヱクト •マネジャーには 
盛田があたることになってい る。 これから実際に、 アメリヵでソニー の ADR が発行される六月 
までの約半年 間、 盛田はこの作業に没頭していくことになってしまった。 
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<82 即日完売のソーー — A D R 

アメリヵには、「一九三三年法」別名 DisclosureLaw と言われる法律がある。これは、有価証 
券の詐欺的販売を防止するため制定されたもので、そのため、投資者に必要な、会社全体を把握 
できるような正確な情報を開示することが定められている。そこで、新規に有価証券を発行する 
場合には、数多くの財務諸表を記載した有価証券届け出書を作成し、アメリヵの SEC (証券取 
引委員会)に登録しなくてはならない。この手続きの煩雑さは、並大抵のものではない。日米両 
国の法律、会計方法、届け出の内容方法、さらには言葉の問題まで含めて、すべての問題が盛田 
の双肩にかかってきた。 

作業は、日本の商法を英訳することから始められた。次には、登録届出書作成に必要な資料を 
集めなくてはならない。登録届出書には、米国の会計方式によって、 ソニー およびその関係子会 
社までを含めた『連結財務諸表』を載せることが義務付けられている。これにより、 ソニ ー も過 
去三年四力月における経理の状態について、米国の公認会計士の監査を受けることになる。とこ 
ろがこの時まで、日本の企業には「連結」という概念がなかった。そのためまず、「連結とは何 
ぞや」というところから始めなくてはならない。それでなくても、過去にさかのぼって、これま 
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82 即日完売のソニ — A DR 


での単独決算を連結決算にやり変えるのは大変な作業だ。アメリカからも弁護士、会計士が続々 


と来日し、それに伴ないソーー—経理部でも書類作成のため、日夜を問わない努力がはらわれるこ 
とになった。仕事は次から次へとある。ソーー—の定款、商業登記簿謄本、取締役会規定、株式取扱 


規定ならびに今回の公募に関する取締役会、株主総会の議事録はすべて英訳され、かつその英訳 

IV : の正確性についてソーーー役員と弁護士の認証を得なくては 
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ならない。その他、会社の重要な規則、契約、特許などと 


>#米国の弁護士による調査が行われる。短い期間の間にこれ 


だけのことをやるのだから、骨が折れるといぅものではな 
い。担当者にとっては、ほとんど必死と言っていいほどだ 
むろん、机の上の作業だけではない。二月の二十八日、こ 
の！！：は SEC に提出する登録屆出書に含まれる、財務諸表 
の暫定期間決算日にあたる。端的にいうと、ソーー—挙げて 


/ュの棚卸が実施されたの だ。 アメリカの公認会計事務所のプ 
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ら立会人が派遣され、本社、厚木、仙台の各工場、商事本 
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店、 東京、大阪 、名 古屋の各支店、仙台営業所で、原材料、仕掛 品、 製品についての棚卸を 視察。 
準備期間がほとんどない状態での監査だけに、担当者も大忙しであった。 

こうして諸準備を終え、今回 ADR 発行の幹事会社であるニューョークのスミス•パーニー社 
と野村証券に よって、 最終の手続きが進められ、海外公募についての大蔵省の承認許可を得ると 
ともに、 六月六日午後一時(日本時間七日午前二時 ) SEC は、 ニュ—ョーク市場でソニ—株式 
を公募する旨の登録申請を正式に受理し、その効力が発生した旨の通知を受けた。 

ADR 第一号になったソニ丨 ADR は、一 ADR が原株十株萆位、公募«格は一七ドル五〇セ 
ント(六千三百円)で公募を開始したが、発売後わずか一時間で二百万株が売り切れ、買い二三 
ドル、売り二四ドルという大人気で成り行きを心配していた関係者一同は「ホッ」と胸をなでお 
ろした。かくして、公募手続き最終的な締めくくりである払い込み期日(クロー ジング. ディ 
卜)を迎えた。六月十五日、東京銀行において引受人の弁護士による原株券の検査と払い込み. 
引き渡しが行われ、二 •ュー ョークではそれを国際電話とテレックスにより確認、無事クロージン 
ダを完了した。これで、 ADR は正式発行の運びとなり、この時点でソーーーの資本金は二十一億 
円になった。 ADR により、積極的に新しい株主をアメリヵで募集し、外資の導人を行っていく 
というソニーの企ては、大成功であった。しかも、この成功は、^にソニーだけにと どまらず、 
後に続く日本の企業に大きな道標を残したものである。 
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<83; アイク 事件 

ADR の PR に有効に使われたパンフレットがある。これは昭和三十五年に起きた「アイク事 
件」の際作られた英文のソニー紹介の小冊子である。 

外務省から井深あてに電話がかかってきた時、あいにく井深は岩間とともに IRE ショー出席 
のため、アメリカに行っていた。代わりの者が電話を受け、内容を聞いた。「来日が予定されて 
いるアメリカ大統領アイゼンハヮ—が、ソーー—を訪問する」電話の向こうで外務省の人は、そう 

1111口った。 

アイゼンハヮ—大統領は、日米修交百年祭を機会に、日本政府が国賓として招待したもので、 
その訪問の日程には若干の日本企業見学が含まれているのは、電話を受けたソーー丨マンも知って 
いた。しかしそれが、まさかソニーであろうとは、全く予期もしていないことだ。これが、"ア 
イク来社決定の第一報"であった。ちなみに"アイク"とはアイゼンハヮー大統領の愛称である。 

四月に入って、突然マッカーサー米国大使と、スティブンス大統領秘書官が来社し、大統領ソ 
ニ ー 来社の内意伝達を受けた。これで本決まりである。一週間経って、井深と岩間がアメリカか 
ら帰国。さっそく報告したところ、井深いわく「いま、税関の人に聞いてきたよ|ということだ。 
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公式の発表はまだだとい うのに、この 件に関しては誰もが関心をもっている。それほどのビッグ 
ニ ュース だった のだ。 

五年十二日外務省から正式発表が なされる と、 社内では 「アイク 準備室」 なる ものが 設置され 
盛田の陣頭指揮の もと、 歓迎方法を 決めた。 その 時、 作られたのが前述の 「パンフレット I だつ 
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た。アメリカの 大統領が来社 するとなると、 海外か 
らも新聞記者がいっぱい くる。 その人たち に、 ソニ 
—の概要がわかるものを用意しておかなくてはなら 


ない。これは、ソー ー丨では初めて" ソー ー ー ス 


ヅ 


ツ"を紹介した英文パンフレッ 


卜 


である。これは意 


外な所で役に立った。 まず、 商売がしやすくなつた 
「うちの会社は、こういう会社です。ゆっくりと読 
んでください」と相手に パンフレットを 渡す と、 次 
に会った時の相手の態度が違って いる。むろん 、 A 


DR の PR のためにも大いに貢献した 


131 


クの 新聞は、アィク訪日で訪れる会社と してソー II 
はこぅいぅ 会社で あると、このパンフレットを 要約 








83 アイク 事件 


して紹介、研究•開発に何百 ドル 使っていると細かく書いてくれた。株式をやっている者なら誰 
もが読むという ゥォー ル•スト リート•ジャー ナル紙な ども、 大々的に報じてくれた。 ADR の 
引受人である金融証券会社の人にも、「ソニーという会社がょくわかる」と、好評であった。ま 
さに、 この パンフレットは「アイク 事件」の最大の収穫で あったと言える。 

ところで、なぜ「アイク事件」と呼ぶのか。ソニーにとって、来社するということ自体が事件 
である。もう一つ、これが突然中止となった こと、 それが事件であったのだ。盛田をはじめとす 
る「アイク準備室」の最大の懸案事項が、保安問題であった。昭和三十五年、日米安全保守条約 
改定阻止、いわゆる「安保闘争」の真っただ中に日本はあった。安保共闘にょるデモで、社会状 
勢は、揺れに揺れていた。海外の新聞記者からは「日本では、内乱が起きたのではないか」「ア 
イクが、ソニーを訪問した折には、ソーー丨の従業員も彼に石をぶつけるのか」という物騒な質問 
が出る始末だ。安保騒動は日増しに激しさを加えていき、果たしてこれで大統領を無事迎えるこ 
とができるのかという心配が出てきた。そんな状態の中で、アイゼンハヮーの新聞係秘書のハガ 
チーが来日、全学連主流のデモに巻き込まれ羽田で立往生、米軍のへリコプターで脱出するとい 
う「ハガチー事件」が起こり、大統領訪日は中止になった。大統領来社は、幻となってしまった。 

時節柄とは いえ、 この「アイク事件」はソニーにとって残念な事件であった。 しかも、 この事 
件の後も日本の社会は、引き続き安保闘争の余波と影響を甘受す る ことになったので ある。 
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<84 私の顔を覚えて くたさし 

時代の流れというのは、止めようとしても止められるものではない。安保闘争を節目として、 
日本も戦後の復興の時代とはまた違った、変革の時期を迎えようとしていた。 

昭和三十 六年、 ソニーにとっては創立十五周年に当たる年 だ。 年明け早々から ADR 発行のた 
めの諸準備に並行して、十五周年の記念行事の準備も着々と進められて きた。 五月七日の創立記 
念日の翌日には、全国の代理店の方はむろんのこと、各界からお客様をお迎えして、全館完成し 
た本社工場を披露し、その八階ホールでソニーとして初めての オフィシャル パー ティー である記 

念祝典を挙行する予定でいる。 

お客のリス トアップ、 招待状の発送と手はずが整えられ、いよいよ明日には式典が開かれよう 
かという前日、不測の事態が起こった。 ソ ニー労組から、ストライキの通告を受けたの だ。 「よ 
りによって、こんな時に」と、井深たちは情けない思いであった。 もう、 こうなったら式典どこ 
ろではない。ストライキの真っ最中に、お客様を入れて、迷惑のかかるようなことがあってはい 
けない。一時は「中 IK しようか」という意見も出された。しかし、これまでお世話になった方た 
ちに、この立派になったソニーを見てもらう折角の機会を、あたら内輪喧華ごときで中止にする 
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のは忍びないことであった。式典は場所を変更して、予定どおり執り行われることになった。急 
きょ、 新しい会場となる場所を探し、よぅやく高輪のプリンスホテルに決まったのが夜八時。そ 
れから、招待状を出したお客様に、夜を徹して、会場変更の連絡である。場所の問題は解決した 

が、有名な料理店に頼んであった料理は、もぅこの時 
点ではキャンセルすることもかなわず、社内に立てこ 
もった人たちのお弁当にするなど、ストもさることな 
がら、こちらの方もてんやわんやの大騷動であった。 



会 

食 

昼 

韻 


中には、どうしても連絡の取れないお客様もいて、当 
日ストをやっている本社の前に黒塗りの車が Ih . まって 
お客様が出てこられたり、お花が届いたりといった混 
乱も起きた。 

当日は労組の予告どおり、七十二時間ストに突入し 
た。 本社工場の建物の出入り口はすべて、 ソニー 労組 
や.それを支援する外部団体の手にょって二重三重にも 
ピヶがはられ、外からの進入ができないょうにされた 
「春闘」という名目はあつたものの、どうしてこうい 
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う 事態に なってしまったのか…。 

そもそも、 ソニーの労働組合は、東通エ時代からの社員の親睦団体で ある 「通友会」から発展 
したものである。労働組合として正式に設立されたのは昭和三十一年二月のこと だ。 当時 ソー ーー 
も次第に大きくなり従業員も飛躍的に増え、従来の「通友会」だけでは事が足りなくなってき た。 
そうした状況のもとで「ここ いらで、 われわれも健全な労働組合を持つべきだ」「労働協約を結 
んで、会社の安定を図っていこう」という意見が、社内から出始めた。そこで、数人の中堅層が 
発起人と なり、ソー ーー労働組合が結成されることにな った。また、 その年の十一月には上部労働 
団体である電機労連に加入した。 

それにしても、ソニー従業員数の急増は目を見張らせるものが ある。 組合のできた昭和三十一 
年の創立十周年には四百九十 名、 それからわずか五年後の三十六年には、三千七百三名を数える 
ょうになった 。「ソー ー—も大きくな りました。 私が受付に行くと受付嬢から『入場整理券はお持 
ちですか』と聞かれる。私が社長の井深ですので、ょく顔を覚えておいてください」これは、創 
立十四周年を迎えた記念行事の席での井深の挨拶で ある。 こうしてソニーは成長をとげてきたが、 
一方では、社長の顔さえ知らないといった社員も増え、もうこのころになると当初組合が設立さ 
れた 時とは、 組合もその活動も次第に様相を異にするところが出始めて きた。 

ソー11が 初めて ストラィキの 洗礼を受けた のは、 三十五年の「年末一時金 ストラィキ」である。 
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> けが 

<85 怪我を させるな 

0 

三十 五 年暮れにうたれた「年末一時金 ストラィキ」は、 井深たちに大きな衝撃を与えた。ソニ 
I が、ここまで来れたのはひとえにソーーーを組み立ててきた人たちの気持ちであった。のるか、 
そる か、 全員が一つになってやろうという気持ちがみなぎっていたからこそできた所業であった。 
社長や従業員ということにこだわり なく、 しゃにむに目的を実現するために努力した空気が今日 
のソーー—を生み出したのだった。 

ソーー—が発足した当時、井深たちには自らの体とその精神以外の財産は何もなかった。団結と 
実行、そんな状態の中から「人の和」「団結、協力」が自然と湧き、ソーー—を築いてきた。それ 
が、 全工場が完成し物質条件が整備された今という時になって、この立派な工場に埋もれょうと 
しているのだ。 

「年末一時金ストラィキ」は収まった。しかし年が明けるとすぐ会社側が現行の労働協約を破 
棄する 旨 労組に通告し、また組合活動が活発になっていった。 ところで、 いわゆる「春闘」 とい 
うものは昭和三十年から 始まり、 その拡大と ともに、 闘争路線も初めは「賃上げ闘争」が主であ 
ったものが、制度や政策的要求に賃上げ同様の比重をおく「国民春闘」にと性格を改め、実践面 
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でも安保闘争の連動で戦闘性を加えてきた。時代の変革期とも言えるこの時期、ソニー労組もこ 
れまでのような会社とともにというスローガンを捨て、戦う労働組合へと変貌をとげていたのだ。 

発端は、労組が前年夏に行った綱領改訂にあった。労組発足当時の綱領には「組合員一人ひと 
りが、会社の発展をになうものである」、さらに「組合を自主的に運営し、破壊的な政治的活動 
から職場を防衛する」という項目があった。したがって会社側も「従業員代表としての組合」の 
権威を認め、会社と労組という立場の違いを超えて信頼関係を保ってきたといえる。ところが労 
組側はこの部分の綱領を抹消するとともに、会社外の第三者も組合員とする可能性のあることを 
打ち出してきた。話し合いの場が何回か持たれたが、結局物別れと なり、 会社もこれでは、これ 

までどおりに労働協約を結ぶわけにはいかな 

いと、ユニオン•ショップを破棄することに 

した。三月に入る と、 「階級闘争」を全面に 
打ち出すソニ—労組の行動に疑問を感じる人 
たち五百名ばかりが集まって「ソニー新労働 
組合」が結成された。労使の緊張は続いてい 
た。 四月に入ると恒例の賃上げ交渉が始まっ 
た。 会社は、これまでの労組(旧労)と新労 
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と二つの組合と団交を持たなくてはならない。旧労との団交の 途中、 突然の半日 ストが 決行され 
た。会社の屋上には赤旗が 立てられ、 電機労連の宣伝 ヵーも 来てアジ演説が 始まった。 そして、 
これが五月八日からの ストへ と続いていったの だ。 

スト 当日、 朝から本社工場周辺は物々しい雰囲気に包まれて いた。 厚木工場からもスト支援の 
ためバス七台が繰り出されてきた。外部の団体•労組による支援デモ行進が繰り広げられるな ど、 
終日騒然とした空気が辺りに満ちて いた。 社内では事態を収拾するた め、 盛田がソ ニー 労組や電 
機労連との交渉にあたって いる。 結局この日、盛田とソニー創立に関係した人の多くが、自分た 
ちがここまで育んできたソニーの姿を、世の中の人に披露するという喜ばしい創立祝賀式典に、 
ついぞ列席することができなかったのである。 

工場の外では、工場の出入り口をかためた旧 労と、 就労を申し出ている新 労が、 明治通りを隔 
てて対峙している。社内に立て こもっ ている管理職クラスの中から、らちのあかないこの状況を 
打開するため「出入り口を突破して、明治通りの向こう側にいる新労の人たちを中に入れよう」 
という強硬な意見が出た。「そんなことをしては、絶対にい かん！」。 反対したのは盛田であった。 

「旧労も新労もソニーの社員 だ。 たとえ組合であろう と、 組合でなかろうと、社員あってのソ 
ニー だ。 社 n 貝同士が、乱闘騒ぎを起こすようなことは絶対にあってはいけない。一人でも怪我を 
させるようなことがあってはいかん|そう言って盛田は、社内の強硬派を徹底的に抑えて回った。 
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< 86 > おそい麻疹 

一方、高輪ブリンスホテル祝賀会会場では、井深が招待客を前に挨拶していた。 r ソニーは戦 
後生まれて、日本の復興とともに歩んできた会社です。われわれ会社にいるすべての者が、一体 
となって今日までやってまいりましたが、その間にありまして、本日お招きした皆様方が、本当 
に会社を愛して、力添えくださった大きなご恩というものを、わたくしどもは忘れることができ 
ません。本日はそれに対し、わずかのご恩返しでもできるかと思い、新しく工場ができたのを見 
ていただき、このくらいソニーが成長しましたというのをご覧願いたいと思ってお招きしたわけ 
です。しかるに本日のストラィキです。本日お見えになる皆様、お客様を目当てに、外部の団体 
より相当大きな圧力がかかっているわけです。わたくしどもの小さい労働問題のために、こうし 
た大きな力が動いているということは、とりもなおさず日本におけるこういった問題の大きな縮 
図を見せられているような気がします。わたくしどもは、皆様にご迷惑をかけてはと思い、一時 
は中止にしようかとも思ったのです が、 あくまでも自分たちの正しい行き方というものを、組合 
にも、世の中にも示したかったので、失礼を省みず皆様においで願った次第です」 

これに対し、来賓の池田勇人総理大臣は「労働争議が行われているそうです が、 これは会社が 
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大きく伸びる場合には踏み越えなければならない、一つの関所です。敢然と正々堂々とこの難関 
を乗り越えて躍進してください」と祝辞を述べた。この池田の発言に代表されるように「労働争 
議は企業が大きくなろうとする 時、 一度はかかる麻疹のようなもの。ソニーの場合はそれが少し 

遅れてやってきたのだ」というのが大勢の評言であった。 

三日間に及んだストは、会社が初任給の改訂案などを 
出して、双方が歩み寄り、それまでの騒ぎが噓のように 
収まっていた。ストは終わったが、その後が大事だ。そ 
の点このストラィキは、従業員、経営陣ともに、よい勉 
強の材料となった。従業員にとっては、労使の間に話し 
合いの場という共通の基盤がなくなれば、一切の問題は 
実力によってしか解決せず、それが進めば破壊的な方向 
に落ちていくしかないということを学び、また経営側は、 
三十名の設立当時と四千名になろうとする今日とは事情 
が違うことを深く認識した。 とりわけ、 井深や盛田が、 
今回のストでいちばんのショックをうけたのが、厚木工 
場からのスト参加であった。トランジスタ娘たちが大挙 
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してバスに乗り、やってきたという事実だ。厚木がトランジスタ生産の主体となったからといっ 
て、なぜ会社の都合で自分たちが厚木に行かなければならないか。東京が就職先であればこそ、 
故郷を離れてきたのだ。あんな田舎に行っても楽しみがあるとは思えない。そうした、彼女たち 
の気持ちに少しでも応えようと、寮にも最新の設備を整え各種稽古事も用意した。さらに、今年 
初めには中学卒業者に勉学の機会を与えようと、"ソーー—高等学校講座"が新設された。開校に 
あたり、盛田は「この学校で学ぶことによって、ソーー—に直接寄与してほしいと思わない。よい 
技術者、よい事務員になる前に、よい人となる道を学ぶことを望む」とはなむけの言葉を贈って 
いる。こうしていくら手を尽くしても人間は九〇％感情で動く。ほんの小さなきっかけが、大き 
なでき事とを引き起こすのだ。それに、もうソーー—はエンジニアだけの会社で も、 トップへビー 
の会社でもない。おのずと労使のあり方も変わってくる。その意味では、井深たちにとって、こ 
のストラィキは本格的な労務問題に取り組むよい機会となったの だ。 

十五年前白木屋で会社を興した 時、 井深と盛田の二人は、何とかして自動車を一台持てるよう 
な会社にしたい、 エレべーター のある T 場を建てたいと話し合ったもの だ。 それが、今や自動車 
は何台と あり、エレべーター も十台はある。井深と盛田が話し合った、その小さな望みは、その 
十倍にもなってかなえられた。しかし、その大きくなった分だけ、井深や盛田の抱える課題も増 
えていつたと 言える。 
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<87> IRE ショ ー で見つけたもの 

春闘 ストラィキ も ADR の発行も終わり、ソニ—はやっと平静を取り戻した。ソニーが 「クロ 
マトロン 管およびこれを用いた カラ ーテレビ ジョン 受像機」の製造に関する技術援助を米国 パラ 
マゥント社と 締結したのは、あわただしかった昭和三十六年も暮れようかという十二月十六日で 
あった。 

「これまではラジオの時代だった が、 これからはテレビに重点を置いていかなくてはならん」 
その井深の一言で、 ソニー 技術陣はポータ ブル テレビに取り組み、 TV 81301を世に出した。 
しかし、これはいかんせん白黒である。「われわれの普段の生活は、いつも豊かな色彩に取り囲 
まれて いる。 それなら当然われわれのテレビにも色がつくべき だ。 色なしのテレビというのは、 
不完全きわまりないものだ」。白黒の次は、カラ—にどうしても行かなくてはいけないというの 
が、テレビを手がける者なら誰もが目指すところであった。これは、井深たち ソー ーーの人間に と 
っても同じこと だ。 

カラ ー テレビの技術は、テレビの本当の初期から、多くの人によって研究が重ねられてきた。 
そして、このころになると、一®的なカラー受信機には 、 Rc A が開発したシャドーマスク方式 
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の三電子銃 カラ ー 受像 管と いうブラウン管が 多く用いられる ようになった。 この ブラウン管は、 
値段が高い こと、 調節が難しい こと、 故障が多い ことという 欠点が あるうえ、 画面が普通の白黒 
受信機に比べてずっと暗く、普通の明るさの室内でみて は、 美しい色が 出ない、 色ずれが 起こり 
やすく正しい画像を得が たいというので、 「値段が高い割には、本当の色が 出ない。画像が 暗 
い」 という 非難を浴び、それが カラーテレビの 普及を遅らせる原因と なっていた。たとえば、ア 
メリカでは白黒受信機の普及率が五千万 台で、カラ ーはわずか百万 台、 日本では白黒 テレビ 九百 

万台に 対し、 カラー三百台以下という人気のなさで ある。 

201井深たちは「どうせ カラー をやるからには、こんな欠点 

: I 

_ SV の多いシャド—マスクではやりたくない」と思っていた。 

R > まして や、 これまで世の中にないものを作り上げてきたと 

丁 

^ いう自信がソニーには満ちていた。それぞれの胸に、「ソ 
^ 二—はィノべータ— だ。 人と同じことをやっても仕方がな 

ジ 

ン い」という¢1負心があった〇 " シャド—マスクに代わるも 
^ の"を探すのが急務である。ソニーだけでなく、シャドー 
•オ マスクにあきたらなく思っている人たちが他にも大勢いた。 

たとえば、バナナチューブというものがある。これは細長 
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87 I RE ショーで見つけたもの 


いチユーブ に テレビ信号を通し、 それに RGB に相当す る信号を 時間的に 遅らせて光らせ、その 
上に リスの 顔に似た ストライプフィルターを 回す という物。このフィルタ—を、カラカラ 回す と 
ころからカラーテレビならぬ「カラカラテレビ」という 怪しけ な 名前で 呼ぷものもいた。アッフ 
ルチユーブというのもあった。アメリカのフィルコ 社で やっていたもので、 現在の インデックス 
トロンの 前身で ある。そしてもう一つ、クロマトロンがあった。 

ク卩マ ト ロンは、 アメリカの有名な原子物理学者で ノー ベル賞を受賞した E . 〇 •ロー レンス 
によって発明されたもの だ。 昭和三十六年 三月、 ニ ユーョーク では IRE ショー が開かれ、ニユ 

—ヨークヒルトンと、 ニユ ーヨークコロシア ムで展示会をやって いた。 その頃の IRE ショーと 

いうのは、現在のトレ ード ショーのようなもので なく、 科学万博みたいなもので、新しい技術の 
展示が沢山あったの だ。 これに ソニー からは木原たちが、 SV 丨 201という世界最小の VTR 
と、この|>丁尺のために開発された合金粉塗布によるビデオテープ¥1〇(5^03^.^) 
テープを参考出品していた。木原たちが今まで見たこともないような、非常に明るいカラーのデ 
ィス プレイが、 コロシアムに 展示してあった。これは IFF (Identification of Friend or 
Foe ) という 敵、 味方を区別するための兵器用のディスプレイとして考案され、展示されていた 
の だが、 木原は、これを一目見た途端「これは、すごい。われわれが探していたのはこれではな 
かろうか」との閃きを感じていた。 
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<88 s ' — l 作 ■ 

これまで、クロ マト ロンはわずかに軍用などの特殊な用途に使われているに過ぎなかった。ソ 
ニーは、このクロ マト ロンが持っていながら、まだ人々に取り上げられていない"可能性"を育 
ててみることにした。 

こうして、ヵラーテレビについては、クロマトロン管を採用すべく、商品化をめざして研究に 
取りかかったのであるが、それとは別に、社内では研究人、技術人が結集して、着々と進行して 
いるブロジヱクトがあった。「八インチでは大き過ぎる。これだと、進駐軍が日本に持ってきた 
ポータブルラジオと同じょうなものだ。ポケッタブルラジオと同じ感覚でもって、手軽に、どこ 
にでも持ち運べて、どこでも見れるといったテレビを何としても手がける必要がある」。井深た 
ちは、昭和一二十五年五月に発売した八インチのボータブルテレビ TV8 I 301 を出した直後か 
ら、それをもっと小型にもっと高性能にしたものを出そうと着想を重ねていた。それが、五イン 
チのマイクロテレビ TV5 — 303 型である。この開発は、他社に悟られないょうにするため、 
秘密裡に行われ、" SV —17 作戦"という試作番号がつけられていた。つまり、ソニーは一七イ 
ンチのヵラーテレビを開発しているのではないかという目くらまし作戦である。それだけに、技 
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88 S V-17 作戦 


術研究、試作、生産とすべてが秘密で、関係者たちはこれにかなり神経を使っていた。 

開発の要となる のは、やはりト ランジスタだ 。今回は、 シリコンをできるだけ 使う ことにした 
さらに、 五インチのために新たにェピ タキ シャル(気相成長法)のメ サトラン ジスタの開発を進 
めた。トランジス タテ レビの セットは、 石の能率が悪くて熱を余計に出せばロスが 多く、 電圧が 


大きいという八インチの経験から、石も五インチとセ 


ヅ 


卜 


が小さくなるのに比 S して小さくし、 


しかもロスが少ない能率のよい トラン ジスタにしなくてはならない。半導体部の岩間たちが石の 
研究を始めようとしている ころ、アメリカの ベル研究所でェピ タキ シャル トラン ジスタが開発さ 

れたという資料が発表され た。これは、 岩間たちが探してい 
た トランジスタ テレビに最適のように思えた。 こうして、 い 
ちばんパワーを食う偏向回路、あるいは同期回路に、初めて 



リ n 


のェピタキシャルメサトランジスタが 試作され た。 


やはり思い どおり、 これこそ五インチのテレビの要求にピッ 
タリの石であった。 

そこで、ェピタキ シャルの クリスタル (結晶)製造を始め 
たの だが、これが 今までの クリスタル 製造の概念を打ち破る 


もので、 ガスの純度、表面の取り扱い、ガスの流れのコン 


卜 
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ロール等々、今までよりも一桁も二桁も難しい製造技術が要求された。同時に、トランジスタに 
する技術は、吉田進を中心に宮岡千里などが五インチテレビの偏向回路に適するように、クリス 
タルを使ってトランジスタを設計していった。試作のラインを持ったのが、三十六年の春。秋に 
はやっと目鼻がついた。 そこで、 製造ラインに乗せたわけだが歩留りが非常に悪い。セットの生 
産も始まろうかという翌年の二月になっても、なかなかいい生産が得られず苦労の連続であった。 

さらに、トランジスタ以外にも、テレビを小型化するのに予想外の困難が待ち受けていた。テ 
レビを小さくするということは、部品やヶースを簡単に小型化しただけでは到底終わらない。ブ 
ラゥン管やブラゥン管用ガラス、偏向角、アンテナといった諸問題に加え、最終的にはセットの 
ポータビリティをよくすることが大切だ。また、この五インチでは力—テレビとして自動車に積 
んで、走りながらでもテレビ受像ができるようにという要素が、特に大きな目標と定められてい 
たため、自動車の雑音や、移動の際の電波の変化ということにも充分耐えられるようにしなくて 
はならない。こういった、家庭用の据え置きテレビでは問題視されないような未開拓の問題とも、 
正面から取り組んでいかなくてはならない。こうした問題の解決のため、担当者は連日帰宅が十 
一時、十二時だ。日曜、祭日も関係ない。連日遅くまで頑張っている部下を尻目に、上司も帰る 
に帰れない。日曜日も家にいては悪いような気になる。それほど、皆の取り組み方は真剣であっ 
たと言える。 
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89 トランジスタかテレ ビを変えた 


’ 一 

9 

8 

/\ 


ラ 



ジスタがテレビを変えた 


八インチで当面した問題点は、すべて今回の五インチの新設計に取り入れられた。八インチで 
結局いちばん問題となった のが、 温度特性で ある。 

第一に トランジスタの 温度特性、 フ H ライトの 温度特性、鉄芯の温度特性、 コイルの 特性 もそ 


れにょって変わってきて しまぅ。 セ 


ヅ 


卜 


を小型にすれば、必然的に大型の時よりも熱の放散が悪 


くなる。 新型 トランジスタの 開発に関連して 、セットの 設計が何度と なく 練り直されて いった。 
ブラウン管は、 半導体部で密かに試作され た。 なにしろ、ブラウン管の大きさが分かれば、 ソニ 
1が一 体何を作って いるのか、 すぐに バレてしまぅ。それに、トランジスタ、ブラウン管、セッ 


卜 


の大きさといったあらゆる面を検討して決めた七十度という偏向角では、単一の品種を量産し 


て作ることを第一主義にしている従来のブラウン管用 ガラスメ ーカーでは、作って もらえそうも 
ない。偏向角は決まっているけれど、電子銃は 短く、 口径を小さくという要求を満たすことも難 
しい問題 だ。 デザインしては試作し、ということを何度繰り返したことであろう か。 


セ 


ヅ 


卜 


自体の意匠デザインも練りに練られた。その中には、スケッチで終わったもの や、 デザ 


ィナ ーの頭の中で終わったものも数知れない。 むろん、 8 — 


〇 


型を使って いる お客様の 声は、 
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残らず取り入れて決めていった。 

いよいよこれはというセットができあがり、量産前の中間試作を終えたのが、三十六年の十一 
月である。プロトタイプが数台作られ、「正月休みの間に、どうぞ皆さんのお宅に持って帰って 
お試しください」と渡された。前回八インチが市販されたのが、 五月。 それから夏に向かって温 
度が上がる。温度が上がるとトランジスタの特性が変わるものだから、ついには同期がくずれる 
という手痛い失敗があった。今回は八インチの時の轍を踏んではいけないと、トランジスタの高 
温テストも充分したので、かなり自信がある。工場のラインにビニールの フィルム ばりの部屋を 
つくり、金だらいで湯を沸かして湿気を上げ、さらに電熱器で中の温度を上げて、高温に なって 

も大丈夫なようなテストを何回も繰り返し行っ 

ビ 

- T - U た。正月休みが終わり、テレビが返されてきた。 

卜 j 「どうでした？.」との問いに対して返ってきた 

”啪のが「駄目だよ」という予想外の答えである。 

航 V 5 よくよく 聞いて みると 「晚にはちやん と 見れ た 
最 T 

、 の力、朝起きてスイッチを入れる と、 もう同期 

I J 

1 がずれていて駄目なんだ」 という。ソニー の技 
1 術陣は、今回は温度が上がった時のことばかり 
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89 トランジスタがテレビを変えた 


考えていて、温度が下がった時のことを考えていなかったの だ。また、 やり直し だ。 

_動車に乗せて、振動他のテストも行われた。東京から姫路までの覆面テスト だ。 人に気付か 
れないよう、8 1301を自動車のベンチシートの背当ての上部に、これみよがしに取りつけ 
H J とし、 外力ら見る と 8 丨 301のテストをしているように細工した。肝心の51303 は、 
後部座席の足をおく部分に隠し、外から見えないようにした。ヒヤリとすることが何度かあった。 
大型トラックが覗き込む。スピードを上げた時、どのように画面がくずれるかをテストしていた 
時には、白バイに捕まり、51303を見られてしまったが、結果の方はまずまずであった。 

「このテレビは、普通の据え置き型テレビを見るような概念では理解できない、新しい用途の 
テレビだ。いわば、個人の独占欲を満足させるテレビである。その点をぼかす と、 単なる小型の 
珍奇な、技術者の自己満足のテレビになってしまう」というのが、井深や盛田の心配であった。 
そこで、井深を中心に関係者が集まり、ペットネームを決める <1石合を持った。出てきたのはミニ 
テレビ、ピコテレビ、マイテレビなど三十以上。中で"ハンドテレビ"が相当有力候補で、対案 
の〃マイクロテレビ"と何回も採決され、ほとんど決まりかけるまでいったが、最後には井深が 
名付け親となって、"マイクロ"に決定した。また、キャッチフレーズも"トランジスタでテレ 
ヒが変わる" としう 盛田の原案を、さらにドキックして"トランジスタがテレビを変えた"とや 

り直すまで、何度となく真剣な討議が繰り返されたのだ。 
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1 これは、 内緒です 

0 

ソーー—技術陣は最後の追い込みに懸命であった。昭和三十七年になって、マイクロテレビはい 
よいよ完成目前のところまで近づいてきた。こうした会社の事情とは別に、年頭からソーーーは国 
内外の来賓を迎え、てんやわんやであった。この来賓ラッシュは、二月九日の米国司法長官の口 
バー ト.ヶネディの 来訪から始まった。続いて、同月二十九日には天皇、皇后両陛下の工場見学 
が決定した。この 日、 両陛下は、時の東龍太郎東京都知事を案内役と して、 東京タヮーや都内の 
各所をご見学の予定で ある。 その中に、ソ ニー が選ばれたの だ。 

この日のために、社内予行演習をすることにな った。 沿道の警備の問題があるた め、 社に入ら 
れてからお帰りになるまでの時間が、きちんと決められている。そこで、このラインで何分、こ 
こで何分と細かく時間を区切って練習をした。ところが、当日近くなって皇后陛下が風邪を引か 
れ 、ご 来社の予定が延びた。そこで、もう一度関係者が集まって練習をすることにした。さあこ 
れで大丈夫とばかりに待ち受けていると、また延期の連絡である。ご来社の際の下準備をしてい 
る総務部でも、さすがに三度目の練習をどうしようかということになって、井深と盛田に考えを 
聞きにいった。「前二回の練習でうまくいったので、今回は止めにしよう」二人とも同じ答え だ。 
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90 これは、内緒です 


結局 一力 月遅れで、 ご 来社が 実現した。当日、 東都知事から ご 案内役を 引き継ぎ、社内では 井 
深が天皇陛下の、盛田が皇后陛下の ご. 案内をする ことにな ってい る。さて、 実際に製造 ラィンを 
回って説明をし始める と、 井深が説明役の天皇陛下の方は、割とスム—ズにいっているのに、皇 
后陛下の方は、盛田があまりに一所懸命説明するので、だんだんと遅れて くる。 次第に天皇陛下 

も立ち止まって、皇后陛下を待つ ことが 多くなって きた。 
警備の方から文句が出始めた。「時間が延長になる と、 
沿道の信号をすべて直さなくてはならなくなる ので、 な 
るべく時間どおりにやって くれ、」というのだ。しかし、 
各ラィンの見学を 終え、 最後に ラジオ、テ I プレコーダ 
1、テレビ、クロマト 卩ン管使用の新しいヵラー テレビ 

などを展示した八階講堂にお着きになった時には、もう 
すでに時間が延長になって いて、 警備の人たちももう 
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一誦めざるを得なかったので ある。 結局十五分 も 時間を 
ォー バーして、 お帰りいた だく ことにな つた。 井深 や 盛 
田の二度に渡る予行演習も役に立たなかった わけだ。 
さて、 この度の工場見学で井深と盛 田は、まだ 秘密の 
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べー ルをかぶっている マイクロテレビを、 貴賓室で初めて両陛下にお見せした。その際「これは 
まだ 世の中にでていませんから…」と申し上げた のが、 後になって週刊誌の記事になった。「天 
皇に口どめ」 という 見出しで書かれたその記事は、「ソニーが作ったハガキ大の テレビは 極秘で 
作られ、天皇、 皇后両陛下がソニーを訪問された時もカラ ーテレビに 周囲の目を向けさせ、小さ 
いテレビは 貴賓室でお見せして、これは まだ 秘密なのでと口どめ し、 秘密は保たれた」 という も 
の だ。 「天皇に口どめ」 という 前代未聞の行為で秘密は無事保たれ、四月十七日世界最小、最軽 
量の マイクロテレビ TV 51303は新聞発表され た。 翌十八日の 朝日、毎日、 読売、産経の各 

紙は、これを写真入り三段のスぺ ース をとって報道。 ソニー の マイクロ テレビは、華々しいデビ 

ューを飾った。 

四月末に 来社し 工場 見学をした フランク•シナトラは、 この テレビが いたく気にいった様子で 
「ぜひ譲ってほしい」 と 井深たち に 申しいれた が、テレビはアメリカとチャンネルが違う。そこ 
で盛田が 「アメリカチャンネルのものが できた折には、必ずお届けします」 と 約束し、 やっと 納 
得して帰って もらった。 盛 田は、 半年 後に この約束を果たした。 十月四日、アメリカ でも マイク 
ロ テレビが 発売される ことにな った。盛田はその陣頭指揮 という 激務に追われながらも、発売の 
翌日には シナトラの いる パラマゥントの 撮影所を訪れ、約束 どおり 手渡したのだった。 
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91 五番街のシ ョー ルーム 


<91 五番街のシヨールーム 

アメリヵでのマイクロテレビ 発売に先駆けて、昭和三十七年十月 一日に、 ソー ー 丨 は一ーューヨ ー 
クに 、シヨールームを 開設した。 このシヨールームは、 いい場所に ある。ニューヨ—クの 中心マ 
ンハッタン島の、目抜き通り フィフス•アベニュー (五番街)にあって、 その 五番街でもとびっ 
きりいい場所に位置しているの だ。 

九月になって、ようやくシヨールームエ事のために前のビルが壊された。それから突貫工事が 
始まった。もう オー プンまで一力月しかない。 

これが、なかなかの難工事 だ。 なにしろニューヨークではビルとビルの隙間が ー センチとない 
ので、外に工事場を作ることができない。セメントをこねるかたわら、その場でセメントを流し 
ていく。そうすると、最後にはセメントをこねる場所がなくなって しまう。 建築場と工事場が、 
まったく同じになってしまうわけ だ。 しかも、日本と違ってすべてを建築会社が請け負って くれ 
るわけではない。電気屋、左官屋 、壁 張屋 、ジュ ゥタン屋がそれぞれ 別 会社で、てんでバラ.•ハラ 
に自分のぺースで仕事をするものだから、もう全体の進行状況などつかみようがない。この火事 
場のような混乱を、さらに混乱させたのが、日米間の意思疎通の難しさで ある。 英語のできる者 
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でも、発音が うまくで きるとは限らない。 たとえば、 こんなことがあった。東京から応援にかけ 
つけた本社デザイン室の者が、壁にビニールの壁紙を貼らせようとしきりに業者の人に向かって 
「ビーーー ル、 ビニ I ル」というのに、全然通じない。発音が悪いのかと思って、今度は、"ビ" 
に アクセントを 付けて言ってみた。やはり駄目 だ。 次に"二"を 強く して言った。それでも相手 
はわからないよう だ。 思い余って実際に本人の目の前にビニールを持ってきて「デ ィス」 と言っ 
たと ころ、 やっとわかったようで「ォォ 、ヴァイ ニィル」とおおげさに手を拡げて見せた。 
" V "と発音するところを" B " と発音したのではアメリヵ人には通じないはず だ。 毎日がこん 

; な状態で、開店前の追い込みになると戦 
― A 争のような騒ぎになってしまった。 

|' さて、 才丨 プンの日が きた。才丨プ ニ 

3 

ひた ング •セ レモニ— には ニュ—ョ—ク 総領 

|ハ事をはじめ四百名を超す招待客で、百七 

五¬ 
市 才十 平方 メ 丨 トルとそう広くない ショ ー ル 

3- 丨ムは 終日ごったがえして いた。 人気の 

ーュ 的は、なんといっても近日売出し予定の 

マイク P テレビである。この人気は、才 
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—プニング当日だけではなかった。次の日から、一日七千人以上の人たちが マイクロ テレビを 一 
目見ようと 押しかけて きた。ショ ールーム には「いつから発売されるの か」 といった問い合わせ 
が殺到、十月四日の発売と同時に、それこそ アッと いう間もなく売り切れてしまった。 

マイクロテレビは、瞬く間にアメリカ中にプ I ムを卷き起こした。これは当初、盛田たちが予 
想した以上の大成功であった。発売以降、こうしたアメリカからの要求に応えるために、東京サ 
イドでは、マイクロテレビができる先から船積みしては輸出するのだが、それも焼石に水だ。ソ 
ニー.アメリカからも「小売店だけではなくて一般のお客様から も、 いつになったら入手できる 
のかと、矢のような催促を受けて困っている」との連絡が毎日のように入ってくるようになった。 
しかし、こうした好況に浮かれてばかりはいられない。たった半年のタイムラグをおいて他社の 
追従が始まったのだ。なかで も、 早川電気はすでにアメリカ m 場にサンプル輸出まで始めている。 
これらのメーカーを押さえ、ソニーのマイクロテレビを世界に飛躍させるには、今が肝心である0 
十一月七日、ソニーでは、パン.アメリカン機をチャータ I してマイクロテレビをアメリカまで 

空輸することにした。 

このマイクロテレビのお陰で、 ソ ニー.アメリカは一息ついた。それ以前は、いちばんお金に 
なるテ ー プレコーダーはスーパースコープ社が扱って おり、ソニ ー •アメリカで主に売る商品と 
言えば、トランジスタラジオしかなく、売上も ソー ー—商事の名古屋支店くらいしかなかったのだ0 
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<92 皆さん、ご安心ください 

十一月に二度ほど チャーター 便をしたてて、 アメリカにマイクロ テレビを空輸した が、 それで 
も市場は品薄気味で ある。ソニーにとっては、 ここで市場を先占するために も、マイクロ テレビ 
を少しでも多く量産する ことが 急務であった。そのため、 チュー ナー以外のテレビ 用トランジス 
夕の製造を厚木に 移し、 増産体制を 整えた。ところが、 世の中は そう 思いどおりにいかないもの 
だ。 厚木に切り替えたテレビ 用トランジスタが、 なかなかできないの だ。 

原因は、前年に起きた十五周年ストライキだ。あのストライキの 時、 本社工場の前にいってピ 
ヶを張った主力は、この厚木工場からバスに乗ってやってきた人たちだったの だ。 一年と半年が 
過ぎた今も、その余波が残っていてうまく稼動していない。ストライキは厚木工場に致命傷を与 
えていた。特にストライキの直後の厚木はガタガタ で、 井深や盛田からも「厚木を一時閉鎖して、 
立て直しをしたほうがいいかもしれない」という意見が出されたほどである。しかし、井深は思 
った。「このストライキは、このまま埋もらせるべきではない。反省すべき点は恐れる ことなく、 
尻込みする ことなく 原因を調べ、その結果、改善すべき点があるなら ば、 どしどし改革していこ 
うじゃないか」。目の前に横たわっている窮状から逃げる ようなことを しては、 ソニー の今後の 
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発展はないに等しい。學木工場に対しても、尽くせるだけの手を尽くしてみよう か、 ということ 


に結論はなった。 

まず、新しい工場長に共同印刷 ㈱ の取締役をしていた 小 林茂を招へいした。 小 林は共同印刷に 
いた 時、 やはり大争議と対決した経験をもっている。これまで印刷畑が長い 小 林は、全くトラン 

ジスタの知識がない。「トランジスタのことを多少 
でも勉強したいのです が、 適当な本はないでしょう 
か」と、井深に聞いた。「そんな勉強は必要なし。 
読んでもどうせわからん」そう言って井深は笑った。 

「小 林 君、 工場をつぶしても かまわない、 思いのま 
まにやってくれ」。 井深たち が、 小 林に期待したの 
は工場の立て直し だ。 彼にすべてを まかせて、 井深 
たちは徹底的にそのバックアップをする ことにした。 

「私はトランジスタの卜の字も知りません。しか 
し、人間が大好きです。共に力を合わせて、このェ 



場を世界一の H 場にしまし 


あい 


H 


」就任式で、こぅ挨 


さつ 


5 


拶した小林は、「人間信頼」といぅことを根底にお 




いた工場運営方針を打ち出した。食堂の無人スタンド方式を導入し、人事管理は、自己の内ょり 
の規制で自らが行うべきという立場からタィムヵードを廃止した。こうした工場内の変革を逐次 
実行していくと共に、外に向かっても地域と密着した工場づくりを積極的に進めていった。 

こうした地道な努力が続けられ、その効果が上がってはきていた。しかし全面的な回復までに 
は今一歩である。そんなある日、工場次長の冨沢節夫が岩間から呼ばれて本社に出向いた。開口 
いちばん、岩間は「来週から毎週水曜日に私が厚木に行くことにしました。小林さんにも、そう 
伝えておいてく':; r さい」と言った。冨沢は、あわてて厚木に引き返し、このことを小林に伝えた0 
「半導体部長の岩間さんが直接陣頭指揮をとられるというからには、われわれは辞表を書かな く 
てはならない」小林は、もはや自分たちの努力もこれまでかと、首を洗って岩間を待つことにした0 
翌週、約束どおり岩間は厚木にやってきた。全従業員が集められ、それ等の人たちを前に岩間 

は、こう切り出した。「厚木の皆さんご安心ください。世界一のトランジスタのエンジニアであ 
る私が、皆さんのお手伝いにきたからには、もう心配はいりません」 

この言葉に、従業員は力づけられた。岩間は、ソニ—半導体の育ての親ともいうべき人間だ。 
その人が、自分たちと一緒にやってくれるという。これほど心強いことはない。事実、岩間は忙 
しい業務の合間をぬって、毎週水曜日毎に厚木に現れ、トランジスタの改善に取り組み、時には 
現場の人を激励して帰っていった。むろん、小林たちの首はつながったままだった。 
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⑽飛行機に乗った乂丁尺 

アンぺックス方式でわが国初の|>丁尺を完成させたソニーではあったが、井深は不満だった。 
井深の頭にあるのは、常に世の中の人が普段の生活で使えるょぅなものの開発である。¥丁尺の 
小型軽量化をトランジスタの使用にょって実現させるため、井深は木原たち¥丁尺開発チームを 
督励した。 

昭和三十四年十一月には、やはりアンペックス方式で VTR のトランジスタ化を成功させ、こ 
れである程度小型軽量化のメドがたった。昭和三十五年になると、ソニ—とアンペックスの間で 
VTR の技術的ノウハウの交換を行ぅことになった。アンペックスにとっては、ソニーのトラン 
ジスタ応用技術をものにしたい、またソーー—は、世界の放送業界の規格とまでなったアンペック 
スの VTR 技術から種々学ぶところがあったのだ。このジョイント•エフォートを推進するため 
これまで羽田でオーディオ機器に取り組んでいた森園正彦がかりだされた。しかし、この関係は 
長くは続かなかった。アンペックス方式では、限界がある。つまり、アンペックス方式は四へッ 
ド VTR である。したがって、ヘッドが摩耗した時回転ヘッド全体の交換が必要で、非常に大き 
な運転経費を必要とする。へッド交換の容易な¥丁尺を作るといぅ意図のもとに、木原たちはソ 
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ニー独自の着想にょり二へッドのトランジスタ VTR の開発を進めることになった。 

こうして、アンペックス方式三回、ソニー方式二回の試作研究の結果、できあがったのが、世 
界初のトラン*、シスタ式 VTR • 8;>丨201型だ。この|>丁尺は、二へッドへリカルスキャンタ 
ィプ、テ—プスピード七：；：ン\秒と、テープレコーダーと同じ速度で、当時の1>丁尺の水準をは 
るかに上回る古间性能機であった。ところが、これは放送局用としては、ニヘッドということで、 
あまり喜んで受け入れられるょうな方式ではない うえ、 家庭用としては、なお大き過ぎるし高す 

ぎる という 中途半端な機械であった。そこで、別に マ—ヶ 
ットを開拓することになり、その用途に合わせてできあが 
ったのが pv — loo 型である。大きさは従来放送局で使 
用されているものに比べ、容積で五十分の一と非常に小さ 
くなった。アンペックスのものがたんす二棹分と すると、 
この PV は茶だんすくらいの大きさになった。これをもっ 
てボータブルと称したくらい、当時としては画期的に小さ 
くなったの だ。 

昭和三十七年九月に発表された同機は、三十八年八月か 
ら日本円で四百三十二万円で、当初はアメリヵ向けに輸出 
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が開始され た。 用途は、 業務 用である。 業務 用といっても、工業用、 教育 用、. K 学用と幅広い 使 
い方がある。まず病院に、続いて学校に、そして飛行機会社へと売り込ま il た。 飛行機会社では、 
その 当時機内で八 ミリ や 一六 ミリの フィルムを上映し、 客に サ—ビスしていた。ところが、スチ 
ュヮー デスがこれを扱う 際、 フィルムが外れたり切れたりしてたいそう扱いに くい。 さらに 上映 
時間も短く、不便であった。そこでフィルムを¥丁尺に替えてはどうだろうと、売り込んだわけだ。 

三十九年、四十年とアメリカ•エア•ライン、パン•アメリカン機に採用された。さて、これ 
に供給するソフトがいる。毎週新しいソフトテープを供給するため、ニューョーク郊外にインフ 
ライト . VTR •サービスと いう テープのダビング エ場ができた。こちらで も、 大儲けができ 
るはずであった。ところが、なにせ飛行機の乗務員は技術的な配慮を全然してくれない。特に扱 
いに慣れないスチュヮーテスが 、 PV I 100 にオーブンテープをかける と、 初めのテーフを差 
し込む所で、もうテーブをグチャグチィにする。さらにコ I ヒートレイやコップを無造作に置.^ 
てひっくり返し、テーブがくっついてしまったりと散々だ。四十回くらいは録•再生できるだろ 
うと踏んでいた予測は見事外れて、たった一回で無残に帰ってくるテープがほとんどであった。 
こうした苦労はあったものの、放送局にしか使われることがないと思われていた VTR が、これ 
にょり一歩 民生 用に近づいていったのだ。また、 木原 や 森 園たちがこの 時期 築いた VTR の 基礎 
的な技術が、後に一：；：ン VTR オメガや二分の 一^ベ—タマックスに受け継がれていったと言える。 
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<94> 電子ソ Cl バン 狀 

トランジスタは、初め井深たちが夢みたょうに、ラジオ、テレビ、そして¥丁尺へと、どんど 
んその応用の場を拡げていた。 

そして、ここにもう一つ、トランジスタを使って計算機をつくってみ ょうと 考えている男がい 
た。ソーー—研究部の植村三良だ。彼が目をつけたのが厚木工場でつくられているトランジスタで 
ある。厚木には、歩留りの悪くて不合格品になったトランジスタがバヶツにいっぱいある。これ 
はラジオやテレビには使えなくても、デジタル回路のスィッチングになら使えないことはないと 
思いついたのだ。トランジスタを一千個くらい使って、試作機が作られた。これは、別に売る気 
で作ったわけではない。 

試作機は、計算機としては、ほんの初歩的な域を脱してはいなかったが、評判の方はまずまず 
であった。これに意を強くして、植村は本気で計算機に取り組むことにした。「現在ソニーは、 
トランジスタで景気ょくやっているが、あと十五年もしたら、デジタルの仕事を避けて通ること 
はできない」常日ごろから、こうした考えを植村は抱いていたのだ。 

ところが「うちは、コンシューマー相手のものをやろうとしているんだ。そんなものをやって 
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も、商売にはならんよ」と言って、井深は頑として受け付けてくれない。植村は「捨てるよぅな 


卜 


ランジスタで作るのですから、原価は安いです」と食い下がった。それでも井深は、いい顔を 


しない。そこで井深の目をかすめて、研究部でコソコソと研究を始めることにした。結局、これ 
は井深の目に触れるところとなり、大目玉を食らつてしまつた。しかしそこまで思い詰めてやつ 
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ているものなら仕方がない。井深も「ソ a バンの代わ 
りになるようなものならやってもいい。そのかわり、 
大型のコンビュータは絶対に承知しない」と、条件付 


きで許可してくれた。 


1らしい小さい電子ソロバン 


植村た 


ちの目標ができた。そのころ、計算機分野では、エサ 
キ.ダィオードなどの世界に誇る研究が相次いで生ま 
れ、研究者や技術者たちは熱に浮かされたょうに大型 
化、高速化に向かって進んでいた。植村たちの研究は、 
全くそれと反対だ。小型軽量化、そして IBM などの 
大型高速計算機には比することはできないものの、瞬 
間的に計算を行うという、世界でもまだそれらしい研 


8 
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究の芽さえ出ていないようなものであった。 

最初、エサキ•ダイオードを用いた電子ソロバンの可能性が検討された。しかし、これは植村 
たちが目指しているような低電力消費を要求するような電子ソロバンには向いていない。独自の 
開発が必要だった。低電力消費の 回路、 計算した答えをどんなふうに表示するか、メモリ—には 
何を使うかと、あらゆる検討討議が繰り返された。 

昭和三十七 年、 夏の終わりのある 日、 電子ソロバン開発に携わってきた面々 は、 等しく緊張し 
て自分たちの苦心の第一作 「 MD — 3 号機」の前に立っている井深たち トップ 役員の手元を見つ 
めていた。この 機械は、 電動タイプライタ M が付いていて、計算した答えをすぐタイプで打ち出 

せるようになっている。役員の一人が、キーに手を触れた。 00 X 00 …固唾をのんで見守って 

いる植村たちの前でイコ ー ル •キ ー が押された。それと、同時に カタカタと、タイプライター が 
動いて正確な答えを印字す る。 「ホ〜ッ」というため息がもれた。 

こうして、 植村たちの電子 ソロ バン開発は、トップの認める ところと なった。 しかし、 これで 
は到底完成品には遠い。一号機、二号機と試作機が作られた。比較的低速度動作であってもよい 

から、 低電力消費のものにしたい という 要求の もと、シリコントランジスタ、シリコン ダ イオー 

ド、 高抵抗を用いた小型 ハイブリッド 1 C の開発が 始まった。 

そして、 三十九年 三月、 世界初のオールトランジスタの電子式卓上計算機が完成した。 
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<95 知恵の神様 

この 1 C を一部に用いた計算機 「 MDI 5 号機」 は、 昭和三十九年三月の完成と同時に、ニュ 
—ョークで開かれた世界博に出品され世の注目を浴びることになった。世界博はその名のと おり、 
世界中からその国の誇りうるものが出展され る。 日本から選ばれたのが、巨大タンヵーの「日本 
丸」の模型、ソニーのマイク P テレビ、 BGM 装置、 VTR 、 そして世界初のトランジスタ電子 

式卓上型計算機 「 MD — 5 号機」であった。 

「MD — 5 号機」は八ヶタの電算機で、注目されるのは、その操作性のよさである。一を押し、 
プラスを押し一を押してイコールを押す と、 答えの二がでるというよう に、 演算のとおりの数式 
で入れれば答えが出るという、当時は全く考えられなかったオペレーティング•システムが開発 
された。これに比べれば、それまでの計算機というのは、例えば掛け算は足し算の繰り返しなの 
で、二倍というのは二回足せばいいといった感じの、足し算機、引き算機に過ぎない。このやり 
方を標準化していけば、家庭の主婦が、あるいは学生が、それまで筆算をやっていたのと同じ順 
序で計算ができることからたいへんに使い勝手がよくなる。スイッチはマグネティック.スイッ 
チで、数字を出すのにはバロ—ズの特許となった、ニキシー管を使用。当時、イギリスに放電管 
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を使った計算機があった。 また、 スイッチィングを機械的なリレ—でやろうというリレ ー 式の電 
子計算機もあった が、 植村たちは、それに匹敵するものをトランジスタでやったの だ。 これだけ 
でも、 大型電算機にばかり夢中になって いた、アメリヵの 研究者たちの耳目を引くに充分であっ 
た。 植村たちのもくろみは大成功であった。ちなみに、この試作ができた とき、 「 MD 」 という 
試作名のいわれを、 トップの 一人が研究陣にたずねた。 rD は 試作ナン バ — M は ミネルバ ( Min — 
erva ) のことです」「 ミネル•.ハとは、 何だ」「 ミネルバは、 知恵の女神ですよ」 と、 得意になっ 
て答えた。それだけ、研究•開発に携わった人たちには自信があったと言える。 

ここまでは、研究開発の段階であった。いよいよ次は、製造化 —— 量産化への険しい道のりが 
待っている。実用化にむけて、改良がほどこされた。小数点表示がつくようになって MD — 6 号 

機と なり、 さらに小型軽量化の努力が結集して マイ 
ク卩 マスと 呼ばれる MM — 7 号機ができた。以後も 
高性能機へと開発が進められ、試作名 MX — 11 が誕 
生した。 これが、 昭和四十二年五月に世に出たソー I 丨 
の電子式卓上計算機 rice — 500 型 
SOBAX 」 の試作機で ある。 「 SOBAX 」 とは、 
Solid State Abacus (または Abax ) "固体回路ソ 
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ロバンのことで、鳩山が命名した。ソロバンのように手軽に使え、しかも複雑な演算をスピーデ 
ィにこなせる計算機という意味からついた商品名だ。 「 MDI 5 号機」以後、世界の各社が競っ 
てポータブル電子計算機分野に参入を始め、今日のような電卓の普及が見られるわけであるが、 
その普及に一役も、二役も買ったのが、この SOBAX の登場であった。 

今日の電卓に活かされている オペ レーティング •システムの数々 は、 この SOBA X に端を発 
してし ると いってよい。 たとえ、は、 これまで八 ケタあれば、 何もない時でも ディスプレイに〇〇 
〇 ••と八つの〇が出ているのを、使う数字以外の〇を消す ゼロ消去、フローティング •デシ マ 
ル、 四捨五入の方式の 案出、 パー セント 表示、逆数を とるなど、 考えつく あらゆる 考案が なされ 
たの だ。それ故、 後には アメリヵのスミソニアン 博物館に 納められる という 快挙を なしとげた の 
であった。 

ただ、この ICC — 500 型は価格が二十六万円と 高く、 とてもソロバン代わりにはならない0 
家庭の主婦が、二十六万円もする計算機を使って家計簿をつけるというようなことは考えに くい 0 
そこで、オフィス•ユースあるいは設計.計算をやっている技術者を対象にしないと売れない。 
しかし、そうした人たち は、 機械的計算機の計算手順に慣れていて、植村たちが標準化し ようと 
した"学校で習う算術どおりの手順"に従って計算するという新しい方式に違和感があるという 
ことで、販売面では大きなジレンマをかかえた商品になってしまったのである0 
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I 第五の製品 

昭和三十八年十月二十三日、ソニーは、国電大崎駅前にある園池製作所が本社工場を神奈川県 
小 田 原市に移転するにあたり、同製作所の敷地と建物を買い受け、 ソニー の大崎工場とすること 
になった。この新工場は大崎駅から徒歩二分、本社品川工場からも約十分といぅ、地理的に恵ま 
れた所にある。敷地面積は一三、八〇〇平方 メートル。 建物は、地上四階、地下一階で総面積一 
二、 〇〇〇平方 メート ルで、現在同製作所が建設中のところを、 ソニ ー が引き継ぎ、完成させる 
ことになる。引き渡しは三十九年の五月で、秋には本格的操業に入るべく、改装工事を行ぅ予定 
である。また、新工場の設備投資には同年四月にァメリヵで発行した、第二次 ADR の取得資金 
が当てられることになつており、完成の暁には、トランジスタテレビなどの量産工場として使わ 
れることが決まつている。 

第二次 ADR は、 三百万株発行され、売出しの一時間以内に売り切れになるほどの人気であっ 
た。 このときの公募は、 マィク ロテレビの量産化、¥丁尺やヵラーテレビの商品化を押し進める 
ための資金の確保が必要になったためで ある。 実際この時期 ソ ニ—には、お金は いくら あっても 
足りない。中で も、 いちばんの金食い虫は、ヵラーテレビであった。 



96 第五の製品 


カラーでは出遅れた 


1が、シャドー マスクに 比べて六倍も明るい ディスプレイを 持つ クロ 


マ ト ロンに飛びついたのは、昭和三十六年の こと。 しかしそれまで クロ 


ロンは、軍事用とい 


ぅ特殊な用途にしか作られていない。それほど製造技術が難しかったわけだが、井深や盛田は、 
トランジスタをものにしたように、今回も何とかいけるのではないかという希望をもって、これ 

に取り組むことに決めた。それにしても、映像管(ブラ 
ウン管のエンべ ロ ップ)一つが二〇〇 ドル もす る。ー ド 
ルが三百六十円の時代であるから、それだけで七万二千 


円ということになる。井深たちは、それでも量産さえす 



場 

X 

崎 

大 


れば、コストも下がる であろうと 考えていた。実際の仕 
事は、ブラウン管関係を岩間が統括し、その下に吉田進 
がつ き、 桃井好 一、 大越明 男、 宮岡千里等が担当するこ 
とになった。回路関係は島田聡だ。 

クロマトロンの産みの親、ローレンスの着想のいちば 
んのポイントは、一つの電子銃から出た電子ビームが、 
カラースイッチンググリッドとしう細い針金を編んだ 
(現在のアパチヤーグリルの前身のょうなもの)すだれ 
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状のものの所まで いくと、ここで 針金の隙間で ビーム が 絞られ通り抜けて、所定の 赤、緑、 青な 
りの 敗 光体に向かって照射され るというところにある。 普通光学的に考えれば、 ビーム が 直進し 
グリッドに 当たる と、グリッドの 影を蛍光面に 映して、 それだけ画面が暗くなる と 思われる。 と 
ころが、 ビーム は針金の隙間を通り抜ける という。これで、 電子 ビーム は 八 〇％ 以上利用で き、 
明るい画面が得られる ということになる。 

これは、確かに原理的には優れたものであった し、 学問的にも間違ってはいなかった。ところ 
が、 いざこれを実用機器にすべく開発を始めてみると、 ロー レンスの教科書には書かれていない、 
いろいろな問題が出て きた。 しかも、理論どおりに作られたところで、それこそ製造の工数単価 
なんてものを考えていたら、とても手が出せるょうな代物ではなかったの だ。 

問題は多々残っていた ものの、クロマト ロンは三十九年九月に一応の完成を見せ、これまでの 
研究成果の現れと して、 単電子銃型高忠実度点順次式の十九型 クロマト ロン セットが、 報道関係 

者に公開され た。 この新方式 ヵラーテレビは、テープレコ— ダ—、 トランジスタラジオ、トラン 
ジスタテレビ、 ¥丁尺に次ぐソニー第五の製品として、各方面の注目を浴びるところとなった。 
生産 ラィンは、 先の大崎新工場があてられることになってい る。 

世間に発表したからには、何としても問題を解決して「さすが、 ソー ー ー」という 評価を得な く 
てはならない。研究陣の苦闘は、発表後からますます激しいものになって いった。 
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97 I BM 社に技術を供与 


<97 IBM 社に技術を供与 

# 

クロマトロンでは思わぬ苦戦を強いられた井深であったが、しかし、別の分野で一つ井深の夢 
が実現した。ついに家庭用；>丁尺が完成したのだ。 

「一台六〇 キロで、 何百万円もする機械は主義に合わないなあ」それまでの五十分の一と いう 
容積にまで小さくなった PV —100 型ができた時で さえ、 井深は満足せ ず、 あくまでも家庭で 
使える大きさと偭格に固執して いた。 

そこで、木原が苦しまぎれに考えたのが、家庭用；>丁尺「0>丨2000型」である。昭和三 
十九年十月に発表され た CVI 2000型は、二分の 一；；： ンテープを使った回転ニ ヘッド 方式の V 
TR で、重さが一般に使われているテー プ レコーダー と 大差ないわずか 一 五 キロ、 価格はこれま 
で放送局用で二千万 円、 工業用で二百五十万円もしていたのが、一挙に十九万八千円となった。 
小型化追求のためにモ ーター から機構部分の加工技術まで改善が施され、価格を抑えるために極 
めて独特な フィ ールドスキップという 録画方式が採用され た。 

井深は「今回の製品は、人の真似でなくソニーで生まれ育ち成長したものです。生活に革命を 
生む製品をというのが、ソーー丨の特徴であり、喜びであり、価値です」と、 CV — 2000の誕 
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生を喜んだ。続けて明るい話題が二題ある。 

その一つは、四十一年一月に、ソニーと世界最大の電子計算機メーヵーである IBM 社との間 
に「電子計算機用磁気テープの製造技術援助契約」がなされたことだ。 IBM 社は電子計算機の 
分野では世界市場の七割を押さえる巨大企業である。これに磁気テープの作り方を教えるといぅ 

. の だから、 世間の方が驚いて しまった。 
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BM 社が初め目をつけたのが、録画、録音、計 


測用 メタル 磁気 テ ープの Hi — D テーフであった。 
このテープ は、 ソー11と東北大学の共同研究に よつ 
て開発され たもので、 在来の磁気テープが酸化鉄磁 

性材料を使用しているのに対し、ニッケル、コバル 


卜 


、鉄の 合金粉末による磁性材料を 塗布し、 磁束密 


度、 抗磁力が極めて 強く、 単位面積あたりの記録密 
度が極めて高い ところから、 高密度 (High Dssit - 
y ) テープ • HiID テープと名付けられたのであ 

つた0 


それまで、 IBM 社は自社で 使ぅ 電算機 用 磁気テ 
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1プのすべてを、米国 3 M 社に依存していた。しかし、電子計算機の性能が高度化されるに伴い、 
従来のテープでは記録範囲に技術的な限界が出てきたため、 IBM 社ではテープを自社で生産す 
る必要を感じていた。また、これに代わる新しいテープの開発が急がれていた。そういった折も 
折、 IB M 社のヮトソン会長が来日し、ソーー ー を訪れた。 

「おたくのテープを見ました。このテープの技術があれば、コンビュータ用テープは必ずできる 
はずだ」応対に当たった盛田に、ヮトソンはソニーと提携の意志があることを伝えた。さらに続 
けて「ソニーと IBM 社五〇—五〇の合弁会社で、このテープの製造会社を作ろう。作る場所は、 
日本でもアメリヵでもかまわない。そこでできたテープは、すべて IBM 社で買い取ることにし 
ょう」と言う。これは、悪い話ではなかった。が、社内から反対の声が上がった。 「お 客が、 I 
BM 社だけというのは危険だ。値段を買いたたかれると困る」という意見だ。これも、確かに一 
理ある。合弁の話は沙汰やみとなった。 

IBM 社は、なおも食い下がってきた。「合弁会社は、あきらめた。それでは、おたくの技術 
でアメリヵに工場を造ってくれ」というの だ。 話はまとまり、昭和四十年十一月、 ソー ーーは IB 
M 社と電子計算機磁気テープの製造技術契約と、新しい磁気記録媒体の共同研究ならびに技術援 
助契約を結び、政府に認可を申請。翌四十一年一月に、政府の正式認可を得て、技術供与がなさ 

れることになつた。 
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< 98 > ドルを稼ぐ 

政府からの認可がおりると同時に、 IBM 社とソーー—は技術者の交流をはかり、磁気テープの 
共同研究開発を開始した。 

一年 かかって、 磁気 テープ 製造 プラン トが 完成し、輸出される ことになった。ところが 、 IB 
M 社の工場が建てられたコロラド州から「米国内に運び入れる ことは できない」 とのクレームが 
出た。 この コーティング•マシンに使われている日本製のモー タ—が 、州の法律の基準に合わな 
しとし うの だ。 しかし、 アメリカの モー ターを 使う と、今度は ソニー で期待す るよう な性能な り 
精度が 出ない。 結局 コーティング.マシンそのものを全部やりかえる ことにな り、 これに かなり 
の 時間が かかってしまうという 一幕 もあった。 

さて、やっと州の許可も出て、据え付け工事が始まった。これにはソニーからも十人ばかり現 
地に社員を 派遣した。三力月かかって、ようやく据え付けが終わり、試運転に入った。結果は、 
思わしくなかった。 

テープ製处3において、とかく磁気特性うんぬんということが言われるが、そんな ことよりも、 

ちばん大切なことは、まず テーブにコーティングする時、うまく走ってくれなハと困るレ-、， う 
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こと だ。 試運転で も、 これがなかなかうまくいかなかった。この原因と しては、 一つは 材料、も 
う 一つは 日米の 製造方法の やり方の差ということが挙げられる。 

材料は、 材料の一つひとつが同じ名前で も、 日本で買うものと若千内容が違って いる。 製造 方 
法については、日本ではべース 、粉、 糊、 潤滑剤を 混ぜ合わせ、丁度よい練り具合になったなと 
思うところで、それを サッと塗る。 それは、まるで天ぶらの衣を作る ごとく、 職人の勘みたいな 
もので「まぁ、これでよかろう」 と、 判断してやって いる。 ところが アメリヵでは、 そんな器用 
なことはやらない。すべて計測に頼ってやるわけ だ。 この辺り が、 微妙にうまくいかないのだ。 
このため、テープエ場ができてから も、 双方が満足いくテープができるまで、都合三回の呼び出 

しをくらい、一年という時間が必要であった。後に、 
IBM 社では、このコーティングのすべてのデータ 
を計測器でコントロールできるようにしてしまった。 

この契約で ソニーは、 契約一時金として一〇万ド 
ル、 P イャリティー として一巻当たり一〇セントの 
対価を IBM 社から受けることになり、契約期間の 
十年間には、かなりの額の ドルがソニー にもたら さ 93 
れる ことにな った。しかし、 当時の ソニー にとって 





は、 契約料や Cl イャリ ティーの 高さょりも、 お金には換算できないものの、巨大企業 IBM 社に 
技術を輸出したということこ そ、 大きな報酬であった。しかも、これまで磁気テープの分野では、 29 
アメリヵの 3 M 社が世界的に著名な メーヵ ー と知られて おり、 IBM 社もまた電子計算機磁気テ 
丨プの全量を、この 3 M 社から購入していた。ところが、今回 IBM 社が、同じ米国内で、しか 
も最高の技術と設備を誇る 3 M 社を選ばず ソニ— と技術援助契約を結んだというので、それだけ 
ソニー の評価もいちだんと高まり、「とかく、外国技術導入に明け暮れている日本の産業界にと 
って近年まれにみる朗報である」と、新聞紙上で もソニーの快挙が 大いに讃えられたのである。 

さて、もう一つの明るい話題は、 ソニー ビルのオ ープン だ。昭和四十一年、ソーーー創立二十周 
年目に当たるこの年の四月二十九日、銀座数寄屋橋にこのビルは建てられた。 

数寄屋橋は、 ソニ— にとって因縁が深い。昭和三十 二 年、現在 ソニービルが 建って いる 場所に、 
当時では初めてのネオン管に代わる豆球を使って SONY のネオン広告塔を設置し、大きな話題 
となった。 ソー ー丨では この 場所の優位性に目を付け、それ以来ずっと、いつか この 場所で何かし 
たいという思いを抱いて きた。 昭和三十四年には、 この ネオン広告塔を掲げていた焼け ビルの 一 
階を借り、二〇坪足らずの ショール— ムを公開した が、 地の利のせいか客足もょく、 またソニー 
製品群の増加もあって、手狭になってしまって いた。 



99 土一升金 一 升の土地 


< 99 > 土一升金一升の土地 

手狭になったショ ール ームをどうするか… ショールームを 拡張し ようという 話が高 じて、 つ-^ 
には「この場所を買ってしまおう」 というと ころにまで話が進んで しまった。 

「買おう」と言うのはたやすいが、そこは土一升金一升といわれる日本でいちばん地価の高い 
銀座で ある。 そう簡単に片づけられるような事柄ではなかった。昭和三十六年四月、不動産管理 
会社「ソニー企業 ㈱ 」が設立され、本格的な動きが始まった。同社の初代社長は、ソニー創業当 
時から金のやり繰りに苦労してきた太刀川 だ。 

太刀川は、当時三井銀行数寄屋橋支店の支店長をしていた小山五郎の所に相談に行った。「あ 
なた、あそこは暗黒街ですよ」小山はそう言って銀座の土地に手を出すことの難しさを、太刀川 
にほのめかした。この言葉は、本当だった。昭和三十七年にソニービルの建設が本決まりとなり、 
三十九年の東京オリンピックを完成目標に用地の買収が始められた。実際に土地買収の交渉が始 
まって、太刀川にも小山がここを暗黒街といった訳がわかった。銀座は、特に戦後複雑に複雑を 
重ねた土地ゆえ、その地上権も錯綜している。そのころ、まだ銀座にも夜店が出ていた。その夜 
店の元締めをしている親分がいる。地主に家主、借家人、その借家人から又借りしてテーブル 
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つ置いて権利を主張する 者、 これらすべてを合わせてゆうに百人の人たちと交渉しなくてはなら 
ないのだ。中には、長年住み慣れた土地から離れ難く思っている人も多.く、特にここで商売をし 
てきた人は、土地というものが商売にとってどんなに大切なものかを知っているだけに、絶対に 
売りたくないという気時ちが 強く、 用地買収は難航の一途をたどってしまった。 

初めてソー1 1 のものになった土地は、現在のソニ 
—ビル裏手の鈴木フローリストの辺りにあった、三 
十坪ほどのお汁粉屋であった。こうして、少しずつ 
ニーの権利が拡張されていった。それにしても、 
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たとえ一箇所でも土地利用権者が残っていては、ビ 

ルの設計が難しくなる。土地関係者との交渉は太刀 

川に続いて企業社長となった吉原迪に引き継がれ、 

ある時は辛抱強く、またある時は駆け引きという方 

策 もとられ、 地道に 続けられていった。 

# 

一方、土地の問題とは別に、この土地にどんなビ 
ルを建てようかという議論が出て きた。 設計は、東 
京オリンピックの駒沢競技場を設計した芦原義信に 
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99 土一升金一升の土地 


頼むことにした。芦原とソニー企業取締役の井上公資は、古くからの友人である。ある日突然、 
井上が芦原の事務所を訪ねてきた。そして、訳も言わず、井深や盛田の待っている場所まで連れ 
ていかれ、そこでいくつかの口頭諮問を受けた。井深も盛田も、この建築家が気に入った。 

設計図は、土地がそろった場合、そろわなかった場合など何通りにも書かれた。これが、ソーー 
—の建設委員会に持ち込まれ、検討されるわけだが、この委員会には井深や盛田も必ず顔を見せ 
た。 「立派なビルを建てたい」 という 強い意気込みが、井深たちソニーのトップには あった。 

しかし、最初からビルの具体的ィ メージ を持っていたわけではない。ただ設計を依頼する前か 
ら、井深や盛田が考えていたのは、一つには"銀座を訪れる人たちの憩いの場となり、気軽に楽 
しんでもらえるビル"、もう一つは"他にはないユニークなデザィンのビル"にす る、 というこ 
とだけであった。「どういった性格のビルにするのがいちばんいいのだろう」という議論が、何 
度もかわされた。むろん、地上階は ソニー の ショールーム にすることが決まっている。「ここを 
ソニーの本社事務所にしてはどうか」という意見も委員の中から出された。しかし、いくら場所 
がいいからといって、この高価な土地の上に ソニー の本社事務所をおくのはもったいない。「そ 
れでは、いっそ貸し事務所にするか」これ も、 わざわざこんな場所にビルを建てて、そんな営業 
をする意味合いはない。それでは、一体 どう すればょいの か。 
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100 ソニ^ ^ 、力もう つで きる 

よいアイデアは、えてして雑談の中から生まれることが多い。ソーー丨ビルが現在のようなビル 
になったの も、 実はそういった雑談の中から構想ができあがっていったの だ。 

その 日、 芦原を囲んで盛 田、 企業の井上、そして本社から総務部の倉 橋、 デザィン室の黒木靖 
夫が、都内のホテルの一室に 集まり、 夜を徹して新しいビルの夢を語り合って いた。 だんだんと 
話が煮詰まってきて、 ソニー のショ ー ルームを中心にした総合ショール ー ムビ ルに したらどうか、 
という アイデアが 出された。 一つアイデアが 出されると、また 一つのアイデアが 出る。 

ショール ームビ ルにするのであれば、来館する人たちが、つぎつぎと興味を持って見て まわれ 
るような構造でなくてはならない。メンバ— の 一人が、 F • L •ライトの 設計で有名な、 ニュー 
ヨークのグッゲンハイム美術館の構造について語った。この美術館は、エレべ ーター で上まであ 
がると、後は渦巻き状の通路を、絵を見ながら歩いていく と、 自然と下まで来てしまう という も 
のだ。 

「それなら、 スパイラル (はなびら)方式の ビルにしよう」そう 芦原が続けて くれた。 一つの 
階を田の字型に四つに分け、真中の柱を中心に して、 四つの セクションを 少しずつ没違い こして、 
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100 ソニ— がもう 一つで きる 


ひと回りで ちょう ど一階分下がるという四角のはなびらが、渦巻き状に まわっ ているという おも 
しろい方式だ。文句なく、これに決まった。さらに、芦原から「ちょっと贅沢だけど、ビルの角 
に庭のようなものを作ってはどうだろう」という提案がなされた。「実のところ、自分 も 大きな 

クリスマス•ツリーやス ケート リンクがあって、人を楽しませることができる、ニュ ー ョ ー クの、 
ロックフヱ ラ— センタービルのようなものはできないかと考えていたんだよ」そう言って、盛田 
もこの案に大賛成であった。それにしても高価な庭になりそうだ。 

これで、大体の構想ができあがった。芦原の手で、何百枚という設計図面が引かれ、半年後に 

一枚の青写真ができあがった。それは 
「小さい土地を、最も有効に利用したビ 
ル」とも言える、すばらしい設計図であ 
った。このころになる と、 二百二十坪ほ 
どの土地買収もほぼ完了し、三十九年六 
月、 地鎮祭が執り行われた。当社の予定 
では、同年に開催される東京オリンピッ 
クが完成目標であったので、ずいぶんと 
遅い工事着手となってしまった。しかも 



299 



悪いことにちょうどビルの基礎工事の時に、この東京オリンピックが ぶつかって 工事の方も大幅 
に ぺースダゥンした。 追い込みに入った四十年からは、昼夜を問わず突貫工事 だ。 

さて、シヨ ー ルーム ビルであるからには、テナントを募集しなくてはならない。最初いろんな 
計画が出された。「世界各国のシヨールームというのもおもしろいのではないか」という案も出 
て、 各大使館に話を持っていったが、あまりよい返事が返ってこない。結局、日本の代表企業に 
しようということで落ち着いた。「売り場を作って、営業ということをなさっても、銀座の一等 
地でペィさせるのは大変だと思います。しかし、あくまでも営業ということをなさらずに シヨー 
ルーム ということでお使いいただくのですから、これは宣伝費で落ちます」 そう 言って、井上た 
ちは日本を代表する企業を一軒一軒回って歩いた。しかし、当時日本でも珍しいシヨールームビ 
ルと いうものに、理解を示してくれる企業は少ない。テナントが埋まらないのに、工事の方はど 
んどん進んでいく。一 業種一社で一流の企業ばかり集めるのは、大変な作業であった。 

完成までに二年の歳月が、また土地と建設費で三十二億円という大金がかかった。三十二億円 
といえば、当時のソニーの資本金と同じ額である。つまりソニーが、 もう 一社できる金額をかけ 
て、 ここ銀座にソニービルが建ったのである。 
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101外人投資の誘致 


〈101〉 


外人投資の誘致 


ソーー—ビル完成は、昭和四十一年。初めは五月七日のソーー—創立二十周年の 円を、 オープンの 
日にしようと計画を立てていた。「創立記念日にこだわることはない よ。 どうせやるならゴール 
デン •ゥィ ークにオ ープン した方がよいので はないか」 盛田の ひと 声で、 オー プンの日は四月二 
十九日の天皇誕生日に決まった。 

四月十五日午後十一時、建設会社からビル引き渡しが行われ、工事は完工した。感慨に浸る間 
もなく、翌十六日深夜から機材の搬入が始まった。そして、オープンを迎える日の深夜一時には、 
全館に明りが灯され、ビルの全容が、夜空に高々と浮かびあがったのである。 

こうして、 ソニー ビルはオープンしたものの、盛田には人知れず危惧していることがあった。 
それは 「電機の専業 メーヵー であることを モットー にしてきたわが社が、こんなビルを建てるこ 
と 自体、 やるべきことではなかったのではないだろうか…」ということ だ。 盛田がこうした取り 
こし苦労をしたのは、 当時 日本の景気があまりよくないことが 一つの 原因であった。この不景気 
のお 陰で街を歩く人たち もどことなく活気がない。「こんな 状態で ビルをオープンしても果たし 
て人が来るだろうか」盛田の心配は、そこにあった。しかし、これは杞憂であった。来館者は日 
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毎に 増え、日ならずして、ソーー ー ビルのお陰で銀座の人の流れが変わったとさえ言われるくらい 
の 名所に なってしまった。 

ところで、盛田を心配させた日本の不景気と いうのは、 昭和三十八年七月 アメリカのケネディ 
大統領が〃金利平衡税"を実施したことに端を発して いる。 昭和三十八年の七月といえば、 ソー ー 
—が二回目の ADR を発行したすぐ後のことで ある。アメリカの 経済はそのころ丁度下向きと な 
り、国内に ある 資本が ドンドン 国外に出て くるという 現彖が起きていた。 ケネディ 大統領は、 こ 
れを防ぐため「資本を アメリカの 外に出す ものは、 すべて一律一六•五％の利子平衡税と いう 税 
金を払え」 と" 金利平衡税" という 強権を発動した。 これで、アメリカの 資本の流出は パッタリ 

なくなった ものの、 このあおりで世界の市場 
は、 大パニックである。日本も例外ではない。 
昭和四十年に入ると、日本にもその影響が出 
てきて、証券市場始まって以来という大不況 
が起こった。その時には東京のダゥ平均株価 
が千二十円まで急落し、日本経済はつぶれて 
しまうのではないかと思われた。 

ご多分に もれず、 六百円台で発行されたソ 
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101外人投資の誘致 


ニー の株 も、 二百五十円まで下がってしまった。二百五十 円、 二百六十円といったところでの低 
迷がいつまでも続いた。こんな状態では、ソニーも金を集めることができない。当時 ソニーは、 
クロマト P ンの研究開発 費、ソー ー丨ビル建設にばく大な資金が必要であった。 そのうえ、 四十 一 
年六月には、保土ヶ谷の研究所で土砂崩れが起こるという災難まであって、多額の復旧費がかか 

ってしまっていた。 

お金は、いくらでも必要であった。しかし、日本には もう買う 力はない。こんな日本が絶 ffl 的 
な状態なら ば、 外国で ソ ニ— の 株を買っても らうし かない。 ソー ー丨 では、 積極的に外人投資の誘 
致を始めることにな った。 

「アメリヵで、いちばんお金をもっているのは IBM です。ここに行って一六•五％の税金を払 
ってもソーー—の株を買ったら、やがて大きな利益を得ますよと、売りこみに行ってみようかと思 
います」財務を担当している吉井 は、 こう井深と盛田に切り出した。単身 IBM に乗りこんで行 
っても相手にしてもらえるかどうかわからない。 しかし、 吉井は四十一年 ソニー と IBM との間 
で交わされた「磁気テープの技術援助契約」の際知り合った、 IBM の副社長で技術担当重役の 
ハーケンシュタックに当たればどうにかなるのではないかというかすかな希望を抱いていた。ひ 
っ迫している財政を何とかするのが、当面の問題で ある。 井深も盛田も吉井の意見に賛成で あっ 
た0 
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個人的な理由 


IBM 社がソニーの株を買ってくれなくては、どうしても困る。ソニーの危機をこれによって、 
何とか乗り切らなくてはならない。しかもこの 時、 危機を迎えていたのは、実はソニーばかりで 
なく、吉井本人も大変な事態を迎えていたのだ。 

吉井 は、 三十六年にソーー—に入社した。その 時、 ちょうどソーー— ADR の最初の公募直前であ 
った。勧められて吉井も、ソニーの株を二万株買った。三十年勤めた銀行の退職金を六百万 円、 
現金でもらっ た。 それで一万 株と、 その株を担保に銀行から借金を して、 もう一万株買い足した。 
五百九十円の公募で 二 万株、締めて千二百万円近い金 だ。 これには盛田も驚いて 「 吉 井さん、 あ 
んた本当に大丈夫か」 と、 心配したほどであった。 

上げ潮に乗って業績も好調な ソニーだ。 そんな心配はないはずであった。 ところが、さきの 
"金利平衡税" だ。 五百九十円で買った株が、二百五十円まで下がってしまった。退職金を全部 
注ぎ こみ、 さらに借金までして 二 万株も買ってしまった士口井は大ピンチ だ。 

それでも、 一万株は現金だからい い。 残りはすべて借金だから大変 だ。 実際吉井 はソニ ー 入社 
後三〜四年は、この借金のため給料の ほとんどを 銀行に入れなくてはならない という状況で、 
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102 個人的な理由 


「あいつは、三十年間も銀行でコッコツやってきたのに、その退職金と借金まで抱えて買った株 
が、 半分になってしまった」 そう 言って、元いた銀行の仲間から、さんざん笑われたり、馬鹿に 

されてしまった。二 万株の株主の吉井 でさえ、こんな 状態で 
货 たある。 その大本た るソニ丨 に至つ ては、 もつ と 大変 だ。 
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こうしたソニー と自分自身の事情を抱えて、いよいよ IB 
M 社に出かけようという 直前、 銀行から連絡が 入った。 「そ 
ろそろ担保切れになりますので株価が三百円に なったら、 売 
らせてもらいます」と言うの だ。 もう万事休すで ある。 「仕 
方がないな」諦め半分残念半分の気持ちで、吉井は IBM 
社に 向かった。 

訪ねて行った IBM 社は、吉井の予想をはるかに超える大 


^ 会社であった。用件は昼食でもとりながら聞こうということ 


になった。ところが、 驚いた ことに、この 会社には エダゼク 
ティブ 用の食堂が ある。しかも、 各 クラス 毎に ある。そうし 
た立派な食堂の一つで、 IBM 社の会長を待つ 間、 吉井は 
「うまくいくだろう か」 と、 しきりに 心配に なっていた。そ 
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れでも事情が事情であるだけに、ここが頑張りどころである。 

r ソニーの株を買わないか。なぜ買ったほうがよいか」食事の 間、 そのことを一心に話した。 

「そういう話なら…」と言って、先方はィンターナショナルセクションの財務担当者を呼んで く 
れた。そこで話は決まった。その時分やや上向いていた株価を反映して、六百三十三円で五十万 
株、三億円もの株を IBM 社は買ってくれた。 

これで、ソニーは助かった。これをきっかけにして、ソニーの株は見直され、また日本に外人 
投資ブームが起こることになった。ちなみに 、 IB M 社がソニーの株を買うということで、ソニ 
—の株価は一気に千円台まで上がってしまった。この株価の急騰で、「ソニ I は、 外資に乗っ取 
られるのではないか」と心配する声が聞かれるようになった。「株価は、業績の反映であるべき 
である。それに反して、これまでソニーの株価が非常に安かったことを外国投資家が指摘したに 
過ぎない。外資、外資と騒ぐ が、 業績の継続的な向上さえあれば、何も恐れることはないはずだ0 
外資が入ってくれば、それだけ日本も潤う。その意味では、日本人だから外国人だからと色分け 
するような鎖国主義を、資本主義経済に持ちこむこと自体が間違っている」こうソーーー側は説明 
して、世間の心配を吹き飛ばした。 

ADR の発行に引き続き、外人投資へ先鞭をつけたソニーの資本調達の歴史は、今や、そのま 
ま日本の資本調達の歴史になりつつあった。 
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< 103 > 苦労 マト ロン 

ソ ニー ビルの 完成、 外資の 導入と、 明るい ニュース の.陰で、人知れず地道に研究•開発•改良 
に取り組んでいる グルー プが いた。 例のクロ マト ロン開発 チーム である。 

昭和三十九年九月に 完成、 発表され、ソーー— ビル 内に もク Q マトーー ンコー ナーが作られ世間の 
注視を浴びは したが、 製造 コストがかさむことや、 故障の多 さから、 いまだに量産に踏み切れな 

いでいたの だ。 

クロマト P ン 担当者を、苦しめていた ローレンス 博士の教科書に書かれていなかった問題とは 
何 か。 その一つは、高電圧による障害と、それを防ぐための絶縁作業の難しさである。蛍光面の 
上につくる蛍光体の細い線 (ストラィプ) の数は、人間の目で粗 さが 感じられないくらいの細さ 
が必要になる。解像度に担当する二百七十本ないし三百本くらいは欲しいところだ。しかしそれ 
だけ細くすると、その分ヵ ラースィッチンググリッドの 針金の間隔も非常に狭くならざるをえな 
い。 そこに電子銃から出た電子ビ ームをフォー ヵスさせるために、かなり高い電圧をかける。電 
圧をかけるからには、絶縁が必要になる。これは大変な作業 だ。 しかも、絶縁したものが高い電 
圧に耐えうるものでなくてはならない。これを現実のものにするためには、 どういう 材料を使っ 


307 



て、 どういうふうに固定すればよいのか、なかなかよい解決法がみつからない。また これは、 ブ 
ラゥン管の中に入れるものであるから、ガスが出ては 困る。 ガス抜きをどうするか、またはガス 
が余計に出ないようにするにはどうしたらよいか等々、とても教科書に書いてないような難問題 
が、実験を重ねれば重ねるほど出てくる。さらに、外から見た 時、 蛍光体の明るさが二倍明るく 

見える ように、 蛍光面の裏側にアルミナ イズ ド. パッ 
ク という バック コー ティングをする。このアルミが非 

た 常に薄い膜で あることから、 カラー スイッチンググリ 

0 

サビ ッドのところにかけられた高い電圧の影響で、アルミ 

f レ 

尸テが吸い寄せられて しまう。 するとある部分がはげて、 

る- 

な！^ それがあっちに付きこっちに付きで星のようにチカチ 
力光る。チカチカ光るのは我慢するに しても、 使って 
5 一， いるうちに もっと はげて きて、 くつついてし まう。 そ 


一一 うなる と、 せっかく絶縁してあるのが、そこで ショー 
卜してしまいスイッチングができなくなってし まう と 

いった非実用的な電気的欠陥が、ボロボ P と出てきて 
しまう0 
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103 苦労マトロン 


加えて、クロマトロンでは シャド ーマ スク に比べて、蛍光体の焼き付けが非常に難しい。 シャ 
ドー マスクが光学的なやり方で、光の直進性を使って焼き付け、それを現像して蛍光体のスジを 
つけるオプティカル•プリンティングと いう 方法でやるのに 対し、 クロマ ト ロンでは本当にブラ 
ゥン管で組み立てた格好で焼き付けをするエレクトロン•ビーム•フリンティングというやり方 
を 行う。 これは、非常に時間がかかる。仮に一本の蛍光体のストライプを焼き付けるのに四十分 
かかるとすると、その操作だけに一時間はかかってし まう。 そうすると一台のプリン トの 機械で 
二十四時間フル操業したところで、一日たった二十四本しかできない勘定になる。これを勤務時 
間内の八時間にやるとなると、今度ははなはだしい数のプリンターがいることにな って、 どちら 
にしても、非常に生産性に乏しいことに変わりない。 

それやこれやで、とても「これ だ！」と 言って、胸を張れるようなものはできない。その 分、 
研究費はかさむ。 クロ マトロンの開発責任者である吉田、あるいは大越、宮岡といった関係者の 
苦労は、そばから見ても気の毒なくらいである。これでは、とてもソニ—第五の製品とは言えな 
い。 それどころか、これは クロ マトロンならぬ"苦労マトロン"である。 

「諸君、 シャドーマ スク をもういっぺん考え直さなくてもいいかねぇ」ある 日、 役員会の席上 
井深は冒頭からこんな発言を して、 皆の意見を聞いた。あの強気でならした井深が、こんな弱音 
を吐く ようになった。 それほど、 ソニー は クロ マ ト ロンで追い込まれた状態になっていたの だ。 
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<104〉 


起死回生 


クロマトロンを作れば作るほど、損失が大きくなっていく 〇それに、これ以上開発費を 注ぎ こ 
んでいつたら、それこそ ソニー は、クロマトロンと心中ということにもなりかねない。 

「こんな事態になったのは、私の責任だ」クロマトロンの失敗は、社長である自分の責任である 
と井深は一途に思いこんでいた。しかし、井深にも意地がある。それは経営者としてではない、 
井深の技術者としての意地 だ。 それに、今こそ落ちこんでいる技術者たちの支えになってやらな 
くてはならない。「ク Q マトロンに代わる方式を探ってみよう。今度は自分自身が開発 リーダー 
として最初から最後まで立ち合って やろう」 これが、井深流の責任の 取り 方であった。これに 対 
し、盛田が援護射撃をしてくれた。「お金のことは私がすべて考えます。井深さんは思う存分や 
ってみてください」。井深にとって、こんなありがたい協力者はいない。その日から、井深の姿 
は最前線にいつもあった。 

昭和四十一年の 夏、 吉田が渡米した。一年前米国の GE r セネ ラル.エレクトリック)社が 発 
表した「ボルト カラー」 の視察をかねて、市場調査を行うのが目的で ある。 ボルト カラーという 
のは、シャドーマスクとィンラィン (直線)配列の三電子銃に よる 一三^の 小型カラーテレビ だ。 
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104 起死回生 


これには吉田も触発されるところはあった が、 いかんせんこれは小型向きの特殊技術で、ニー U ン 


以上の大型に使うには無理の多い技術であった。それょりも、吉田を驚かせたのは、 RCA 社の 
進み具合 だ。 画面が格段に明るくなってい る。 これは蛍光体の材料を、それまでの硫化物から希 
土類に切り換えたためだ。そのうえ、月産二万台の量産ぺースに乗っている。「これは、もう完 

成品だ」月産千台にしか満たないクロマトロンのこ 
とを考える と、 吉田はがく然とする思いであった。 
「四十一年中に量産のメドが立たないょうであれば、 

クロマトロンはあきらめて、 シャドー マスクに切り 

換えることも考えなくてはならん」吉田の報告を受 

けて、 ソニー トップもいよいよ本格的にシャド—マ 
クスへの切り換えを検討し始めた。 

「今さら RCA の軍門に下るなんて…」吉 田は、 



割り切れなかった。ク卩 


ロンにかかわった人た 




ちの五年間の苦労を無にするょぅな終り方はしたく 
ない。なんとか現状を打破し、挽回する手はないか。 
いい考えが浮かんだのは、そぅした吉田の焦りが焦 
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りを生んで、もうどうしようもないと思われた時であった 。「単 電子銃 内に、 電子ビーム を 三本 
走らせることができるかどうか実験してみよう」吉田 は、 GE 社のボル トヵラ ーから ヒントを 得 
て、 電子銃の改良を提案したのだった が、 現場の受け止め方は意外に冷ややかな ものであった。 
これは、 初めから実現性がないことを証明するための実験のようなもの だ。 「気は確かなんだろ 
うか」なかば業務命令のような形で吉田から指示された宮岡 も、 そう思った一人であった。 

ところが、常識では考えられない、思いがけない好結果が出た。実験の結果を聞いた井深は 
「これは、筋がいい」という感じを持った。「これでやってみるか」。さっそく宮岡が呼ばれ「あ 
れは、実用になりそうかね」と、井深から諮問を受けた。はっきり言って、実用になるかどうか 
分からなかった。しかしその 日、 宮岡にはどうしても「かなり、いけると思います」と言わざる 
を得ない事情があった。今日は、宮岡がチヱロを担当しているオーヶストラの練習日なの だ。 早 
くしないと練習が始まってし まう。 井深のこと だ。 「できない」とか「わからない」と言ったら、 
しつこくその説明をさせられて放免してもらえそうもない。 ここは、 取りあえず「できます」と 
言って、帰らせてもらうのが上策であった。 

昭和四十一年の暮れ、新電子銃の原型ができあがった。これを、当時できていた七： T のクロマ 
トロンに 挿入して実験をしたと ころ、 今までにない" ヵチッ "とした画面が出てきた。 ようやく 
前途に明りが射してきた。 
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105 お前たちなら、できるさ… 


<1〇5> 


お前たち なら、 できるさ… 


続いて、このィンラィン配列の三ビーム単電子銃を シャド ーマ スクに 組み込んで、どれほどの 
効果が あるかと いう実験が行われた。結果は上々であった。しかし、この新電子銃を普通の シャ 
ドーマクスと 組み合わせたのでは、新技術が埋もれて しまう 恐れが ある。 それどころ か、 かえっ 
てソーーーの シャドーマスクへの 転換が目に付き 、クロマト ロンの失敗が強調されることになりか 
ねない。 

何とかソニーのィ メー..、 ンを保ちながら、シャドーマスクの作業 性の よさを 取り入れ 、シャドー 
マスクよりも更によい 画質特性を持つ方式は ないものか。 技術 陣の苦悩の日々が、また始まった。 
この間、 井深は 「うちの 技術者は、世界一 だ。できない はずがない」 という思いと、「もしかし 
たら、 駄目 かもしれない。そうなったら 早めに軌道修正 しなくては……」という 相反す る 考えを 
常に 抱えていた。しかし、 開発研究者の 前では、 不安感や焦りを 見せる わけには いかない。 心が 
けて 毅然と した 態度を とるようにした。そんな 井深を 見て、 現場で 働く 者たち は 何度元気 づけら 
れたことかわからない。 

大越が突破口を開いて くれた。「ァパチャーグリル I の概念に到達したの だ。これは、 薄い金 
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属板に、写真化学的に細い縦孔をたくさん並べてあけたもので、それを枠にピンと張った構造を 
持ち、電子ビームの透過率は二〇％ で、 シャド—マスクに比べて五％も明るい。しかも、すだれ 
状の構造がクロマ ト ロンにも似ている。「これは、いい」 と、 思ったのも束の間。またしても実 
用化の段階で問題が発生した。アパチャ—グリルの金属テープが振動し、電子ビームのねらいが 
定まらないために、色むらが生じて しまう。 ピンチに立った大越を救ったのは、井深であった。 
タングステン線を横に張って振動を止める という、 実にシンプルなアィデアであった が、 これで 
確実に振動は止まった。ブラウン管用ガラスは、大越が自分で石膏を練って型を作った。普通だ 
と図面を引いて、専門の型屋に発注す る。 それを大越は「こんなのは、自分でできるょ」とばか 

は りに、 さっさと作ってしまったの だ。 

^ 昭和四十二年十月十五日の夕方 近く、 外注してい 
完 

a 深たブラウン管ガラスができあがってきた。研究室の 

TU ばある一帯が異様にざわめいていた。これから、新型 

| A 

ラ：5ヵラーブラウン管の組み立てを行うのだ。電子銃を 

パり 

P 組み込む 者、 アパチャーグリルを取りつける 者、 蛍 
-1 光面を塗る 者、 作業が始まる と、 皆ものも言わずに 
卜 黙々と自分の分担をこなしていった。最後に、ガス 
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105 お前たちなら、できるさ… 


抜きを行い、新しいブラゥン管が完成した。その時には、もうすっかり外は明るくなっていた。 
これに電気回路を組み合わせ、一台のヵラーテレビが誕生した。調整を 終え、 電源が入れられた0 
美しい 色、 明るい画面。誰一人として口を開くものもなく、食い入るように画面を見つめていた。 
完成の知らせを聞いて、井深たちも駆けつけてきた。「皆さん、ご苦労さんでした…」 一言、 激 
励の言葉をかけてやりたいと思うものの、井深はそれだけ言うのが精一杯 だ。 もう後は声になら 
ない。長い回り道をしたもの だ。 

この 新しい ヵラ—テレビは、「トリニトロン」と命名された。キリスト教でいうトリニティ 

(神と子と聖霊の三位一体)とエレクト P ン (電子管)の合成語で ある。 昭和四十三年四月十五 
日、ソニービルに おいて 「トリニトロン」 の発表会が行われた。内外の記者団から も 予想以上の 
反響を得て、発表会は無事に終わるかに見えた。ところが、ここでソニ—関係者の誰もが想像だ 
にしなかった発言を、井深がした。「発売は十月 中、 年内に一万台の量産を行う」と言うのだ。 

「冗談じゃない」居並ぶ研究陣は、自分の耳を疑った。 まだ、 やっと十台ばかりの試作ができた 
ばかりで、これから半年の間に量産までもっていくのは至難の技 だ。 「このオヤジめ」吉田は思 
い 切り、 井深の顔をにらみつけた。 

そんな吉田たちの心中を知ってか知らずか、井深は一人晴々とした顔をして澄ましていた。し 
かも、その顔には「お前たちなら、きっとやれるさ」そう書いてあった。 
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< 簡易社史 V 

U ソーーーの動き 
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I 昭和 I 20 年— 

8 月 ▽昭和 14 年 以来、 電気測定器の生産を行って 

いた日本測定器 ㈱ の常務井深大は 、終戦の 
詔勅を同社の疎開地である長野県須坂町で 
聞き、 東京で旗揚げする決意を固める。こ 
れに基づき須坂では引っ越し準備を整える 
とともに、 井深の命にょり太刀川正三郎が 
上京し事務所探しを 行い、 正東喜義は口本 
測定器の残務整理を 行ぅ。 

9月 ▽井深大 、日本 測定器を退職し、新会社創設 

の構想の下に同志7 名と 上京、日木橋白木 
屋の一室を借り受ける。 

10 月 ▽井深太を 中心に、1口 晃 、太刀 川正三郎が 

日本測定器の技術 部門、 事務関係者の一部 
20人を 誘い、 東京通信研究所を 創設。 事務 
所おょび工場を東京都日本橋区通1丁目9 
番地の白木屋3階の一部に 設け、 日本測定 
器時代から手がけて いた プロ—ブ型真空管 
電圧計、電磁音叉およびその他の通信機器 
の試作•生産を開始するとと もに、 スーパ 


丨や短波、 才—ルゥ ヱー ブ等ラジオの 修理 

改造を手がける。 

11 月 ▽短波 ラジオ 用 コンバーターの 製作に 次いで、 

電気炊飯器を製作したが失敗に終わる。 
▽真空管電圧計の製品化に成功し、逦信院 
(現郵政省)に納入したほか、楽音音響機 
の発注を鉄道省(現運輸省)から受ける。 

12 月 ▽短波 ラジオ 用 コンバータ I の本格的製造販 

売を開始す る。 


昭和21年 

彳月▽井深大、東京通信工業 ㈱ の設立趣意書を起 

草す る。 

▽通信院から PA 12 型真空管電圧計を一〇 
〇台受注。 

2 月 ▽盛田昭 夫、 東京通信研究所を 訪れ、 井深大 

の会社創立の話を聞き賛同する。 

3 月 ▽白木屋売場拡張の ため、 工場おょび事務所 

を7階へ移転。 

5 月 ▽盛田昭 夫、入社。 岩間和 夫、 東通研を 訪問。 
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▽逓信院、鉄道院等において製品が注目され、 
発注の増加をきたしたため、東通研の一切 
の事業を継承して資本金19万円をもって東 
京通信工業 ㈱ を5月7日に設立する。取締 
役社長前田多 門、 専務取締役井深大、取締 
役盛田昭 夫、 太刀川正三郎 、涵 口晃 、監査 
役増谷麟 、瀬 古隆 一。 

6 月 ▽岩間和 夫、 入社し音聴発振器の研究に着手。 

7月▽国鉄へ真空管電圧計を 50 台納入する。 

▽マグネット•ホーン.マイクの実験を行ぅ0 

8月 ▽白木屋の一部を進駐軍で使用決定のため引 

っ越しを迫られ、工場の一部を北多摩郡武 
蔵野市吉祥寺922番に移し、内田工場と 
名付け、二号調音器を製造する。 

▽音聴発振器の第一号商品10台が 完成し、 簡 
易信号発生器の名称で市販す る。 

▽電熱 マットの 製造を開始す る。 

9月▽工場の一部を武蔵野市吉祥寺2537番地 

に移転し、太刀藤工場と命名。ピックアツ 
プ 、フ オノ モーター 、バルボル 等を製造す 
る〇. 


10 月▽諸官庁、通信業界から受注激増の ため、 運 

転資金として資本金を 60 万円に増額す る。 
▽第一期中(半年間)に一般市販品として 

ピックアップを製作。「クリア.ボイス」 

の商品名で市販を開始した が、 好評を博し 
新円をかせぐ。第一期の決算は、売上高 71 
万円、利益 2 千円。 株主 17人、 従業員 28 人。 
▽白木屋から最後の立ち退きを迫られ、事務 
所を東京都京橋区銀座 5 丁目の徳屋 ビル3 
階に移転す る。 

11 月▽日本放送協会から放送用無線中継電源装置 

130 台が発注されたほか、旧軍用無線機 
を放送用無線中継受信機に改造を 依頼され、 
試作一号機のデ—夕を同技術研究所に提出 
する。 


I 昭和22年— 

I 月 ▽電力事情により太刀藤工場の立ち退きを迫 

られ、東京都品川区 6 ノ 351 番地、日本 
気化器 ㈱ の倉庫へ移転する。 
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2 月 ▽内田工場を御殿山へ 移転し、 営業を除くす 

ベてが 北品川 6 ノ 351 番地に 集まる。 

3 月▽ヘルシュ ラィ バ ー の設計を開始。 

4 月 ▽逓信 省、 運輸省からレベルメ ーター、低 周 

波用発振器、通信用音叉等を受注する。 

5月 ▽万代順四郎、相談役に就任。盛田昭 夫、 常 

務取締役に就任。 

▽万代相談役を介して佐藤喜一郎氏を紹介さ 
れ 、三 井銀行五反田支店と取り引きを 開く。 

6月▽誘導電動装置、 TT 搬送電話装置の製造を 

開始。 

9 月▽鍵盤模写電信機の試作が完了し、通信省調 

査課実験室で実験展示。続いて中央電信局 
I 横浜折り返し、中央電信局—小田原間で 
実験を 行ぅ。 運輸省では、東京—大宮間で 
実験。納品した二通話路搬送電話装置は、 
上越線新電化区間に使用され、好評を得る。 

10月▽二重平衡装置、歪測定器、ストロボ装匱等 

の試作に 成功。 逓信省から断続発振器 50 台 
を受注。 

▽市販商品としてパワ— メガホンの試作、製 


品化に成功し、 ㈱ 山水商会、 ㈱ 山泉商会と 
特約を結び市販を開始する。 

:：:月▽銀座 5 丁目徳屋ビル 3 階所在の本社事務所 

を中央区吳服橋 2 丁目 1 番地に移転する。 

12 月▽簡易唸周波発振器の試作完成。 

▽上尾〜上野間でパワーマイクの実験を行う。 


I 昭和 123 年 

I 月▽名古屋鉄道管理局でヘルシュラィバーの公 

開デモを 行ぅ。 

3 月▽標準同期周波数共同供給装置を東京中央電 

信局に納入。 

4 月▽電信歪測定器、雑音測定器おょびストロボ 

測定器を完成。 

5月 VA 型、 B 型制限増幅器を完成する。 

9月 ▽ 1003、1002 号断続発振器、紐回路 

試験 器、 各種濾波器を完成。 

10月▽日本放送協会に周波数特性直視装置を納入。 

▽米軍民間情報局の命にょり、 JOAK 第 6 
スタジオの設備改造工事を請け負ぅ。 
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11 月 ▽朝日新聞に ヘルシュラィバ ー 試作機を 搬入、 

サンフランシスコ放送の受信に成功。 


昭和124年— 

1 月 vlool 号断続発振器 、 A 型、 B 型制限増 

幅器を完成。 

▽ NHK 第1 スタジオの 調整 卓、モニター 増 
幅器等の改修工事を 行う。 

2月 ▽電信歪測定器を完成。 

▽ウヱブ スター の ワイ4—レコ— ダ—のキツ 

卜を入手する。 

3 月 ▽大阪の進駐軍向け放送局界乂丁〇^の調整卓 

おょび増幅器の改修工事を行う。 

▽通信省に障害警報装置を 納入。 

▽ワイヤ—レコーダーの試作に成功。 

4 月 ▽東京の進駐軍向け放送局界乂丁尺のスタジ 

才 設備改修工事を 行う。 

7 月 ▽本州製紙に麻の入った長繊維クラフト紙の 

製造を 依頼。 紙テープべースによりテープ 
を試作する。 


▽山の上に木造2階建て工場を建て、山の上 
工場と称す。 

8月 ▽日本電気製ワイヤーレコーダーによりテー 

プの特性を測定するとともに、テープ用へ 
ッドの試作に成功する。 

▽テープ式磁気録音機の試作に成功。 

▽東〗 M セロファンに硬化セロフアンの製造を 

依頼、録音用セ Q ファンテ—プの試作を開 
始 する。 

9 月▽テープ式磁気録音機の試作第 1 号機を完成〇 

V NHK 名古屋放送局の第 1 スタジオを はじ 
め、 NHK 東京の第 2、 第 4、 第 12 スタジ 
才設備改修工事を 完了。 

10 月 ▽磁気録音機の特許 「交流を.、ハイアスとする 

磁気録音法」を安立電気から 25 万円で取得 
し、日本電気と共有する。 

11月 ▽テープレコ—ダー試作機を朝日新聞社へ持 

参、披露する。 

12月 ▽周波数較正唸周波発振器を 完成し、 運輸省 

に納入する。 
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I 昭和125年— 

1 月 ▽テープコーダー G —1(1 時間)の試作完 

了。 

2月 ▽テープコーダ— A 型( 30 分)の試作を開始 

する。 

▽ N H K 全国中央局に音声調整装置 A 型 〜 C 
型と試聴増幅器を納入。 

▽藤酸鉄からテ—プ用磁粉(マグネ タィト) 
の 製造に成功す る。 

3月 VNHK 大阪の第1、3、4、5スタジオお 

よび NHK 名古屋の第2 スタジオに 調整装 
置を納入。 

▽新型テープコーダ ー GT 1 3の試作 完了。 

▽東通エ製磁気テープの呼称を r ソニ •テ— 
プ」 と 決定す る。 

▽ S 日グラフ3月15日号に、テ—プコーダー 
A 型、 G 型、ソーー•テ—プ等が掲載され 
る。 

4月▽水晶発振器用恒温槽を完成。 

▽時報装置を 完成。 


5 月 ▽天皇陛下に G 型テープコーダーを献上する 
▽新築の工場と発送場にて G 型テープコーダ 
丨、ソー ー •テ— プ等の製品発表会を 開く。 

6 月 ▽ラジオ日本 (TBS ) から スタジオ 装置を 

受注する 

▽テープコーダ I の 名称を 「クリア•ボイス 
•テープコ I ダー」とする。 

▽ G 型テープコーダー市販開始に 際し、 八雲 
産業と取引打合せを 行ぅ。 

▽「伸びゆく電波展」に G —1 テープコーダ 
丨 を出品する。 

7 月 ▽交流をバイアスとする磁気録音法の特許権 

について、米国企業に告知す る。 

▽八雲産業が、 G 型テ—プコ—ダ—を最高裁、 
国警ほか諸官庁に納入する。 

▽ソーー. テ—プ(マグネ タイト、 紙テ—プ ) 

市販を開始する。 

8 月 ▽新型テープコーダー GT 1 3完成、市販を 

開始す る。 

▽放送業務 用、 据置型 BSI 1 型テ—プコー 
ダーの試作完成。 
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9 月 ▽八雲産業が GT —3 型テープコーダーの市 

販を開始し、朝日新聞社、文芸春秋社、三 
越東京本店へ納入する。 

10 月 ▽テープコー ダーの名称が商標公告され る。 

11月 ▽国会図書館においてテープコ—ダーを展示 

し、皇后、皇太后、順宮、清宮の参加を仰ぐ。 
▽東京都中央区呉服橋2丁目1番地の本社事 

務所を品川区北品川 613 51番地に移転 
し、 本社工場と呼称す る。 

▽前田多 門、 大日本育英会会長就任に併い社 
長を 辞任し、 社長に井深専務、専務に盛田 
常務、常務に笠原取締役が就任する。 

12 月 V NHK 東京の第11、15 スタジオ、レコ—ド 

室に調整卓を納入する。 


I 昭和 126 年— 

1月 V EM —6 型送信監視台が完成。 

2月 V NHK 大阪第6スタジオに音声調整卓を納 

入す る。 

▽ ㈱ 東京録音を設立し、八雲産業におけるテ 


丨プコ ーダーの販売業務を引き継ぐ。 

3 月 VH 型テープコーダーの市販を開始する。 

4 月 ▽プロ用のゼンマィ式携帯用テ—プコ j ダー 

Mil 型の試作完成、 NHK に披露する。 

▽ NHK にアナウンスマシ—ン 11 台と KP 型 
テープコーダーを納入す る。 

▽ K P —1型テープコーダーを完成 、 N H K 
に納入する。 

▽第 1 回駐在サービス員を福 岡、 名古屋 、仙 
台、 札幌に派遣す る。 

5月 ▽東北大学計測研に盛田正明を派遣、フヱラ 

ィトの共同研究を開始する。 

6 月 ▽プロ用小型テープコーダーで M 型よりさら 

に小型の P 型テープコーダ—を試作、完成 
する— 

7 月 t > PTIl 型、 Mil 型テープコー ダーを N 

HK に納入す る。 Mil 型は、毎日新聞に 
掲載された横山隆一氏の漫画"デンスヶ" 
に登場した ことから、 デンスケの愛称で呼 
ばれる よぅになる。 

8月 ▽磁気録音式時間遅延装置完成。 
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V L p 1 1 型 テープコーダ ーを NHK に納入 
づる〇 

9 月 VPT —1 1 型テープコーダーを NHK に納入 

する。 

▽バルコム 貿易を告訴し、交流 バイアス 方式 
特許侵害の差し止め請求を 行ぅ。 

10月 ▽アナウンスマシーン sTllol を発表。 

▽映画用録音装置シネコーダ試作完成。 

▽ MTI 1 型テープコ—ダーの試作完成。 

▽普及型テ—プコ—ダ IP 型の試作完成。 

▽第3回中小企業輸出振興会において H 型テ 
丨 プコーダ—が通産大臣賞を受賞。 

▽磁気録音テ—プの研究改良に関して昭和 26 
年度鉱工業技術研究補助金の交付を受ける0 

：z 月 ▽ガンマ•へマ タイト 紙テープを発売す る。 

12月 ▽市販製品の国内販売部門として丸泉 ㈱ を設 

立し、 資本金 1 千万 円、 代表取締役盛田和 
昭 、中 村清で発足す る。 

▽東京都中央区愼町に東京事務所を、大阪、 

名古屋に 支店を、 福岡に営業所を 設ける。 

▽シネコーダ IA 型が完成し、発表、展示会 


を 開く。 

▽エコ—マシ ーンを NHK に納入す る。 


I 昭和127年— 

彳月▽オート スラィド (発声自動幻灯装置)の試 

作完成。 

3月 VP 丨 1 型テープコーダ j を市販す る。 

4月 V BS — 1型テープコーダーを完成、 NHK 

3 局に納入す る。 

▽井深社長、海外視察調査のため初渡米。滞 
在中に界£社がトランジスタの特許使用を 
他社に認めるといぅニユース.レターを入 

手す る。 

5 月 ▽PTI 13 型テープコーダーを NHK に東京、 

大阪 、名 古屋へ納入す る。 

6 月 VKP 1 1 型、 PT — 3型テープコーダ—の 

発売を開始。 

▽マィクロ ホン FI、F 2型を完成す る。 

7月 ▽立体録音、ステレオ•レコーダーの研究に 

着手す る。 
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8 月 V MI2 型携帯用テ j プコ—ダーの発売開始。 

▽テープ レコ—ダーの 特許違反でバル コム 貿 
易会社の輸入テ—プレコーダーを差し押え 
る0 

▽モーターの研究、試作開始。 

10月 ▽磁気テープのべースが紙からプラスチック 

になる。 

▽わが国初の才—ル_社製にょる立体録音装 
置が 完成し、 朝日新聞社において発表す る。 
12 月 ▽才—ル自社製の立体録音装置に ょり、 わが 

国初のステレオ放送を NHK 第1、第2放 
送から全国二元放送する。 

▽プロ用ダイナミックマイクロ ホン F — 60 

〇を完成。 


昭和 128 年1 

彳月▽皇太子殿下ご外遊の際に持参される“ス型 

携帯用テープレコーダーを東宮御所に献上 
する 

2 月 ▽ビデ イコン カメラの研究を 開始。 


3月 ▽、タブ ル トラック テ ー フコ ー ダ ー を完成し、 

NHK に納入す る。 

▽ 3 チャンネルステレオの実験を開始。 

4月 ▽ビディコン カメラ、 コンデンサーマイクロ 

ホン、固型力—ボン複写機(ディト— )の 
試作を開始。 

5月 VNHK と共催でステレオコンサートを全国 

各地で 行う。 

▽NHK が立体放送の定期放送にふみきり、 
NHK 第 1 スタジオでステレオ初録音 行う。 
7月 ▽トランジスタの研究を開始。 

▽夏季連休制度を実施。 

8月 ▽ビディコンカメラ完成0 

9月 ▽盛田専務、オランダのフィリップス本社を 

見学し、オランダのょうな農業国でも フィ 
リップス社という世界に名をとどろかす電 
気メーカーをつくったことに力を得て「東 
通エを日本の東通エだけで なく、 世界の東 
通エとしょう、そのために輸出に全力を注 
ぐべきである」との方針を打ち出す。 

10 月 VWE 社とトランジスタ製造に関する技術援 
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助契約を締結する( 29 年 2 月、日本政府か 
ら認可受ける) 

▽オートスライドプロダクションを設立。 

▽磁気録音テープエ業会が発足。初代理事長 
に盛田昭夫就任する。 

12 月▽搬送用フユライトの研究完成。 


I 昭和 129 年— 

彳月▽岩間取締役、トランジスタ研究のため渡米。 
2月 ▽ダイオードの発売開始。 

3月 ▽プロ用ダイナミックマイクロホン F 1 6 〇 

OA の市販を開始。 

▽フロ用コンデンサーマイク c INU —1が 

完成し、 NHK に 10 台納入。 

4 月▽半導体工場が完成。 

5 月▽宮城県多賀城町に仙台工場を設立、開所式 

を行う。 

▽ PNP ア a イ型のトランジスタ試作に成功。 
▽テー プコーダー用モ—ターの試作に成功し、 

社内製造を決定。巻線の実習開始。 


6月 ▽ポイントコンタクト、ジャンクション両卜 

ランジスタによる初のトランジスタラジオ 
の試作を開始。日本のトランジスタエ業は、 
東通エと神戸工業によって始められたが、 
東通エの PNP ァロイ型トランジスタが最 
初とされている。 

▽本社フェライト部門を仙台工場へ移管し、 

仙台工場でフ r フイトおよびメタル接点の 

製造を開始する。 

7月 ▽日本最初の PNP ア P イ型トランジスタお 

よびゲルマニゥム•ダイオードを発表する0 
▽ポイントコンタクト型、ジャンクション型 
トランジスタにより5石トランジスタラジ 
才の試作に成功。 

9月▽普及型3 01型テープコーダーを発売開始。 
▽グ a 丨ン型トランジスタ引上機を完成し、 

トランジスタ製造整備の初段階を完了。 

昭和1301年 

1月 ▽日本最初の出力用トランジスタ完获。 
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▽ジャクショントランジスタによる T R — 52 
型ラジオの試作に成功。"国連ビル"ラジ 
才と言われた日本最初のトランジスタラジ 
才であるが、発売するに至らなかった幻の 
ラジオである。 

2 月 ▽東通エ製品に SONY のマークを使用する 

とともに、 ソー I 丨 と 社名変更す ることに 関 
し、研究論議す る。 

▽盛田専務、米国とヵナダの市場調査ならび 
に商談のために渡米。マィクロホン、放送 
取材用テ—プコ—ダ—の輸出契約を完了し 

たほか、 トランジスタ ラジオのサンプルと 

して持っていった TRI 52 型は、米国の一 
流時計会社が同社のブランドをつけるなら 
10万台即座に買いあげるとの商談があった 
が、 盛田は ソニー のブランドでなければ取 
り引きできないと断わった。 

4月 ▽トランジスタラ•ジオ用プリント配線の研究 

を開始す る。 

▽天気予報電話応答特殊型テ—プコーダー完 
成。 


▽ベビーコーダーマガジンの試作完成。 

7 月 ▽日本最初のポケット型トランジスタラジオ 

TR — 55 および、ハンディ 型7石 ラジオ、 
ホーム 型10石 ラジオ、イヤホ—ン 使用3石 

ラジオ、パヮー.メガホン、 無線 マイク、ベ 
ビーコーダ—、インタ—ホン、 補聴器な ど 

を発表す る。 

8月▽東京証券業界売買管理委員会に おいて、 東 

通エ株式が店頭売買銘柄に指定され、店頭 
取り引きを開始する。 

▽ TRI 55 を発売開始。 

10 月 ▽ホ—ル用ステレオ装置を発表し、新宿ラ. 

ボエームに納入。 

▽イヤホンで聴く丁尺—33型 トランジスタラ 
ジオを発表。 

11 月▽取りはずし可能な2個のスピーヵーをつけ 

たステレオテ I プレコー ^'Tc -5 51型 

を発売。 

I 2月 ▽ 7 石ホー ムラジオ TR I 72を発売。 
▽補聴器 TEI - ^を発売。 
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I 昭和 131 年 

彳月▽七素子地震動記録装置を完成、東京大学地 

震研究所へ納入する。 

2 月 ▽ホーム型トランジスタラジオ丁尺 I 73 を発 

売。九州など台風銀座にあたる所でょく売 
れ、〃台風ラジオ"とも言われた。 

3 月▽語学練習用磁気録音装置の 2 型を完成、防 

衛庁へ100台納入す る。 

4月 ▽ベビ—コーダー B C —1を発売。 

5 月 ▽短波や FM にも使える 2T I 20 型 PNP メ 

ルト•ディ フユー ジョン型トランジスタの 

試作に成功。 

▽中型ラジオの決定版、 TR —6 を発売。ア 
メリヵの大衆科学雑誌「ポピユラ—サィエ 
ンス」の表紙を飾り、その性能の紹介記事 
が掲載される。 

▽日本初のオールトランジスタ•カート リツ 
ジ式テ—プコ—ダー、 べビー コーダー sA 

—2 を発売。 

9月▽特殊長時間テープ録音装置を完成、 NHK 


に納入す る。 

▽南極観測隊用の簡易受信機を完成。 

▽岡部冬彦氏作の「アッちゃん」を東通のア 
イキャッチャ—として使用することを契約 
する 

▽商事が全国3千店の連盟店と契約を 結ぶ。 

10 月 ▽東通エ初の ラジオ コマー シャル「ソニ ーポ 

ピユラ ーミ ユージ ック」 を日本放送から流 
す0 

VTC 1 551 のマジックアイを 2 個のメ I 
ターにした TC —5 52 を発売。 

▽効果用増幅器、 3 チャンネル 再生 機、スピ 
丨カー 切換 盤、 調整 卓、モニタ—スピーカ 
丨 、演奏用増幅器等を梅田コマ劇場に納入。 
劇場にわが国初の立体音響装置 完成。 

▽ソニ ーの歌(三木 トリ ロ—作詞、作曲)が 
ラジオ 東京から放送され る。 

▽ソー I 1 坊やの歌(飯沢匡作詞、服部良一作 
曲)を ダーク•ダックスにより 録音す る。 

12 月 ▽フィリピンのエリサルデ社で TRI 72 のキ 

ット 組立 始まる。 東通エの海外生産第一 号。 
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昭和132年— 

1月 ▽トランジスタテレビの研究開発。10月 
▽ステレオデッキタィプの先駆けとなる TC 

59 2 型ステレオテープコーダーを発売。11月 
3 月 ▽世界最小のポケットラジオ TRI 63 を発売。 

006 P 電池とポケッタブルラジオの名称 
を生む とともに、 本格的輸出の第一号とな 
る。 12 月 
4 月 V 2 T 7 型 NPN グローン型結晶の開発に成 

功。これにより、数メガへルツまで使える 
中波トランジスタの製造が可能となるとと 
もに、ヱサキダィオード発見の糸口となる。 

5月 ▽国際見本市に TRI 63 、 トランジスタ、ス 

テレオテープコーダー等を出品する。 

8月 ▽世界最初の中•短波2バンドトランジスタ 

ラジオ TRI 62 を発売。 

▽負性抵抗をもつ、"エサキダイオード"の 

試作に成功。 

9月▽米国ニューョークに事務所を開設、代表者 


に山田志道を任命する。 

▽東通エ商事 ㈱ をソニー商事 ㈱ と名称変更す 
る。 

▽ FM トランジスタラジオを完成、銀座松屋 
の才—ディオ.フヱアに出品す る。 

▽日航機をチャ—ターして TRI 63 を米国へ 
大量空輸す る。 初のチャーターブレーンと 
なる。 

▽本格的2バンドラジオ TR —74 を発売。 

▽世界最初の時計付きホ—ムラジオ TRCI 
64を発売。 

▽銀座数寄屋橋にソニーの広告ネオン塔を設 
置す る。 


昭和133年— 

1月 ▽社名をソーーー ㈱ と改名、商標と社名統一の 

さきがけとなる。 

▽ 2 T 20 型メルトディフユージョン型トラン 

ジスタを完成、 FM ラジオの製造を可能に 329 
する。 




4 月 ▽ビデオテープレコーダーの 試作研究 開始。 

5 月 ▽ソニー 健康保険組合認可の内示が厚生省か 

らあり、健保組合発足。 

▽世界最小、ポケッタブルの決定版 ラジオ、 
TRI 610 を輸出用に発売。 

8月 ▽ソニ I 初のワイヤレスマイク CR 1 3 を発 

売。 

▽羽田空港にソニ—のネオン看板点灯、空港 
でのネオン広告のはじめ となる。 

▽ビデオテープレコーダー(アンペックス方 

式)の試作完成。 

▽ブリュッセルの 万国 博で、パ ワ—ト ランジ 

スタ 2 T -5 〇1とフ分卜トラン•シスタ2 

T —1〇 〇が金賞を。ステレコーダ ー TC 

-5 5 2 が 銀« を、マイクロ ホン F -3 B 

型が銅賞を獲得。 

II 月 ▽世界初の FM ト ランジスタラジオ TFM I 

151 を輸出用に発売。 

▽ソニー診療所を開設。 

12 月▽ソ-1—株式、東京証券取引所から東京株式 

第一部に上場銘柄として承認を受け、上場 


される。 

▽ビデオテープ レコー ダ j 国産第一号を完成、 
発表す る。 

▽トランジスタテレビの 試作研究を 開始。 


I 昭和134年 

1 月 ▽ソ ニ—小学校理科教育振興資金を設立。第 

1回理振計画を発表。 

▽「日本の生んだ世界のマーク SONY 」 の 
キャッチフレ j ズを使い 始める。 

3 月▽ソニ I 株式、 大阪証券業取引所から大阪株 

式店頭銘柄として承認され、店頭取り引き 
を開始。 、 

▽トランジスタの 累計生産数 1 T - 万本を 突破。 
国内では最高の数量。 

▽従業員家族で小学校へ入学する子女に 対し、 

ランドセルを贈呈。 

4 月 VM W 、s w 、 FM の 3 バンドラジオを内蔵 

したコンソ—ルテーフコーダ 1C 1500 

1型を発売。 
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▽トランジスタテレビの 試作第一号を完成 

(14型〇 

5 月▽ソニ I 外地留学生制度を発足。 

▽小型高性能テ ー プコーダー T C — 1 〇 1 を 
発売。学校用としてよく利用され る。 
▽商事がソニー製品お買い上げカードを添付 
し、 サ—ビス保証書制度を実施す る。 

6月 ▽ H キサダィオードの試作研究の成功を正式 

発表。 

▽東京•銀座数寄屋橋にソニ—シヨ—ルーム 
を開設。 

8月 ▽ホンコンに事務所を設ける。 

10 月 ▽テープコーダー、トランジスタ、 エサキダ 

ィオ—ドなど優秀な新国産技術の育成に貢 
献したとして、第1回科学技術祭で井深社 
長が科学技術庁長官賞を受賞する。 

▽チユーリッヒに事務所を設ける。 

12 月 ▽アイルランドのシャノン自由空港地域内に 

現地法人の製造工場、 シャノン.ソー ー—社 
を設立す る。 

▽盛田専務を副社長に選出。 


▽世界最初にして最小の トランジスタテレビ 

T V 81301を完成、発表す る。 
▽乾電池式の超小型テープコーダ ITc 19 
0 2を発売。 



1月▽ソーー—株式、大阪証券取引所と名古屋証券 

取引所から一部上場銘柄の承認を受け、上 
場され る。 

▽エサキダィオ—ドの発明にょり、江崎玲於 

奈主任研究員が朝日文化賞を受賞。 

▽日刊工業新聞の 34 年度 10 大新製品にエサキ 
ダィオードが選ばれる。 

2月▽米国 ニューョークに 現地法人の販売会社ソ 

一|丨•コ丨 ポレーション•オブ .アメリカ 

を設立。 

3月▽第二製造部が大田区粧谷の羽田工場へ移転。 

▽オシロコーダー Tp wl 7 ch を完成。 

▽キノコ型スピーヵーで小型化に成功した 、331 
9 V 乾電池では世界最小の TR — 620 型 




ラジオを 輸出用に発売。 

▽方向が探知できる ラジオ TR —81 A 型を輸 

出用に発売。 

▽データ記録用テ—プコーダーを完成。 

8 月 ▽世界最初の時計付き ポケッタブルラジオ T 

R WI6 2 1を輸出用に発売。 
▽皇太子殿下 ご夫妻が、 日米修交百年の親善 
使節と して 渡米す るにあたり、 日本電子 エ 
業の代表会社と して、ソニー を ご視察。 

11 月 ▽神奈川県厚木市に半導体製造の厚木工場が 

完成。 

12 月 ▽フタを あけると鳴り出す卓上用 ラジオ TR 

16 2 4 を発売。 

▽世界最小の 2 バンドラジオ TR —724 を 
発売。 

▽テープコーダーとトランジスタの 発明を具 

体化し世に出し、文化に貢献した として、 
井深社長が藍綬褒章を受章。 

▽チュ—リッヒ事務所を拡充し、ツ—グに現 
地法人の販売会社 ソーー— •オー バーシーズ 
• SA を設立。 


昭和136年 

▽初めての OTL 方式2バンドラジオ TR — 
7 17 B を発売。 

彳月 VADR 発行が、日本政府から認可される。 

▽世界最初のトランジスタ式ビデオテープコ 

丨ダー sv 1201 を完成、発表す る。 

3月 vsv 1 20 1 に伴って開発した合金粉塗布 

によるビデオテープを I RE ショーに 出品。 

▽磁気テ—プ式地球振動記録装匱を完成し、 

東大地震研究所へ納入。 

▽放送局用のテ—プコーダ—を家庭用に企画 

した、日本初のオールトランジスタアンプ 
搭載、 ピュアコンプリメンタリ回路 採用、 

3 モー ター、 3 ヘッド、 2 スピード、ピア 
ノタッチ操作、リモコン 可能の TCI 7 7 

7を発売。 

4月 VFM オシ ロコー ダー FM A I 23を発売。 

▽計測用テープコーダー PWA —23およひ M 

AI 23 を完成、国鉄へ納入。 
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▽不動産管理•倉庫業を主な業務とするソニ 
—企業 ㈱ を設立。 

5月 V 15 周年記念式典を早稲田記念会堂で挙行。 
▽創立 15 周年特別招待会を、高輪プリンスホ 

テルで開催。 

6 月 ▽ソーー—株式を日本最初の ADR として一般 

に公募。 

▽横浜市保土ヶ谷区にソニ—研究所が完成。 
▽ B S 型をオールトランジスタ化した高級放 
送用テープコーダ IES —1を発売。 

7 月 ▽プッシュボタンを採用した 2 バンドボータ 

ブル ラジオ TRI 8 16 を発売。 
▽ミラノで 開かれた第 12 回トリエンナ—レ展 

で T V 8—3 〇1が金賞を獲得。 

8 月 ▽超小型ポケッタブルラジオ丁尺 I 630 を 

発売。 

9月 ▽高級テ—プコーダ IBSIM18 台、 BS I 

P33 台、 CSI2 型編集機 20 台などを東京 
放送に納入。 

▽中波、長波、 FM の 3 バンドラジオ TFM 
—95 L を輸出用に発売。 


10 月 VNHK が全国小学校の唱歌コンクールにソ 

二—•テープ使用を指定。 

12 月 ▽米国パラマウント•ピク チヤー 社と 「クロ 

マトロン管およびこれを用いたカラーテレ 

ビジョン受像機」の製造に関する技術援助 
を締結。 


I 昭和137年— 

彳月 ▽ソニーエ業講座を開設。 

2 月 ▽初めてのトランシーバ ICB— 901 発売。 

▽ 4 トラック .2 チャンネルテ— プコーダ丨 

TC —464 を発売。 

▽アセテ—卜べースおよびポリエステルベー 

スの テ—プを発売。 

▽ソニ—製品の保全と庫出業務の迅速化をは 
かるため、ソーー—倉庫 ㈱ を設立。 

▽パィプマィクロホン Fpl 70、71 を発売。 

3月▽化学工業製品の製造販売を目的とするソーー 

丨ヶミヵル ㈱ を設立。 

▽ソニー製品のアフタ—サービスの万全を期 
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するため、ソー 11 サ j ビス ㈱ を設立。 

▽天皇、皇后両陛下が本社工場を見学。 

4 月 ▽トランジスタ 応用の各種自動車部品と して 

才—スターター、ドライブメ ーター、エ 
ンジンスコ I プ、エンジンタコメ ーターを 

商品 化。 日産自動車販売、万歳自動車、デ 
トロィト商会、トヨタ自販を通して発売。 
▽オールトランジスタ世界最小•最軽量のマ 
ィクロテレビ TV 5 —3 0 3を発表、5月 

発売。 

5月▽輸出振興の功績にょり、井深社長が第1回 

表彰で池田首相から表彰され る。 

6月 ▽才— ルウ ヱー ブの3バンドハンデ ィラジオ 

T R 1911を輸出用に発売。 

8月 ▽腕時計付きの ラジオ TR W — 625発売。 

▽海外特別留学生制度を開設。 

9 月 ▽トランジスタ 化した放送.業務用小型ビデ 

オコーダ— PV —100 を開発、発表。 

▽パンチカードシステムにより6時間分の放 
送が自由にできるスポットマシーンを TB 
S に納入。 


▽ソニーシヨールームを米国一ーユーヨークの 

五番街に設置。 

▽ SONY の新ロゴタイプを制定、実施する。 

12 月 ▽ホンコンに現地法人のソーーー•コーポレー 

シヨン•オブ•ホンコンを設立。 


昭和 138 年 

2月 VIBM 社にエサキダィオード関係の特許を 

許諾。 

▽ 3 M 社に、ソニーが日本において専用実施 
権を もつヵムラス 特許の実施を許諾。 

▽テ ー プコーダ— 9 機種が米国の UL 規格を 
取得。 

4 月 VFM/AM2 バンド小型ポータブルラジオ 

TFMI 96 J を発売。 

5月▽東京陸上競技選手権大会、日米対抗水泳大 

会で pvlloo が活躍。 

8 月 ▽二代目トランシーバ —CBI106 を輸出 

用に発売。 

9 月 ▽初の FM ポケッタブルラジオ TFM —82 


334 




5 を輸出用に発売。 

▽ ㈱ 園地製作所(東京•東大崎)の本社 工場、 
土地建物の買受契約を 締結。 

月 ▽ 9インチトランジスタテレビ、 T v 1 30 

4を発売。 


I 昭和139年 

2月▽キチ— •ソニー電池 ㈱ に資本参加。 

▽商標 SONIITA PE を SONYITA 

PE に変更。 

3 月 ▽世界初の才—ルトランジスタ電子卓上計算 

機を 完成、 発表す る。 

▽ソニ.テープの呼称をソニーテ j プに、テ 
—プコ I ダーの呼称をソニー •テ—プコー 
ダーに 統一す る。 

4 月 V 3 ヘッド3チャンネルのステレオテープコ 

丨ダ lTc 16 〇 〇を発売。 

▽テープデッキの基となつた4 トラック、 3 
ヘッドステレオテープデッキ T c 1263 
D および専用アンプ SRA —3 を発売。 


6 月 ▽世界最小•乾電池内蔵テレビ T V 4120 

3を発売。 

▽UHF 内蔵 テレビ TV9—304U J 発売。 

▽電電公社が エンドレス マシー ン AM —5 A 
を全面的に 採用。 

▽ NHK に EMI 2 を200台はじめ、 ES 
I 12、 MT 1 3など高級テープコーダー8 
機種400台を納入。 

7 月 ▽アメリカン•エアラインが機上サービス用 

に pv — loo を 60 台、 5 型 テレビ、 9 型 

テレビなど総額 loo 万 ドル 分 発注。 
▽タイム 誌掲載広告が国際広告電通賞を 受賞。 

▽オートチュ I ニング•リモコン付き FM • 

AM ラジオ A FM I- ^52を輸出用に発売0 
8 月▽初の_動調整録音方式テープコーダー TC 

13 57 ( ソニオマチック 7) を発売。 
▽マイク5 機種 (C I 57 、 c I 220 a 、F 
I 75、 FI 91、 F 1 113) を発売。 
▽携帯用 全 電池式取材用 テープコ—ダー EM 
—2 、 可搬型 オールトランジスタ 式 業務 用 
テ I プコーダ 1 EKI 2 を発売。 
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9 月 ▽世界初の クロマドロン 方式 カラ— テレビジ 


カメラ PVC 


〇 〇、ビデオモニター P 


3 


ン完成。 


V 


3 〇 4 R J を発売。 


▽エサ キ、 タイオ 


使用の3バンドラジオ E 


FM 


7 


J を発売。 


▽ソニ—厚木学園が神奈川県私学審議会から 
定時制高校の認可を得る。 

12 月▽パナマに駐在員事務所を開設。 


▽オリンピック組織委員会が乂丁尺操作にソ 
ニー社員 15 人を正式委嘱。 

10 月 ▽クイック スタ ート•ト ランジスタテレビ T 

V —12 〇を発売。 

▽印刷方式による計算機用のモジュール試作 彳月▽雪•再生プリアンプ内蔵々トラックステ 



完成。 

▽ビデオコーダー BV -12 〇を2台使った 

"飛び越しフイ—ルド帯域圧縮装置"によ 


レオテ ー フデッキ丁〇 - 2 5 〇を発売0 


▽パ 


アメリカン航空会社から PV 


2 


り NHK のテレビ宇宙中継成功。 

▽ソニ ービデ オフ ライト社を米国に設立、機 
上サ—ビス用ビデオの番組制作を開始する。 
▽ソニ ー 吹奏楽団が全日本吹奏楽連盟主催の 


コンクールで全国第1位となる 


〇 


OAL と 12 型 テレビ 15 台を 1 機分と して 約 
100機分、総額200万ドルを受注。 
▽米国 テクトロニクス 社と折半出資で、電子 
計測器類の製造販売を目的とするソーー—. 

テクトロニクス ㈱ を設立。 

4 月 ▽ 3 バンド • F M ステレオポ—タブルラジオ 


▽世界初の家庭用ビデオコ I ダ— CV —2 0 
〇〇を発表、翌年8月発売。 

月 ▽放送用ビデオコー‘ター BV 1120、産業 
用ビデオコーダー P V -12 〇 U 、ビーアオ 


TFM —— 


〇 


(ソリッドステート 11 )、 


ステレオアダプタ 1 STA 


〇を発売。 


▽スポ 


ソ 


卜 


自動編集装置 s p M —3 を発売 


5月 ▽クロマトロン式エ業用ヵラー；>丁尺を発表。 
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▽ AC//DC 両用 テ ー プコーダー TC—90 

〇 ( ソニオマチック S ) を発売0 

▽ ク P マトロン方式 19 カラーテレビ 19CI70 
を発売。 

7 月 VLP 6 面が連続演奏できるオートチ H ンジ 

ャー 付き ソニーフォノグラフ HP — 17 発売。 
▽手のひらに収まる高感度8石ラジオ 2 R I 
21 を 発売。 

8 月 ▽家庭 用 ビデオコーダー CV —2000 、ビ 

デオモニター CVM 112〇、ビデオ カメ 
ラキット VCK 12 〇 〇 〇、ビデオ テープ 

V I 31 / 32 を発売。 

▽英国の代理店を 通し、ロンドンのゥェスト 

コンドルにショールームを開設。 

▽ソニ—商事が三井銀行など都市銀行 4 行と 
提携して消費者金融"ソニー ローン"実施。 
10 月 V 19 型トランジスタテレビ TV 19—20 を発売。 

▽日本初のオールトランジスタステレオアン 

プ T A 1 1120を発売。 

11 月 V IBM 社と電子計算機 用 磁気テープ製造の 

技術援助契約と磁気テープの共同研究開発 


ならびに情報交換についての技術提携契約 
締結のため政府に認可を 申請、 翌年1月に 

認可 おりる。 

12月 ▽才丨 ルシリコントランジスタ•ステレオメ 

インアンプ T A —3120 を発売。 

▽世界初の トランジスタ ( FET ) 式 コンデ 
ンサーマイクロホン CI 38 を 発売。 
▽ベイル— 卜に駐在員事務所を開設す る。 


昭和 141 年 

1月▽世界初の ディスク 式スチルカラ—磁気録画 

再生装置 「カラ— ビデオ.デモンストレー 
ター」を完成。 

▽ソー ー—の高級 才—デ ィオ製品一連の呼称を 
"ES シリーズ"と決定する。 

2月 ▽家庭用 VTR 、 CV — 2000 の基本機構 

を変えずにカラ—化する新方式開発に成功。 

▽ E S シリーズとして、プリメインアンプ T 
A —— 1080、サーボマチック.ターンテ 

丨ブル TTS ——300〇、スピーカーシス 
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テム ss133 o o 、 MC 型カ ー トリッジ 
V CI8E を発売。 

▽電池で働くダィレクトドラィブ方式テ—プ 

コーダー Tc 1800 ( ソニオマチック • 

サーボ 8) を発売。 

3月 ▽プリセットチユーニング可能なラジオ 2 R 

— 26 を発売。 

4月 V ES シリ ーズ として、 卜丨ン アーム PUA 

123 7 > puA 1286を発売。 

▽ 7 型トランジスタテレビ Tv ^ —75( ソリ 
ッドステ—卜77)を発売。 

▽東京•銀座数寄屋橋角にソニービル(立体 

プロムナード式の ショー ル ーム) が完成。 

6月 V RF 付き オールゥエーブラジオ TRIlo 

0 0を発売。 

▽世界初の携帯用|>丁尺(電池式ビデォ.デ 
ンスヶ)を完成、 公開す る。 

8月 V 4 スピーカーステレオテープコ I ダ — TC 

15 3 〇、3ヘッドステレオテープデッキ 

TC 1 3 50、 テー フメカデッキ TC 16 
66 MD を発売。 


9 月 ▽中波 ラジオ 用 1 C の開発に 伴い、 世界初の 

本格的 1 C の 開発に 成功、 発表す る。 

11 月 ▽ソニ ー 初のカセツ トコ— ダ 1TC — loo 

(マガジンマチック loo ) を発売。 

▽磁気録音録画再生用機器の販売、録音録画 
テープの製作•販売を目的と したカルチヤ 
丨 メイト ㈱ を 設立。 


昭和142年— 

3 月 ▽世界初の 1 C ラジオ IcR — loo を発売。 
▽「単ーモ —ター 方式小型 VTR の開発」 で、 
木原信敏が第 9 回科学技術功労 賞を受賞。 
▽島茂雄常務が藍綬褒章を 受章。 

5 月 ▽ 1 C 使用の本格的な電子式卓上型計算機 

( SOBAX ) ICC— 500を発売。 

▽ ES シリーズとして、 FM 専用チユーナー 

ST I 5000を発売。 

▽VTR を利用した情報記憶読み出し装置の 
開発に 成功、 発表す る。 

▽アクセサリ—の製造•販売を目的とした光 
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電子 ㈱ を設立。 

▽民間企業で初めて業務連絡用に ビ I チクラ 
フト 機を 購入。 

6月 ▽ソリッド ステート•ニユーイレブン (T F 

MIlloF ) を発売。 

▽肩掛式超小型 VTR とビデオカメラ、1 型 

ポケッタブル I C テレビ、7型クロマト P 
ン方式マイク P カラーテレビを c E シヨー 

に出品すると発表。 

7月 ▽完全_動録画.録音の家庭用 VTR 、 CV 

I 2100を発売。 

▽ソリ、、'ドステ- r 17 〇 T V 1 170) 

を発売。 

9月 ▽日本教育テレビにイメージオルシコンカメ 

ラ11 c 1 5 〇 〇を CO 台納入。 

10 月 ▽小型セパレートステレオシステム8? 15 

5 〇へミユ I ジックシステム•インテグレ 
- 卜 LO ) 、 IJj - I 〇〇 〇 (インテクレ I 卜 

1) を発売。 

▽オーストリアのウイーンにショ—ルーム兼 

事務所を 開設。 


11 月▽第 3 工場が大崎工場として新発足。 

▽多田正信取締役が「立体音録音再生装置に 
関する発明」にょり紫綬褒を受章。 

12 月 ▽プロ用楽器収音コンデンサー マイクロ ホン 

C — 55 A を発売。 

▽大阪•日本橋にシヨールーム開設。 


I 昭和143年— 

1 月 ▽第 7 回パッヶージング展で 9 F —4 2 W、T 

R!8 2 9 の包装技術が通産大臣賞受賞。 

2月 ▽オートリバースのステレオテープデッキ T 

CI560D を発売。 

▽デジタル時計と FM / AM ラジオを組み合 
わせた世界初のデジタルラジオ 8 FCI58 
(デジタル 24 )を発売。 

▽磁気を鋭敏に感知するソニーマグネトダィ 

ォード (SMD) の開発に成功、 3 月発表。 
▽米国 CBS 社と折半出資にょる CBS •ソ 

一一—レコー ドを設立。 

4 月 VSMD の開発で山田敏之が第 10 回科学技術 
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功労賞を受賞。 

▽磁気記録方式を利用した新しい精密測定方 
式 r ソ-一-磁気スヶール」を発表。 

▽ワン•ガン.スリー•ビ ーム方式の カラ— 
テレビ 受像管を完成、 トリニトロンの 名称 
で発表、13型の才—ル トランジスタ•トリ 
二 卜！！ ンカラ—テレビを 10 月から発売す る。 
5 月 ▽ 7 型テレビ.ステイタス 7 〇 〇、 5 型テレ 

.ビ•ステイタス 50 0 を発売。 

▽マガジンテープを C—60E を発売。 

▽ソニー.ハワイをホノルルに設立。 

▽ ソニー UK をロンドン近郊に設立。 

6月 ▽世界初の loo インチカラーテレビを 公開 0 
▽世界初の エンドレスカセットテープを 開発 0 
▽ 3 モーター、オートリバースのステレオテ 

—プデッキ TCI666D を発売。 

▽プロフヱッシヨナルクラスのプリアンプ T 

A — 2 0 0 0 を発売。 

9 月 ▽デジタルタイマ—に取り付け可能な11型卜 

ランジスタテレビ T v 1 3 3 〇 ( ステ イタ 
ス F ) を発売。 


▽ SMD 採用の サーボマチックレコ—ドブレ 

丨ャ 丨 p S - 12 〇 〇を発売。 

▽モジュラ—ステレオ4点セットのインテグ 
レート 100 を発売。 

▽ポリエステルべースの磁気テープ「スーパ 

IA シリ—ズ」を発売。 

▽本社工場が才 j プンリール式テープコーダ 
丨の 「 JIS マーク表示許可工場」に指定 
される。 

10月 ▽全世界の放送 バンドをカバ— する23 バンド 

.ポ—タブルラジオ CRF 12 3 〇 (ワー 
ルドゾー ン) を発売。 

▽1 C 採用の世界最小 カセットコ j ダ — TC 
—50 (マガジンマチック 50 )を発売。 

▽チュ—ナ I 内蔵の高級ステレオ総合アンプ 

STR 16 50 0を発売。 

▽加藤武司 選手、メキシコオリンピック 体操 

競技で団体優勝、床運動で3位入賞。 

11月 ▽多機能3ヘッドステレオテープデッキ TC 

16 63 5を発売。 

▽ソニ—初のカセットステレオデッキ TC — 
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212 〇を発売。 

12 月 ▽トリニト ci ンヵラ—テレビの研究開発論文 

が IE E E の最高論文賞に選ばれる。 
▽トリニ トロン ヵラ— テレビが 日刊工業新聞 

の 43 年度 10 大新製品に選定される。 

▽エレクトレット コンデンサー マィク 内蔵の 
カセットコーダ — Tc 11160 を発売。 


I 昭和44年— 

1月 ▽ァィヮ ㈱ に資本参加を決定す る。 

▽ォー トリバース•ォートリピートの 高級テ 

丨プデッキ Tc I 9680を発売。 

2 月 ▽世界に類のない大出カモノ リシ ック リニア 

1 C 、 C X I 024 (最大 26 界)を発表。 

3月 ▽ヵセゥトステレオコーダー丁〇 ——3 12 5 

を発売。 

▽ I C ラジオ I CF —1 . —| 〇 ( ソリぃ 'ドステ 

丨卜 IC 11 ) を発売。 

4 月 ▽世界初の エレクトレット コンデンサーマィ 

ク卩ホン ECMI 50 を発売。 


▽2 管式完全自動式小型カラーカメラ DXC 
15000を発表。 

▽世界初のマガジン式家庭用 VTR " マガジ 
ン カラ— ビデオコ—ダ I " を発表。 

5 月▽ソニ ーオーディオ ㈱ を静岡県湖西町に設立。 

▽コンシユーマー 用 エレクトレットコンデン 

サー マイクの 1号機 ECMI 19 B を発売。 

6 月 ▽アンチロ—リング メカ 搭載の カセット コー 

ダ — T c 1 1150 を発売。 

▽ トリニトロンカラーモニタ — cvM — 1 3 

00を発売。 

▽小型軽量の家庭用 VTR 、 CVI 2700 
を発売。 

▽1 C 採用、レビ ユー 機能付き カセットレコ 

丨ダー TC — 11 7 〇を発売。 

7 月 ▽米国の国際セールス•マーケティング幹部 

協会が68 〜 69年度の国際マ—ヶティング経 
営者賞に盛田副社長を選ぶ。 

8 月▽ソ ニーマグネス ケ ー ル ㈱ を設立。 

▽低雑音、高出力の" ソニ 1 SLH テープ" 
を発表。 
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▽ UHF 付き トリニ トロン カラーテレビ Kv 

13 2 0 U を発売。 

9 月▽芝浦工場を新設する。 

▽ソニー初のカーステレオカセット丁〇―^〇〇 

2 0 0を発売。 

▽語学練習用にも使えるカセットテープレコ 
丨ダ|70|116 5を発売。 

10 月 ▽ソニー•アメリカが カナダの トロントにソ 

ニー•カナダを設立。 

▽ ES シリ—ズに F グループ誕生。 
▽カセットを 使つたソニ— カラー ビデオプレ 

丨ヤーを発表。 

11 月 ▽宮城県白石市にソニー白石セミコンダクタ 

㈱ を設立。 

▽統一 .1 型のビデオ機器 " AV シリ— ズ" 

- A V —— 510 〇、 AV ——370 〇、 AV 
1 35 0 〇、 Avc 1 35 0〇)を発売。 
▽世界最小の 1 C ラジオ Ic RI 90 を発売。 
12 月▽愛知県稲沢市に稲沢工場を新設。 

▽ FM \ AM ラジオ付きカセットコーダ —C 
FMI 8120 を発売。 


▽ト リニ ト ロンカラ ーテレビが第 21 回毎日ェ 

業技術賞に選定され る。 


I 昭和145年— 

2 月 ▽第 1 回世界 パッケージコンテストで〃 1 C 

トランシ— .•ハー"の包装が最高のゴールド 
スターを獲得。 

▽14型白黒テレビ TV —140 を発売。 

3月 ▽ソニーの；>丁尺が万博協会の公式記録の収 

録に採用され る。 

▽ビデオカセットの規格統一に ついて 松下電 
器、日本ビ クタ— と合意。 
▽野村証券と共同で：>丁尺情報伝達システム 

完成。 

▽音楽 専用カセットテ—プ C — 60 HF を 発売。 
4月 ▽テレビ 音声多重放送受信 用チユーナ —MT 

—50、レシ—バ IMLI 50 を発売。 

▽金属燃料電池システムを開発。 

▽ニユーヨークのタイムズ•スクェアに大ネ 

オンを 建設、 点灯す る。 
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▽ソニー•パナマを設立。 

5 月▽愛知県一宮市の一宮工場が開所。 

▽ソニ—4チャンネル. QR ステレオシステ 

ムを開発、 製品発売予告を 行ぅ。 

6月 ▽一つのスピーカーボックスでステレオの聴 

ける Ms ステレオラジオ M S— 33/34 を発 
売。 

▽ソニー初のラジオ 付き カセッ トコ— ダー C 

FM — 8 12 0 を発売。 

7月 V18 型トリニト a ン K V1181 OU を発売。 

8月 ▽西ドイツ•ケルンにソニ I . GmbH 設立。 

9月 ▽ダイレクトドライブプレ—^- PS I E 4 

0 0 0を発売。 

▽ニユ—ョーク証券取引所に上場。 

▽米領プエルト•リコにソニー•プエルトリ 
コを設立。 

10月▽ロンドン証券取引所に上場。 

▽アムステルダム 証券取引所に株式 上場。 
▽歪の少ない ソニ IULM スピーカ ーを 発売。 
▽最高級ソバックス ICC— 2700 発表。 

▽ポータブルステレオデッキ 兼用 カセットコ 


—ター 了 c —— 2100およひワンボイント 
ステレオマイク ECMI99 を発売。 


I 昭和46年 

1月 VSECAM • PAL 方式のトリニト a ン発 

表。 

▽単管式のカラ—ビデオカメラを発表。 

2月 VULM スピーカ— 5機種を発売。 

▽安田順一が「民生機器のトランジスタ化」 
などの理由で紫綬褒章を受章。 

▽事務用機器販売のソニ—ビジネスマシン ㈱ 

を設立。 

▽ビデオ製品販売のソニービデオシステム ㈱ 

を設立。 

3 月 ▽ソニー •カラ—ビデオカセット総合システ 

ムを発表。 

▽第1回輸出軽機械デザィン コンテストで、 

TC —9 4 〇 〇が通産大臣賞を受賞。 

▽10 型 トリニトロン Kv—lolou を発売。 
4 月▽口述専用録音•再生機 BM— 30 等を発売。 
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▽ソニ ーフ H ア を全国 7 力所で開催。 
▽ミラノに駐在事務所を 開設。 

5月 ▽仙台、稲沢、一宮各工場を廃し、ソニー仙 

台 ㈱ 、ソニー 稲沢 ㈱ 、 ソー ー 1 一宮 ㈱ を設立 0 
▽新型表示管 r ブラニトロン」を採用した S 

OBAX、ICCIloo を発売。 

▽井深社長がスゥヱーデン王立理工学アヵデ 
• ミ-の外国人会 S 選ばれる。 

6月 ▽新しい4チャンネルステレオ、 SQ システ 

ムを発表、9月から発売。 

▽ ㈱ ソーー—•ヤングラボラトリーを設立。 

▽代表取締役会長に井深 大、 代表取締役社長 
に盛田昭夫が就任。 

. ▽米国パシフィックコー スト 証券取引所に上 
場。 

8月 ▽ホンコン証券取引所に上場。 

▽フル•オートシャットオフ機構のラジオカ 
セットコ—ダー CF I 1 500 を発売。 

9月 VU マチックレコーダー vo 11700、同 

プレーヤー VP — 11 〇 〇 を発表。 

▽世界 初の FM ステレオワイヤレスマイク C 


RTI 88 を発売。 

▽パリにシヨ ール ームを開設。 

▽新しい記憶用半導体素子"ソニ— •メモリ 
丨 •トランジスタ"を発表。 

10 月▽各種 スポ I ツ動作を分析診断す る「ソニ— 

•スポーツクリニックシステム」を発表。 

11 月 V16 型トリニトロン KV — 1 610 を発売。 

▽ソニ ー •ディストリビユーシヨン•セン 

丨をオランダのフイアネンに設立。 

▽ソニー羽田 ㈱ を設立。 

▽テイアツ クと共同出資によりビデオ機器を 
開発製造す るティアックビデオ ㈱ を設立。 



1月 ▽ソ ニ— •カラ—ビデオ.プロジエクシ ヨン 

•システムを発表。 

▽米国 コカ•コーラ 社が U マチック 導入 発表。 
▽井深社長が社団法人発明協会の会長に 就任。 
▽盛田社長が IBM . WTC の取締役に 就任。 
4月 VII 4荽広角 ブラウン管« 用の 18 型 トリニ 


夕 
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トロン KV —1813を発売。 

▽米国 IBM 社から U マチック300 台受注。 

5月 ▽ベルギーにソニ ー . コンチネンタルを設立 0 
▽シスコンの始まり〃リッスン 5" を発売。 

▽世界最小の FM / AM .1 C ラジオ ICF 
1121〇を発売。 

6月 ▽静岡県浜松市に音響機器製造の サウンドシ 

ステム ㈱ を設立。 

▽ 3 バンドレシーバ — ICF 1 550〇 ( ス 

カイセンサ— 550〇)を発売。 

▽ドルビーシステム内蔵のカセットデッキ T 

c I 2250 SD を発売。 

▽ U マチックを装備した「ビデオジムニ—」 

を鈴木自動車と共同開発。 

▽農業協同組合が U マチック導入を決定。 

7 月 ▽輸入販売のソーー—トレーディング ㈱ を設立。 
8 月 ▽米国フォード社から U マチック等を受注。 

▽発光ダイオード用ガリウム•リン結晶のェ 
業的製法の開発に成功。 

▽ソニ— •アメリカの サンディエゴエ場稼動0 

▽耳掛け式補聴器 TEI 201 を発売。 


▽高速 テレビファクシミリを開発。 

9月▽輸入商品販 ilTC のソーー— •インターナシヨナ 

ル•ハウスウェアーズ ㈱ を設立。 

▽パリ証券取引所に上場。 

▽カラカスにソニ— .ベネズエラを設立。 

10 月 ▽フランクフルト 証券取引所に 上場。 

▽財団法人「ソーー—教育振興財団」を設立。 
▽千葉県東金市に音！：機器製造のオー ディ オ 

システム ㈱ を設立。 

▽愛知県幸田町にソニー幸田 ㈱ を設立。 

▽サンパウロに ソニー •ド•ブラジルを設立0 


I昭和148年— 

彳月▽名古屋市に東海 H レクト Q ニクス ㈱ を設立。 

▽バルセロナ，にイスパノ •ソーー—を設立。 

2月 ▽ソニー•フランスを設立。 

▽20型トリニトロン KVI 2 0 2 0を発売。 

3月 ▽英国ブリジ X ンドにカラ—テレビエ場を建 

設すると発表。 

4月▽福島県本宮町に本宮電子 ㈱ を設立。 
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▽カセットデッキ付きシステムステレオ MJ 

1100 K を発売。 

5 月 ▽広角トリニト Q ンの開発で吉田進常務、大 

越明 男、 宮岡千里が科学技術長官賞受賞。 

▽トリニトロンカラーテレビジョン•システ 

ムが技術部門の7カデミ—「エミー賞」受 

賞。 

▽生録ブームを作ったカセットデンスヶ TC 

—28 5 0 SD を発売。 

▽ステレオカ セ， ゞ トコーダ IT C —— 3400 
を発売。 

7月 ▽市場最大画面の 27 型トリニトロン KV I2 

700 完成。世界初の 120 度広角 18 型、 
122度超広角20型トリニトロンも発表。 
▽第1回技術交換会を開催。 

▽トリニ トロンのテレビ CM r タコの赤ちや 

ん」がテレビ広告電通賞を受賞。 
▽鹿児島県国分市に半導体専門工場のソニー 

国分 セミコンダクタ ㈱ を設立。 

▽ 6 型トリニトロン KVI 6010 を発売。 
9月 ▽ポ ー タブル•カラ ー ビ•テオコーダー A V — 


850 0 を発売。 

▽第 15 回 全国ヵタログ•ポスター展で _然シ 346 
リーズ ポスタ—が 通産大臣賞を受賞。 

▽韓国に和信ソニ— ㈱ を設立。 

▽デュアド•フ H リ•クロムカセットテープ 

を発表。 

10月 ▽ベル ギーのブラッセル 証券取引所、アン ト 

ヮープ証券取引所に上場。 

▽新構造のパヮ IFET を 発表。 

▽吉田進常務、大越明 男、 宮岡千里が「トリ 
ニトロンの発明」で紫綬褒賞を受賞。 
▽カセットカラ— テレビ Kv —— 2050 M \ 

V 〇-172 0 を発売。 

12 月 V3 ヘッドステレオカセットデッキ TCI6 

150 SD を発売。 

▽学校法人ソニ—学園が湘北短期大学を設立。 

▽ソニ—.サービス•センター(ヨーロッ 

パ)をアントヮープに設立。 



昭和149年 

1 月 ▽ヵレンダ ー 「生物の誕生」が通産大臣賞に 0 
3 月 VU マチックおよび トリニ コンカラ—カメラ 

のフルラインアップを発表。 

▽ウィーン証券取引所に上場。 

4 月 ▽ブレヒ—卜なしで瞬時受像できるエコノク 

イック方式採用の節電型トリニトロン発表。 

▽シドーー—に ソー ー 丨 •ケムト P ンを設立。 

5月▽磁気ヵードを用いたヵラー画像記録•再生 

の rMA v ICA 」 システムを発表。 

▽コペンハ丨ゲンにエル トラ•ト レーディン 

ダ&ホ—ルディング社を設立。 

▽新半導体製造技術で LEC 素子を開発。 

▽高級コンポ — 不ント£3 1 n シリ—ズ発売。 

6 月▽第 24 回電波の日に電波技術発展の貢献者と 

して島茂雄顧問が郵政大臣から表彰される。 
▽ 宮岡千里が「カラーテレビ映像管に関する 
新着想の発展」により IEEE ッウォリキ 
ン賞を受賞。 

▽CBS ニュース社が、ニクソン大統領訪ソ 


の際、取材に U マチックシステムを使用。 
▽卩ンドンにショール—ムを開設。 

▽ ブリジ H ンドエ場が稼動。 12 月にはチャー 
ルズ皇太子を迎えて開所式を 行ぅ。 

7 月▽公害のない メッキ 技術 「 NEP 」 を発表。 

▽米国財務省が、ソニ—の米国向け輸出テレ 
ビの販売価格が「反ダンピング法」に抵触 
しないとして、ダンピング対象会社から除 
外すると発表。 

▽サンディエゴエ場のブラゥン管工場が稼動 0 
10 月 ▽カナダのトロント、モントリオール、バン 

クーバーの各証券取引所に上場。 

▽米国 ヮシントンのスミソニアン 国立博物館 
にエサキダイオード、 pv 110 〇、 TV 

8—301、 Kv 11310 など 16 点を寄 

贈、 永久に展示され る。 

11 月▽電子選局機構の 20 型トリニトロン KV I 2 

070 を発売。 

▽最高級オープンデッキ TC — 875012 
を発売。 
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昭和 150 年 

彳月 V50 年度経営方針で生産 調整、 一時帰休 発表。 

2月 ▽米国ユニオン•カーバイド社と折半で、電 

池製造販売のソーー— •エバレディ ㈱ を設立。 
▽西ドイッ•ベガ社の全株式を取得。 

4 月 ▽本格的な家庭 用 ビデオシステムの開発に成 

功、「ベ— タマ ックス」と名づけ、テレビ 
と組み合わせた「ビデオテレビ」とデッキ 
の発売を発表。 

▽ 120 型プロジ K クシヨンの 商品化に成功0 
6 月 ▽イランの「職業訓練センター」に教育機器、 

技術協力等で協力す ることに合意。 

▽米国 アラバマ州ドー サン 市に、ビデオと 才 
丨ディオ 用 テープ エ場を建設す ると発表。 

7 月 V 27 型トリ-一ト ロン KV —272〇、 Kv I 

2 72 7 を発売。 

▽ T V チュ ー ナ ー 付きべ ータマックス SL — 

7300 を発売。 

9 月 ▽明るさ 60 %ァップの「新トリニトロン(プ 

ラス トリニ トロン)」カラーテレビを発表。 


▽第1回ソニーアィデアコンクールを開催。 

▽ド—サンエ場建築資金調達のために米国で 
発行される債券が、日本企業で初めての超 
優良格付 A A に認定される。 

10 月 ▽カナダにソニ— •エレクトロニクスを設立0 

▽32 ,’ハンドのワールドゾーンラジオ c RF —— 

320を発売。 

▽カッパブックサィズの薄型カセットコーダ 

ITC —11〇 〇を発売。 

▽シカゴのミッドウヱスト証券取引所に上場。 

H 月 ▽ソニ I ト レ I i アィン グ ㈱ とソニ I インター 

ナショナルハウスウェア—.ス ㈱ を合併し、 

新たにソニートレーディング ㈱ を設立。 

▽第1 回ソ ニー.チャリティ •クラシック. 
ゴルフトーナメントを横浜 CC で開催。 

12月 ▽ゼン ディス 社と ソニー カナダを合併して ソ 

二—•オブ•カナダを設立。 


I 昭和 151 年— 

I 月▽創立 30 周年にあたり経営機構おょび人事を 
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月 


月 


月 


月 


刷新す る 新体制を 敷く。 取締役名誉会長に 
井深 大、 代表取締役会長に盛田昭 夫、 代表 
取締役社長に岩間和 夫が就任。 

▽ボーカル用フロ用、タイナミックマイクロホ 

ン第1号の F — 660を発売。 

▽ニュー . U マチックシリーズとして VOI 

2 700を発売。 

▽マイクロカセットコーダー M —101発売。 
▽システムステレオ「クロッコ」を発売。 

▽世界最大の 32 型 カラ—テレビを発表。 

▽放送業務用ビデオ機器 BV シリーズとして、 
U マチック、1インチ¥丁尺、3管式カメ 

ラ、 電子編集 ユニット 等を 発表。 

▽新しいハイファイ用オーデ ィオ テ—プ「エ 
ルカ セット」 をソ ニー、 松下電器、ティア 

ックの 3社で共同開発、発表す る。 

▽盛田会長が「日本の電子工業の発展に寄与 
した」として藍綬褒章を受章。 

▽大阪•心斎橋に「ソー ー—タワ—」 完成。 
▽テレビ番組の ENG 化を進めた U マチック 

•ビデオカセット•システムの 開発でエミ 


丨 賞を受賞。 

▽ビデォ機器の部品製造を行ぅマックス精機 
㈱ を設立。 

6 月 ▽サンパウロにショ—ルームを開設。 

7月 ▽モントリオ—ル•オリンビックでソニーの 

ビデォ機器が活躍。 

8月 ▽ファイナンスおよびリース業の ㈱ ソニーフ 

ァイ ナンス インター ナショナルを設立。 

9 月 ▽遊びながら学べる教育玩具、 「ト ー キング 

カード：ンステム」を発表、10月から発売0 
10 月 ▽ラジオカセット•テレビ FX —3 〇 〇 ( ジ 

ヤッカル30〇)を発売。 

▽ 30 周年を記念し、米国研修視察団派遣。ソ 
二—グループ国際教育基金を発足。 

▽スピ I カー 「G シリ— ズ」 SS—G7 発売0 
II 月 ▽ジヱットセンサーとリモコン 採用の新 トリ 

二トロン Kv 12070 R を発売。 


I 昭和 152 年 

2 月 ▽業務用べ— タマ ックス SLI 7 3 01 発売 0 
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▽米国ゼニス社とベータマックスの製造.販 
売に関し業務提携することを発表。 

▽ソニ I 、東芝、 三洋電機の 3 社でベ— タフ 
ォーマ ットを 発表。 

▽仏国トムソン • CSF 社と放送業務用 VT 
R 、 カラ ー テレビ、 カメラ および関連機器 
の製造販売について業務提携したと発表。 
▽米国 NBC 社から総額4億円の ENG 用ビ 
デォ機器を受注。 

▽米国ドーサンエ場が完成、開所式を行ぅ。 
3 月 V 2 時間録画のベ丨タマックス SL — 810 

〇を発売。 

4月 ▽才—ディオシステム「サウンドセンサ—」 

シリーズ、 AI 727 を発売。 

▽パイオニアとアイワがベ—タフォーマツト 

を採用。 

5 月 ▽ベ—タマックスの論文が IEEE の 77 年度 

最優秀論文賞に選ばれる。 

▽全国発明表彰で稲賀克が「回転磁気 ヘッド 
装置への磁気テープ装架装置」で通産大臣 
賞を受賞。 


6月 ▽ファルコン•ジェットコーポレーシヨンと、 

同社の「ファルコン シリー ズ」の日本国内 350 
における総販売代理店契約を結ぶ。 

9月 VPCM オーディォユニットを開発、業界で 

初めて家庭用製品の PCM ^を発売。 

▽ PCM 才—ディオディスクを発表。 

▽新しい ファミリブランド「ソネット」 を設 
定 、第一 弾として ソリッドフレーム UFI 
12 〇 〇を10月から発士冗。 

10 月 ▽米国 RCA 社と放送業務用 1 インチへリカ 

ル VTR おょび関連機器に関する技術を同 
社に提供する ことで 合意に 達し、 正式 調印。 
▽ジャッカルのポスタ—が 第 14 回全国 カタ P 

グ•ポスター展で通産大臣賞を受賞。 

11月 ▽スイスのチューリッヒ、バーゼル、ジュネ 

—ブの 3 証券取引所に 上場。 

▽新 日本 電気がベー タフォーマットを採用。 
▽厚さ9ミリの〃ミリ Q " 2機種を発売。 

12月 ▽ゼネラルがベータフォーマットを採用。 

▽カートリッジ、卜丨ンアーム、補聴器メ- 
カーのソ ニ—サウンドテック ㈱ を設立。 



I 昭和 53 年— 

1 月 ▽正方形の平面振動板を採用した A PM スピ 

丨カー を発表。 

▽オランダにソニー•ブロードキャスト設立。 
2月 ▽世界初の旅客機搭載用プ a ジヱクシヨン 

「スカイビジヨン」を全日空と共同開発。 

3 月 V 11 万素子の CCD と、これを撮像素子に使 

つた カラーカメラの 開発に成功し発表す る。 
▽カセット テープに DP メカ採用。 

4 月 ▽家庭 用ポー タブルビデオ、 HVCIllo 

〇と SLI 3100を発表、9月発売。 
▽井深名誉会長が「わが国産業経済の発展と 
科学技術の振興に寄与した」として、勲一 
等に叙せられ瑞宝章を授与される。 

▽小型軽量 カセットコー ダー「プレスマン」 

発売。 

5 月 VOB の成瀬雄 吾、 土橋武夫、正東喜義 、迫 

田俊郎 、瀬 古隆 一、 山内宣 、茜 部資躬 、中 
津留 要、 倉橋正 雄、 植村三 良、 江崎玲於奈 


の 11 氏を社友に 選定、ソニー 社友会を 発足。 
▽両面2時間のビデオディスクを発表。 

6月 ▽ライフアクセサリー 製品を製造販売す る ㈱ 

ソニー •クリエイティブプロダクツを設立。 
▽米国 クライスラ— 社から業務用べー タマッ 
クスを 大量受注。 

8月 ▽日本初 SHF 公開受信を ソニ—ビルで行ぅ。 
9月 ▽高輝度カラ丨ビデオプロジェクション仄卩 

— 7210、 KP — 5010 を発売。 

10 月▽動作分析に便利なビデオストロボを発売。 

▽マイクロ •シスコテムコンポ「ファルコン 

シリ—ズ」を発売。 

▽音声多重受信装置内蔵のトリニトロン発売。 

▽業務用ポータブル.ワイヤレスマイクロホ 

ンシステム wRTI 27、 w RRI 27 等発売。 

▽業務 用 多 チャンネル PCM マルチレコ—デ 
ィングシステムを発表。 

11 月 ▽マイクロコンポ「プリサイス」発売。 

▽マイクロカセット用メタルテープを発売。 
▽出力450 W のモノラルパワーアンプ TA 

IN 9 を発売。 
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▽森園常務が世界の放送技術界で最も権威あ 

るデビッドサ ーノフ 賞を受賞。 

12月 ▽ィタリア 国営放送局に ビデオ 機器大量 納入。 
▽海外初の ビデオ 機器生産販売会社をブラジ 
ルの クリ チバに設立す ると発表。 


I 昭和154年— 

2月▽信頼性•省力化を図った自動生産 システム 

H ユニバ I サル混成集積回路方式を開発。 

3 月 ▽高速ピクチャ—サーチなど多機能べ j タマ 

ックス SLIJ 7 を発表、発売。 

4 月▽メタル 対応デッキ TC—K 55 . 66 . 88 発表。 

▽天井吊り型カラービデオプ P ジ X .クシヨン 

システム VPK - 721 を発売。 

▽岩間社長が「日本の電子工業の発展に寄与 
した」として藍綬褒章を受章。 

5 月 ▽社内の活性化運動「ソアリング ^〇し始まる。 
6 月 ▽全国発明表彰式で沼倉俊彦が 「カラ ー ビデ 

才録画再生方式」で恩賜発明賞を受賞。 

▽ p c M テジタルオ ー ディオプ ロセツサ— 3 


機種と PCM 関連機器を発売。 

7 月 ▽ステレオカセットプレーヤー TPS I L 2 

(ウォ ークマ ン)を発売。 

▽第1回ソ-一丨.インターナショナル•サー 
ビスコンテストを開催。 

▽最高級ハイファイ.オーディオブランド 
• 「ェスプリ」を設定、第一弾として APM 

スピーヵー A PM 18 を 8 月から発売。 

▽ 6 型トリニトロン KVI60P1 を発売。 

▽米国プルデンシャル社と折半で ソニ ー •プ 
ルデンシャル生叩保険 ㈱ を設立。 

8 月 ▽井深名誉会長が日本才—デ ィォ 協会会長に 。 

▽木原常務がべータマックスの開発にょりェ 
ドアルト•ライン賞を受賞。 

9 月 ▽米国 ぺプシコ 社と折半で スポ—ッ 用品の輪 

入販売会社ソニー•ウイルソン ㈱ を設立。 

▽1 インチ VTR • BVH シリーズが、カラ 
I テレビ放送技術分野の向上と1インチ V 
TR の規格化に大きな役割を果たしたとし 
て、 ヱミ—賞を受賞。 

10 月 ▽フィリップス 社と エレクトロニクス分野で 
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のフリ—クロスライセンス契約を締結。 
▽アモルファス 磁性 合金薄 帯を 発表。 

▽ソー ーーサウンドテックが、針先一体型ダイ 
ヤモンドカンチレバ—を開発。 

11 月 ▽ソニ ー •マグネ •テ ー プセールス ㈱ を 設立。 
▽フランスのバイヨンヌ m に磁気テ ー プ 量産 

工場を建設すると発表。 

12 月 ▽シネスコサイズのプロジヱクシヨンを発表。 


— 昭和155年— 

1月 レシ丨バ IICFI 2001 

(ボイス•オブ•ジャパン)を発売。 

▽ ccD カラービデオカメラ X c 11を完成。 

▽ ENG 機器 4 億 5 千万円分を NHK に納入。 

2 月 ▽トリニトロン•カラーモニター 「プロ フィ 

丨 ル」 KXI 27 HF 1、20 HF 1 を発売。 

3 月 ▽ ^. m 機能べータマ ックス s L — Jl - id 発売。 

▽パッケージコンテストでカートリッジシリ 

—ズが通産大臣賞を受賞。 

4 月 ▽世界初のアモルファスコア MM 型力— トリ 


ツジ XL —— 70 と、 ダイヤモンドカンチレバ 

— MC 型カートリッジ XLI 88 D を発売。 
▽ソー 1 —UK が輸出貢献企業として英国政府 
から日本初のクイ—ンズ•アワードを受賞。 
▽NAB シヨーでデジタル VTR を公開。 
▽光学式 ビデオディスク 盤の生産体制を確立。 
5 月 ▽スイスの ウィ リー•スチユーダ ー 社と固定 

ヘッド 方式に ょる 業務用 デジタル オー ディ 
オ レコ—デ ィング システムの 記録再生 フォ 

丨 マットに 関する技術供与契約を 締結。 

▽ 4型トリニトロン Kv I 4 P 1 を発売。 

6 月 ▽磁場応用にょる単結晶シリコン弓き上げ法 

「MCZ 法」を発表。 

▽ 6力 月 国語同時通訳が可能な会議システム 
\同時通訳システムを発表。 

▽フィリップス社との技術協力で光学式デジ 

タル.コンパクト•ディスクシステムに改 

良を加えた新しい信号 フォーマットを 開発。 
7 月 ▽超小型.軽量のビデオとカメラの一体型 

「ビデオムービ I 」を発表、 方式統一 提案。 

9 月 ▽コンパクトディスク•デジタルオーディオ 
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システムのプレ—ヤ ー とディスクを開発。 

10月▽放送業務用カラービデオモニターを発表。 
n 月▽ソナムの山田まき袅さんに勲六等瑞宝章。 
▽ベ—タマックスの半製品組立を行ぅソニー 

美濃加茂 ㈱ を設立。 

▽プリジ H ンド常田工場長に、 英国 政府から 
大英帝国勲功章 ( OBE ) が 授与され る。 

12月 VOA 市場への参入を表明。タイプコーダ—、 

ワ—ドプロセッサ—、 3. 5インチマイクロフ 

ロッピーディスクを 56 年春、米国で発売。 

▽フランスのバイヨンヌェ_が稼動 


昭和 56 年 

彳月 ▽ソニ I 商事 ㈱ の営業部門を ソニ ー ㈱ へ移管0 
▽ド ルビー NR • C 搭載のステレオ カセット 

デッキ TC — FX 6 C / FX 5 C 発売。 

2月 ▽ゥオークマン n を発売。 

▽カレントドライブのステレオプリ X インア 

ンプ TAIAX8/AX7 を発売。 

3月 ▽米国 フオード 社から ビデオディスクを 大量 


受注。 

4月▽世界最小•最軽量、薄型ポータブルべータ 

マツクス s LIF 1、ビデオカメラ H V C 

IF1 など F1 シリ—ズを発表、 6 月発売。 

▽カメラ • VTR 1 体型の 「ベー タカム 」 B 

V W I 1、 ハイバンド 単管式放送局用ポー 
タブルカラ ー カメラ Bvp 1 110、3 時 

間録画再生可能な B V HI 118 0 を開発。 
▽ HDVS =高精細度ビデオシステムを発表。 
I ▽高崎常任相談役が「ビデオテ丨プとビデオ 

ヘッドの開発育成」により藍綬褒章を受章。 

▽システムコンポ「ザ.セッション」シリー 

ズを発売。 

8月 ▽磁気記録方式に よるソニー•マグネティッ 

ク•ビデオカメラ(マビカ)を発表。 

▽パーソナルオ—ディオシステム「リバテ 

ィ」シリ—ズを発売。 

9月▽森尾稔、越智成之の両名がビデオム—ビー 

の 開発で、土井利忠が CD の信号 処理技術 
の 開発に より H ドアルト•ライン 賞を 受賞。 

▽米国サウスカロライナ州コロンビア市郊外 
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に カラ— テレビ製造工場を建設す ると 発表。 

10 月 ▽カセットデッキ用のレーザ—アモルファス 

ヘッドを開発。 

▽コンパクトカセットを使った固定ヘッドの 
デジタルオーディオテープデッキを発表。 
▽静岡県清水町に ソニー沼 律 ㈱ を設立。 
▽連結決算で初の一兆円を 達成。 

11月 ▽音声合成 ラジオ(コスモワード)を発売。 

▽留守番 コーダ IRS — 20 を発売。 

12 月 ▽固定 ヘッド 方式業務 用24チヤンネルデジタ 

ルオー■デ イオ テープ レコ ーダ I p CM —3 

3 2 4を発売。 

▽世界最小•最軽量の家庭 用 pCM デジタル 
オーデイオプロセッサー PCMIF 1 発売。 



1月 t >8 ミリビデオの新フォーマット案を他の4 

社とともに関係業界に共同提案。 

▽岐阜県瑞浪市にソーー—瑞浪 ㈱ を設立。 

2月 ▽薄型偏平ブラウン管採弔のフラットテレビ 


FDI 200を発売。 

▽ソー| 丨 •アメリカがプロ 用 スタジオ録音機 
メーカーの：^01社の資産を取得。 

▽ ソニ—初の転換社債を私募形式で発行。 

3 月 ▽カラ—ビデオプリンター「マビグラフ」を 

発表。 

▽英国ビクトリア博物館で、企業初の"ソニ 
丨デザイン展"を開催。 

4 月 ▽容積、重量が従来の半分の1インチ¥ 丁尺、 

B V H — 2 0 0 0を発売。 

5月 ▽デジタル技術応用の新受像方式カラーテレ 

ビ 「ノン•インターレース 方式」を発表0 
▽ビデオ機器と連動機能を持つマイクロコン 
ピユ ーター ( SMCI 70) システムを発表。 
▽数々のビデオ技術の開発にょり木原専務が 
デビッド•サ ーノフ 賞を受賞。 

7 月▽米国市場初の転換社債を私募形式で発行。 

8 月 ▽トムソン • CSF 社がベ—タカムフォ I マ 

ットを採用。 

▽岩間社長逝去。9月4日社葬を執り行ぅ。355 

▽コン。 ハク ト ディスク•システムを今秋から 



発売すると他 3 社と共同発表 。 CDP I - _ 
01 を 10 月から発売。業務用も商品 化。 

9月▽成田光三が代表取締役副会長に、大賀典雄 

が代表取締役社長に就任。 、 
▽フラットテレビ 技術の開発により、佐藤広 
喜が エドアルト •ライン賞を 受賞。 

▽小型コンポ F H — 7 ( ヘリコンポ)を発売。 
▽中国政府との 合作、 北京放送器材工場開 所。 
10月▽べータグループ7社が B 5 判サイズの世界 

最小.最軽量の長時間；>丁尺を共同開発。 

H 月▽成田副会長が「日本の電子工業発展に寄与 

した」として 藍綬褒章を 受章。 

▽ベ—タカムを NHK に大量納入。 

▽記録可能な光ディスクを開発、発表。 

▽盛田会長が H ミ— 賞特別賞を受賞。 

12月 ▽リア 型 プロジヱクタ ー KPR 1 4610 を 

発売。 

▽一宮女子 ホッケ j 部が全日本選手権で優勝。 
▽盛田会長が英国王立芸術院からアルバ ート 
•メダルを受ける。 


I 昭和 158 年 

2 月 ▽ソニ ー ビデオシアタ I システムを発表。 

3月 ▽ポ—タブルべータマックス SL—B 5 発売0 
▽450 億円の第 1 回無担保転換社債を発行。 
▽世界最高記録密度の垂直磁気記録方式発表。 
4 月▽ベ— タ ハイファイ 採用の SLIHF 77 発売。 
▽車 載 用 パーソナル 無線 SPRI 7 を発売。 
▽森園副社長が「放送用録画装置の開発育成 
に 寄与した」 として 藍綬褒章を受章。 

5 月 ▽録画機能内蔵のビデオカメラ r ベ—タムー 

ビー」を発表、 BMCIloo を7月発売。 

▽スチルフレームオーディオシステムを発表。 

6 月 VCBS •ソニーが米国インディアナ州にデ 

ジタル.オーディオ•ディスク•コーポレ 
丨ションを設立。 

8 月 ▽デジタルテレビを発表。 

▽カナダ国営放送局からベ—タカム大量受注。 
9月 ▽書き換え可能な大容量光磁気 ディスク 発表。 

▽マビカの開発にょり斉藤悦郎がエドアルト 
•ライン賞を受賞。 
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▽文字多重デコーダー TXT I 10 を発売。 

10 月 ▽放送用デジタル録音でソニ ー、 MCI 、 ス 

チユーダ—、松下の4社が DAS H で合意。 

▽ cD の技術開発で N A RRS 特別賞を受賞。 
▽世界最小家庭用ビデオカメラ c C D — G 5 

を発売。 

▽カセットケ—スサイズのゥオ—クマン界；^ 

—20 を発売。 ■ 

▽ CD — ROM でフィリップスと規格に合意。 
11 月▽撾口常任監査役が「日本の電子工業発展に 

寄与した」 として 勲三等瑞宝章を受章。 
▽科学万博に「ジャンボ トロン」 出展を発表。 
▽多目的伝送の rcADA システム」を発表。 

▽ MSX 規格対応の パソコン HBI55 を発売。 
12月 ▽超高解像度モノクロディスプレイを発表。 

▽家庭用ビデオディスクに光学式で参入発表。 

▽サラエボ五輪でべータカム採用決定。 


昭和159年— 

1月▽米国著作権訴訟でソニーが全面勝訴。 


▽ベ—タマックスの現地生産について中国政 

府と 合意、 契約に調印す る。 

▽13時間半にわたった株主総会。 

▽ UHIC 方式基板実装技術で「第30回大河 
内記念生産賞」を受賞。 

2 月 ▽トリニトロンの 現地生産について中国政府 

と合意、 契約に調印す る。 

▽盛田会長が日仏産業協力に貢献したとして 
. 仏国最高名誉のレジオン•ドヌ j ルを受章。 
3月 ▽衛星放送受信システムを発売。 

4 月 ▽レ ー ザ ー •マックス LDP — 15 〇を発売。 

▽ NAB ショーにべ—タヵート等を出展。 

▽盛田会長が日本電子機械工業会会長に就任。 
5月▽大分県国東町にソニ—大分 ㈱ を設立。 

6 月▽シネマチック. ジャパン ㈱ を設立。 

▽トリニコン管の開発で窪田泰 治、 蠣崎武広 
の両名がッォリキン賞を受賞。 

▽HDVS を他社に先がけて商品 化。 

▽米国インディアナ升テラホー ト 市にビデオ 

ディスク エ場を建設す ると発表。 

▽新航法衛星 「 GPS 」 受信機を 発表。 
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▽タッチスクリーン内蔵の業務用ビデオモニ 

タ ー p VW — 2 〇 91を発売。 

8月▽高速ビデオシステムとマビカが五輪で活躍。 
▽超高速デジタルデ—タレ コー， ターを発表』 
▽車載用 CD プレ—ヤ—を発表、 10 月発売。 

9月 ▽カナダ国営放送がべータカムを採用。 

▽静止画像のコマどりが可能な BVHI 25 

〇 〇こエミ— 3 ' m 。 

▽ビームインデックス方式のカラ—ブラウン 
管「インデックストロン」を発表。 

▽米国 CBS がべータカムを採用。 
▽フランスのダックスエ場が操業開始。 
▽改革運動「イノべーション86」キックオフ。 
10月 VCD コンパクトプレーヤー 「 DI 50」 を発 

表、11月発売。 

11 月▽吉井顧問が「日英電子産業の協調と発展に 

尽くした」として勲四等旭日小綾章を受章。 
10月には大英帝国勲功章 ( CBE ) 受章。 
▽高速組み立てロボットで FA に参入。 

▽薄さ3 |のクレジットカードサイズラジオ 

2機種を発売。 


12 月▽中国と科学技術交流協定を結ぶ。 

▽ RcA 社と通信衛星で業務提携を 結ぶ。 

昭和1601年 

1月 V 8 ミリビデオ第一弾、 CCD — V 8 を発売。 
2 月 VDI 50 が 日経•年間優秀製品賞に 選ばれる。 

▽科学万博出展のジャンボトロンが 開館。 
▽世界初 カラ— 静止画 ファイルシステム完成。 
3 月 ▽追記型 光ディスクを 活用す る 統合電子 ファ 

イリングシステム 「 SIOS 」 を発表。 

4 月 ▽業界初 CD ラジオカセット CFDI5 発売。 
▽日 商岩 井、 丸 紅、 オリエント •リ ース 、日 

本リ—ス 、ソニー、ソー ー—ファイナンスの 

6社で ㈱ サテライトジャパンを設立。 
▽ベータマックスのハイバンド化を発表。 
▽ビデオテックス 画像入力装置 「フレームク 
リエータシステム100〇」を発売。 

▽盛田副社長が「家庭用|>丁尺の育成に寄与 
した」 として 藍綬褒章を 受章。 

5 月 V 8 ミリビデオ 第二弾と して、 CCDIM8 、 

E V I S 700 \A 300 等を発表。 
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▽高性能電子部品装着機 Ds H—2 2 2A を 

発表。 

月▽電話機市場に参入。 

▽放送業界初の「デジタルコントロ —ル方式 
オー ディ オ スイ ー トニ ングシステム」が大 

阪•毎日放送で運用 開始。 

▽ソニ ー •ウイルソン ㈱ のソニ ー持株分を米 
国ぺプシコ社へ譲渡。 

▽ブラジルのマナウスエ場才—プン。 
▽フランスに c D プレー^-^ 8ミリビデオ 

の 製造工場を建設す ると発表。 

▽大型高解像度ブラウン管を発表。 

月▽ソー ー—ビデオ台湾が正式オー プン。 

月 ▽車載用 cD プレーヤーが新型スカイライン 

のオプション純正部品に採用され る。 

月 ▽新ジャンボトロンを商品 化、 発表。 

▽スーパーモーションビデオシステムにエミ 

丄員。 

▽デジタルテレビの開発で、本宮正之、岡田 
登史の両名が H ドアルト•ライン賞を受賞。 

▽高度情報通信システム販冗のソニーテレコ 


ム ㈱ を設立。 

▽情報システムのシヨ—ルーム「メディア. 

ヮールド」が本社第2ビルにオープン。 
▽テレビ会議 システム、フラットスクリーン 
用 HDVS プロジェクタ ーを発表。 
▽テレビ朝日にビデオ機器等大量納入。 

10 月 ▽ソニーッーリスト 商品販売 ㈱ を 設立。 

II 月 ▽映像 ソフトウヱア の ㈱ ソニービデオソフト 

ウヱアインタ—ナショナルを設立。 

▽ HDVS 用デジタル VTR を発表。 

12 月 VCD の開発と実用化で毎日工業技術賞受賞。 


I昭和 161 年— 

1月 VCCDIV8 に日経•年間優秀製品賞。 

3 月 ▽デジタルサラウンドプロセッサ — s D P — 

505 Es ^' 発売。 

▽オーストリアに CD 製造工場建設を発表。 

4 月 ▽マルチディスプレイシステム発売。 

▽デジタルサウンド記録•再生可能な1イン359 

チ vrR、BVH 1 2800\ 2830 を 




発売。 

▽合弁 解消で、ソニー.エバレディ ㈱ を ㈱ ソ 
ニー•ヱナジ—•テックと社名変更。 

▽ベ—タカム s P 、デジタル¥丁|^、3板式 
CCD ビデオカメラ等を発表。 

▽ HD VS 用フル帯域の光学式ビデオデ ィス 
ク、 HD VS 用 41 型カラ j モニタ—を発表 0 

▽井深名誉会長が「多年にわたる電子工業の 
発展と科学技術の普及、文化•教育の振興 
に寄与した」として勲一等旭日大綬章を受 

章。 

5月▽創立40周年を迎える。 

(敬称略) 
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数字で見たソーー ー の軌跡 
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昭和20年代売上高推移 


707 JF 1 500万円 








年 

9 

2 





•トランジスタ、タイオ I ドの 市販開始 
春仙台工場設立 

ジス タ製造に関する技術援助契約の締結 
•ウェスタン•エレクトリツク社とトラン 


年 • 普及型テ—プコ—ダ—が売上の柱となる 
2籲放送局向携帯用テ—プコ—ダ—発売開始 

年 • 東北大計測研とフ X ライト共同研究開始 
26 • 日本初の普及型テ—プコ—ダ H 型を販売 



年 

5 

2 


“ • 
2 • 


NHK に音声調整装置納入 
テ—ブ用磁性粉の製造に成功 

• テ—プ用ヘッドの試作に成功 
ワイヤ—レコ—ダ—の試作に成功 


年 • N H K に周波数特性直視装置納入 
• 五反田工場設立 


3 

2 


年 

2 

2 


に約500台納入 

楽音音響機を運輸省に、調音機を ii 信省 


年•ピックアップの市販開始 
2|籲5 月 7 日' 東京通信工業 ㈱ 設立 

(ソニーの動き) 



日本短波放送、放送開始 
防衛庁設置(自衛隊発足) 

わが国最初の民放局日本テレビ放送開始 
日米通商航海条約調印 

NHK 東京がテレビ放送開始 
日本 、— MF •世界銀行に加盟 

日本 '— LO •ユネスコに加盟 
サンフランシスコ 講和会議開催 

国内航空会社設立認可 
日本輸出入銀行発足 

湯川秀樹博士、ノ —ベル物理学賞を受賞 
I ドル=360円の単|為替レート設定 


共同募金はじまる 
米国べルテレフ オン、 


ランジスタ発表 


臨時国勢調査、総人口 7810万人 
日本国憲法施行 

経団連(経済団体連合会)発足 
物価統制令施行 

(社会の動き) 


362 





穿あ如告省 

/ ^癌和刀/年々丹； ■ H ' 、 

_ V ^ 银和》/年/ク耳 ?/g / 

t - t 猶遠網餘 

甍 f Mj S - 

兮亂了会私初太淨クド、マ當業的 r 、 は详蟬辞べ匕い中す 
ベ、. 木ル^ M 敦^ィ、吏^ぅは^_斯‘ナ束夕斯，、心6パ私4 
^-tio 々'鳥 t 叟 ii ~ n %\ m 茛方汸 ^ r 、 电於っ疼 

级織 Wi ラう上し K 媢力 し 7 今 1 j i レ L I 疼ぎ方 幻 i 输; 1 

遂^笼4っ 4 X . I 良し肩も鐵 il 後磕 TcMV .^ 

ネ響誊•しべ，レぜ 1 H ，詞炎是硪泰▼ぅ執^叫ぃ.おむ 
r ムンス V レ-シか Iff ぃ濟丸嫂 t K め T 河料素朗成 rr 來ク斯 K 

せケ> 二しが-么來まレ穴。 

>乂ユっれ)め可* M/ 舍ぢ新い、；！•穿、 rn いて H 多紅扒， 
Ail 於^犄蛛ワ尨沄であ、 こ匕げ免か级爽 rzb かば老東 
んぃド約!尿 a 4又り砰穴し yiT ぅ“でめり J1% 

一/ 赕专 R >^ l vi ii - '、匕， フスア、フ r )} i >7 V ，ア，知ス、> 

ふ确で f 4 K 戈まし K 。 Z 社環步が'欢 / Oi ， O ' ぃ K めと.哆社 

兼备ぅ 鈐 ， li < 逼责 ri ^ KyiKM ^^ i ^%. 錄跟乙 

マふ戈亦方、う，泰: uU 化の輕备 I す.典故4ろ;％ムであ^ 

釣 Hfl 、'じ，，”. ヤっ • 、も fiky,^r 化て I 〈金 ' SH 农兔辱 
^ V マフアワフ ” す於印告 11 务 /' I! 埝乏ライ ^^ フ） 

> Ax - 也へ - r レ穴褚忖我、:兄 r めツれ•て省期匕し乙は./ i > l 支 

砰夕り f で t あつ政?《己#り么禾か成雜ネぴ'むバ 

で、っ r 、 彳とマ、3>低，' 啄フ'ノ又穿ぐあ， J " 1\ 





3 :- *■ 
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年 

8 






年 


j 結決疗開始 


I 

I 


年 


年 

5 



年 


総売上のぅち、海外売上が50%を超ぇる 
クロ マ トロン 方式カラ—テレビ発売 

この頃から各国 VI P の来社あいつぐ 
ソニーシヨ— ル—厶を銀座に開設 

マイクロ テレビの売上急伸 
TBS から業界未曾有の大量発注 

ソニ ー 研究所完成 
ソニ—株式、 ADR 発行 

ソニーアメリカ 設立 
天皇、 皇后両陛下本社ご見学 

エサキダイオ—ドの試作研究成功 
ソ I | I 理科教育振興資金を設立 


東京五輪開催(東海道新幹線開業) 

日本、— MF 8 条国に…開放経済体制へ 

日本、 OECD •経済協力開発機構加盟 
日米間の宇宙テレビ、中継実験成功 

SONY の 商標、 デザイン侵害が続出 
ケネディ、キ ユ—バ海上封鎖作戦 

テレビ •冷蔵庫•洗 il 機が 3 種の神器に 
ケネディ、フルシチョフがウィーン 会談 

チリ地震津波で111陸沿岸に大被害 
池 田総理、 高度成長所得倍増計画を発表 

日本経済の実質成長率|7%(岩戸景気) 
日本教育 •フジ •毎日テレビ本放送開始 
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29年 30年 31年 32年 33年 


V 教育界でソニーテ—ブコ—ダ—活躍 
零ソ ニ— ㈱ と改名 

• TR -63、 国内•海外で大評判となる 

• s O N Y の商標出願広告される 

•「アツちやん」アイキヤツチヤ—になる 
•放送用録音テ—ブを NHK に納入 

はソニ—ブランドでなければと拒否) 

• TR52 、 米国で 10 万台の商談(盛田専務 


(ソニ—の動き) 


テレビ受信者—〇〇万人に 
関門海底トンネル開通 

ソ連、 犬を乗せた人工衛星打ち上げ成功 
国産 ロケット |号機•ヵッパ—発射成功 

国連総会、日本の加盟を可決 
日ソ国交回復 

経済企画庁発足 

日本、 ガット(関税貿易一般協定)加入 


(社会の動き) 







《第 20 期営業報告書•昭和 30 年 11 月〜 31 年 4 月》 

今期を以って当社は第20期を終リ創立満10周年を迎えました。幸いなことにこの意義ある第10年目に於いて、 
当社は今迄にない売上の増大と将来に対して極めて希望多き状態にあることを株主各位に御報告申し上げること 
ができますことはよろこびにたえません。今期は一般経済界の好調も幸いしましたが当社製品の質•量との向上 
に加えて販売網もよぅやく軌道に乗った活動を開始しましたので前期、前年同期比(第 18期、19 期)に比して 50 
%強増にあたる5億4千万円の売上を計上し得ました。この上昇を大観いたしますと、市販売網による売上は' 
約4億円で前期の 42 %増、特殊需要の各種機器は、1億4千万円で前期の2倍に躍進いたしました。今期が官庁 
の年度末に当たることを考えても、当社の特殊な技術によるテープコーダー応用口 E とトランジスタやダィオード 
の売上 ifll 心増進は、当社の技術が此方面に充分認められてきたことを示すものと存じます。市販品の半分を占める 
テ|プコーダーは依然として我国全生産の約 85 %を占め今期新たに、発売した高級型(501型)は予想外の好評 
をぅけ家庭普及型と相まって従来学校需要が大部分であった状態から脱却し、需 S の拡大が目立って参リました。 
トランジスタラジオは非常に好調で今期7千台を生産しましたが、現在その増産に追われている状態です。 

《第 31 期営業報告書•昭和 36 年 5 〜 10 月》 

当期我国の産業界はいわゆる成長行過ぎ是正の動きとして若千の停滞をみましたが、当業界は国内市場では個 
人消費の持続に支えられ輸出面は格別の悪材料もな く 全体として若干価格の低 F は見られました が、 およそ順調 
に推移いたしました。此間にあつて当社はテ—プコ—ダーとトランジスタラジオとの内外市場進出に一層の努力 
をつ，'、けました結果かなりの伸展をみることができました。即ちテ—プコ—ダーは前年同期6万台、前期9万台 
に対し 13 万台と飛躍し、トランジスタラジオもまた前期 70 万台に対し今期は 80 万台を記録するにいたリました。 
ラジオの輸出は内地販売台数を約4割上廻るのみならず前期輸出の 41 %増となリ、又テープコーダ|の輸出に於 
いても i 刖々期の約2倍半、前期の 31 %増と空前の上昇を記録しました。当社は全世界に302¥の商標のみで輸 
出しております。又当社株 ADR の売買が急激に増加致しまして国際的に一層名を知られ関心を増しています。 
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昭和 40 年代売上高推移 


4000 - 


3000 


2000 - 


1000 

億 

円 



39年 40年 41年 42年 43年 44年 45年 46年 47年 48年 49年 


ソニ—製品 16 点がスミソニアン博物館に 
節電タイプトリニトロン発売 

Li St e n シリ—ズが AU 市場拡大 
「タコの赤ちやん」電通広告赏受赏 

ラジオカセツト累稹生産—〇〇万台達成 
パリ証券取引所にソニ—株式上場 

カラ—ビデオカセツトプレ—ヤ—発売 
車業部制採用(テレビ•ラジオ、音響) 

ム証券取引所にソニ—株式上場 
ニユーヨーク、ロンドン、 アムステルダ 

カラ—テレビ•売上の大きな柱となる 
小笠原村に日本語教育用 LL 装置 30 台納入 

トリニトロン方式カラ—テレビ発売 
自由化第—号合弁会社 CBS ソニ—設立 

1 C 使用本格的電卓•ソバックス発売 
世界初— C ラジオ • ICR -00 発売 

家庭用 VTR 、 各方面で生活革命を呼ぶ 
ES シリ— ズ 、オー デ ィオマニアに 浸透 

ブリメインアンプ T A -2 〇発売 

テ—ブコ—ダ累績生産200万台達成 

(ソニーの動き ) K 


企業倒産深刻化( I 万—千件にのぼる) 
ゥォータ—ゲート事件でニクソン辞任 

第 I 次オィルショックで買いだめ II ぎ 
江崎玲 It 奈博士、ノベ—ル物理学賞受賞 

拡大 EC 首脳会議で経済通貨同盟の創設 
礼幌五輪開催 

米港湾スト' 全米港湾施設がマヒ状態に 
変動為替相場制に( I ドル=308円) 

日本製 CTV 、 米国でダンピング問題に 
大阪で万国博覧会開催 

アポロ II 号、 人類初の月面着陸 
OECD 、 日本を国際収支黒字国と指摘 

カラ—、 ク— ラ—、 力—の 3 C 7 — 厶 
各地で学圍紛争起こる 

日本の自動車生産台数が世界第2位に 
西側諸国で日本 GNP 第3位に 

いざなぎ景気に入る 

盛田昭夫著「学歴無用論」ベストセラ— 

不況深刻化、大型倒産増加 

東海村原子力発電所の原子炉に火ともる 

(社会の動き) 
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《第 39 期営業報告書•昭和 40 年 5 〜 10 月》当期のわが国一般経済情勢は、数次の金利* jl き下げによる金 
融緩和と輸出伸長による国際収支の改善にもか、わらず、昨年来の不況かいよいよ深刻の度を加え、 M 気 
刺戟の財政施策も未だ実効をあげ得ぬま、に推移いたしました。このよぅな経済環境ドにあリまして当電 
子 工業界は、これまでにない不況に直面いたしましたが幸い当社は海外における旺盛な需要を 中心に、 主 
要製品がいずれも着実な売行を示し' 利益ともに期初の予想を上回る好成績をおさめることができました。 
売上製品別では、テ—プレコーダ—がステレオ機種の充実を反映して一段と売 h を増進したのをはじめ' 
ラジオもソリッドステートシリーズ等 FM 高級機種に対する旺盛な需要に支えられて回復著増し、テレビ 
は海外市場特に米国における好調な売行によリ 、ほぼ 前期なみの高い水準を維持しました。その他の製品 
では、ビデオテープレコーダーが家庭用機種の世界的好調もあリ、売上急伸いたしました。現下の厳しい 
経済環境ド、当社は国際的視野に立つ研究、開発をさらに推進し' 企業基盤の拡大強化を図るとともに、 
積極的販売活動によリ業績の向上を図る所存でございます。 

《第 49 期営業報告書•昭和 45 年 5〜10 月》 当期の国際環境は' 米国経済が長期停滞の様相を呈し、保護 
貿易主義の台頭とも相俟って、極めて厳しい情勢となってきました。国内においても、金融引締政策の浸 
透により、一部において供給過剰現象が表面化し、わけてもテレビジョンの米国アンチ•ダンピング問題 
は、国内の二重価格問題に発展して、複雑な様相を圼しておリます。当社は、年初米このよぅな情勢を予 
見し、慎重に対処するとともにトリニトロンをはじめ独自の抜術開発を進め、特に 18 ィンチカラーテレビ 
の発売もあって売上は全分野に亘って伸長、一般的不況感の中にもかかわらず、当初の予想を大巾に上回 
る増収•増益となり、順調な業績をおさめました。売上製品別では、トリニトロンカラーテレビの好評に 
よってテレビの売上が増進し、テ—プレコーダー •ラジオも一段と売上高を更新、その他でもビデオテー 
プレコーダー •卓上電子計算機等の売上が著増しました。なお当社株式は、本年 9 月 17 日わが国企業とし 
て初めてニユーョーク証券取引所に上場、 10 片にはロンドン、ア厶ステルダム各証券取引所に-^場され、 

名実ともに 国際的資格を 備え、 内外の絶賛を博し ました。 
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昭和 50 年代売上高推移 


l ^ llv ;!'. , 1“:- •!f 
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辟 





年 

5 

5 


I 






響 


1^ 


I 




年 




年 


米国アッブル社と技術契約を締結 
-5 大紙にべ—タマックス 4 日間全段広告 

連結決算ではじめて減収、減益となる 
ENG 用べ— タカ厶、 NHK へ 大量 納入 

コンパクトデスクプレ—ヤ—発売 
トリニトロン累計生産2 000万台達成 

V T R 部門が総売上の 1.//3 を超える 
磁気記録方式カメラ「マピカ」を開発 

ウオ I クマンブームをつくる 
ビデオ厶—ビ I 開発、 方式統|を提案 

VTR テ— プ 、月産200万巻体制に 
メタルテ— プ 、メタル 対応デ ッキ発売 

I インチ Q 、 世界の主要放送局に納入 
全日空にブロ ジ H ククシヨンシステム 納入 

トリニトロン累計生産—000万台達成 
欧州で「欧州製品買います j の新聞広告 

大阪にソニ—タワ—完成 
ビデオ元年宣言 

第—回アイデア コンク— ル開催 
家庭用 VTR ベ— タ マツ クス 発売 


49(ソニーの動き) 


1> 


「怪人21面相」グリコ、森永を脅迫 
レ—ガン大統領「強いアメリカ」誇示 

米国スぺースシャトル打ち上げ成功 
世界最長の青函トンネル貫通 

上越新幹線開業(大宮〜新潟) 

イラン•イラク戦争激化 

中東紛争激化 

ポ—ランド「連帯」がゼネスト実施 

米大統領選でレ—ガン勝利 
米国自動車産業の労働者 30 万人レイオフ 

アフガニスタンクーデタ I 、ソ連軍侵攻 
第二次オイルシヨツクはじまる 

日中平和友好条約批准 

円高進行、—78円 50 銭に( 10 月 28 日) 

政府' 黒字べらしに 30 億ドルの緊急輸入 
連結決算制度はじまる 

CTV 輸出大幅増加、 500 万台突破 
ロッキ—ド事件で政界揺れ動く 

松下•盛田対談集「憂論」ベストセラ— 
米ソ共同宇宙飛行でドッキング成功 


(社会の動き) 


—兆円 
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《昭和 5 I 年度営業報告書》 

当年度の米欧主要国経済は、物価•失業等潜在的な諸問題を残しつつも、消費需要の回復を柱として景気回復 
が定着し、これにともない世界貿易も拡大をはじめ、当社の販売環境は著しく好転しました。一方わが国経済は 
家電、自動車を中心とする耐久消費材の輸出を挺子としてよぅやく回復の基調をととのえましたものの' 政局の 
混迷、財政政策の遅延、景気回復感の出遅れ等から依然需要の伸びは弱く、当社製品の市場環境も盛り上がりを 
欠くままに推移しました。当年度は創業 30 周年に当たり、既に期初(昭和 50 年 11 月 1 日) 2割 5 分の無償交付を実 
施いたしましたが、これに加え'昭和 51 年度利益配当金を昨年度にくらべ5円増配し、 1 株 12 円 50 銭といたしまし 
た。中間配当7円 50 銭との合算では年 20 円となりました。内外の経済情勢は各国間の経済格差の拡大と保護貿易 
主義への 懸念、 鈍い景気回復等を 含め、 依然問題が III 積し、 楽観を許さぬ状況にあります が、. 当社は今後とも内 
外の景気動向を的確に 把握し、 弾力的かつ効率的な経営をさらに強力に推し進めて業績の一層の向上に努める所 
存でございます。 

《昭和 55 年度営業報告書》 

当年度の世界経済は、エネルギーコストの引き続く上昇によりィンフレが一段と高進し、年度後半には欧米先 
進諸国の景気も後退局面に入り、高金利とあいまって全般的に需要は低迷いたしました。わが国経済も、特に個 
、肖費が停®して、次第に成長が鈍化するにいたりました。このよぅな状況にもかかわらず、当社が卓越した技 
術開発力に より、 世界市場において先鞭をつけたべータマックスビデオテ—プ レコー ダーを中心とするビデオ関 
連製品、大型トリニ ト ロンカラー テレビ、 ゥォ—クマンカセットプレーヤー等の諸製品が、内外において高い評 
価を受け、当社の売上は引き続き上伸いたしました。更に国際的視野に立った積極的経営戦略を推進した結果、 
輸出も著しく増加し、当年度の業績は前年度に引き続き大幅な増収、増益を記録し極めて順調な成績をおさめる 
ことができました。即ち、売上は全製品部門にわたり増加し、また経常利益共大幅に増加し、いずれも過去最高 
となりました。現下の企業環境は世界景気の停滞、不安定な外国為替相場、原油価格の動向等厳しい状況にあり 
ますが、研究開発、設備投資を積極的に行ない企業体質を強化する所存でございます。 
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《昭和 60 年度営業報告書》 

当年度の世界経済は、財政および貿易の大幅な赤字を抱えた米 
国経済に成長の鈍化が見られたものの、欧州において緩やかなが 
らも景気が回復しつつあるなど、全体として堅調に推移いたしまし 
た。我が国経済におきましても、高い伸びを続けた米国および中国 
向け輸出が鈍化してまいりましたが、着実な設備投資の伸びおよび 
緩やかな個人消費の回復に支えられ、総じて拡大基調を続けてまい 
リました。我が国電子機器工業界は、内外市場における厳しい価格 
競争に加え' 当年度末に至り円高が急速に進行するなど、厳しい状 
況を迎えました。こぅした環境の下で、家庭用^ VTR は、国内お 
よび欧州市場における低迷に加え、米国輸出も減速し' 前年度に比 
ベ出荷台数の伸び率が大幅に鈍化いたしました。カラ—テレビは、 
国内市場は低調でしたが、中国向け輸出の大幅な伸長を中心とした 
輸出の好調に支えられ、出荷台数が順調に増加いたしました。また 
音響機器はコンパクトデ イス クプレーヤ—の内外市場での顕著な販 
売増加がありましたが、全体としては、販売価格の低下傾向もあり 
伸び悩みました。このよぅな事業環境の下で、当社は、世界統一規 
格の8ミリビデオ導入' さらにコンパクトデ イス クプレーヤ—の画 
期的な新製品を発売するなど魅力ある新製品の導入を行ってまいり 
ました。また、よリ|層強固な 生産、 販売体制の確立を目指す 「イノ 
ベー ショ ン'86」キャンぺーンを展開し、経効率の改善および企 
業体質の強化に努めた結果、初めて1兆円の売上高を超えることが 
できました。(ソ ニー ㈱ 単独で 1 兆 713 億円を記録) 
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国内：海外売上比率推移 

(33 年〜60年) 



最近10年の エリ ア別売上構成比 
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製品別売上構成比推移 

(\\\) 36年の VTR 売上は AUDIO を含 

む。45年、50年、55年のその他 
には テープの 売上を含む。 

60平の VTR 、 AUDIO にはテー 
ブの売上を含む。 
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⑶歴代の役員 
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太刀川正三郎 

大 3.4. 27生 


.細 



盛田昭夫 


大10*レ26生 



樋口晃 
大2,9*11生 



増谷麟 


明25123生 


昭 、 

5146 34 25 22 21 20 20 If ^5146 33 



明 41.4.11 生 


57 49 39 32 26 


昭 

21201915 



昭 

58 49 47 4130 21201514 6 


12 


11 


10 



6 6 6 6 51011812 


七欧無線電気商会 
日本光音工業 ㈱ 
日本測定器 ㈱ 
東京通信研究所入所 
東通エ ㈱ 設立取締役 
常務取締役 
ソーー— ㈱ 専務取締役 
取締役副社長 
相談役 

常任(現常勤)監査役 
現在に至る 


昭和産業 ㈱ 
日本測定器 ㈱ 
東京通信研究所入所 
東通エ ㈱ を設立取締 
役 

常務取締役 

取締役 

監査役 

顧問 

相談役現在に至る 


• 1ソニ— ㈱ と社名変更 
• 6 g 取締役会長 
• 1取締役名誉会長現在 
に至る 


海軍技術中尉に任官 
•10東京工業大学専門部講 
師 

•5 柬通エ ㈱ を設立し、取 
締役に就任 

• 5常務取締役 
•11 専務取締役 

•12 代取締役副社長 

• 6代取締役社長 

• 1 g 取締役会長現在に 
至る 



貴族院 議員、 文部大臣、 
ILO 政府代表などを 
歴任 

昭 21 . 5東通エ ㈱ 設立初代取 

締役社長 
25.12相談役 
33. 9退任 
37. 6逝去 


㈱ PCL を設立、取締 
役社長 

昭21. 5東通エ ㈱ 設立時監査役 
23.1辞任 

34. 6ソニー ㈱ 入社監査役 
42. 5逝去 

一生 

蚤 -28 
:,0 
瀬明 

大11. 4盛田合資会社 
昭21. 5東通 H ㈱ 設立時監査役 
22.10監査双$任 
29. 6東通エ ㈱ 入社監査役 
44. 6退任 
53. 5社友現在に至る 



昭8 写真化学研究所入所 
12 日本光音工業 ㈱ 入社 
15日本測定器 ㈱ 入社 
20.10 東京通信研究所創設 
21. 5東京通信工業 ㈱ を創設 
g 取締役専務に就任 
25.11東通エ ㈱ g 取締役社長 
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明23，12，1生 



田島道治 


明 18.7.2 生 



万代順四郎 

明16*6*25生 



笠原功一 


明37.8.16生 


昭 

29 27 22 21 
• • • • 

2 6111 

逝監取東 
去査締通 
役役ェ 
㈱ 

監 



| 長谷川純一 

明33.8.10生 


迫田俊郎 

明39*1レ13生 


昭 

37 27 23 231810 


昭 

43 42 4134 28 23 212120 


37 37 36 33 


昭 


11 


8 


57 5148 4132 25 21 
816 6 612 6 


昭 

17 


10 


53 


1010 2 


12 


10 



石間 和天 


大8_2*7生 


島茂雄 

明 38.8.29 生 



■*1 




昭20帝国銀行(現在の三井 

銀行)会長 

22. 5東通ェ ㈱ 相談役 
28 . 2取締役会長 
34 - 3 逝去 


昭4 • 3七欧無線 m 気入社 
10. 5日本電気 ㈱ 入社 
25.1東通エ ㈱ 入社 
25. 5取締役 
25 .11 常務取締役 

38 . 8取締役 

39. 6顧問 
39.12逝去 


日本銀行参与 
日本育英会会長 
東通エ ㈱ 相談役 
官内庁長官 

東通エ ㈱ 入社監査役 

ソニー ㈱ 取締役会長 

相談役 

監査役 

逝去 


岩崎産業 ㈱ 
日本測定器 ㈱ 
東通ェ ㈱ 入社 
常任監査役 
取締役 

ソニー ㈱ 取締役退任 


社友現在に至る 


東京帝国大学地震研究 
所 

東通エ ㈱ 入社 

取締役 

常務取締役 

専務取締役 

g 取締役副社長 

g 取締役社長 

逝去 


日本放送協会入局 
日本放送協会技研所長 
ソニー ㈱ 入社参与 

取締役 

常務取締役 
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大 2 .5.18生 


鳩山道夫 

明 44.3.31 生 


成田光三 

大7*ぃ3生 


高崎晃昇 

大3*1ぃ2生 

48 


昭 

47 44 37 36 36 29 



昭 

59 58 55 5147 43 37 29 29 


6 



1112116 6 6 5 4 


116 812 6 


11 


大 10.6.23 生 


明4心11_17生 



6156 5147 45 44 40 36 


35 20 , ^ 


56 


54 51 






東北大学助教授 
東通エ ㈱ 入社 

ソニ ー ㈱ 取 締役 

常務取締役 
専務取締役 
g 取締役専務 
常任相談役 
相談役 

isflil 現在に至る 



茂 

林 


昭 26 


39 


3 


57 

60 


2 

11 


〇 

1 

6 

2 

6 


東通エ商事 ㈱ 入社 
東通エ ㈱ 転籍 
取締役 
常務取締役 
専務取締役 
1 g 取締役専務 
12 的取締役副社長 
g 取締役副会長 
常任相談役現在に至 
る 


9 


取締役相談役 

ソニ I •テクトロニク 
ス ㈱ 

g 取締役会畏 
現在に至る 
相談役現在に至る 


§理化学研究所 

海軍技術研究所 

通信省? E 気試験所 

ソニ— ㈱ 入社参与 

中央研究所長 

取締役 

常務取締役 

取締役 

参与 

理事 

頭問 

嘱託 

退職 


参与現在に至る 


信生 
正齡 
9 

田 ^ 

多ナ 


日本 m 気 ㈱ 入社 
東通ェ ㈱ 入社 
取締役 
参与 


三省堂取締役 
共同印刷取締役 

ソニー ㈱ 入社 昭11. 4 
取締役 26 .1 
常務取締役39. 6 
取締役45. 6 


47. 6専務取締役 

48. 6顧問 

55. 8嘱託現在に至る 

陛 

并 

吉 

昭7 • 4三并銀行入行 
36 . 4ソニ —㈱ 入社 
37* 6取締役 
37.11常務取締役 
47. 6専務取締役 
51 - 1 常任相談役 
54- 2相談役 
56 . 11 顧問現在に至る 

敏 

武 

玉 

児 

昭 26 . 2東通エ ㈱ 入社 
34. 6ソーー— ㈱ 取締役 
38 . 5常務取締役 
43. 6専務取締役 
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木原信敏 

大 154CM4 生 



四元徹郎 


大14_3_18生 


61 


昭 

60 5148 45 30 22 




昭 

57 49 45 22 



去麗雪 


大賀典雄 


昭5小29生 


戸澤奎三郎 

大8.9.10生 


す'々 


鵜飼伯 

明35 .2. 24生 


昭 

37 32 32 32 



昭 

59 57 48 45 412417 


53 46 


9 


611 


昭 

43 4126 23 




昭 

57 5149 47 39 34 28 



57 5147 



• 3東通エ ㈱ 入社 
•6 ソニ —㈱ 取締役 

• 6常務取締役 

•1 専務取締役現在に至 
る 


10 商工省 
1東通エ ㈱ へ入社 
6ソーー— ㈱ 取締役 
6常務取締役 
1理事 

1ソーー1倉庫 ㈱ 取締役会 
長現在に至る 
•3 顧問現在に至る 


51 . 4 逝去 



4 


昭 


8 

2 

5 

7 

4 

9 


昭 

和 

田 

盛 


生 


I i 


昭 36.12 盛田 ㈱ 取締役社長現 

在に至る 

6ソニー ㈱ 常任(現常 
勤)監査役現在に至 


る 



進 ■ 

田 2-5 
吉划 


柬京無線電機 ㈱ 入社 
西川 m 波 ㈱ 入社 
柬通エ ㈱ 入社 
ソニ— ㈱ 取締役 

常務取締役 
谆務取締役 
g 取締役専務 
g 取締役副社長 
現在に至る 


4東通エ ㈱ 嘱託 
9 ソニー ㈱ 参与 
6取締役 
6常務取締役 
6専務取締役 
1 g 取締役副社長 
9 g 取締役社長現在に 


至る 



八雲産業入社 


• 2東通エ ㈱ 入社 

•6 ソニー ㈱ 取締役 

•6 参与 


参与を解く 
社友現在に至る 


三菱 ffl エ ㈱ 入社 
東通エ ㈱ 入社 
ソニ— ㈱ 取締役 

参与 

理事 

専務取締役 

ソニー •エバレデイ ㈱ 

g 取締役会 長、ソー 1— 
㈱ 相談役現在に至る 


三井銀行本部諸参亊 
東通エ ㈱ 入社 
取締役 
退任 
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中島平太郎 


大 10.3.19 生 



宮武和也 

昭 2*29 生 



成瀬雄吾 

明29,744生 



涅本六朗 


大 9.7.27 生 


5 ド！^ 


盛田正明 
昭2 .5.29 生 



森園正彦 


大14«ぃ26生 


昭 

57 54 53 46 28 24 



59 


昭 

58 47 46 22 


昭27 


東通エ ㈱ 入社 
ソニ— ㈱ 取締役 

理事 

柳 ソニ— 教育振興財団 
專務理事現在に至る 


大 11 
昭 19 
25 



郎 

- 

喜 

藤 

佐 


生 


6 


5 


明 



三井銀行入行 
帝国銀行取締役 
三井銀行会長 
ソニ— ㈱ 入社取締役 
逝去 



昭 26 
8 

11 

5 

54 

57 


2 

1A 



昭24. 4敬電社研究所 
25. 3東通エ ㈱ 入社 
48 . 6ソーー— ㈱ 取締役 
52.1 理事 

56 . 2アイワ ㈱ g 取締役専務 
に就任現在に至る 


昭22. .7 日産化学入社 
24. 7 日本油脂入社 
34. 9ソニー ㈱ 入社 
48 . 6 取締役 
57.1顧問 
61 . 1 退任 


三井銀行入行 

三井本社常務理事 

第一火災海上保険社長 

ソニー ㈱ 入社取締役 

退任 

社友 

逝去 


東通エ ㈱ 入社 

ソニ — ㈱ 取締役 

常務取締役 
g 取締役専務 
g 取締役副社長 
現在に至る 


•10日本放送協会入局 
•6 ソーー— ㈱ 入社取締役 
• 6常務取締役 
• 1特別理事•技術頭問 
現在に至る 

•2 アイワ ㈱ 代表取締役社 
長現在に至る 


西川電波 

3東通エ ㈱ 入社 

6 ソニ — ㈱ 取締役 

1常務取締役 
12 g 取締役専務 
9的取締役副社長 
現在に至る 
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菊池誠 

大1442,6生 


宮本敏夫 

大 144 J 0 生 



柏木雄介 

大 6.10.17 生 


坂并利夫 

昭2.10.2生 


昭 

59 52 34 25 


昭 

59 5149 23 



矚 


油原恭八 

大15.10.26生 



牛場信彦 

明42*1ぃ16生 



昭 

57 5135 26 


昭 

57 52 514816 




12 


11611 


12 I 匕 - 110 


卜. +• Mn : 


昭 

59 54 52 49 48 42 32 7 




昭 

58 52 48 32 26 






•4 通産省電子技術総台研 
究所入所 

•7 ソ -I — ㈱ 入社 
• 1取締役 

.12 常務取締役現在に至 
る 


• 1東京化学精練所入社 

• 1 ソニ — ㈱ 入社 

• 1取締役 

•1 常務取締役現在に至 
る 


大蔵省入省 
㈱ 東京銀行副頭取 
ソーー— ㈱ 入社取締役 
現在に至る 
同行取締役頭取 
同行取締役会長 
現在に至る 


古河鉱業入社 

ソニー ㈱ 入社 

取締役 

常務取締役現在に至 
る 



昭5 • 4三井銀行入行 
39. 5同行取締役 
45. 2 ソニ — ㈱ 入社 
49.12監査役 
55.1辞任 


社友現在に至る 



昭7 • 4三并銀行入行 


43. 5同行社長 
49. 5同行会長 
51 .1ソニ— ㈱ 入社取締役 
現在に至る 

57- 2三并銀行取締役相談役 
現在に至る 


雨星貿易入社 
東通ェ ㈱ 入社 
取締役 
理事 
逝去 


外務省入省 
同省経済局長 
外務次官 
外務省頓問 
ソニ— ㈱ 入社取締役 
辞任(大臣就任のた 
め) 

ソニ— ㈱ 入社顕問 

逝去 
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白倉一幸 
昭 3.7.13 生 


橋本綱夫 
昭 7.11.11 生 


大蔵公雄 
大 10.8.19 生 


間淵直三 
大124，12生 


石塚恒彦 
大15]0*28生 


2117 6 


117 


81110 8 3 


卯木 
昭5 • 7 


問 

常務取締役現在に至 
る 


東通ェ入社 
ソーー ー ㈱ 取締役 
常務取締役現在に至 
る 


ソーーー ㈱ 入社 

取締役 

常務取締役現在に至 
る 


男 

文 


生 



■ S 


河 


昭31. 4日本放送協会入局 
35. 9ソニー ㈱ 入社 
55.1取締役現在に至る 


志生 
安 25 
3 

寸 3 

顔 対 


昭24 
54 


日本放送協会入局 

ソニ — ㈱ 入社 

取締役 

顧問 

顧問の委嘱を解く 
湘北短期大学学長 


大蔵省入省 
近畿財務局長 
理財局次長 
関税局長 

日本キヤヅシユサービ 
ス社長 

ソニ— ㈱ 入社笊任©問 
常務取締役 
常任(現常勤)監査役 
現在に至る 


商工省 

名古屋通産局長 
通産省通商政策局次長 
防衛庁装備局長退官 
ソニー掬入社常任顕 


昭29ゼネラル物産入社 昭21 
34.10ソーー I ㈱ 入社44 
52-1取締役46 
54.12常務取締役47 
59-1専務取締役49 
61-2 取締役現在に至る 

アイワ ㈱ 取締役副社長 52 
現在に至る53 

60 


昭 28 


57.1 


昭33. 4 
55.1 


• II 


昭25. 4 三井銀行入行 
51 . 2 ソ-11 ㈱ 入社 

52-1取締役 昭24 
59.1常務取締役現在に至49 
る51 

3 
5 

54 
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昭 2.6.3 生 


昭 8. レ2生 


日本放送協会入局 


昭 28 
30 


45.11 
48. 7 
52. 2 
59.1 


日本無線 
東通エ ㈱ 入社 

アィワ ㈱ 

アィワ取締役 
同社常務 
ソーー— ㈱ 取締役 
常務取締役現在に至 



S 4 
3 




東京芝浦電気入社 

スイスジュネーブ 

丁 OREE 入社 


日本無線 


大洋贸易 
東産業 

日本国際贸易促進協会 


三井銀行入 


三井銀行 


昭 26 


好 17 
2 

立 J2- 
足昭 


• 1 


東通ェ ㈱ 入社 
ソーーー ㈱ 取締役 
常務取締役現在に至 


雄 


産 

ソーー—商事 ㈱ 入社 
ソ- 一 ！㈱ 取締役 
常務取締役現在 


十五銀行入 
三井銀行入 


監. 

常任監査役 
顧- 










金田嘉行 
昭8.10.12生 



田宮謙次 
昭 9.3.3 生 



岩城賢 


昭11 .7.29 生 


草場敏郎 

大 6.10.11 生 


昭 

60 5917 


昭 

60 4134 




60 56 48 48 






1 _ 


夫生 
i 7 


1ソーー 1 ㈱ 入社 
1取締役現在に至る 


隆 

岡 

金 


4 

lx 


昭25 


61.1 


日本無線 ㈱ 入社 
八欧電気 ㈱ 入社 

ソニ— ㈱ 入社 

取締役現在に至る 


昭32. 4東通エ ㈱ 入社 
61.1 ソニ-- ㈱ 取締役 
現在に至る 


昭32 


伊藤萬 ㈱ 入社 


ソニ— ㈱ 退職 
シンガーソ—イング 
シンカンパニー入社 
ソニー ㈱ 入社 

取締役現在に至る 


4 東芝商事 
9 ソニー ㈱ 入社 
1取締役現在に至る 


三井銀行入行 
同行取締役会長 

ソニ— ㈱ 監査役 
に至る 


現在 


39. 3ソニー ㈱ 入社 
59-1 取締役現在に至る 



昭34. 4ソニ— ㈱ 入社 

59.1取締役現在に至る 



昭33. 4ソニ— ㈱ 入社 

60.1取締役現在に至る 


郎生 
史 -23 
4 

山 10 - 

郡昭 

昭33. 4伊藤忠商事 ㈱ 入社 
34.10ソニ— ㈱ 入社 
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k 来社したお客さま 



▲ ロバート • ケネディ前司法長官、 

ライシャワー大使（米：昭37 • 2) 

天皇.皇后両陛下（昭37 • 1 )▼ 


▲秩父宮妃殿下 

(昭37 -4-5 


フラ 


トラ（昭37 • 


美智子妃両殿下（昭 35-9) 


ン少年合唱団（澳 


三笠宮、同妃両殿下（昭30 • 


▲仏映画監督ルイ•マル（昭 37. 5) 


ドラ ッガー教授一 家 


匕—夕— 












ド米喜劇俳優 

(昭37 •12) 


ク皇弟クヌード殿下（昭39 


デン 
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▲クラウス首相 

(オース トラリア：昭43 • 4) 


▲スタン•ゲッツ 
(米クールジャズ 

創始者：昭40 • 7 ) 


▲レオニー ド. コー カン 

(ソ連バイオリ ニス ト昭43 • 5) 
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コフ副首相、イシコフ漁業相、 

ヤノスキー駐日大使（ソ連：昭 45. 4) 


デー ビス • Jr 


▲ビエール.カルグン ▲サミ 






▲ジルべール•ベコー（仏：昭45 • 5 ) (仏：昭45 • 3 ) (米：昭45 • 3 ) 
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ナダ：昭47 • 



▲本田 


•ッチ首相（伊：昭48 • 





















ジフコフ国家評議会議長（ブルガリア 

389 
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▲ペレ（ブラジル 
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▲浩宮•礼宮両殿下厚木、中研を視察 ▲国際オリンビック委、 


(昭58 • 3 ) 


サマランチ 会長父娘（昭 57* 4) 



▲力ール16世グスタフ国王 

(スウェーデン：昭60 • 3 


開所式にグイアナ妃（昭 57. 4) 





▲ハンス • アダムス 皇太子夫妻 
(リ匕テンシュタイン：昭 61 • 3 ) 


▲皇太子 • 同妃殿下、礼宮様、ソニー国分 



▲デニス.サッチャー 氏（英：昭57 • 9 ) 


を視察 
(昭57 • 
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ツ 


トモデルと広告の変遷 
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TR —610 ¥10,000 TR —63 ¥13,800 

輸出の決定版，世界最小世界最初のポケッタブ 
のポケッタブル（昭 33. 11 ) ル （昭 32. 4) 


T R — 72 ¥23,900 

初の本格的7ハンディ 
ラジオ （昭 30.12) 



8 F C — 59 ¥13,800 

世界初のデジタル時計付き目覚し 
ラジオ （昭 43.3) 


如 



T FM — 110 ¥12,500 

F M 機の体質を一変した ヽ、ソリッド 
ステ ー トイレブ ン〃 （昭40.4) 



1 C F — 111 ¥17,800 

全天候型アドベンチャーラジオ 
、、スポーツ イレブ ン"（昭 45.3) 



C R F — 230 ¥198,000 

世界の電波をキャッチ，ラジオの王 
様”ワールドゾーン"（昭 43.10) 
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ンサー時代の幕 
(昭 47. 6) 


n 

、： 

r. 

n 


• 



v ‘ : . 



1 C F —4900 ¥16,100 丨 C R — K 10 ¥3,500 IC F — 7600 D ¥46,800 


9バンドの超小型レシー AM ポケッタブルの組立 キーを押すだけで正確な 


(昭 59. 9) キット （昭 59. 6) 選局，海外出張に最適の 


ラジオ （昭 58. 7) 



I C R — 501 ¥6,000 I C F — A 10 ¥6,800 I C R —N 1 ¥8,500 

連続 200 時間 0 K の力ー アナログ時計の目覚しラ NSB 全 6 波を ワン タッ 

ドサイズ （昭 61.3) ジオ （昭 61.3) チ選局 （昭 60.10) 
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c F —1900 ¥35,800 T C — 2100 ¥28,800 

音の技術を代表するブロ級ラジカ デッキとポータブルの野心的混合機 

セ 機 （昭 48. 9) マガジンマチック P & D (昭 45.10) 



C F —6500 ¥57,800 

2 ウェイ 4 ス ビーカー 
生々しいリアリティを 
再現す る、、 ジルバ ップ" 

(昭52.1) 



C F — 1500 ¥33,800 

初のフ ルオー トシャット 
オフ 機構採用（昭 46. 8) 


396 






WM —30 ¥24,000 

6 色そろったカセット 
ケース サイズの、、ウォ 

—ク マン" （昭 59.9) 



WM — 2 ¥32,000 

街中を音楽で塗リかえ 
たハウォークマン n " 


(昭 56. 2) 



T CM — 100 ¥42,800 

手のひらサイズの コンパ 
クトカセット コーダー 

、、プレスマン"（昭53.5) 



C F S — W 90 ¥39,800 

全 TV チヤンネルがステレオで聴 

ける多機能ダブカセ（昭 60.9) 


C F S —D 7 ¥79,800 

フェザータッチ，液晶デジタル表示， 
トータルシンクロのステカセ 


(昭54.1) 



WM —101(左）¥26,000 

充電バッテリー方式、オー 

ト リバースのウォークマン 

WM — F 101( t )¥35,000 
ion こ TV も聴ける3バン 

ドつき（ともに昭 60 • 10 ) 



WM — 20 ¥27,000 

カセットケースサイズ 
の WM (昭 58.10) 



T P S —L 2 ¥33,000 

元祖 、、ウォークマン" 

(昭 54. 7) 
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TC —777 ¥85,000 

名機とうたわれた初のオー 


C —263 D ¥22,800 

ニー最初のオーブンリー 
テープデッキ 

(昭 39. 4) 


G T — 3 ¥160,000 

ソニーのテー プ レコーグーの 歴史は 

この G 型からはじまった（昭25.8) 


TC —2850 SD 

¥52,800 

、、カセッ トデンスケ" 
の愛称で親しまれ、生 
録 ブームを つく った 

(昭 48. 5) 


T C — 357 ¥38,000 

ソニオマチック（自動録 
音）採用で、自動化 • 簡易 


化を大幅に実現したモデル 


TC — 101 ¥29,800 


小型高性能 テープレコーダ 


¥178,000 


プロ並みの生録ができ 


た ポータブル タイプの 
オープンデンスケ" 

(昭 49.12) 


TC — 2130 ¥31,800 

カセットデッキ時代の 
幕明けを告げたモデル 

(昭 45.7) 


ルトフンジスタアンプを内 
蔵したモデル（昭 36. 3) 


(昭 39.8) 


一として、各方面から注目 
を集める （昭34.5) 


TC — 5550—2 
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T A — 1120 ¥88,000 

オーディオマニア絶賛のオール 
シリコントランジスタアンプ 



(昭40.1 0) 



T A — 4650 ¥84,800 

マニア 憧れの 3 極管特性を実現した 

V—F ET 採用プリメインアンプ 

(昭 49.10) 



T A—F 5 ¥59,800 

パルス電源採用により、安定した電 
源が得られる （昭 52. 9) 




E L — 7 ¥198,000 

オーブンテープの音がカセットにな 
ったエルカセットデッキ（昭 

51.6) 



TC —K 5 ¥59,800 

コンポーネントスタイルの前面操作 
型カセットデッキ （昭 52.10) 



TC-D 5 ¥99,800 

小型 • 軽量 • 高性能でマニアに 
人気の高かったカセットデンス 

ケ （昭 53. 5) 



T A — E 88 ¥200,000 

シンプルな回路構成で音質、基本性 
能を徹底追求したプリアンプ 

(昭52.1 0) 


T C —777 ES ¥168,00(^5モデ 

ルカセットデッキ。ソニー 音響 技術 
のすべてを搭載 （昭 57.11) 
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ST — 5000 ¥88,000 

アンプの彳彳 20 と同様、チュ 
ー ナーの名機とうたわれた 
モデル （昭 42. 5) 


チューナ ー 


T A — D 900 ¥240,000 

マルチアンプシステム対応のマニフ 
向の クロス オーバー ネッ ト ワーク 

(昭 56.3) 



義 


S T — J 75 ¥67,000 

ダイレクトコン パレーター 採用のデジ 
タルシンセサイザ ー チューナー 

(昭 55.4) 






P S — X 600 C p S — X 6 ¥59,800 P S — 2500 ¥59,800 

¥65,000 クリスタルロック D . D ダイレクトドライブ方式 

新型バイオトレーサー搭 方式の フルオー ト プレー 採用の プレーヤーシステ 

載のコンピュータ制御 フ ヤーシステム （昭52.6) ム （昭46.3) 

ルオー トブ レーヤー 

(昭55.1 0) 
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CDP-553ESD ¥160,000 _ CD P—101 ¥168,000 

高性能デジタルフィルター、丨 CD プレーヤー1夢の音を実現した CD プレーヤ 
光伝送方式などを採用（昭 59.11) —1 号機 （昭 57.10) 



CD P — 35 ¥54,800 

ミニコンサイズの20キー選局リモコ 
ン付、シャッフルプレイ機構装備（昭 61. 2〉 



CD P — 55 ¥59,800 

CD P —35 の 機能を備えた フルコン 
ポサイズの普及機 （昭61.3) 



CD P — 701 E S ¥260,000 

インデックス NO . や時間で演奏開始 
箇所を自在に呼び出すロケーション機 

能など、多彩な機能を合わせ持つ（昭 58. 3) 



D — 50 ¥49,800 

CD 普及の起爆剤となった 
手のひらに乗る CD プレー 



APM— 8 ¥1,000,000 


ハニカムコアの採用により、 

平面振動板を実現したスビー 
力一 （昭54.9) 


ヤー （昭 59.11) 



SS — G 7 ¥128,000 (1 台） 

マニアに評価の高かった G シ 
リーズの第彳弾（昭 51.11) 


スピーカー 
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S D P —505 E S ¥98,000 

初の高音質デジタル.ドルビーサラ 
ウンドプロセッサー （昭61.3) 


P CM—F 1 ¥250,000 

S L — F 1との組み合わせで、デ 
ジタルオーディオが楽しめるプロ 
ッセッザー （昭 56.12) 


A P M — 66 E S 
¥119,600 (2 台1組） 
C D、P CM のサウ 

ンドを再現するアモ 
ルファスダイヤモン 

ド採用（昭 60. 9) 


APM —22 E S ¥ 78,000 

( 2台1組）フュージョン、 
ボーカルに適した E S シリー 
ズス ビーカー （昭 59.10) 


S E Q — 555 E S ¥138,000 

自動音場測定機能を装備した電子式 
イコライザー （昭 59. 5) 


SQD — 2010 ¥69,800 

SQ 4 チャンネル用に開発さ 
れたフルロジック回路採用の 

デコーダ （昭 49.9) 


P C M — 553 E S D ¥150,000 

D / A コンバータ ユニッ トと組み合わせ高 
純度の録再可能なプロセッサー（昭 60.10) 


P CM — 1 ¥480,000 


VTR と併用して PCM 


生を行う オーディオュニ 
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Hi 


Helicompo F 7 ¥144,800 (ブレ 

ー ヤー含）音楽と自由に遊べるコ 
ンパクトステレオシステムやヘリ 


• コンポ" （昭 57. 9) Listen 5 ¥168,400 



システムコンポーネントのマーケッ 
卜もつくったリッスンシリーズの第 


1弾 （昭47.5) 



Liberty CDV 1¥248,000 フヱザ - タッチコントロールシステムの 


ミニコンを浸透させた Liberty シ 未来感覚のシスコン （昭 56.5) 


リーズの代表モデル（昭 58. 2) 



Liberty Club 950 WD ¥159,800 

若者にターゲットを絞った Libert - 
V シリーズの一つ （昭 61. 2) 


Sound Sensor GR — / 
¥199,800 


音質とプレイ機能に磨きをかけたシステ 
ムコンポの決定版 （昭 56. 2) 
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S L —J 7 ¥279,000 

高速ピクチャーサーチ付き音声多重 
ビデオ （昭54.3) 



S L —6300 ¥229,800 

初のベータマックス家庭用ビデオ 

(昭 50.5) 



S L —F 1 ¥199,000 

マガジンサイズ （ A 4) のポータブ 
ルビデオ （昭 56. 7) 



S L —7300 ¥298,000 ( R F 付 

き） 

裏番組も録れるチューナー付きビデ 
オデッキ （昭 50. 7) 




H VC —F 1 ¥220,000 S L — 8100 ¥255,000 

高感度•高解像力を誇るホーム用高 2時間録画 （ y 9 II ) が可能となった 

性能カラービデオカメラ（昭 ビデオデッキ ■(昭52.3) 

56.7) 
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S L—H F 900 ¥239,800 

高音質•高画質，編集機能も充実の本 
格派ビデオ、、ベータプロ" （昭60.2) 


S L —F 3 ¥145,000 

普及価格で初めてワイヤレスリモ 
コンを採用 （昭58.3) 




E V — S 700 ¥249,800 

PCM ステレオ据置型8ミリビデオ 

(昭 60. 6) 


S L—H F 77 ¥299,000 

本格的ステレオハイファイビデオ 

(昭 58. 4) 



CCD — M 8 ¥198,000 BMC — 100 ¥269,000 

録画専用超小型8ミリムービー カメラとビデオが一体となった 

(昭 60. 9) 、、ベータムービー" （昭 58. 7) 



E V — A 80 ¥108,000 

簡単操作の据置型8ミリビデオ 

(昭61.1) 



CCD— V 8 ¥280,000 

日本初の カメラー 体型8ミリビデオ 

(昭60.1) 
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KV —1312 U ¥97,500 

10 万円を切った匕ットモデル 

(昭 45.3) 


TV 8—301 ¥69,800 

世界初のトランジスタテレビ 
(モノクロ） （昭 35. 5) 



KV —1800 U ¥149,000 

木製のキャビネ ッ トを使用。斬 
新なデサインて'大匕ット 

(昭 45.10) 



TV 5—303 ¥65,000 

世界最小、最軽量のマイクロテ 
レビ （昭 37. 5) 



KV — 1610 ¥105,200 

16型で新マーケットを創造 

(昭 46.11) 



KV — 1310 ¥118,000 

ト リニ ト ロンカラー テレビ1号 

機 （昭 43.10) 
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KV -2727 ¥659,000 


大迫力画面の 27 型（昭 50. 6) 



KV — 1375 ¥99,800 

評判をよんだサイテーショ 



最新鋭なデザインで 
ン （昭 52. 5) 



KV — 1813 ¥136,800 

広角彳14度は世界初。 

小スベースも魅力 

(昭 47. 4) 


KV —2210 R ¥249,000 

大型カラー時代に対応 
した22型。リモコン付 

(昭 48.11) 



KV — 6010 ¥107,000 

パーソナル 化を告げた マイクロ 
カラー テレビ （昭48.8) 



KV —16 S X 1 ¥ 155,000 

初の音声多重内蔵モデル 

(昭 54. 6) 





i (y. ^«i 
XO 
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KX —20 H F 1 


KV —21 XB R 1 

¥218,000 ブロフィー 
ルスタ ー ファインを不動 
のものにした大匕ットモ 


¥135,000 

これからのテレビを明示 
したブロ フイ ー ル 

(昭 55. 2) 


アル （昭 59.10) 


KX —21 HD 1 

¥220,000 マルチスキ 

ャン機能搭載の2彳型カラ 
ーモニター（昭 60.5) 



FD —200 ¥54,800 

どこでも見られる、厚さ 

33 酬のウオッ チマン 

(昭 57.2) 



KV —14 G 1 ¥54,800 

はっきり見えて目にやさ 


KV —28 C X R 1 ¥255,000 

大画面をステレオて'楽しめる、 
新画面サイズ28型（昭 60.10) 


しいブラックトリニトロ 

ン （昭 59. 3) 
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各種オーディオ，ビデオ用テープ 
テ トロンやア セテー トを ベースと した時代。 
ビデオテープも加わった （昭39頃) 



磁気 テープ 第1号 
紙 テープをベースに して 作った 
日本初の磁気録音テーブ「ソニ 

• テープ」 （昭25.3) 



C —60 H F ¥700 

昭和43年にカセットテーブを発 


売したが， 60 HF は最初の音楽 
専用テーブ （昭45.3) 



P 6—30/60/90/120 

コンパクトサイズながら最大240分まで録画 K — 60 (左） ¥4,500 

ベータマックス用ビデオカセッ 
卜 （60 分）。右は U マチック用 

(昭 50. 5) 


C — 38 ¥95,000 

世界初のトランジス 
夕 （F E T ) 式コン 
デン サー マイクロホ 


小型 ビデオテープ レコーグー 




• 再生可能な8ミリビデオカセッ 
(昭60.1) 



(昭40.1 2) 

P V — 100 ¥2480,000 

世界て'最初にトランジスタ化した 


(昭 38.8) 
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A V — 3500 ¥230,000 

A VC — 3500 ¥159,000 

碗一. 1 型のポータブルタイプ（昭 44.11) 


VP — 1100 ¥238,000 

U マチック.ビデオカセットシス 
テムの発売第1号機となったプレ 
ー ヤー （昭 46.10) 


最初の50型カラービデオブロジコ 
クションシステム ¥498,000 

(昭 48. 2) 


B VH — 1000 約1000万円 

放送業務用1インチ VT R の 
ポータブル タイプの BVH - 
(昭51•秋） 








一 
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遊びながら学べる教育玩具「卜 一 
シングカードシステム」 

(昭 51.10) 

デジタルオーディオ時代を切リ拓いた P 
デジタルオーディオプロセッサー，固定 
ドデジタルオーディオレコーダー等 （H 




ションなど他社に先 
がけて商品化 


B VP — 100 965万円 

最初の放送業務用3管式ハンディ 
カラーカメラ （昭51.4) 


トリニコンカラーカメラ 

色再現性に優れた単管式ビデオカメラ D X C 


1 inn i^ftft.i7nn 


(imAQ パ〜 Q 、 
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¥128,000 

ノド第丨弾，炎のない電子 
ドフレーム」（昭 52.10) 


D S H —222 A 


3000万円 


S RX — 2 CH 


420万円 


円筒チップ形電子部品の高速装着を低コスト 高速高精度組立ロボット。小型の S 


で可能にした装着機 （昭 60. 6) RX — 2 DH も商品化（昭 60. 4) 
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s I OS 1700万円 

追記型光ディスクを記録媒体とする統合 

電子ファイリングシステム（昭61•春） 


英文ワードプ ロセッシンクシス テ 上 
新開発の 3.5 インチマイクロフロ •ン 

ビーディスクを採用 （昭56.秋) 


新ジャンボト ロン 約1000万円 / rrf VDX — 1000 データべ一 


独自開発の発光素子.トリニライト スを電話回線で結ぶビデオテ 


を使用した大型ディスプレイ装置。 ックス （ NAPLPS 方式) 


(昭 60. 9) 対応デコーグー（昭 59. 7 ) 
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トランジスタがテレビを変えた•グ…マイクロ 
テレビブームを呼ぶ（昭 37) 



人気歌手、江利チエミさんを使っ 
たこの広告は、テープコーダーを 
より親密な存在にする役目をした 
(昭 32) 



が:か ♦ 


当時のラインアップを勢ぞろいさせた 

この広告は、、トランジスタラジオは S 数寄屋橘に設置された S 0 N Y の大型ネオン 

ONY " を印象づけた（昭 37) サインは、銀ブラ族の話題となった（昭 34) 


ちい… 
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NV ▼ずヴ〇 

X 7 




ブロ野球フ7ンから何通もの投番が舞いこむ 
反響を呼んだアンチ巨人派広告。アンチは個 
性化を意味していた(昭 42) 


アメリカで大評判となった DD B 社制作の一 
連の維誌広告のひとつで、今でも広告関係者 
の語り草になっている。 Tummy とは、 I ま 
んぼん（おなか）のこと （昭 37) 


ま* 


マッチ箱サイズの世界最小トランジスタラジ 
オ - I C R — 100と、ひと昔前のラジオを比 
較した雑誌広告（昭 42) 



^rlOD 


カセット テープレコーダーの1号 
後となったマガジンマチックの広 
告は、いつでも、どこでも、簡単 
に使えることを P R (昭 41) 


Tummy Television 


TK % 5^&ary.lcfM^v^36 # o40 (Fof 
turwtw. WyNr4r«»>ttt)(X/ T? whoAiny 州 3 
4r •叫 tn^acn 的 a 抑 tctcKQM anWvu 9^c ygg 
t‘hrtt . 舞 vt/rpUn«cwi i yog |^r 於 ♦_« ytu U^fs 

Tne S>Of wi AC 富沾 p^or‘Ip utMtoy 

Sr |KU 羚 If ASuirxljOeii jwiorv^ 

tM p^9 Tt^OCiuS^uf«!Vftd tn^vfiiB iOj\t 

UoyUof leic 一 you Me4 !M ド 

Lightweight 





アンチ巨人派の方へ/ 


:aitl: め Att と •?£ き t 

” • nlfJ ぬ«?!讀 ir 


La 


r^rispnn?^^ A 
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,1 卜 77 r»/iTIC 


ごジ；：>十>ム<:ぷ：\ ヘプ ►4 rl ' i 人ヮ#*|:«次»\|1厶 
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i •へな Kaxr :ム »- l ‘ A;fMcir ; f - •い 
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ブロの厳しい眼に選ばれている放送局のひと 
つの主役、マイクロホンの名機 C 一 37 A、C 
一 38にスポットをあてた一種の企業広告(昭 43) 


• Y1 36.800 



_114B にも鮮やか 


広角 11 V 「目にも鮮やか」で他社と差別化 
を図った説得広告（昭 47) 






こ一の後明は遑い i す 


b\JZbD m J JJS-xbd 




>t/Ti r ^ 


■新発売 






子供から大人まで幅広く支持されたテ 
レビ CM 「クコの赤ちゃん」。00卜 
ロンが各社て使われだしたのも、この 
作品によるところが大きい（昭 48) 


V « l -#» cxy-H 恥11 

V14.8DQ 


.•； ••し 

U 




/冬-争一汐春麋於•感 

匕 ル 4 


SONY 




目さ峨紅の優勝旗。がんばれ旭川竟谷。 

• • •- . / • • •く • •• • ★• ••••,•*•*，-••• 4 ， 、 • • / • •• 

•• • * cVv Cir •」••；；？••：” … ,•一 

: , ： i iiisSriti : if •” いき。 •ザ -く 

••'、.，： ..... • ■ .• 

:、—— ' ••: • 


製品のバックに I C を配し、これから 
のラジオをイメージさせた当時では異 
色の斩間広告（昭 44) 


_1 馨 1,1 


甲子囡の高校野球大会に出場する郷土 
のチームの活躍をいつまでも記録に残 
しておこうと訴えたビデオの新聞広告。 
各地の新聞に掲載された（昭 51 〜） 
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ilil 


だけませんか」ておな 
じみのテレビ CM 。 誰 
にても使えるハンディ 
カムて8ミリ時代を P 
R (昭60〜 61) 


最斩銳トリニトロンは「裸」です…この 
コビーが、斩しいカタチのテレビ”ブロ 
ル"を言い表わした （昭 55) 


フイ 
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昭 35 設立 Baar (スイス） 
欧州販社財務、販売、サー 


ソニー•ホンコン 

昭37設立 Hong Kong 

販売、 サービス 


||1BC 111113厕3111111 Bni Mnnr 


ソニー. UK 

昭 43 設立 Staines 

販売、サービス 


ソニー •アメリカ 

昭35設立 New York 

販売、 サービス 


縫麵鑑獲 


ソニー•ハワイ(ソナム) 

昭43設立 Honolulu 

販売、サービス 


海外関連会社 

一昭和61年5月7日現在 一 
会社紹介中、00年参入はソ 

ニー•ファミリーの 仲間 となっ 
た年を表す。 （） 内数字はそ 
の会社の設立年。 


















ソニ 


デストリビ 


ンセ 


ンター/昭46設立 H 

⑽） 

欧州全域の物流コントロ 


hagestein 


ソニー. カナダ 

昭44設立 Willowdale 

販売、サービス 


ル 


ソニー • マニュファクチャ リ 

昭47設立 San Diego (米） 
CTV • CRT 製造 


ソニー • ノ、ナマ 

昭45設立 Panama 

販売、サービス 


ソニー • ベネズエラ 

昭47設立 Caracas 

販売、 サービス、 CTV 製诰 


ソニー.ドイツ 

昭45設立 Koln 

販売、サービス 

















Er 

mdHm 


ソ ニー. オーストラリア 

昭49設立 North Ryde 

販売、 サービス 


リニ ー • エスパ^—ニヤ 

昭4 8設立 Barcelona 

販売、サービス 


ソニー UK プリ ジヱン ドエ場 

ソニー.フランス 

昭4 9設立 Bridgend 

昭48設立 Clichy 

CTV • CRT 製造 

販売、 サービス 


ソニー •イタリア 

昭49設立 Milano 

販売、サービス 


ソ ニー サービスセン ター 

昭48設立 Antwerp (ベルギー） 
欧州 サービス 統轄 
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ソニー コミ ュニ ケーシ ョ ンプロダクツ 


昭 53 設立 Hagestein (蘭) 

欧州全域の業務用機器販売 


ソ ニー •ドイツベガエ場 

昭 50 参入 Stuttgart 

CTV • CRT • VTR • AU 製造 


ソニー* マグネ チッ クプロダクツ 

昭 50 設立 (52 稼動) Dothan (米） 

磁気テープ製造 


ソニー. ブロー ドキャスト 

昭53設立 Basingstoke (英) 
欧州金域の放送機器販売 


マグネティコス•デ • メヒコ 

昭 54 設立 Nuevo Laredo (メキシコ） 
磁気テープ製造 
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ソ ニー. ビデオ台湾 | 

ソニー •ダ•アマゾニア 

昭59設立 Chung-Li ' 

昭55設立 Manaus (ブラジル） 

VTR 製造 

:_ 

AU - VTR 製造 


Audio Disc 
Corporation 


デジタノレ • /j ディオ•デ 

昭59設立 Terahaut (米） 

CD • CD-ROM 製诰 


ソニ 


フランス 


ヌエ場 


昭5 5稼動 Bayonne 

磁気テープ製造 


、ノニ' - • エス/ミーニヤ ノく ノレセロ 

ナエ場/昭57設立 Barcelona 
AU • VTR • CTV 製造 


ソニー •フランスダックスエ場 

昭59稼動 Dax 

磁気テープ製造 
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ソニ 


サウジアラビア 


昭 51 設立 Jeddah 

L • L 機器製造 


ソニ'— • へノレギー 

昭5 2設立 Brussel 

販売、サー ビス 



ソニー.ビデオブラス 

昭53設立 Curitiba (ブラジル） 
販売、 サービス、 AU 等製造 


ソニ 


チ 


昭61設立 Santiago 

販売、 サービス 


ソニー •イン ター ナショナル 

昭5 7設立 Singa pore 

海外工場の パーツ 管理 


ソニー. コ メルシオ 

昭47設立 Sao Paulo 

販売、 サービス 


ブラジル） 


ソニー •スベンスカ (スウェーデン) 

昭58設立 Bromma 

販売、サー ビス 


台湾東洋 

昭48参入 （42) Kaohsiung 
オーティオ 製造 


東洋オーディオ （マレーシア） 

昭59設立 Penang 

オーディオ製造 


韓国東洋 

昭48参入 (47) Masan 
オーディオ製造 


ソニー.フランス アルザスて場 

昭61設立予定 

CD プレーヤー、 VTR 製诰 


セトロン•エレクトロニクス 

昭48参入 Singapore 

販売、 サービス 


DADC • オース トリア 
昭61設立予定 Salzburg 
CD 製造 


セトロン•エレクトロニクス ( m ) 

昭48設立 Kuala Lumpur 

販売、 サービス 



ソニー • テンマーク 

昭49設立 Taastrup 

販売、サー ビス 



国内関連会社 

一 昭和61年5月7日現在 一 


会社紹介中、00年参入はソニー 
ープの仲間となった年を表す。 （ 
内数字はその会社の設立年。 


松新電機 

昭34設立埼玉県岩槻市 

フラット TV * カーステレオ製造 


ソ ニー 木更津（木更津に2工場） 

昭34参入 (28) 千葉県木更津市 
家庭用 VTR 製造 


ソニー.マグ不 • ブロタクツ 

昭29設立東京都品川区（仙台に 
事業所）/磁気製品開発、製造 


ソニー 企業 

昭36設立東京都中央区 
不動産賃貸、旅行 • 保険代理業他 


昭34参入 (24) 神奈川県藤沢布 
CTV 製造 
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ソニーケミカル（鹿沼に工場） 

ソニー筑波 

昭37設立東京都中央区 

昭36参入 （31) 茨城県下妻市 

ビデオテープ•接着材製造 

ステレオコンポーネント製造 


タロン（铫子、小見川に工場） 
昭38参入 （28) 千葉県跳子市 

メカデッキ. モーター 製造 


ソニー倉庫（全国ネット） 

昭37設立東京都港区 

運送、荷役、保管、物流事務代行 


ソニー.テクトロニクス（御殿場 

に工場)/昭40設立東京都品川区 

オシロスコープ 他製造、販売 


ソニー サービス （全国 ネット） 

昭37設立東京都品川区 

製品の修理、 アフターサービス 
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鱷 


ボンソン電子 

昭43参入 （ 8 ) 埼玉県坂戸市 

ウォークマン製造 


ソニーオー ァィオ 

昭44設立静岡県湖西市 

CD プレーヤー.ステレオ 製造 


ソニー プラザ 

昭41設立東京都中央区 
輸入雑貨小売業、卸業 


光電子 

昭42設立東京都江東区 


商品整備、受託検査 


CBS . ソ ニー グループ 


東京都新宿区 


昭43設立 


M テープ販兀 


CD 


ソニーマグネスケール（伊勢原に 

事業所)/昭44設立東京都品川区 

マグネスケール製造販売 
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il 


ソニー 稲沢 

昭46設立愛知県稲沢市 
CTV ブラウン管製造 


サウンドシステム 

昭47設立静岡県浜松市 

モーター•光学ピックアップ製造 


ソニー • PC L 

昭45参入 （26) 東京都目黒区 

ビデオ コ ピー、 写真現像 プリント 


ソニー アスコ 

昭47設立千葉県東金市 

MFDD 製造 


ソニ——宮 

昭46設立愛知県一宮市 
家庭用 VTR • CTV 製造 


ソニー白石セミコンダクタ 

昭44設立宮城県白石市 
半導体製造 
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I IMiiM 


東海エレクトロニクス 

昭48設立愛知県名古屋市 
プリント基板製造 


中田 マグネ 

昭47設立宮城県登米郡 

フェライト • MFD 製造 


抑 


SSHlSSSi 


ヒアオマク不 

昭48設立宮城県栗原郡 

フヱライト •へッ ド製造 


ソニー 幸田 

昭47設立愛知額田郡 
家庭用 VTR 製造 


本宮電子 

昭48設立福島県安達郡 
電子銃 • 撮像管製造 





















ソ ニー 国分セミ コン ダクタ 

昭48設立鹿児島県国分市 
半導体製造 


東洋通信工業 

昭48参入 (35) 東京都品川区 
オーディオ製品設計他 


長野東洋通信 

昭49設立長野県南安曇郡 

ステレオ•パソコン製造 


東北東洋通信 

昭48参入 (38) 宮城県加美郡 

ラジオカセット 製造 


ソニー.エナジー • テック 

昭50設立東京都渋谷区 
乾電池製造販売他（郡山に工場) 


ミヤギ • ビデオテック 

昭48設立宮城県登米郡 

磁気テープ • MFD 製造 


.いこ':;' 」 

一 ， 
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ソニー.クリエイティブプロダク 

ツ/昭53設立東京都千代田区 
雑貨品等製造、販売（静岡に工場) 


マックス精機（久喜に工場) 

昭51設立東京都大田区 
精密機器部品製造 


手県東磐井郡 

ラジオ.カーステレオ 等製造 


ノ ニー • 太 

昭54設立大分県別府市 

ウォークマン•ヘッドホン 製造 


トチギ • ビデオテック 

昭52設立栃木県河内郡 
ビデオテープ. MFD 製造 


ソニー サウンドテック 


昭53設立東京都品川区 
システム家具 • 補聴器等製造、販売 
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ソニー.プルデンシャル生命保険 

昭54設立東京都港区 
生命保険事業 


希望工業 

昭56設立栃木県鹿沼市 

スピーカーシステム製造 


ソニー美濃加茂 

昭55設立岐阜県美濃加茂市 
高密度実装基板製造 


ソニー 大分 

ハッソー 電子 

昭59設立大分県東国東郡 

昭56設立千葉県八日市場市 

半導体製造 

ビデオプリント他 

_1 
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クロー バル•コーポレーション 

昭47設立東京都中央区 
ポスター. 雑貨等販売 


ソニー 商事 

昭26設立東京都港区 
不動産賃貸 


ソニー トレーディ ング ソニー 販売会社（全国20法人) 

昭47設立東京都品川区 昭36〜設立全国各地 

航空機. システムキッチン 等販売 製品販売 


曙電子 

昭48設立愛知県豊橋市 

チューナー基板製造 

ビルド 

昭37設立東京都品川区 
清掃 • 設備管理業 

信州電子 

昭48参入 (41) 長野県南安曇郡 
マウント加工品製造 

マキシム • ド•パリ 

昭41設立東京都中央区 
レストラン 業 

荻原 エレ ク トロニ クス 

昭48設立岐阜県益田郡 

CTV • 自動挿入機打込基板製造 

R • R 

昭44設立東京都中央区 
レストラ ン 業，保養所運営 

大東電子産業 

昭48参入 (36) 東京都品川区 

キャビネット•アクセサリ ー 製造 

CBS * ソニーファ ミ リー •クラブ 

昭46設立東京都新宿区 

レコード.輪入商品等販売 

CBS * ソニーレコード 

昭49設立静岡県大井川町 

レコード. m テープ.. CD 製造 

ソニー • ヤングラボラ トリー 

昭46設立東京都品川区 
市場動向調査 

エイプリル.ミユ ー ジック 

昭49設立東京都新宿区 
音楽出版，興行業 

ソー ワ（入 間， 相模原に工場） 

昭和46参入 (34) 神奈川県横浜市 

TV セット.チューナー等製造 


キャリア • デベロプメント • 
インターナショナル/昭 49設立 
東京都品川 区/セミナ ー， 語学教育 


ソニー 羽田 

昭和46設立東京都大田区 
表面処理部品製造 


436 







CBS • ソニー 共同セキュリティエージヱンシ— 

昭58設立東京都港区 昭50設立東京都品川区 

レコード • M テープ • C D 等 制作 事務所警備 


シネマチック.ジャパン 

昭59設立東京都品川区 

ビデオ シアターシステム販売 

ソ ニーフ 7イナンスイン ター ナシ 

3ナル/ 昭51設立東京都港区 

クレジット-リース業 

ソニー テレコム 

昭60設立東京都港区 
情報通信機器販売 

EPIC - ソニ_ 

昭53設立東京都港区 

レコード. M テープ. CD 等 制作 

ソニー ビデオ ソフ トウ： c ア 
インターナショナル/昭 60設立 

東京都千代田区/ソフト等制作，販売 

CBS - ソニー出版 

昭54設立東京都新宿区 
書籍•雑誌等出版，販売 

財団法人 ソニー 教育振興財団 

昭34設立東京都港区 

教育振興をはかる諸研究の助成 

ソニーマグネテープセールス 

昭54設立東京都品川区 
磁気テープ . MFD 等販売 

財団法人幼児開発協会 
昭44設立東京都港区 
母親教育 • 幼児教育の普及 

辰己電子 

昭55設立千葉県市原市 

VTR 基板製造 

参画協会 

昭47設立東京都港区 
特に青少年の社会教育の普及 

館山電子 

昭55設立千葉県館山市 

TC • VTR 基板製造 

湘北短期大学 （ 電子工学，生活 
科学，幼児教育，商経学）昭 

49設立神奈川県厚木市 

SD 北海道 

昭56設立札幌市中央区 
音楽著作権管理，原盤制作等 




財団法人ソニー音楽芸術振興会 SD 関西 

昭59設立東京都港区 昭57設立大阪市西区 

国際的コンクールの開催.協力 音楽著作権管理，原盤•制作等 







あとがき 

• 本誌は"源流"の著者と ともに、 社内報担当者が企画•編集から執筆•レィアゥト 

•装丁に至るまで一貫して行った。定期刊行物との並行作業のため、各スタッフとも 
三、四月は連日残業のハードヮークであったが、社内関連部門の方がたの協力も得ら 
れ、まがりなりにも発行の運びとなった。 • ところで、"源流"の著者はだれか… 
…本誌が陽の目を見たのも秀れたラィターがいたからこそなので、ここで明らかにし 
ておきたい。彼女は、そぅ実は女性であり、当広報室に在籍するれっきとしたソーーー 
の社員、 H 嬢なのだ。文章力もさることながら、諸先輩への取材を五力月ほどで終え 
ると、すぐさま執筆にかかり、十力月後には百五話分を完全に脱稿するといぅ、その 
速さにも舌を巻いた。 ( s )« 第一回営業報告書(昭和 21 年 5 月 7 日〜 10 月 31 日)の 
士冗上高は、七十一万一千七十二円四十五銭であったが、四十歳を迎えたソニーは、全 
世界を相手に一兆四千二百億円を超す売上をあげるまでに成長した。四十年間で培っ 
た財産は大きい。これをさらに育てあげるのが、今ソニーで働く私たちの役目 だ。 

( Y ) •会社の発展に 伴って、 製品の発表 も 出来事 もどんどん 増え続けて いる。限 
られたスぺースの 中で何を伝える か……。"ソニ— の動き" では、 できる限り初期の 
頃は 詳しく、 最近のことはシンプルに セレクトしてみた。 多分に 個人的 見解も あるが、 




流れを汲んでいただければ、ありがたい。 (K) •社史に最初に登場するソニーを 
訪れた¥1尸は昭和二十二年、後の首相石橋湛山氏である。爾来、四十年間でざっと 
二百七十組の¥1?が訪れた。これらの方がたを迎ぇた社員の誇りはいかばかりで 
あっただろぅ。町工場が、戦後の日本を代表する企業に至ったすぐれた戦略の一端を 
感じる。次の四十年で何をし得るか。新たな戦略が求められている。 (U) •〃過 
去を振り返らないソーー—"にとって、世相を感じさせる広告などは不必要なのか、ど 
こにもきちっとした記録などが残っていない。この徹底さに感動した反面、淋しくも 
思った。そこで、過去を振り返るためでなく、先々のことを考えて、後に担当する方 
がたが資料集めに困らぬょぅ、今回の資料は当方で大切に保管することを一同心に決 
めた。 (M) •いつも温和なのに突然怒りっぽくなった S さん、奥さんの次に愛して 
いるお酒をぼっつりやめた Y さん、毎晚最終電車で2時間半かけても家に帰った K さ 
ん……とにかくわがグループにとって天変地異みたいな2力月であった。 ( S ) 

昭和六十一年四月 編集スタッフー同 
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